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2区掘立柱建物1完掘状況（西から）

1区土坑29（廃棄土抗）遺物出土状況（北から）



序

本書で報告している宮ヶ迫遺跡は、一ツ瀬川の右岸にあたる宮崎市佐土原町
の天神川地区に位置しています。

この周辺は、周知の埋蔵文化財包蔵地が複数分布する場所でしたが、ここに
農地保全整備事業が計画されたため、その取扱いについて協議をおこなった結
果、発掘調査を実施することとなりました。

調査の結果、古墳時代の住まいや土器づくりに関する施設や、中世の井戸の
跡など過去この地に暮らした人々の生活の痕が数多く掘り出されました。幅広
い時代にまたがった、多くの遺構、遺物が確認されたことから、繰り返しこの
地に居住した先人たちの姿が見えて参りました。本書は、その調査の成果を報
告書としてまとめたものです。

この成果が、今後、宮崎市の街づくりや学術資料として、幅広く活用される
ことを心より望みます。

文末ではございますが、今回の調査にあたりご理解・ご協力くださいました
地元の方々はじめ関係者の皆様に、厚くお礼申し上げます。

平成26年3月

宮崎市教育委員会
教育長　二 見 俊 一



例　　言

1．本書は、経営体育成基盤整備事業天神川Ⅱ期地区に伴っておこなわれた、宮崎県宮崎市佐

土原町下田島に所在する天神川地区の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2．本業務は、宮崎市教育委員会が、宮崎県中部農林振興局から委託を受けて、平成21年度か

ら実施している。発掘調査は平成22年度で終了し、その後室内整理作業がおこなわれてい

る。本書はこのうち宮ヶ迫遺跡の調査成果を報告するものである。

3．調査組織は以下のとおりである。

調査主体 宮崎市教育委員会

平成21年度（発掘調査）
文化財課 課長 永井　淳生

総括 文化財係長 富永　英典

事務 主査 松崎　留美

調査担当 主任技師 石村　友規

技師 西嶋　剛広

嘱託 島井　伸幸

鈴木　弘子

平成22年度（発掘調査・整理作業）
文化財課 課長 田村　泰彦

総括 文化財係長 富永　英典

事務 主事 戸 佑輔

主査 金丸　武司

調査・整理担当 主任技師 竹中　克繁

主任技師 石村　友規

主任技師 秋成　雅博

技師 西嶋　剛広

嘱託 井上　誠二

今村　結記

島井　伸幸

川野　誠也

沼口　常子

庄境　美紀

平成23年度（整理作業）
文化財課 課長 田村　泰彦

総括 文化財係長 富永　英典

事務 主査 鳥枝　誠

整理担当 主任技師 秋成　雅博

主任技師 石村　友規

主任技師 竹中　克繁

主任技師 西嶋　剛広

嘱託 沼口　常子

庄境　美紀

平成24年度（整理作業）
文化財課 課長 田村　泰彦

総括 文化財係長 島田　正浩

事務 主査 鳥枝　誠

整理担当 主任技師 秋成　雅博

主任技師 竹中　克繁

主任技師 西嶋　剛広

主任技師 石村　友規

嘱託 沼口　常子

徳丸　理奈



平成25年度（整理作業）
文化財課 課長 橋口　一也

総括 文化財係長 島田　正浩

事務 主査 鳥枝　誠

整理担当 主任技師 秋成　雅博

主任技師 竹中　克繁

主任技師 石村　友規

主任技師 西嶋　剛広

嘱託 前田　恵美子

佐伯　美佐子

4．発掘調査・室内整理をおこなうにあっての各調査区の担当は以下のとおりである。なお、

各調査区の場所は第3図に示したとおりである。

宮ヶ迫遺跡　　1区：西嶋、島井

2区：石村、鈴木

3区：秋成、川野

古城第2遺跡　 1区：石村、今村、島井、川野

2区：竹中、井上

5．本書の編集は各担当者でおこなった。また、各章毎の執筆者は以下のとおりである。

第Ⅰ章：金丸

第Ⅱ章：西嶋

第Ⅲ章：石村

第Ⅳ章：秋成

第Ⅴ章：古環境研究所に委託した。

第Ⅵ章：西嶋、石村、秋成

6．掲載した図面は、発掘調査・整理作業共に、各調査区担当が嘱託職員の協力を得ておこな

った。

7．現場及び遺物の写真撮影は、各調査区担当がおこなった。

8．本書で使用する方位記号は、全て真北を指す。

9．本書の刊行にあたっては、今塩屋毅行氏（宮崎県文化財課）、吉本正典氏、山田洋一郎氏

（宮崎県埋蔵文化財センター）の協力を得た。

10．本書で報告した宮ヶ迫遺跡の発掘調査における出土遺物、実測図、撮影写真などは、すべ

て宮崎市教育委員会で保管している。
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第Ⅰ章　はじめに

第1節　遺跡の立地
宮ヶ迫遺跡・古城第2遺跡は、宮崎県の県央東端部にある宮崎市の北端部にあたる佐土原町

上田島に所在する。一帯は、宮崎県央部を深い谷を刻みながら流れる一ツ瀬川の下流域に属す

る。一ツ瀬川の下流は、洪水の度に頻繁に流路を変えた結果形成された痕跡が確認されており、

平野の両岸には、宮崎層群と呼ばれる、開析谷の発達した砂泥主体の丘陵が広がる。宮崎層群

による丘陵と平野の中間には、侵食された砂泥の流下によって緩やかな傾斜面が形成される。

この緩傾斜面は、近世に佐土原の中心となった佐土原の城下町をはじめ、多くの遺跡が連なる

ように分布する。宮ヶ迫遺跡と古城第2遺跡も、その緩傾斜面に形成された遺跡であり、南側

の丘陵から伸びた開析谷を流れる小河川の両岸に形成される。東側が古城第2遺跡、西側が宮

ヶ迫遺跡である。

第2節　歴史的環境
佐土原における旧石器時代の遺跡は、ナイフ形石器、角錐状石器等多くの石器群が出土した

下屋敷遺跡、上ノ原遺跡などが挙げられる。中でも船野遺跡（現南学原第1遺跡など）は、昭

和45（1970）年、別府大学が発掘調査をおこない、その際に出土した細石刃核を基に命名され

た「船野型細石刃核」は、関東以西に分布する細石刃核の形態を示す名称となった。これら旧

石器時代の遺跡は、西上那珂の丘陵部に分布する傾向にある。

縄文時代においてもその立地の傾向に変化はないが、前半期は遺跡数や出土量に増加が認め

られる。草創期は隠山遺跡において爪形文土器が確認され、続く早期は、炉穴と集石遺構を多

数検出した長薗原遺跡、別府原遺跡をはじめ、多数の遺跡が分布する。しかしアカホヤ火山灰

降灰後は、中期に上ノ原遺跡において船元式の良好な資料が出土する程度である。このような

傾向は宮崎県全体において共通する特徴だが、遺跡数が増加に転じる後期においても、遺跡が

全く確認されない状況となる。このように、縄文時代でも時期によって、遺跡数や出土量に大

きな変化が認められる。

弥生時代前期に該当する遺跡は佐土原町内では確認されていない。中期は、昭和47（1972）

年に発掘調査され、宮崎の弥生中期の代表的な土器型式である「中溝式土器」の標識遺跡とな

った中溝遺跡があるほか、紡錘車や「飛鳥」の線刻土器が採集され、平成11（1999）年からお

こなわれた発掘調査で後期～終末期の集落遺跡が確認された下那珂遺跡などがある。弥生時代

の遺跡立地は平野または平野に隣接した丘陵上に多く、縄文時代の遺跡立地とは大きく異なる。

下那珂遺跡からは、膨大な量の石包丁が出土しているが、これは稲作に関連するものであり、

遺跡の立地の変化も、水稲耕作の普及が影響したと考えられる。なお、町内における主要な弥

生時代の遺跡は佐土原町東南部の下那珂に集中する一方で、上田島は旧石器時代から弥生時代

を通して遺跡数が少ない状況であり、出土量も希薄である。一ツ瀬川の対岸にあたる新富町の

台地上では、弥生時代の遺跡が多数分布しており、上田島は分布上空白地に近い。
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第1図　主要遺跡分布図



古墳時代は、那珂村古墳、佐土原村古墳、広瀬村古墳と、古墳が町内に広く分布し、一ツ瀬

川上流の新富町、西都市にかけて各地に分布する一ツ瀬川流域の古墳群の一角を形成する。町

内の古墳群はいずれも横穴墓を主体とするが、広瀬村古墳は一部高塚古墳も含まれる。特に平

地に立地する広瀬村古墳45号は周堤らしき環状の高まりを伴っており、西都原古墳群206号墳

（通称鬼の窟古墳）同様終末期古墳の可能性がある。このほか、下田島の丘陵上に分布する土

器田横穴群は、昭和50（1980）年から度々調査がおこなわれ、県バイパス工事中に発見された

東1号からは、玄室の壁面より動物や鳥、三角文などを描いた線刻画が確認されている。

古代、佐土原には日向国に置かれた十六駅のうち当磨駅が置かれたとされ、その場所は宮ヶ

迫遺跡東側に近接する田島地区が推定されている。また、田島地区南側に広がる丘陵のうち南

西には下村窯跡という古代の窯跡が造営され、平成3（1991）年からおこなわれた発掘調査に

よって、膨大な量の瓦や須恵器による灰原を確認した。ここで製作された瓦は、西都の日向国

分寺や日向国府跡など、官営施設等へ運ばれたと考えられる。また詳細な位置は不明であるも

のの、本遺跡の付近には、平安後期に東禅寺と呼ばれる顕密仏教寺院が存在したとされる。こ

のように、古代の上田島は、政治・宗教に関わる施設が造営されたと伝えられる。一方、片瀬

原遺跡からは古代の集落の一部も確認されている。

建長4（1252）年、伊東祐明は田島庄、富田庄、諸県庄の地頭として伊豆から佐土原に下向

し田島氏を名乗る。居を構えた場所は、現在の田島地区周辺と伝えられ、背後の丘陵上には田

島氏の累代墓と伝えられる石塔群（通称「曽我殿の墓」）が立地する。その後、南北朝の混乱

の中、建武2（1335）年に伊豆から伊東氏本宗家が下向し、都於郡に拠点を置く傍ら、次第に

田島氏との対立を深め、下向から約100年後、伊東氏は跡目争いに乗じて田島氏を滅ぼし、佐

土原及びその周辺をほぼ掌中に治めた。こうした苛烈な権力争いの一方で、この時代は田島氏

や伊東氏により寺社仏閣の造営・修造も盛んにおこなわれた。今も残る大光寺や巨田神社ばか

りでなく、禅宗に宗派換えした東禅寺や、西上那珂の平等寺、上田島の持福寺などの造営はこ

の頃と伝えられる。

戦国時代、佐土原には多くの山城が造られた。那珂（諏訪）城は小規模ながら群郭式の構造

を備えた山城として知られるほか、西都市との境界付近には、丘陵の細尾根を利用して造られ

た山城である平田迫城が発掘調査されている。なかでも代表的な城は佐土原城である。本拠で

ある都於郡城と並んで伊東氏の重要拠点とされただけでなく、戦国時代後期は、佐土原城に隠

居した伊東義祐により、京を模した施設造営がおこなわれ、大いに栄えたと伝えられる。伊東

氏が木崎原の戦いで大敗し、豊後へ逃れた後は島津氏が入城し、九州北上の足がかりとなった。

近年、本丸は発掘調査がおこなわれ、中世～近世に建てられたとされる天守台をはじめ、柱穴

などが検出されたほか、麓の屋敷からは藩主の屋敷である大型の礎石建物や堀などが確認され

ている。中世における島津氏の支配は、豊臣秀吉による九州征伐後も続いたが、1600年、関ケ

原の戦いで主君が戦死したため、一時的に旗本領となる。

江戸時代に入り、島津氏の分家が再び佐土原城に入り、西都東部、新富、住吉も含めて佐土

原藩となり、佐土原城周辺には城下町も形成されていたことがわかっている。平成22（2011）

年から発掘された佐土原城の発掘調査は、佐土原藩に使える家老や上級武士の屋敷跡にあたる
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第2図　調査区周辺の遺跡・文化財分布図



場所であったが、多くの建物のほか、井戸や便所、多くの陶磁器類や佐土原人形などが出土し、

生活の様子を垣間見ることができる。

近代に至り、明治2年（1869）、佐土原藩は戊辰戦争による増禄を契機に下那珂の広瀬に城を

移すことを決めたが、築城は明治維新の動乱の中、一年半で中止された。転城に付き従った武

士の多くも、西南戦争を経て各地に分散していった。上田島に存在した武家屋敷は、藩主の居

館も含め多くが水田や宅地になった。現在は通常の街並みが広がっているのみであるが、街路

は近世の絵図面とほぼ変わらぬまま残されており、城下町の面影を僅かに見ることができる。

第3節　調査の経緯
県営経営体育成基盤整備事業は、次世代の担い手を育成する上で農業の収穫率向上を目的と

して策定された事業である。

その事業地の一つとして天神川地区がその事業地に選ばれた。佐土原町教育委員会（当時）

では、平成14年10月16日から同年12月24日にかけて、計画区域全面の試掘調査が実施されるこ

ととなった。その結果、平野部においては泥層の堆積を確認するのみであったが、田中工区に

あたる宮ヶ迫遺跡・古城第2遺跡の域内からは遺物包含層を確認した。このため、埋蔵文化財

の取り扱いは同域内に絞っておこなわれることとなった。

市町村合併を経て、事業調整は宮崎市に引き継がれた。平成21年4月、宮ヶ迫遺跡に限定し

て確認調査を実施した。その結果、全面的に埋蔵文化財が確認され、開発側との協議の結果、

工事により影響のある部分について発掘調査を実施した。これが本調査における1区・2区であ

る。面積は1区が3,800㎡、2区が1,250㎡である。なお、1区について、調査が終了しなかった

700㎡の部分は、平成22年度、引き続いて調査をおこなった。

1区の調査、また道路新設に伴い県埋蔵文化財センターがおこなった発掘調査により、当初

は調査範囲に含めていなかった調査区の西側隣接地にも地形的つながりが確認されたことか

ら、確認調査を実施したところ、埋蔵文化財が確認されたため、工事の影響がある部分につい

て、平成22年5月19日より発掘調査をおこなった。これが3区である。面積は1,620㎡である。

古城第2遺跡は、平成21年11月に確認調査を実施し、後世の削平を受けた部分を除いて埋蔵

文化財が全面的に確認されたことから、平成22年5月より発掘調査を実施した。調査に当たっ

ては道を挟んで西側を1区、東側を2区とした。1区が3,820㎡、2区が1,480㎡である。調査は平

成22年11月7日までおこなわれた。

上記調査中、柱穴を中心として柱材の残存が確認された。他に検出された井戸の枠も確認さ

れたことから、それらについては保存処理をおこなうと共に、年代測定を行った。このほか、

プラントオパール等、調査に必要とされた分析を適宜おこなった。

出土遺物についての室内整理作業は、調査が終了した平成22年度から実施した。本書では既

に整理作業を終えた宮ヶ迫遺跡の成果を報告するが、古城第2遺跡も、平成26年度の報告書刊

行に向け、整理作業をおこなっている。
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第3図　宮ヶ迫遺跡・古城第2遺跡調査区位置図（Ｓ=1/3,000）
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第4図　宮ヶ迫遺跡（宮崎市調査分）主要遺構配置図（Ｓ=1/400）
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第Ⅱ章　1区の調査

第1節　調査成果の概要
1区は、今回調査を実施した3つの区のうち南東側の一角に位置している。調査区は南北91.6

ｍ、東西70.5ｍの範囲で、面積は約3000㎡である。そのうち遺構、遺物が最も集中していたの

は調査区中央部で、時期的には古墳時代の遺構を中心として、わずかながら、中世に位置付け

られる遺構、遺物が確認されている。また、今回の調査では遺構は確認されなかったが、弥生

時代に位置付けられる土器片なども確認されている。

古墳時代に位置付けられる遺構は、竪穴住居が14軒、掘立柱建物が3棟、土器焼成坑が22基、

粘土貯蔵坑と思われる土坑が6基、廃棄土坑が1基、土坑が11基、溝状遺構が21条、ピット多数

である。遺構は、溝状遺構3、4付近を境として、南には土器焼成坑、粘土貯蔵坑が集中してお

り、その中でも東側に土器焼成坑が、西側に粘土貯蔵坑が集中する傾向を看取できる。溝状遺

構3、4より北側には竪穴住居、掘立柱建物が集中しており、2棟確認された総柱の掘立柱建物

は切り合いをもって、同じ場所に建てられていた。こうした状況から、古墳時代後期末から終

末期にを中心とする時期に位置付けられるこれら遺構が、一定の計画性を持って配置されてい

たことをうかがうことができる。

また、今回の調査で確認された、土器焼成坑と粘土貯蔵坑と考えられる土坑は、当地で土師

器製作がおこなわれていたことを示す直接的な証拠であり、当該時期における宮崎平野部の土

師器生産を考える上で重要な調査成果となった。

今回の調査で確認された上記の遺構からは、土師器、須恵器を中心として、その他、砥石、

敲石などの石器類やわずかながら鉄器が出土している。

中世に位置付けられる遺構には、掘立柱建物3棟、土坑墓1基、多数のピットがある。掘立柱

建物は主軸方向をほぼ同じくする建物群であり、土坑墓には土師器皿、鉄刀が副葬されていた。

そのほか、時期が判然としないが、土坑やピットが確認されている。

第2節　古墳時代の遺構と遺物
第1項　竪穴住居

1区では、14軒の竪穴住居が検出された。各遺構については各々詳述するが、概要について

簡単に触れておく。竪穴住居は、調査区の北半に集中しており、1区の北側にある2区と合わせ

て、まとまった居住域が存在していたものと考えられる。住居の平面プランは方形を基本とし、

長方形のものがわずかにみられる。カマドや土器埋設炉も持つものがあるが、少数であった。

規模は、大中小に分けることができるが、概して規模の大きい竪穴住居は調査区北側に分布し

ていた。これらの時期については、判断の難しいものもあるが、最も古いもので古墳時代前期

に位置付けられる竪穴住居が1軒存在している。古墳時代中期の竪穴住居も2軒確認された。今

回の調査で確認された竪穴住居のうち、最も多いのは古墳時代後期末から終末期初めに位置付

けられる竪穴住居である。
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竪穴住居1（第6図） 調査区南端付近で検出した。耕作などによる影響で、遺構検出面から

遺構床面までの深さはわずかに10㎝程度しか残存していなかった。加えて、住居北壁の大部分

と南西の隅角は削平で失われてしまっている。

平面形態はほぼ正方形プランの竪穴住居である。住居内で柱穴は確認できなかった。また、

カマドや炉などの火処も確認することができなかった。遺構の残存状態が悪いために、貼床の

有無についても不明確であるが、掘方床面直上の埋土中からも遺物が出土していることから貼

床のない直床の住居であったものと推測される。床面上での硬化面についても確認することが

できなかった。遺物の出土量は少なく、小片が住居内に点在するような状況であった。注目で

きる点として、住居南西側に台石と思われる大型の石材が検出されていることが挙げられる。

この石材の存在と、火処の不在という状況から、本住居は、何らかの作業をおこなうための作

業場のようなものであった可能性も想定することができる。

遺物は小片が多く、そのうちの2点を図示した。1は須恵器の坏蓋である。内面にかえりが取

り付けられている。2は土師器高坏の脚部片である。全体が風化しているが、わずかに調整の

痕跡を確認することができる。出土した遺物は小片で量も少ないため、位置付けが難しいが、

おおむね7世紀代の古墳時代終末期に位置付けられるものと推定される。

竪穴住居2（第7～9図） 調査区中央付近で検出された。撹乱などの影響によって住居西壁と

東壁の一部、および北壁の約半分が失われている。また、遺構の残存深も浅く、掘方床面から

約10㎝までの深さしか残存していない。平面形態は東西に長い長方形プランで、1区で確認さ

れた竪穴住居の中では比較的小型に属するものである。住居内部に柱穴は確認されなかった。

また、カマド、炉などの火処も存在しない。床構造は残存深が浅く不明確であるが、掘方床面

の直上から多くの遺物が出土していることから、貼床の無い直床の構造であったものと考えら

れる。床面に硬化面は認められなかった。

遺物は住居全体から満遍なく出土していて、出土量も比較的多い。破片も大型のものが多か

った。中でも竪穴住居1と同様に、台石様の大型石材が検出されている点にも注目できる。住

居内に火処が存在しないことも竪穴住居1と同様であり、本竪穴住居もまた、何らかの作業を

おこなうための作業場のような施設であった可能性が考慮される。

3、4は土師器の坏である。3は浅い器形で、外面に粘土紐の接合痕跡が確認できる。4は器壁

がやや厚く、外面は、底部に静止ヘラケズリが、上部にはミガキが施されている。5、6は土師

器高坏である。いずれも脚部と坏部の接合部付近の破片である。6は、坏部があまり広がらず、

斜め上方に向かって開く形態である。7は土師器の鉢である。外面に指オサエ痕跡が確認できる。

8、9は土師器の甑である。蒸気孔の形態は8がつつぬけタイプ、9が桟渡しタイプ（杉井1999）で、

8は蒸気孔部分が屈曲してすぼまる形態、9は胴部から蒸気孔まで丸みを帯びてすぼまる形態で

ある。9には桟を渡すための孔が確認できる。10は須恵器の横瓶である。肩部から口縁部にかけ

ての破片で、頸部から口縁部にかけては、外方に向かって広がる形態である。11、12は須恵器の

横瓶もしくは長頸壷の破片である。いずれも肩の張る形態で、11には外方に向かって開く形態

の高台が取り付けられている。高台の接合部分付近は胴部の器壁がやや厚くなっている。13～15
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は須恵器の甕である。13は口縁部から肩部にかけての破片である。14は口縁部から胴部にかけて

の破片で、口縁部が焼けひずみによって波打ったような形態になっており、口縁部内面には別

個体の須恵器片が溶着している。15は胴部の破片である。形態から底部に近い部分と想定され

る。16、17は砥石である。16は上下面と右側面に使用面が認められる。17は上面に使用面が認め

られ、上下方向へ延びる線状の作業痕跡が残されている。本遺構から出土した遺物は、おおよ

そ、6世紀末から7世紀初め、古墳時代後期末から終末期初めに位置付けられる。

竪穴住居3（第10・11図） 調査区中央付近、竪穴住居2の北隣に位置している。耕作や削平

の影響を受けているため、全体的に残存状態は良くない。また、住居北東隅角を土坑31に切ら

れている。竪穴住居の平面形態はほぼ正方形である。住居内には、カマドと土器埋設炉が設置

されている。柱穴は4本の主柱穴が認められるが、そのうち北東側の1本は、他の3本とやや不

均等な位置関係にある。これは、カマド使用時の空間を確保するための所作と考えられるが、

そうだとすれば、住居の構築にあたってはカマドの位置が柱穴の位置に優先されて設計された

ものと判断できる。カマドは作り付けのカマドで、撹乱により大きく破壊を受けていた。残存

していたのは袖のごく一部と火床面以下のみであった。不整楕円形の掘方と住居外へごく短く

突出した煙道をもつカマドで、火床面は住居壁より内側に位置していた。袖は基部付近がわず

かに残されているのみで、詳細は明らかでない。火床面は被熱による赤化が認められ、その上

層にカマドを廃棄した際のものと見られる、カマド粘土や焼土、炭化物の混じった土が堆積し

ていた。カマド内部からは、土師器片が出土している。土器埋設炉は、住居中央付近に設置さ

れていた。土器埋設用の掘方形態は平面、断面ともに不整形で、やや大きく掘った掘方を一度

埋め戻した後に再度土器が設置される範囲のみを掘り直していた。埋設されていた土器は土師

器甕で、周辺には焼土が広がっていた。
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第6図　1区竪穴住居1実測図（Ｓ=1/60）、出土遺物実測図（Ｓ=1/3）
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第7図　1区竪穴住居2実測図（Ｓ=1/60）、出土遺物実測図①（Ｓ=1/3）
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第8図　1区竪穴住居2出土遺物実測図②（Ｓ=1/3）



遺物の出土量はさほど多くはなかった。18は土師器の坏である。手捏ねによる粗雑な成形で、

内外面に指オサエ痕跡、粘土紐接合痕跡が明瞭に残されている。19は土師器高坏の脚部と坏部

の接合部付近の破片である。20は土師器の鉢である。深めの器形で、内外面ともに指オサエ痕

跡や粘土紐接合痕跡が残り、粗雑な印象を受ける。21、22、24～26は土師器甕である。21、22

は外面に目の粗いタタキ調整が施されている。26の底部底面には木葉圧痕が残されている。23

は土師器壷の肩部付近の破片である。27、28は須恵器坏蓋である。27はかえりの無い形態、28

は短いかえりの付く形態の蓋である。本遺構から出土した遺物には、7世紀前半に位置付けら

れる内面にかえりの取り付けられた須恵器坏蓋が見られる。作りが極めて粗雑な土師器類もこ

の時期の所産と思われるが、わずかに、古相を示す、外面にタタキ調整が施された甕なども混

入している。遺構の時期は、そのうち7世紀初頭、古墳時代終末期初めに位置付けられるもの

と考えられる。

竪穴住居4（第12図） 調査区中央付近で検出した。竪穴住居3の北側に隣接している。住居

は、東壁および西壁の一部を失っている。東西方向に長軸を持つ長方形プランの平面形態であ

る。住居内には柱穴は確認されなかった。また、カマドや炉などの火処も認められなかった。

床面の貼床についても確認されず、直床構造の竪穴住居であったものと考えられる。また、床

面の硬化も認められなかった。長方形プランの住居形態や規模などは、竪穴住居2との類似点

が多いことから、本竪穴住居もまた、何らかの作業をおこなうための施設であった可能性を考

えることができる。

遺物は比較的多く出土しており、出土状況は住居全体に満遍なく分布する状況であった。多

－ 16 －

第9図　1区竪穴住居2出土遺物実測図③（Ｓ=1/2）
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第10図　1区竪穴住居3、カマド、土器埋設炉実測図（Ｓ=1/60・1/40・1/20）



くの遺物がやや床面から浮いた状態であった。29～36は土師器の甕である。29～36は土師器の

甕である。29は口縁部が長く外方に向かって立ち上がる形態で、肩部にはタタキ目が残されて

いる。30は丸みを帯びた形態で、口縁部は短く立ち上がっている。31～36はいずれも底部付近

の破片である。31、35は胴部が大きく開く形態で、31はわずかに上げ底気味である。32～34、

36は小型の底部から、ややすぼまった胴部へ立ち上がっていく形態で、胴部は細身の形態であ

ったものと考えられる。37は土師器の高坏脚部片である。38は石包丁である。側辺の左右に抉

りが入れられている。39は敲石で、上面に使用にともなう凹みが認められる。本遺構は出土し

た土師器から、古墳時代前期に位置付けられる。他の竪穴住居に比して時期が古い住居であり

注目される。

竪穴住居8（第13図） 調査区中央東寄りで検出した。住居中心付近を土坑38に切られていた。

住居の北側半分は調査区畦に及んでいること、西側は近現代の撹乱溝によって削平されている

ことから住居の全体形を知ることができず、確認できたのは、住居南東隅角付近のみであった。

現況から、住居の平面形態は、方形あるいは長方形プランになるものと考えられる。調査部分

－ 18 －

第11図　1区竪穴住居3出土遺物実測図（Ｓ=1/3）



においては、柱穴や、カマドなどの火処は確認できなかった。ただし、住居埋土中に炭化物や

焼土粒が認められることから、カマドや炉などの火処が存在していた可能性はある。床は貼り

床のない直床構造で、硬化面は確認できなかった。

遺物は、調査した住居の全体から満遍なく出土している。調査した住居の範囲に対して遺物

の出土量は多かった。40、41は土師器高坏である。40は受部の破片である。受部と口縁部の接

合痕跡が明瞭に認められ、一部に口縁部片が残存している。その状況から、口縁部は内側にむ

かって短く立ち上がる形態であると思われる。受部が非常に浅い形態である。41は坏部と脚部

の接合部付近の破片である。42～46は土師器甕の底部から胴部にかけての破片である。42は底

部が細くすぼまる形態である。43の底部は内側から粘土を充填して製作されている。45・46は

丸底であるが、やや尖底気味の形態である。45は底部付近に指オサエ痕跡が明瞭に残されてい

て器厚がやや薄くなっている。46は45ほど指オサエ痕跡が明瞭でなく、底部中心部ほど厚みが

ある形態である。本遺構は、出土した土器の特徴から5世紀後半、古墳時代中期後半に位置付

けられる。

竪穴住居9（第14・15図） 調査区南西側に位置している。耕作などによって、住居南西隅

と南壁の大部分が失われている。また、遺構の残存深も浅く、掘方床面からわずか12㎝ほどの

深さしか残存していない。おおむね正方形に近いプランの住居で、各辺とも直線的であるが、

北壁のラインがややいびつである。柱穴やカマドなどの火処は確認できなかった。床構造は直

床の住居である。

遺物は住居中央付近の床面からわずかに浮いた位置から、まとまった状態で出土している。

また、土器が集中して出土したすぐ西側と住居中心より北西側にそれぞれ1つずつ大型の石材

が検出された。石材は磨面のある台石であり、本住居もまた、何らかの作業をおこなう作業場

のような機能を有した場であった可能性がある。47～49は土師器の坏である。いずれも手捏ね

によって成形されたもので、内外面全体的に、明瞭な指オサエ痕跡が認められる。50は須恵器

坏身である。51は土師器の甕である。直線的な器形で口縁部は長くわずかに外方に向かって立

ち上がっている。52～57は土師器甕の底部付近の破片である。52、56は厚みのある底部で、外

面にタタキによる調整が施されている。53、54は胴部外面と底部にくびれをもつ形態である。

58、59は小型の土師器壷である。58は外面にタタキ目が認められる。59は、丸みのある器形で、

底部付近はいびつな形状である。60は土師器の壷である。肩が大きく張る形態であることがわ

かる。60、61は台石である。いずれも大型の石材で、61は上面と側面に、62は上面にそれぞれ

磨面が確認できる。本遺構は出土した土師器の特徴から5世紀末から6世紀初頭、古墳時代中期

末から後期初めに位置付けられる。

竪穴住居10（第16～18図） 1区北西隅で検出した。住居北西側が、溝状遺構による削平を受

けていること、調査区外へ延びていることから、形態についての詳細は不明である。また、削

平などの影響で、掘方床面から最大で約20㎝ほどしか残存していない。平面形態は、現状で確

認されている部分の形態から、方形ないし長方形プランになるものと思われる。また、住居壁

第Ⅱ章　1区の調査
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第12図　1区竪穴住居4実測図（Ｓ=1/60）、出土遺物実測図（Ｓ=1/3・1/2）



のうち、全体が残存する南壁の長さは約7.3ｍであり、本遺跡において検出された竪穴住居の中

でも最も規模が大きく、本住居の性格を検討するうえで注目できる。住居内からは、3本の柱穴

が確認された。配置状況から本来少なくとも4本の柱穴があったと推測できるが削平などの影響

で判然としない。住居平面形態が長方形であった場合にはそれ以上の本数になることもありえ

る。住居中央のやや南よりでは、炉が確認された。炉は南北方向に並ぶように3基が確認されて

おり、便宜的に北側の炉から炉1、炉2、炉3と呼称する。いずれも不整円形で、浅く皿状に掘り

窪められている。炉1はやや小型で、直径が25㎝であった。掘方内から土師器片が出土した。炉

2は炉跡3を切って構築されている。直径40㎝で床面付近に炭化物が多く含まれていた。3基の炉

の中で最も新しいものと思われる。炉3は最も掘方が大きく、直径47㎝である。炉2同様、埋土

中に炭化物や焼土のブロックが含まれていた。炉の北側付近では、床面がわずかに硬化してい

る部分が認められた。この硬化面が、竪穴住居の掘方床面直上であることや、遺物の出土状況

から、本住居は直床構造であったものと考えられる。

遺物は土師器をはじめとして多く出土している。63は土師器坏で、平底である。64から66は

土師器高坏である。64は坏部の破片で、受部と口縁部の境界は不明瞭で口唇部が若干肥厚して

いる。65、66は脚部片で、65は長脚、66は短脚である。67から78は土師器甕である。67から70

は口縁部付近の破片で、屈曲の明瞭な67、68、屈曲の弱い69、屈曲が弱く、肩部のふくらみも

ない70がある。71から78は底部付近の破片である。71、72、75～77は底部と胴部境界の屈曲が

第Ⅱ章　1区の調査
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第13図　1区竪穴住居8実測図（Ｓ=1/60）、出土遺物実測図（Ｓ=1/3）



明瞭で、73、74は屈曲部が無い。78も屈曲部が無く、胴部が緩やかに大きく開く形態である。

また、71、74、76の底面には木葉圧痕が認められる。79は土師器の甑である。つつぬけの蒸気

孔をもち、その上部に桟を渡すための孔が認められる。80は土製支脚である。81、83、84は須

恵器坏蓋である。81は天井部と体部の境界に沈線は認められないものの屈曲している。ヘラケ

ズリは、天井部の中ほどまで施されている。83、84の後円部内面に段が作り出されている。82、

85は須恵器坏身である。82は扁平な器形で、立ち上がり部は短いものの、直立的に立ち上がっ

ている。ヘラケズリ範囲は狭い。86は高坏の脚部片である。87は壷の口縁部片である。丸みの

ある口縁部形態である。88は須恵器の横瓶である。胴部片で、外面にはタタキ目痕跡。内面に

は同心円当具痕跡が認められる。89は敲石である。石材の上部先端周辺や側面に敲打痕跡が認

められる。また、全体的に磨面が認められることから、砥石が敲石に転用されたものと考えら

れる。本遺構から出土した遺物は、須恵器の形態的特徴から、6世紀後半、古墳時代後期後半

に位置付けられる。

竪穴住居11（第19図） 調査区北西で検出した。一部が調査区外に及んでおり、かつ、撹乱

によって住居西側が失われているが、平面形態はおおむね方形プランの竪穴住居である。また、

耕作などの影響で、検出面から床面までの深さは、最も深いところで約10㎝ほどであった。竪

穴住居内では、柱穴やカマド、炉などの火処も認められなかった。ただし、住居南東隅周辺に

は炭化物が集中して分布する範囲があり、その近辺に何らかの火処が存在していた可能性があ

る。遺構の残存状態が悪いために、床構造等についても判然としない。

本住居からも、少量ながら遺物が出土している。90は土師器甕の頸部片である。「く」の字

状に屈曲する頸部に刻目突帯が貼り付けられている。91は敲石である。表裏面、上部先端付近

に敲打痕が認められる。特に図上上面の敲打痕跡は顕著である。本遺構は遺物量が少なく、い

ずれも小片ばかりであるため、時期については明確にし難いが、他の遺構と同様に、古墳時代

後期後半から終末期という時期幅の中に位置付けられるものと思われる。

竪穴住居12（第20図） 調査区北側で検出した。竪穴住居のほとんどが調査区外に出ており、

わずかに住居の南東隅が確認できたに過ぎない。そのため、住居の形態や規模などについては

不明な点が多い。ただ、調査区壁面の土層観察から、竪穴住居13を切っていることは確認する

ことができる。

出土した遺物もごくわずかで、小片ばかりであった。92が本住居もしくは竪穴住居13に帰属

する遺物である。土師器甕の口縁部片で、外方に向かって短く屈曲する形態である。本遺構は

遺構の形態、規模などと合わせて、出土遺物ともに不明な点が多く、時期的位置付けについて

も判然としない。しかし、他の竪穴住居に近しい時期、古墳時代後期後半から終末期前半のも

のとして捉えておきたい。

竪穴住居13（第20図） 調査区北側で検出した。住居の大半が調査区外に及んでいる。現状

で確認できた部分から、平面形態は方形あるいは長方形プランであるものと考えられる。調査
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第14図　1区竪穴住居9実測図（Ｓ=1/60）、出土遺物実測図（Ｓ=1/3）
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区壁面の土層観察から、竪穴住居12に切られていることがわかる。

遺物はきわめて少なく、土器の小片がわずかに出土したに過ぎなかった。この状態で、遺構

の時期的位置付けを推定することはきわめて難しいが、切り合い関係から、竪穴住居12より古

第15図　1区竪穴住居9出土遺物実測図②（Ｓ=1/3・1/4）



いことは明確である。そこで、ひとまず今回調査において確認された竪穴住居と近しい年代、

古墳時代後期後半から終末期前半のものとして捉えておきたい。

竪穴住居14（第21・22図） 調査区北側で検出した。住居の北東隅は調査区外に及んでいる。

また、一部を撹乱によって破壊されているものの、住居全体形を把握することができる。平面

形態はおおむね方形プランで、わずかに南北方向に長い形態である。本住居は本遺跡の中でも

1区竪穴住居10に次ぐ大型の住居跡で、住居南北軸の長さは約7ｍにもなる。住居内には、2本

の柱穴が確認された。その配置状況から、本来住居内には4本の柱穴が存在したものと考えら

れるが、残りの2本については調査の段階で認識することができなかった。住居の床は貼床構

造で、住居使用面での調査後に一部を掘り下げて貼床の状況を確認した結果、約10㎝の厚さで、

貼床土が堆積していた。貼床土は、地山土である黄褐色土主体の土層で、褐色土、灰褐色土を

含む土であった。使用時の床面において、硬化面は認められなかった。また、カマドや炉とい

った火処は残存部分で確認することができなかった。

竪穴住居内からの遺物の出土量は、住居規模に比して多くはなかった。93は土師器の高坏で

ある。坏底部付近の破片で脚部との接合部には接合のための突起が認められる。95～99は土師

器甕である。95、96は口縁部から胴部にかけての破片である。いずれも小型の球形胴甕とみら

れる。口縁部はゆるく「く」の字状に屈曲している。97は平底の底部片で小型長胴甕と思われ

る。98も平底で胴部は緩やかに立ち上がっている。99は丸底の底部で器壁が厚い。101は須恵

器坏蓋である。天井部と体部の境界は屈曲しており、浅い沈線が認められる。102は小型の器

形で、立ち上がり部は先端が欠損しているものの、短く内傾する形態である。103は須恵器甕

である。口縁部の破片で、外面には櫛描文が施されている。104は石製の勾玉である。全面に

製作にともなう擦痕が認められ、わずかに成形時の面が残された状態であることから、製作が

粗雑な印象を受ける。穿孔は片面穿孔である。本遺構は出土した須恵器、土師器の形態から6

世紀中頃から後半、古墳時代後期後半に位置付けられる。

竪穴住居15（第21・22図） 調査区北側で検出した。竪穴住居14に切られており、わずかに

住居南西隅角のみが残存している。残存部の状況から、平面形態は方形ないし長方形プランに

なるものと考えられるが判然としない。竪穴住居の規模についても不明であるが、竪穴住居南

東隅角および北西隅角が、本竪穴住居を切る竪穴住居14の住居壁外側に認められなかった。つ

まり、本竪穴住居の1辺は竪穴住居14の中で収まっているものと判断でき、その規模はおおよ

そ4m以下であったと考えることができる。そのほか、柱穴や火処、床構造等、本竪穴住居に

関わるほとんどの事柄について残存部分が少ないことなどから、知ることができなかった。

遺物はわずかながら、住居内に点在するような状況で出土している。94は土師器の高坏であ

る。坏部と脚部の接合部から脚部にかけての破片で、脚は「ハ」の字状に開く形態である。

100は甕胴部の破片である。胴部は球形で、胴部中位付近に最大径をもつ形態と考えられる。

外面には目の粗い平行タタキ調整が施されている。本遺構は残存部分が少ない影響で、遺物の

出土量も少なかったため、遺物のみで遺構の時期的位置付けを考えることは困難である。しか
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し、遺構の切り合い関係において、竪穴住居14から切られていることから、これより古い時期

であると判断できる。ただし、それほど大きな隔たりはなく、6世紀後半から末、古墳時代後

期後半から末にかけてのいずれかの時期に位置付けられるものと思われる。

竪穴住居16（第23～25図） 調査区北東側で検出した。住居南西隅角付近が、一部調査区外

に及んでいた。また、北東側の竪穴住居上端ラインがいびつで、やや不整形になっているが、

竪穴住居の平面形態はおおむね方形のプランである。竪穴住居内には、4本の柱穴を確認する

ことができた。柱の位置は、方形の住居内に均等に配置された通有のあり方である。床構造は、

地山土と類似した、にぶい黄褐色土を一部に貼った貼床構造である。貼土が竪穴住居全体に及

んでいないのは、この貼床が、掘方の掘削時に生じた凹凸を平坦にする目的でおこなわれたこ

とによるものと思われる。竪穴住居の中央付近には、土器埋設炉が設置されていた。遺構掘削

時に誤って掘方の一部を削平してしまったが、掘方の断面が浅い椀形で、土師器の甕形土器が、

その掘方内に設置され、焼土粒、炭化物を含む土層で埋め戻されていることがわかる。埋設さ

れた土器の内部には、炭化物が堆積していた（図版8－②）。

本遺構からは、多くの遺物が出土した。105～110は土師器坏である。105、107は須恵器模倣
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坏の身である。蓋受け部分は退化しており、わずかに突出しているだけである。立ち上がり部

はいずれも短く、内側に向かって立ち上がる形態である。106は丸みのある器形で、口縁部は短

く、内側に屈曲する形態である。108は丸底で、口縁端部はヨコナデの影響で短く外方に屈曲し

ている。109も108と似た形態であるが口縁端部の屈曲は認められない。110は平底である。胴部

は外方に向かって直線的に立ち上がっている。111～113は土師器高坏である。111は全体形を知

ることができる。短く外方に開く脚部に坏が取り付けられたような小型の高坏である。112も短

脚で大きく外方に開く形態である。113は長脚で、脚裾部付近から大きく外方に湾曲する形態で

ある。内面には粘土紐接合痕跡が認められる。114、115は土師器鉢で深めの器形である。114は

上げ底状で、底部と胴部の境界付近がわずかに屈曲している。胴部はわずかに内湾するものの

ほぼ直立している。底部底面には木葉圧痕が認められる。115は平底で胴部下半に最大径があり、

口縁部に向かって、内湾しながらすぼまっていく器形である。116、118～121は土師器の甕であ

る。116は小型の長胴甕の口縁部と思われる。口縁部は外方に屈曲し「コ」の字形を呈する。

118は胴部中位に最大径をもつ丸みある器形で、口縁部はわずかに外方に屈曲する形態である。

外面には粘土紐接合痕跡が認められる。119は中型甕で胴部はまっすぐ外方に向かって立ち上が

る形態である。外面に粘土紐接合痕跡が認められる。120は全体形を知ることができる。小型の

長胴甕で、胴部中央よりやや下に最大径をもつ器形で、底部は平底である。口縁部は外方にゆ

るく屈曲する形態である。内面の頸部付近には粘土紐接合痕跡が認められる。121は平底の底部

片である。底部と胴部の境界付近はわずかに屈曲している。底部底面には木葉圧痕が認められ

る。117は弥生土器である。口縁部片で「く」の字状の口縁部形態で、弥生時代後期に位置付け

られる。122は土師器の甑である。蒸気孔はつつぬけタイプで、現存する部分に桟を渡す孔は確

認できない。123、124は須恵器坏蓋である。123は全体に丸みある器形である。124は内面に短

いかえりが付けられたもので天井部は平坦な形態である。125は須恵器甕である。口縁部片で大

きく外方に開いている。126、127は土製支脚である。127の小口面にはヘラ記号が認められる。

128は敲石である。表裏面に明瞭な敲打痕跡が認められる。本遺構は、出土した模倣坏や須恵器

の形態から、7世紀前半、古墳時代終末期前半に位置付けられる。

竪穴住居17（第26図） 調査区北東隅付近で検出した。撹乱により竪穴住居の東辺は失われ

ている。また、住居の中央を溝状遺構によって切られている。遺構の残存深も浅く、検出面か

ら床面までの深さは10㎝にも満たなかった。平面形態は、現存している部分から方形ないし長

方形プランであるものと考えられる。竪穴住居内には柱穴や、カマド、炉跡などの火処は確認

することができなかった。遺構の残存状態が悪く、床構造についても判然としない。

本遺構からも遺物はわずかながら出土している。129、130は土師器の甕である。129は小型の

長胴甕と思われる。すぼまった頸部から大きく外反しながら開く形態である。130は小型の球形

胴甕と思われる。丸みのある胴部に短く立ち上がる口縁部が続く形態である。131は須恵器の甕

である。胴部の破片で、外面にタタキ目痕跡、内面に同心円当具痕跡が認められる。本遺構は

出土した遺物が少なく、小片であることから時期的位置付けについては判然としないが、おお

むね、6世紀末から7世紀前半、古墳時代後期末から終末期前半に位置付けられると考えられる。
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第2項　掘立柱建物
本調査区では古墳時代に位置付けられる掘立柱建物が3棟検出された。おおむね調査区北西

側にまとまって検出されている。3棟の内2棟が総柱建物であり、その性格について注目される。

掘立柱建物1（第27～33図） 調査区西側で検出した。9基の柱掘方からなる、桁行2間、梁

行2間の総柱の掘立柱建物で、平面形態は、桁行5.2ｍ、梁行3.1ｍの長方形プランである。長軸

方向はＮ56°－Ｗである。柱掘方の間隔は、それぞれでおおむね整っている。桁行の柱掘方の

間隔は約2.5ｍである。梁行の柱掘方間隔は、梁行中軸の柱掘方列と南北それぞれの柱掘方列

との間隔が異なっていて、北側は約1.4ｍ、南側は約1.6ｍとなっている。柱掘方の検出面から

の深さは、約35cmから65cmである。また、身舎面積は16.12㎡である。

柱掘方は、円形もしくは不整円形で、すべて二段掘りになっている。9基の柱掘方の土層堆

積の状況を観察した結果、掘立柱の据付に関するいくつかの情報を得ることができた。これら

について、以下に詳述する。

柱掘方1は円形の柱掘方で直径は68cmである。掘方は二段掘りになっており、柱を据えるた

めの深掘り部分は、掘方の北東隅側に寄せられている。深掘り部分の底面から柱掘方側壁にか

けては、硬く締り、粘性の非常に高い灰白色の粘土が敷かれている。これは、柱の根固めのた
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めに敷かれたものと見られる。その上層には、柱を固定するための土層（1層）が堆積してお

り、この層中の最も下層、根固め粘土上面において木柱の小片が検出された。これらの周りを

取り巻くように地山ブロックや焼土、炭化物を含んで硬く締まる土層が堆積しているが、これ

らは、柱を据えた後の柱掘方の埋め戻し土であると考えられる。

柱掘方2は円形の柱掘方で、直径は72cmである。掘方は二段掘りになっており、柱を据える

ための深堀り部分は、掘方の中央付近に位置している。深掘り部分の底面には、柱の根固めの

ための灰白色粘土が敷かれている。その上面に木柱が据えられており、検出時にはやや北向き

に傾いた状況であった。これらの根固め土、柱固定用の土の周りを埋めるように柱掘方の埋め

戻し土が堆積していた。埋め戻し土は下層ほど層厚が薄く、入念に埋め戻しがおこなわれたこ

とをうかがわせる状況であった。

柱掘方3はやや不整形な円形の掘方で、直径は最大85cmである。掘方は二段掘りになってお

り、柱を据えるための深掘り部分は柱掘方の中央付近に位置している。深掘り部分の底面には

やや厚く、柱根固め用の灰白色粘土が敷かれている。その上面に木柱の小片が出土しており、

木柱が据えられていたことが確認できる。柱の周りには、柱固定のために巻かれた土層が堆積

しており、その周りを埋めるように、柱掘方の埋め戻し土が堆積していた。本柱掘方の埋め戻

し土は、やや層厚も厚く、柱掘方の周囲から土を流し込んだまま埋めたような堆積が認められ
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第23図　1区竪穴住居16実測図（Ｓ=1/60）、土器埋設炉実測図（Ｓ=1/20）
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ることから、粗雑に埋め戻しがおこなわれた様子が看取できる。

柱掘方4は不整円形の掘方で、直径は最大で74cmである。掘方は二段掘りになっており、柱

を据えるための深掘り部分は柱掘方の北東側に寄せられている。深掘り部分の底面には灰白色

の粘土が敷かれているが、深掘り部分の大きさが想定より大きくなったためか、灰白色粘土を

敷く前に一部を地山と同質の土で埋め戻されている。この柱掘方では木柱は検出されなかった

が、灰白色粘土上層に他の柱掘方同様に柱固定のための土が見られたことから、柱が据えられ

た状態であったと推定できる。これらの土層を取り巻くように、柱掘方埋め戻し用の土層が堆

積していた。

柱掘方5は円形の掘方で、直径は70cmである。掘方は二段掘りになっており、深掘り部分は
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柱掘方の中央付近に位置している。深掘りの底面には、根固め用の灰白色粘土が敷かれている。

その上層には、柱を固定するための土や、柱掘方を埋め戻すための土層が堆積していたが、こ

の柱掘方では、さらにそれらの土層を大きく掘り込み、一時に埋め込んだような形で灰黄褐色

土が堆積していた。この他の柱掘方と異なった土層の堆積状況は、柱の抜き取り作業がおこな

われた結果であると考えられる。抜き取り作業は、柱掘方を、二段掘りの1段目底面付近まで

大きく掘り込んで、おこなったものと判断できる。

柱掘方6は円形の掘方で、直径は82cmである。掘方は二段掘りになっており、深掘り部分は

柱掘方の中央付近に位置している。深掘り部分の底面には、根固め用の灰白色粘土が敷かれて

いる。この上面に木柱が設置されており、さらに木柱を取り巻くように柱固定用の土層が堆積

していた。柱掘方を埋め戻すための土層は、1つ１つの層の単位が大きく、埋め戻しはやや粗

雑であったことがわかる。

柱掘方7は不整円形の掘方で、直径は最大83cmである。掘方は二段掘りになっているが、1

段目と2段目の境界があまり明瞭ではない。深掘り部分は柱掘方南側に寄せられている。深掘

り部分の底面には、根固め用の灰白色粘土が敷かれている。この上層に堆積していた土は、そ

の状況から、柱固定用、柱掘方埋め戻し用のものではなく、柱抜き取り後の埋め戻し土である

と考えられる。この柱掘方も柱掘方5と同様に、二段掘りの1段目底面付近まで掘り込んで柱を

抜き取り、その後埋め戻した状況が考えられる。

柱掘方8は不整円形の掘方で、直径は最大73cmである。掘方は二段掘りになっており、深掘り
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部分は掘方中央付近に位置している。深掘り部分の底面には根固め用の灰白色粘土が敷かれてい

る。この層の上面に据えられるようにして木柱が検出された。木柱の周りには、柱固定用の土層

が巻かれていた。そしてその周囲を取り巻くように、柱掘方埋め戻し用の土層が堆積していた。

柱掘方9は円形の掘方で、直径は84cmである。掘方は二段掘りになっており、深掘り部分は

掘方中央付近に位置している。深掘り部分底面には柱根固め用の灰白色粘土が敷かれているが、

特に北側は柱掘方側面まで覆うように厚く灰白色粘土が敷かれていた。この層の上面には木柱

が据えられた状態で検出された。木柱の周りには、柱を固定するための土が巻かれており、さ

らにその周囲には柱掘方埋め戻し用の土層が堆積していた。柱掘方の埋め戻し土はかなり細か

く分層され、掘立柱建物1の柱掘方の中で最も丁寧に埋め戻されている。

上記のような柱掘方の状況から、掘立柱建物1における柱の設置工程を模式的に示したもの

が、第32図の下図である。二段掘りの柱掘方を掘削し、深掘り部分に根固めの粘土を敷いて、

柱を設置、柱を固定するための粘土を巻いた後に柱掘方全体を埋め戻すという工程が考えられ

る。また、各掘方の深掘り部分の位置が中央だけでなく、ややずれた位置にみられるのは、柱

間の距離を調整するため、深掘り部分を微調整した結果であると思われる。

本遺構から出土した遺物は、土器の小片と木柱片である。土器片は小片ばかりではあるが、

おおむね古墳時代後期から終末期のものと考えられる。木柱はいずれも腐朽により残存状態が

悪いが、芯材を使用したものと判断できる。また、遺構内に堆積した土層も他の古墳時代の遺

構と同様な特徴を示している。

掘立柱建物2（第34図） 調査区西側で検出した。9基の柱掘方からなる桁行2間、梁行2間の

総柱の掘立柱建物であるが、1基の柱穴が調査区外に及んでいる。平面形態は、桁行4.4ｍ、梁

行3.2ｍの長方形プランである。長軸方向は掘立柱建物1とほぼ同様のＮ52°－Ｗである。柱掘方

の間隔はおおむね整っていて、桁行では約2.0ｍ、梁行では約1.5ｍとなっている。身舎面積は

14.08㎡である。柱掘方の平面形態は、円形もしくは不整円形であり、直径は60cmほどである。

8基のうち6基が二段掘りの掘方であるが、掘立柱建物1ほど明瞭な段を持っていない。しかし

ながら、根固め用の粘土を敷くこと、柱固定用や掘方埋め戻しのための土層堆積が認められる

ことから、掘立柱建物1同様の柱設置工程がおこなわれていたものと判断できる。

本遺構からは、土器の小片のみが出土している。これらはおおむね古墳時代後期から終末期

に位置付けられるものと考えられる。

掘立柱建物4（第35図） 調査区西側で検出した。上記2棟の掘立柱建物の南側に位置してい

る。4基の柱掘方からなる桁行、梁行ともに1間の掘立柱建物である。桁行が2.1ｍ、梁行が1.7ｍ

で、おおむね正方形の平面形態となる。長軸はＮ58°－Ｗで、長軸方向は、掘立柱建物1、2と

ほぼ同じである。身舎面積は4.18㎡と狭い。柱掘方は円形で、直径は約50cmである。

本遺構は、軸方向が掘立柱建物1、2と同じであることから、これら建物と同時期の古墳時代

後期から終末期に位置付けられるものと考えられる。
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第3項　土坑

1区では、古墳時代に位置付けられる土坑は42基検出された。その中には、土坑底面などが

被熱し、焼けはじけた土器片が出土する状況から、土器焼成坑と判断することができる土坑22

基が含まれており、注目される。その他に土層の堆積状況や形態から粘土貯蔵坑と考えられる

土坑、多量の土器が出土した廃棄土坑も確認されている。また、これらの遺構はそれぞれが一

定の空間に集中するという分布状況であったことから、その配置に計画性を読み取ることが可

能であった。

土器焼成坑1（第36図） 調査区南側で検出された。検出面からわずか4㎝の深さしか残存し

ていない。小型で不整楕円形の土器焼成坑である。残存深が浅いために、断面の形態は判然と

しない。土坑床面北側は被熱により変色していたが、被熱度合いはさほど強くなかった。また、

埋土中に炭化物が多く混じっていた。

遺物は土師器片が多く出土している。これらの破片には、土器焼成時の破損品と思われる土
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第27図　1区掘立柱建物1実測図（Ｓ=1/60）
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第28図　1区掘立柱建物1柱掘方実測図①（Ｓ=1/20）
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第29図　1区掘立柱建物1柱掘方実測図②（Ｓ=1/20）
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第30図　1区掘立柱建物1柱掘方実測図③（Ｓ=1/20）
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第31図　1区掘立柱建物1柱掘方実測図④（Ｓ=1/20）
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第32図　1区掘立柱建物1柱掘方実測図⑤（Ｓ=1/20）、柱設置工程模式図



器片が含まれている。いずれも小片であるために図示していないが、出土した遺物は全て土師

器片で、おおむね古墳時代後期から終末期に位置付けられるものと考えられる。

土器焼成坑2（第37・38図） 調査区南側で検出された。一部撹乱により破壊されているが、

おおむね全体形を知ることができる。中型で円形の土器焼成坑である。床面、壁面などに顕著

な被熱痕跡は認められなかったが、土坑内から、土器焼成時に焼けはじけた土器片が多数出土

していること、埋土中に炭化物がわずかながら含まれていたことなどから、土器焼成坑と判断

した。

本土坑からはまとまった量の遺物が出土した。多くは、焼成時失敗品の破片で、製作時の粘

土紐継目で剥離してしまったものや被熱時の膨張により焼けはじけた土器片などであった。

137～140は土師器の坏である。137～139は平底で、137、138の底部底面にはヘラ記号が認めら

れる。139は口縁がやや内湾する器形で、底部底面に木葉圧痕が認められる。140は丸底である。

142、143は土師器皿である。口径が大きく浅い器形である。144～146は土師器高坏である。

144は短い脚部に椀状の坏部が乗る形態で、脚部は焼成時に粘土紐接合部分で剥離していた。

145は脚部片である。脚裾部で大きく屈曲する形態である。 146は小型で 形の坏部形態であ

る。148、147は土師器甕である。148は小型甕の口縁部片である。147は脚台状の底部形態で、

底面には木葉圧痕が認められる。本遺構は、出土した遺物から、7世紀中頃に位置付けられる。
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第33図　1区掘立柱建物1出土木柱実測図（Ｓ=1/5）
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第35図　1区掘立柱建物4実測図（Ｓ=1/60）

第34図　1区掘立柱建物2実測図（Ｓ=1/60）



土器焼成坑3（第39図） 調査区南側で検出された。本遺跡中、最も大型の土器焼成坑である。

平面形態は略三角形で床面、壁面の被熱痕跡が顕著である。特に西壁の被熱度合いが強いこと

や、西壁の床から壁への傾斜変換の角度が他の部分より強いことから、西壁が本焼成坑の奥壁

側とみられる。また、埋土中からは炭化物が検出されている。

出土遺物は少なく、土器片が少量出土したのみであった。焼けはじけた土器片が顕著でない

ことや一時に埋め戻されたような埋土の状況から、本土坑は使用後に焼成時の灰などをかき出

し、その後に埋め戻されたものと推測される。149は須恵器甕胴部の破片で外面にタタキ目、

内面に同心円当具痕跡が認められる。150は土師器坏である。151は土師器甕で、小型長胴甕と

思われる。口縁端部がわずかに肥厚している。出土した遺物からは、おおむね6世紀末から7世

紀前半、古墳時代後期末から終末期前半に位置付けられるものと思われる。

土器焼成坑4（第40図） 調査区南側で検出された。平面形態は楕円形で、断面形態は浅い皿

状の形態である。床面や壁面に被熱痕跡が認められ、特に、床面は被熱によって全体が黒く変

色していた。埋土には、炭化物や焼土が認められる。

出土遺物は非常に少なく、わずかな土器片と石材が出土したに過ぎない。この状況と、埋土

の堆積状況から、土器焼成坑3と同様に、土器焼成後に灰などをかき出してから埋め戻された

ものと想定できる。遺物が小片で時期は判然としないが、他の土坑同様の、6世紀末から7世紀

前半、古墳時代後期末から終末期前半に位置付けておきたい。

土器焼成坑5（第41・43図） 調査区南側で検出した。西壁の一部が削平されている。平面

形態は楕円形で、小型の土坑である。床面に顕著な被熱は認められないが、土師器片や炭化物

が埋土中に認められる。

規模の割に多くの遺物が出土した。152、153、155は土師器坏である。153の口縁部はわずか

に外方へ屈曲している。155は平底で、底面にヘラ記号が認められる。154は土師器皿である。

底部はやや丸みを帯びた平底である。158は土師器鉢である。小型で深めの器形で口縁端部は

短く屈曲している。156、157は土師器甕である。156は平底で、底部と胴部の境界に屈曲があ

る。157は底部片で、焼成時に焼けはじけて剥離した破片である。木葉圧痕が認められる。159

は土師器の甑である。蒸気孔はつつぬけタイプで、現存部分に桟を渡すための孔は認められな

い。本遺構は出土した遺物から、7世紀前半以降、古墳時代終末期に位置付けられる。

土器焼成坑6（第42・43図） 調査区南側で検出した。平面形態はおおむね円形で、小型の

土坑である。床面、壁面に被熱痕跡が認められ、埋土中には炭化物が含まれていた。本土坑で

特徴的なのは、土器片の出土状況である。本土坑は、土坑が土器片で埋め戻されたような状態

であった。土器片は大小様々であるが、いずれも焼成途中に焼けはじけた破片である。本遺構

は、土器焼成坑として使用後に、焼成失敗品や焼けはじけた破片を廃棄するために使用された

と考えられる。

160～162は土師器坏である。160は小型の粗製品で、内外面に粘土紐接合痕跡や指オサエ痕
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第37図　1区土器焼成坑2実測図（Ｓ=1/30）

第36図　1区土器焼成坑1実測図（Ｓ=1/30）

第38図　1区土器焼成坑1・2出土遺物実測図（Ｓ=1/3）



跡が明瞭に残されている。161、162はやや大振りなもので、口縁端部がわずかにつまみ出され

ている。163は土師器鉢で、小型で深めの器形である。口縁部付近はわずかに肥厚している。

164、165は土師器甕底部片で、わずかに上げ底状になっている。165は甕底部が焼成時に焼け

はじけて剥離したもので、底面には木葉圧痕が認められる。本遺構から出土した遺物は時期的

位置付けが判然としないが、坏の形態から6世紀末から7世紀中頃、古墳時代後期末から終末期

前半の中に位置付けられると考えられる。

土器焼成坑7（第44図） 調査区南側で検出した。平面形態は楕円形で、断面形態は浅いＵ字
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第39図　1区土器焼成坑3実測図（Ｓ=1/30）、出土遺物実測図（Ｓ=1/3）



形である。床面や壁面に明確な被熱痕跡は認められなかったが、埋土中から、焼けはじけた土

師器片が、床面直上から炭化物が検出された。

遺物は小片のため図示していないが、土師器片が出土している。遺構の時期は明確でないが、

他の土坑と同様、6世紀末から7世紀前半、古墳時代後期末から終末期前半に位置付けられるも

のと捉えておきたい。

土器焼成坑8（第45図） 調査区南側で検出した。小型で、平面形態が円形の土坑である。耕

作などの影響で遺構は遺存状態が悪く、土坑底面付近のみがかろうじて残存している状況であ

ったため、断面形態については判然としない。土坑は床面が全体的に被熱によって黒く変色し

ていた。

遺物は床面付近に散らばるような状況で検出された。小片のため図示していないが、土師器

片が出土している。遺物は小片で時期的位置付けは不明で、遺構の時期的位置付けを明確にし

がたいが、おおむね、6世紀末から7世紀前半、古墳時代後期末から終末期前半の中でとらえて

置くのが適当であると思われる。

土器焼成坑9（第46図） 調査区南側で検出した。平面形態が不整楕円形の土坑である。断面

形態は浅い皿状である。土器焼成坑中最も炭化物が多く検出されている。土層断面を観察する

と、炭化物が層状に堆積している部分が2面認められ、それぞれ焼成時の使用面であったと推

測される。特に2次使用面上面は被熱による変色が認められる。断面の観察から、1次使用面で

の焼成後、灰は土坑南側に向かって掻き出されたものと思われる。

遺物はごくわずかしか出土しなかった。167は土師器坏である。本遺構は出土遺物から古墳

時代後期から終末期にかけてのものと推測される。
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第40図　1区土器焼成坑4実測図（Ｓ=1/30）
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第41図　1区土器焼成坑5実測図（Ｓ=1/30）

第43図　1区土器焼成坑5・6出土遺物実測図（Ｓ=1/3）

第42図　1区土器焼成坑6実測図（Ｓ=1/30）
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第46図　1区土器焼成坑9実測図（Ｓ=1/30）、出土遺物実測図（Ｓ=1/3）

第45図　1区土器焼成坑8実測図（Ｓ=1/30）

第44図　1区土器焼成坑7実測図（Ｓ=1/30）



土器焼成坑10（第47図） 調査区南側で検出した。中型で平面形態が円形の土坑である。断

面は不整形で凹凸ある形態である。床面の中央付近は、被熱による影響で赤く変色していたが、

壁面では被熱痕跡は顕著ではなかった。埋土には炭化物が含まれている。また、焼けはじけた

土器片が出土している。

遺物は一定量出土している。土坑中央付近では、床面に土師器の甕と坏それぞれ約1個体分

がまとまって潰れたような状況で出土した。土坑の廃棄時に祭祀のような何らかの意図をもっ

て埋置されたものではないかと考えられ、注目できる。このほかにも、土器片が散らばって出

土しているが、多くが床面からやや浮いた位置からの出土であった。168、169は土製支脚であ

る。170は土師器坏である。171は土師器鉢である。小型でやや深めの器形で、口縁端部が短く

外側に屈曲している。172は土師器高坏の脚部片で、大きく直線的に外方へ広がる形態である。

173は土師器甕の口縁部で、口縁は逆L字状に屈曲している。174は土師器甕で、小型の丸みを

帯びた器形である。口縁部は外方に短く屈曲している。本遺構は出土した遺物から、おおむね

6世紀末から7世紀前半、古墳時代後期末から終末期前半に位置付けられると考えられる。

土器焼成坑11（第48図） 調査区南側で検出した。一部を撹乱により削平されている。不整

形な平面形態である。床面はおおむね平坦で、床面から壁面への傾斜変換をみると、土坑南側

に対して北側がゆるい特徴がある。床面、壁面に被熱痕跡は認められなかったが、炭化物や焼

けはじけた土師器片が検出されている。

遺物は土師器片が出土しているが、小片であるため図示していない。古墳時代後期から終末

期にかけての土師器片が出土している。

土器焼成坑12（第49図） 調査区南側で検出した。不整形な平面形態の土坑である。断面形

態も不整形で、底面に凹凸のある形態である。床面には顕著な被熱痕跡などは確認されなかっ

たが、焼けはじけた土器片や、炭化物粒が確認されている。

遺物は小片ばかりであり、図示していない。古墳時代後期から終末期にかけての土師器片が

出土している。

土器焼成坑13（第50・52図） 調査区南側で検出した。不整形な平面形態で小型の土坑であ

る。床面などに顕著な被熱痕跡は認められなかったが、埋土中から焼けはじけた土師器片が出

土している。

規模の割に比較的まとまった量が出土した。179は土師器甕である。長胴甕で、いびつな形

態である。時期的位置付けは判然としない。

土器焼成坑14（第51・52図） 調査区南側で検出した。一部をピットに切られている。小型

で円形の土坑で、床面に被熱痕跡が認められる。また、埋土からは炭化物や焼けはじけた土師

器片が出土している。

本土坑も比較的まとまった量の遺物が出土した。175、176は土師器坏である。177は口縁部
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が屈曲し直立する形態である。177、178は土師器高坏である。177の坏部は椀状、178は坏状の

坏部形態である。本遺構は出土遺物から6世紀末から7世紀中頃、古墳時代後期末から終末期前

半に位置付けられるものと考えられる。

土器焼成坑15（第53図） 調査区南側で検出した。不整形で小型の土坑で、床面は凹凸のあ

る不整形な形態である。土坑床面南側の一部に被熱痕跡が認められる。

遺物は、わずかながら土師器片などが出土しているが、小片であるため図示していない。お

おむね古墳時代後期から終末期に位置付けられる。

土器焼成坑16（第54図） 調査区南側で検出した。平面形態が不整形な土坑である。床面は

東側から西に向かって緩やかに傾斜する形態であること、床から壁への傾斜変換も東側がきつ

いことから、本土坑は西側が前壁、東側が奥壁であったものと想定できる。床面の被熱度合い

が、西側のほうが強いことや、西壁付近の床面直上に炭化物層が堆積していたこともこのこと

を裏付けるものであろう。
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第47図　1区土器焼成坑10実測図（Ｓ=1/30）、出土遺物実測図（Ｓ=1/3）
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第52図　1区土器焼成坑13・14出土遺物実測図（Ｓ=1/3）

第51図　1区土器焼成坑14実測図（Ｓ=1/3）

第50図　1区土器焼成坑13実測図（Ｓ=1/30）

第48図　1区土器焼成坑11実測図（Ｓ=1/30）

第49図　1区土器焼成坑12実測図（Ｓ=1/30）



遺物はほとんど出土しなかった。わずかな土器片と石材（図版20-①）のみである。他に炭

化物片が出土している。他の土坑と同様、6世紀末から7世紀前半、古墳時代後期末から終末期

にかけてと位置付けておきたい。

土器焼成坑17（第55図） 調査区南側で検出された。小型で平面形態が円形の土坑である。

床面などに顕著な被熱痕跡は認められなかったが、一部に炭化物が集中する部分が認められた。

180は土師器の鉢である。外面に粘土紐継目痕跡が明瞭に残されている。181～183は土師器

甕である。いずれも底部片で、181は底部から外方に向かって大きく開く形態である。183の底

部底面には木葉圧痕が認められる。184は須恵器坏蓋である。185は須恵器横瓶で、粘土板閉塞

部の破片である。遺構は出土遺物から6世紀末、古墳時代後期末に位置づけられる。

土器焼成坑18（第57図） 調査区南西側で検出された。小型で不整円形の土坑である。断面

形態は浅い皿状で、床面の一部が被熱により変色していた。また、埋土中に炭化物、焼土が含

まれていた。

遺物は土師器甕の小片が出土している。詳細は不明だが、古墳時代後期から終末期に位置付

けられるものである。

土器焼成坑19（第58図） 調査区南西側で検出された。不整形で小型の土坑である。床面に

顕著な被熱痕跡は認められなかった。埋土中に炭化物や土器粒が含まれていた。

遺物は小片のみで、時期的位置付けも判然としない。遺構は、他の土坑同様の時期を考えて

おきたい。

土器焼成坑20（第59図） 調査区西側で検出された。平面形態が不整楕円形で小型の土坑で

ある。床面は被熱により変色している部分が認められ、炭化物や焦土が部分的に集中する箇所

があった。埋土中には、炭化物が含まれていた。

出土遺物はそれほど多くはなく、土器小片のほか、焼成粘土塊（186～188）、敲石（189）が

出土した。遺構の時期は明確にしがたいが、他の土坑と同様の時期であると捉えておきたい。

土器焼成坑32（第60図） 調査区中央で検出した。東半を竪穴住居2に切られている。検出で

きたのは床面のみである。床面には被熱により変色している部分が認められる。遺物は全く確

認されていない。遺構の時期は、他の土坑と同様の時期であると捉えておきたい。

土器焼成坑34（第61図） 調査区南側で検出された。小型で不整円形の土坑である。断面形

態は浅い皿状である。底面に被熱により変色した箇所が認められる。また、埋土には炭化物や

土器粒が多く含まれていた。

遺物はわずかに出土しているが小片であるため図示していない。遺構は他の土坑と同様の時

期に位置付けておきたい。
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第56図　1区土器焼成坑17出土遺物実測図（Ｓ=1/3）

第55図　1区土器焼成坑17実測図（Ｓ=1/30）

第54図　1区土器焼成坑16実測図（Ｓ=1/30）
第53図　1区土器焼成坑15実測図（Ｓ=1/30）
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第59図　1区土器焼成坑20実測図（Ｓ=1/30）、出土遺物実測図（Ｓ=1/3・1/2）

第57図　1区土器焼成坑18実測図（Ｓ=1/30） 第58図　1区土器焼成坑19実測図（Ｓ=1/30）



土坑26（第62・63図） 調査区南側で検出した。耕作の影響で残存状態が悪く、遺構の検出

面からわずかに20㎝程度が残存していたに過ぎない。また、土坑27、溝状遺構8に遺構の一部

を切られている。平面形態は不整形で、南北方向に長軸を持ち、規模は長さが5.8ｍ、幅は現

存部分で最大3.5ｍの大型の土坑である。土坑の底面には、遺物などをほとんど含まない灰黄

褐色の粘質土が堆積していた。また、その上層には、遺物や炭化物を多量に含んだ土層が堆積

していた。この土層は土器焼成坑の埋土と類似するものである。本土坑は、不整形な形態であ

ることや、特に底面に遺物をほとんど含まない粘質土が堆積していることなどの特徴が、他地

域で確認されている粘土貯蔵穴と類似していることや、本遺跡に土器焼成坑が多く確認されて

いることなどから、土器製作用の粘土を貯蔵するための粘土貯蔵坑であると考えられる。

小片が多かったが、比較的多くの遺物が出土した。190は土師器の短頸壷である。肩部から

頸部にかけての破片で、肩部はやや丸みを持ち、まっすぐに立ち上がる口縁部に続く形態であ

る。191は土師器高坏である。脚部と坏部境界の破片である。192から194は土師器甕である。

192は口縁部から胴部にかけての破片で、口縁部は短く外方に屈曲し、胴部は球形である。193

は胴部片で大型球形の胴部である。底部側の器壁が厚い。194は胴部から底部の破片である。

底部は平底で、底面には木葉圧痕が認められる。胴部は外方に向かってまっすぐに開く形態で

ある。195から197は須恵器坏蓋である。195は丸みのある天井部形態で、つまみが剥離した痕

跡が認められる。196は口縁端部外面に刻目状圧痕が残されている。天井部と体部の境界が丸

みを帯びた形状である。天井部外面にヘラ記号が描かれている。198、199は須恵器坏身である。

いずれも口径が小さく、底部ヘラケズリの範囲も狭い。199の口縁端部は短く丸い形態である。

200は須恵器高坏である。脚は短く外方に向かって広がる形態で、端部は丸くおさめられてい

る。坏部は 形である。201は横瓶である。肩部付近の破片で、やや焼きが甘く、摩滅してい
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第60図　1区土器焼成坑32実測図（Ｓ=1/30） 第61図　1区土器焼成坑34実測図（Ｓ=1/30）



る。202は土師器の坏である。口縁部から胴部の破片で、口縁端部は短く外方に屈曲している。

203は須恵器甕である。胴部の破片で、外面には格子目タタキ痕跡、内面には同心円当具痕が

認められる。本遺構から出土した遺物の年代は、須恵器の形態などから、6世紀末から7世紀前

半、古墳時代後期末から古墳時代終末期に位置付けられると考えられる。

土坑27（第64～66図） 調査区南側で検出した。土坑26を切っている。耕作などの影響で、

遺構の残存深が検出面から約25㎝程度であった。長さ6.8ｍ、幅3.2ｍと大型の土坑で、平面形

態はかなり不整形である。土坑断面の形態は浅い皿形で、底面は凹凸が多く、下端のラインも

不整形で全体にいびつな形態である。土坑底面には土坑26同様に粘質土が薄く堆積し、その上

層には、粘質土をパックするように、遺物や炭化物を多く含む土層が堆積していた。この土坑

もまた、土器製作用の粘土を貯蔵するための土坑である可能性が高い。

遺物は遺構全体から多量に出土した。ただし、貯蔵用粘土であると思われる土坑最下層から

はあまり遺物が出土していない。204から212は土師器の坏である。204から206は土師器模倣坏

でいずれも坏蓋である。天井部と体部の境界は曖昧で丸みを持つ形態である。205は器高が高

く、口縁端部は短く屈曲する形態である。206は体部が外方に向かって開く形態である。207は

口縁部がほぼまっすぐに立ち上がり、端部がわずかに肥厚する形態である。208は浅い平底の

器形で、口縁部は器壁が薄くなりながら外方に広がる形態である。209は深めの器形で口縁端

部は短く屈曲する。210は小型でやや深い器形、211は中型で緩やかに外方に開く体部をもつ。

212は大型で丸みのある深めの器形で、口縁端部は横方向の仕上げナデが施されている。213か

ら216は土師器の鉢である。213は胴部中位に最大径をもち、口縁部に向かってすぼまる形態で

ある。215、216は同一個体の可能性があり、213同様の形態である。214は胴部上位に最大径を

もち、口縁部は短く上方に向かって立ち上がる。底部は器壁が厚く、内面に指オサエ痕跡が認

められる。217は土師器の横瓶である。胴部は丸みのある形態で、底部はわずかに上げ底状に

なっている。口縁部は緩い「く」の字形で外方に向かって直線的に広がっている。218から227

は土師器高坏である。218、219は坏部付近の破片で、218は口径が大きく坏部がやや浅い形態

である。219は深めの器形で、坏部は底部と口縁部の境界が曖昧である。220は全体形を知るこ

とができる。坏部は緩やかに内湾しながら外方に開く形態で、脚部は下半部が外方へスカート

状に開いている。221から227は脚部から坏下部にかけての破片である。221はラッパ状に開く

脚部に、外方に向かって大きく開く坏部が取り付けられている。222は坏部と脚部の接合部の

破片で接合部分付近には指オサエ痕跡が認められる。223、224、226、227はラッパ状に開く脚

部形態で、224は脚下部に向かって湾曲が強い形態である。225は坏部が219同様深めの坏部を

もつ。228から239は土師器甕である。228から232は口縁部から胴部にかけての破片である。

228は丸い胴部に短く外反する口縁部形態、229、230は口縁部がやや長めで、ほぼまっすぐ立

ち上がった後に、緩やかに外方に屈曲している。231は胴部中位に最大径をもつ長胴の甕で、

口縁部は端部が短く屈曲する「コ」の字形である。232は緩やかに外方へ屈曲する口縁部に、

あまり膨らまない胴部が続く形態である。233から239は胴部から底部にかけての破片である。

233、234は底部から胴部への境界に屈曲部のない形態で、胴部は底部から自然に外方へ向かっ
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て大きく開いている。235から238は底部と胴部の境界に屈曲部が認められるものである。235

は小型の底部で、236は底部底面がごくわずかに上げ底状になっており、内面には明瞭に指オ

サエ痕跡が認められる。237は底部底面が上げ底状になっている。238もわずかに上げ底状で、

底面に木葉圧痕が残されている。胴部は球形に近い形態で胴部中位付近に最大径をもつ形態と

思われる。239は厚みのある平底で底部と胴部の境界が明瞭である。底部底面には木葉圧痕が

認められる。240は土師器横瓶と思われる。底部から胴部にかけての破片で、底部は平底、胴

部はやや丸みをもつ形態である。241は須恵器坏蓋である。丸みのある天井部形態で、体部と

の境界は角を持ち比較的明瞭であるが沈線などは認められない。242は須恵器坏身である。平

たい底部形態で、口縁の立ち上がり部は短く内傾している。243は須恵器高坏である。脚部の

破片で、短い脚部に上部に2段の透孔がある。244、245は須恵器壷である。244は小型で球形の

胴部形態で胴下部に内面からの穿孔が認められる。245も小型の壷で平底で肩部付近に屈曲を

もつ形態である。246は甕胴部の破片で外面にタタキ目、内面に同心円当具痕跡が認められる。

247は敲石である。細長い形態で上面に顕著な敲打痕跡が認められる。248は磨石で、上面に磨

面が認められる。本遺構から出土した遺物は、土師器、須恵器の形態から6世紀末から7世紀前
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第62図　1区土坑26実測図（Ｓ=1/60）
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第63図　1区土坑26出土遺物実測図（Ｓ=1/3）
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第64図　1区土坑27実測図（Ｓ=1/60）、出土遺物実測図①（Ｓ=1/3）
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第65図　1区土坑27出土遺物実測図②（Ｓ=1/3）
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半、古墳時代後期末から終末期にかけてに位置付けられる。

土坑28（第67～73図） 調査区南側で検出した。一部を溝状遺構、ピットに切られている。

東西方向に長い土坑で、長さ7.4ｍ、幅4.3ｍと大型の土坑である。平面形態はかなり不整形で

ある。土坑の断面形態は浅い皿状であるが、底面はかなり凹凸が著しく、いびつな形態である。

土坑の底面には粘質土がやや厚みをもって堆積している。この土層からは遺物はあまり検出さ

れていない。上層には遺物や炭化物を多量に包含する土層が堆積している。これらの特徴から、

この土坑もまた、土器製作用の粘土を貯蔵するための土坑である可能性が高い。

遺物は遺構の上層埋土から多量に出土している。249から257、261は土師器坏である。249は

胴部がわずかに屈曲する形態である。250から253は平底気味の底部形態で、胴部はわずかに内

湾しながら外方へ開く形態である。254も平底気味の底部形態であるが、胴部の立ち上がりが

やや強く、胴部中位に残る粘土継目部分からわずかに外反しながら口縁部へと続く形態である。

255は底部形態が尖底気味の丸底である。257は底部形態が厚みのある平底で、体部は外方へ緩

やかに立ち上がった後、口縁部はわずかに肥厚し外側に屈曲する。261は大型で、口縁端部が

短く外方に屈曲する。外面に目の粗いミガキが施されている。258から260は土師器鉢である。

258、259は径の大きな平底で、内湾しながら立ち上がる形態である。258はやや器壁が厚く、

外面に指オサエ痕跡が認められる。260は丸底気味の底部になると思われ、口縁端部は短く外

方に屈曲する。262～268は土師器高坏である。262は坏部の破片である。坏部は坏形で、口縁

端部は短く外方へ屈曲している。263、265は脚部と坏部の接合部付近の破片である。264、266

～268は脚部片である。いずれも短脚で裾端部付近が外方に向かって屈曲する。268は特に脚が

短い。269は土師器壷である。胴下部に最大径があり、底部外面に指オサエ痕跡が認められる。

270は土師器横瓶である。丸みの強い俵形の胴部形態で、胴部側面に粘土板閉塞が剥離した痕

跡が認められる。271は土師器鉢である。大型で船形の器形であり、最大幅は約41㎝である。

口縁部はいびつで上縁が波打つような形態で、底部は上げ底状の平底になっている。272～297

は土師器甕である。272～278は小型で球形胴の甕と考えられる。272は口縁部が外方に強く屈

曲し「コ」の字状になる。273～275は頸部がすぼまる形態で口縁部は外湾しながら広がる形態

である。276は内外面に粘土紐の接合痕跡が認められる。277はわずかに肥厚する口縁部がやや

内傾しながら立ち上がる形態である。278は内外面に粘土紐接合痕跡が認められる。279～285

は小型の長胴甕である。279は胴部中位に最大径をもち、底部底面には木葉圧痕が認められる。

280は特に長胴で、底部は上げ底状、口縁部は外方に向かって大きく開く形態である。281は

280同様の口縁部形態である。283は口縁部の屈曲が弱く、まっすぐ立ち上がる形態である。

284は口縁部がやや肥厚し、外方に弱く屈曲する。285は胴部下半に最大径を持つ器形である。

口縁部の屈曲は弱く、丸みを帯びた形態である。286～289、291、292、296は中型で球形胴の

甕である。286、289は胴部のふくらみが弱い形態、287、288は胴部中位に最大径を持つ形態で

ある。288は口縁部が肥厚している。292は全体がいびつな形状で、口縁部はわずかに外方へ屈

曲し、底部底面には木葉圧痕が認められる。290は口縁部の破片で、全体に直線的な形態であ

る。293～295、297は土師器甕底部である。293は径が小さくわずかに上げ底状となっている。
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第67図　1区土坑28実測図（Ｓ=1/60）



－ 68 －

第68図　1区土坑28出土遺物実測図①（Ｓ=1/3）
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第69図　1区土坑28出土遺物実測図②（Ｓ=1/3）



－ 70 －

第70図　1区土坑28出土遺物実測図③（Ｓ=1/3）
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第71図　1区土坑28出土遺物実測図④（Ｓ=1/3）
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第72図　1区土坑28出土遺物実測図⑤（Ｓ=1/3）
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第73図　1区土坑28出土遺物実測図⑥（Ｓ=1/3・1/4・2/3）



294は丸みのある平底で器壁が厚い。295、297は底部と胴部の境界に屈曲をもつ形態で、295は

わずかな上げ底状になっている。298～300は土師器甑である。蒸気孔はいずれもつつぬけタイ

プで、残存部分に桟を渡すための孔は認められない。298、300は端部が肥厚する形態である。

301は土製支脚である底面にヘラ記号が認められる。302から305は須恵器坏蓋である。302は天

井部と体部の境界が曖昧で、丸みを帯びた形態でヘラケズリ範囲も狭い。303は口縁部内面に

わずかな段が作られている。304、305は天井部につまみをもつ。304は径が小さく中心がわず

かに凹むつまみで、体部は外方へ向かって開く形態である。305は中央部が窪むつまみが付け

られている。306、307は須恵器坏身である。306は立ち上がり部が短く内傾している。307は深

い 状の器形で丸底になると考えられる。308、309は須恵器壷である。308は胴部上半でやや

潰れたような形態である。309は平底気味の底部形態である。310は須恵器の瓶類と思われる口

縁部片である。311～313は須恵器甕である。311は形態から底部付近の破片、312は胴部中位の

破片と考えられる。313は肩部から胴下部にかけての破片で、外面にはタタキ目、工具ナデ、

内面にはナデが施されている。314は台石である。上面中央付近に磨面が存在する。315は砥石

である。きめ細かい砂岩製で、欠損以外の面は全面が研磨面として使用されている。本遺構か

ら出土した遺物の年代は、土師器、須恵器の形態から、6世紀末から7世紀前半、古墳時代後期

末から古墳時代終末期の時期幅に収まるものと考えられる。

土坑35（第74、75図） 調査区南端付近で検出した。一部を土坑36、溝状遺構17に切られて

いる。平面形態は不整形でいびつな形態である。規模は長さが推定約4.3ｍ、幅が4.2ｍの大型

の土坑である。土坑の断面形態は浅い皿状で、底面には凹凸が目立つ。土坑の底面には貯蔵用

と考えられる粘土が堆積している。この土坑底面にみられる粘土は、かなりきめ細かで粘性が

高く、良質に思える粘土で、明らかに他の遺構などで見られる遺構埋土とは異なっていた。こ

の粘土層をパックするように土器片や炭化物などを含んだ、土器焼成坑埋土と類似した土層が

堆積していた。これらの特徴から、本土坑は土器製作用の粘土を貯蔵するための粘土貯蔵坑で

あると考えられる。

遺物はあまり出土しなかった。図示可能な1点のみを掲載している。316は土師器高坏である。

坏と脚の接合部付近の破片である。底部は外方に向かって広がっている。遺物が小片であり、

そこからの時期的な位置付けは難しい。しかし、土坑36に切られている状況から、少なくとも、

古墳時代後期末以前に位置付けられると考えられる。

土坑36（第74図、75図） 調査区南端付近で検出された。平面形態はややいびつではあるが

おおむね方形に近い形態である。土坑35を切っている。規模は、長さ3.5ｍ、幅3.5ｍの大型の

土坑である。土坑の断面形態は皿状で、底面は多少の凹凸があるもののおおむね平坦である。

土坑底面には、土坑35と同様に、きめ細かで粘性の高い粘土が堆積していた。その上層も他の

土坑同様に、遺物や炭化物を含む土層が堆積しており、粘土層をパックするような状況であっ

た。これらの状況から土坑36も土器製作用粘土の貯蔵坑であると考えられる。
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遺物は少ないながら出土している。317は土師器高坏である。長く外方に向かって大きく開

く形態である。318、319は土師器甕である。318は口縁部片で器壁が厚く、外方に短く屈曲す

る口縁部形態である。319は底部片で底部と胴部の境界はわずかに屈曲している。320は須恵器

の瓶と思われる。口縁部の破片で端部付近はわずかに内湾している。321は須恵器坏身である。

器高さは低く、立ち上がり部は短く内傾している。322は袋状鉄斧である。銹による影響で外

形は大きく変形していた。身が厚く、袋部の折り返しが粗雑な印象を受ける。本遺構から出土

した遺物は、量が少なく明確ではないが、6世紀末から7世紀前半、古墳時代後期末から古墳時

代終末期に位置付けられると考えられる。

土坑37（第76図） 調査区南端で検出された。南半部が調査区外に及んでいるために全体形

を知ることができない。平面形態は不整形でいびつな形態である。形態から二つの土坑が切り

あっているようにも見えるが、土層の検討から1つの土坑であると判断できる。規模は、長さ

が4.5ｍ、幅は現存で1.9ｍの大型の土坑である。土坑の断面形態は不整形で凹凸の大きな形態

である。本土坑も底面付近に粘質土が堆積していたが、土坑35、36のようなきめ細かな粘性土

ではなかった。しかし、土坑の平面形態や断面形態の類似性などから本土坑も土器製作用の粘

土を貯蔵するための土坑である可能性が高いと判断した。

本遺構からは遺物はほとんど検出されていない。そのため時期的な位置付けについては明確

にしえないが、他遺構と同様に6世紀末から7世紀前半、古墳時代後期末から古墳時代終末期に

位置付けられると思われる。
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土坑29（第77図） 調査区中央付近で検出した。平面形態が隅丸方形に近い形態で、一部を

ピットに切られている。規模は、長さ3.3ｍ、幅3.5ｍの大型の土坑である。断面形態はU字状で、

平坦な底部から角度を持って壁が立ち上がる形態である。一部にテラス状になっている部分が

ある。本土坑からは極めて多量の遺物が出土した。いずれも破片であるがやや大振りなものが

目立ち、破損品が土坑内に投げ込まれているような状況であった。これらの遺物が、土坑底面

に密着するような出土状況であったことから、土坑29は不要となった遺物の廃棄のために構築

された土坑であると判断した。

323～339は土師器の坏である。323～326は須恵器模倣坏で323～325は坏蓋、326は坏身であ

る。坏蓋はいずれもやや扁平な器形で、口縁部はやや外方に向かって直線的に開く形態である。

323は口縁部の一部が波状に歪んでいる部分がある。326は蓋受け部分が退化し、立ち上がり部

は内傾し、端部は肥厚している。扁平な器形である。327、330は平底の小型扁平な器形で、ど

ちらも口縁部は歪んだ形態である。331～338は丸底の坏である。331～337は扁平な器形で、

331、332、333は口縁部が直線的に立ち上がり、334、335、338はわずかに外反している。337

は口縁が屈曲しわずかに内傾している。339は厚みのある底部で、底部と胴部との境界に屈曲

部が認められる。340～343は土師器鉢である。340は小型の浅鉢である。341は口縁部に片口が

付く鉢である。丸みのある器形で、外面に粘土紐接合痕跡が認められる。342は大型の浅鉢で

ある。343も大型の浅鉢で、胴部中位に最大径をもち、口縁部に向かってすぼまる形態である。
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344～346は高坏である。344は全体形を知ることができる。坏部は鉢形で口縁部が外方へ緩や

かに屈曲している。脚部は長脚で外方へまっすぐに広がる形態である。脚部内面には粘土紐接

合痕跡が明瞭に残されている。345は短脚で外方に大きく開く形態で内外面に粘土紐接合痕跡

が残されている。347～351、359は小型甕で、口縁部付近の破片であるため、胴部形態は明ら

かでない。347、349は緩やかに湾曲しながら外方に広がる口縁部形態、348は「く」の字状に

屈曲する口縁部形態で、端部はやや肥厚している。350、351は「く」の字状に近い形態である

がやや屈曲が弱い形態である。359は球形胴ですぼまった頸部から直立気味に口縁部が立ち上

がっている。352～356、358は中型の甕である。352～355は胴部が球形になると考えられる。

口縁部付近の形態が多様で、352、353は頸部がすぼまり、口縁部は外方へ緩やかに外反する形

態である。354は頸部の締りが弱く、口縁部が大きく開く形態である。355は屈曲が弱く短い口

縁部形態、356は長い口縁部がわずかに外方に開く形態である。358は長胴の甕で胴部中位に最

大径をもつ器形である。360、361は土師器壷である。丸みのある胴部ですぼまった頸部から外

反して口縁部が立ち上がる形態である。361は貼り付け突帯のある頸部片である。362～373は

土師器甕の底部である。362～370は平底で、底部径が小型の362～364、中型の365～367、大型

の368～370がある。362は底部と胴部の境界に屈曲部がない形態で、それ以外は底部と胴部の

境界に屈曲をもち、屈曲の強い364、367、369、屈曲の弱い363、365、366、368、370がある。

また、363、364、365、366、370はわずかに上げ底状になっている。371、372は丸底気味の平

底で、底面の器壁が厚い。373は丸底で底部からの立ち上がり付近に緩やかな屈曲がある器形

である。374～378は土師器甑である。いずれも底部付近の破片で、蒸気孔はつつぬけタイプで

ある。374は蒸気孔付近が屈曲せず、器壁がやや肥厚する形態で、それ以外は蒸気孔部分が屈

曲し、375、377は蒸気孔部分の器壁がやや肥厚する。378は胴部中位に最大径をもつ器形であ

る。379～381は土製支脚である。382～385、390は須恵器坏蓋である。いずれも天井部と体部

の境界が曖昧で、丸みのある形態であり、天井部の回転ヘラケズリ範囲は狭くなっている。

382は天井部に円形で中央部にくぼみのあるつまみが取り付けられている。383は天井部が扁平

な形態である。384は天井部が丸みのある器形である。385は口縁端部がわずかに外方に屈曲す

る形態である。390は口縁部片で体部はわずかに外方に開いている。386～389は須恵器坏身で

ある。いずれも口径に比して器高が低い形態で、立ち上がり部は短く内傾している。389の口

縁端部は短く外方に屈曲している。ヘラケズリの範囲は、387、388は胴部中位付近まで、389

は胴部下位付近まで施されている。391は須恵器有蓋高坏である。脚部は短く外方に開く形態

で、脚端部は平坦である。脚上部に透孔が3方に認められる。坏部は口径に比して器高が低い

形態で、立ち上がり部は短く内傾している。392も須恵器高坏であるが脚部のみの破片である。

長脚で上下2段に透孔が3方に認められる。393～396は須恵器甕である。いずれも胴部の破片で、

外面にはタタキ目、内面には同心円当具痕が認められる。394の外面には自然釉が融着してい

る。397～399は敲石である。397は上面に、398は上下面に、399は上面に敲打痕跡が認められ

る。398の敲打痕跡は顕著で大きく窪んでいる。本遺構は出土した遺物から、6世紀末から、7

世紀初め、古墳時代後期末から終末期初めに位置付けられる。
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第78図　1区土坑29出土遺物実測図②（Ｓ=1/3）



第Ⅱ章　1区の調査

－ 81 －
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第80図　1区土坑29出土遺物実測図④（Ｓ=1/3）
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土坑44（第82図） 調査区西側で検出した。不整形楕円形の土坑で、かなりいびつな形状で

ある。断面形態は浅い皿状で、底面は凹凸が大きい。規模は、長さ4.4m、幅3.2ｍの大型の土

坑である。形態や規模から、粘土貯蔵用坑の可能性も考えたが、遺物が土坑底面付近からもあ

る程度出土していることや、土坑底面に堆積する土層の様相などから、粘土貯蔵用坑ではない

と判断した。ただし、かつて粘土貯蔵用坑として使用されていた可能性も考慮される。南西側

の一部を溝状遺構に切られている。

遺物は少量ではあったが出土している。400は砥石である。長細い形態で断面形態は略方形で

ある。砂岩製で片面に磨面が確認できる。磨面は発達しておらず、さほど使い込まれた様子は

認められない。401は敲石である。砂岩の円礫製で下面にわずかな敲打痕跡が認められる。402

は須恵器模倣坏である。坏蓋片で、天井部と体部の境界が明瞭である。境界には突出部があり

口縁端部は丸くおさめられている。体部の外面には粗い波状文が描かれている。403は土師器甕

である。小型甕の口縁部片であり、口縁部は外方に向かってわずかに外反しながら広がってい

る。404は須恵器坏身である。受け部、立ち上がり部の破片である。立ち上がり部は短く内傾し、

口縁端部がやや肥厚している。405は須恵器甕である。口縁部の破片で、大きく外反する形態で

口縁端部は方形に近い。406は土師器皿である。外方に向かって大きく開く器形で、口縁部付近

も胴部からまっすぐに開いている。口径も大きく、扁平な器形になると思われる。407は土師器

甕である。平底底部の破片で、底部と胴部の境界は強く屈曲している。底部と胴部の接合部付

近の作りが粗雑で、ゆがみや粘土のたるみなどが顕著である。胴部は直線的に外方へ開いた形

態である。また、底部底面に不鮮明ながら木葉圧痕が認められる。408は土師器高坏である。脚

は短く外方に大きく開く形態で、内外面にはミガキが施されている。409は土師器甕である。平

底で底部と胴部の境界に屈曲は認められない。底部は厚みがあり、内面には指オサエ痕跡が認

められる。本遺構から出土した遺物は、402がわずかに古相を示すものの、おおむね6世紀末か

ら7世紀前半、古墳時代後期末から終末期前半に位置付けることができるだろう。

土坑45（第83、84図） 調査区西端で検出した。土坑44の北に位置する。遺構北側の一部を

土坑46に切られている。隅丸方形に近い形態で、やや不整形な形状である。断面形態はU字形

で、底面の凹凸が著しい。規模は、長さ4.3ｍ、幅3.9ｍの大型の土坑である。土坑44同様に、

形態や規模から、粘土貯蔵用坑の可能性も考えたが、遺物の出土状況や土坑に堆積する土層の

様相などから、粘土貯蔵用坑ではないと判断した。ただし、かつて粘土貯蔵用坑として使用さ

れていた可能性も考慮される。

遺物も少量ながら出土している。410は土師器高坏である。ほぼ完形で、坏部の形態は扁平

な坏形である。口縁部は緩やかに外反している。脚部は長く、釣鐘形で脚裾部が屈曲して外方

に開く形態である。内面には、粘土紐接合痕跡が明瞭に観察できる。411は土師器甕の底部で

ある。平底で底部から胴部の境界付近の屈曲が強い。底部底面には木葉圧痕が認められる。

412は須恵器坏身片である。立ち上がり部が短く内傾する形態で、やや厚い。回転ヘラケズリ

は胴部中ほどまで及んでいる。413は台石である。砂岩の大振りな石材で、上面がやや変色し、

鉄分の付着が認められる。しかし、この鉄分が鍛冶などの作業にともなうものであるか、石材
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第82図　1区土坑44実測図（Ｓ=1/60）、出土遺物実測図（Ｓ=1/2・1/2）
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第83図　1区土坑45実測図（Ｓ=1/60）、出土遺物実測図①（Ｓ=1/3・1/2）



自身に由来するものか判然としない。414は敲石である。砂岩製で上面に顕著な敲打痕跡が認

められる。また、上面の一部が、被熱によるものとみられる変色が見られ、赤あるいは黒い色

調に変化している。415は石包丁の未製品と考えられる。やや厚めの剥片の両面に各片からの

剥離がおこなわれている。本遺構から出土した遺物は少ないが、これらは6世紀末から7世紀前

半、古墳時代後期末から古墳時代終末期前半に位置付けられると考えられる。

土坑46（第85図） 調査区西側で検出した。一部が調査区外に及んでいる。平面形態は不整

円形で、特に下端のラインのゆがみが著しい。断面形態は浅い皿状で、底面は緩やかな凹凸の

ある形態である。規模は、最大径が約4ｍの大型の土坑である。

遺物は土坑内に散在するように出土した。出土量はさほど多くはない。416は須恵器坏蓋で

ある。天井部と体部の境界は不明瞭で丸みを帯びている。口縁部内面に浅い段が作り出されて

いる。417は須恵器坏身である。底部に丸みのある器形で立ち上がり部は短く内傾している。

またわずかに口縁端部が肥厚している。回転ヘラケズリは胴部中位付近まで施されている。

418は土師器高坏である。坏部片で、深めの器形である。口縁部は外側に大きく屈曲している。

419～421、423は土師器甕である。419は小型の甕で口縁部は外方に向かって大きく開いている。

420は中型の甕で胴部形態は長胴気味になると思われる。口縁は419同様、外方に大きく開く形

態である。421は平底の底部で、底部と胴部の境界に屈曲をもたない形態である。底部底面に

木葉圧痕が認められる。423も平底の底部で、底部と胴部の境界に屈曲をもつものである。丸

みを帯びた形状で、外面に指オサエ痕跡が認められる。422は不明土製品である。土師質で、
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細長く、断面は不整円形である。ほぼ完形であるが、用途不明である。424は須恵器甕である。

胴部の破片で、外面には格子目タタキ、内面には同心円当具痕跡が認められる。425は砥石で

ある。きめ細かい砂岩製で、欠損のため全体形を知ることができない。生きている面は全面使

用されていて平滑になっている。本遺構から出土した遺物は、6世紀後半、古墳時代後期後半

に位置付けられると考えられる。

土坑21（第86図） 調査区南西隅付近で検出した。平面形態は不整形な円形で、特に北西側

のラインのゆがみが顕著である。断面形態は、おおむね平坦な底面から土坑壁面が立ち上がる

Ｕ字形である。規模は、長さ2.5ｍ、幅2.1ｍの大型の土坑である。埋土の単位が大きく一時に

埋め戻したような印象を受ける。

遺物は遺構全体に散らばるように出土している。多くが床面近くから検出された。大振りの

石材が多いのも特徴である。426～429は土師器坏である。426は口径に比して器高が低く、扁

平な器形で、体部は、丸底の底部から大きく外方に開く形態である。内面にミガキが施されて

いる。外面にもミガキが施されていると思われるが、風化のため不明瞭である。427も丸底の

坏で口縁部がわずかに内側に屈曲している。仕上げナデによる影響か、口縁部付近は若干器壁

が薄い。428も丸底の坏で、胴部は緩やかに内湾しながら外方へ向かって立ち上がっている。

底部外面にはヘラ記号が認められる。429はやや大型の器形である。430は浅鉢である。小型の

鉢で、平底でやや上げ底状になっている。胴部は緩やかに内湾しながら上方に立ち上がってい

る。整形が粗雑で、内外面に粘土紐接合痕跡や指オサエ痕跡が明瞭に残されている。431は土

師器甕である。口縁部から胴部の破片で、口縁部は短く直立気味に立ち上がっている。胴部は

球形に近い形態になるものと思われる。432は土師器甑である。把手部分の破片で、本体との

接合部分から脱落したような状態である。断面形態は円形ないし不整楕円形で、手捏ねによる

整形でいびつな形態である。本遺構から出土した遺物からは細かな時期的位置付けをおこなう

ことは難しいが、土師器坏の口縁部形態などから古墳時代後期後半から終末期にかけてのもの

と考えられる。

土坑22（第87図） 調査区南西隅付近で検出した。中央をピットによって切られている。平

面形態はいびつな楕円形である。断面形態も浅い皿状であるがいくつかの凹凸が認められる。

規模は長さ2.1ｍ、幅1.2ｍの土坑である。土器粒、炭化物を含む埋土に覆われている。

遺物は出土しておらず、時期的位置付けについても明確でないが、周辺の遺構と同様に、古

墳時代後期から終末期にかけてのものであると考えられる。

土坑23（第88～90図） 調査区南西隅付近で検出した、遺構北側の一部を土坑21によって切

られている。平面形態は不整形で、いびつな形態である。断面形態はおおむね浅い皿状である

が土坑中央付近に浅くくぼんでいる部分が認められる。また、土坑東側が底部から階段状に立

ち上がる部分が認められる。規模は、長さ2.8ｍ、幅2.9ｍの大型の土坑である。

遺物は、土坑全体に散らばるようにして出土しているが、中央付近、東壁付近には遺物がま
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とまって出土しており注目できる。全体形がわかる程度までに復元できるものも多く、数個体

の土器が一括して廃棄されている可能性も考えられる。433は土師器坏である。小型で底部は

丸底になっている。胴部は外方に向かって短く立ち上がる。整形が粗雑で、内外面に粘土紐接

合痕跡や指オサエ痕跡が明瞭に認められる。434は須恵器模倣坏蓋である。天井部と体部の境

界には突出部が無く丸みのある形態である。口縁部は直線的で外方に開かない。側面にヘラ記

号が認められる。435～441は土師器甕である。435は小型甕で、胴部中位に最大径をもち、や

や長胴になるものと思われる。口縁部はゆるく外方に屈曲する形態である。436は口縁部、胴

部ともに直線的で、いびつな形態である。内面に粘土紐接合痕跡が認められる。437は胴部片
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である。438は口縁部から胴下部にかけての破片である。胴部中位に最大径をもち、そこから

底部に向かって急に屈曲した後に底部付近でさらに角度を変えて湾曲する特徴的な形態であ

る。底部付近は器壁の厚みが増している。口縁部は外方に向かって短く屈曲する形態である。

内外面ともに板状の工具ナデが認められる。439も胴部中位に最大径をもつ形態で、438に似て

いるが、胴下部の湾曲が認められない。内面にわずかな粘土紐接合痕跡が認められる。440は

438と同様の胴部形態で、丸みが強い形態である。底部は厚みのある形態で、ごくわずかに上

げ底状になっている。底部と胴部の境界には屈曲部があり、胴部から底部のみが突出したよう

な形態になっている。底部底面には木葉圧痕が認められ、互いに交差する葉脈の痕跡が認めら

れることから、土器を製作時に一度置き直されていることがわかる。441は底部付近の破片で

ある。底部と胴部境界の屈曲の度合いと胴部の開き具合から、胴部形態はちょうど438のよう

な形態になるものと思われる。内外面とも板状工具によるナデが放射状に施されており、底部

底面には木葉圧痕が認められる。本遺構から出土した遺物の年代は明確にしがたいが、古墳時

代終末期に位置付けられるものと考えられる。

土坑25（第91図） 調査区南西隅付近で検出した。平面形態は不整円形である。断面形態に

ついてみると、底面はおおむね平坦で、南側は底面から急に立ち上がっており、北側は途中ま

で急角度で立ち上がった後に傾斜が緩やかに変化して立ち上がっていく形態である。また、東

側にはテラス状の部分がある。

本遺構からは遺物が出土しなかった。遺構の時期的な位置付けも明確にはしがたいが、周囲

で確認されている遺構と同様に古墳時代後期後半から終末期にかけての時期に位置付けられる

と思われる。
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土坑30（第92図） 調査区中央付近で検出した。平面形態は不整形でいびつな形態で、南北

方向に長軸をもつ。耕作などの影響で、残存深が15㎝ほどである。断面形態は浅い皿状で底面

から側面への立ち上がりは緩やかである。規模は長さ4.6ｍ、幅2.3ｍの大型の土坑である。

遺物は遺構内に散らばるような状況で出土した。442は土師器坏である。丸みを帯びた形態

で、口縁端部はわずかに外方へ屈曲している。445は須恵器模倣坏蓋で、天井部はやや丸みを

持ち、体部は外方に向かって直線的に開く形態である。口縁端部がわずかに屈曲している。

443は土師器高坏と思われるが判然としない。脚部片と思われ、内面には粘土紐接合痕跡が認

められる。444は土師器甕である。底部の破片で、底部中央部は器壁が薄くなっているのに対

し、外縁側はかなり厚みがある。底部と胴部境界の屈曲は緩やかである。446、447は須恵器坏
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身である。いずれも立ち上がり部は短く、内傾している。ヘラケズリの範囲は446が胴部中位

付近まで、447は胴下部付近までの狭い範囲に施されている。448は須恵器甕である。胴部の破

片で、丸みが強い。小型の甕であると思われる。449は台石である。上面に磨面が認められる

ほか、上面中央には幅広で筋状の強い使用痕跡が、線状痕跡が認められる。また、上面の片側

側縁部には、顕著な敲打痕跡が認められる。加えて被熱による変色が認められる。本遺構は、

6世紀末、古墳時代後期末に位置付けられる。
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土坑31（第93図） 調査区中央付近で検出

した。竪穴住居4を切っている。不整楕円形

で、長軸をおおよそ南北方向にもつ。断面

形態を見ると、底面は平坦で、側壁につい

ては土坑西側辺は底面から検出面まで緩や

かに立ち上がるが、それ以外の部分では、

ゆるい二段掘り状になっている。埋土は2層

に分けることが可能であったが、ほぼ同質

の層で、一時に埋められたような印象を受

ける。

本遺構の遺物出土量はわずかであった。

ほとんどが小片あるため図示していない。

時期的位置付けも難しいが、おおむね古墳

時代後期以降のものと考えられる。

土坑33（第94図） 調査区中央付近で検出した。土坑29の西側に隣接している。一部を溝状

遺構5に切られている。平面形態は不整楕円形で、長軸をおおよそ南北方向にもつ。断面形態

はU字形で、おおむね平坦な底面から緩やかに側壁が立ち上がっている。南側の壁面の側壁の

立ち上がり角度だけが緩やかで、段差が作り出されていて階段状に見える。

遺物は少量出土している。450～453は土師器甕である。450、451は口縁部から胴部にかけて

の破片である。450は小型の長胴甕で、胴部は直線的な形態、口縁部は外方に向かって湾曲し

ながら開く形態である。451は小型の球形胴甕で、胴部はすぼまった頸部から胴中位に向かっ

て広がっていく形態である。口縁部は短く、端部付近が外方に屈曲する形態である。内面に粘

土紐接合痕跡が明瞭に認められる。452、453は底部片である。452は平底で、わずかに上げ底

状になっている。底部と胴部の境界は屈曲していない。453は丸底気味の底部で452同様、底部

と胴部境界は屈曲していない。454は須恵器坏蓋である。口縁部に比して器高が低く、天井部

と体部の境界にはわずかな段差が認められる。全体に丸みを帯びた器形である。455も454同様、

扁平な器形である。立ち上がり部は短く内傾しており、受け部も短く丸みを持った形態である。

ヘラケズリは胴部中位付近まで施されている。本遺構から出土した遺物は、6世紀末、古墳時

代後期末に位置付けられると考えられる。

土坑41（第95図） 調査区北寄りで検出した。一部をピットによって切られている。平面形

態は、楕円形で東西方向に長軸をもつ。規模は長さ1.0ｍ、幅推定0.7ｍの小型の土坑である。

断面は皿状でおおむね平坦な底面から側壁が緩やかに立ち上がる形態である。

遺物はほとんど出土していない。実測可能な1点を図示した。456は須恵器壷である。口縁部

の破片で、端部付近がわずかに外方に屈曲する形態である。口縁端部は膨らんでいる。本遺構

から出土した遺物は小片が多く、時期的位置付けは明らかでない。
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土坑42（第96、97図） 調査区中央付近で検出した。一部を溝状遺構3や、ピットに切られ

ている。平面形態は不整形な形態で、土坑北側には張り出したテラス状の部分が存在する。し

かし、土層による検討ができていないため、本来は別の遺構であった可能性もある。現存する

規模は、長さ4.2ｍ、幅2.1ｍの大型の土坑で、長軸をほぼ南北方向にもっている。

457、459～462は土師器甕である。457は小型長胴甕で直線的な器形である。口縁部は短く外

湾している。459は中型甕の口縁部片である。おそらく長胴甕になるものと考えられる。口縁

部はわずかに肥厚し、頸部から強く屈曲する形態である。460～462は底部の破片で、いずれも
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平底で底部と胴部の境界には屈曲部が認め

られる。462は屈曲が弱い形態である。いず

れにも底部底面に木葉圧痕が認められる。

458は土師器壷である。胴部中央よりやや下

よりに最大径をもつ胴部形態で、口縁部は

すぼまった頸部から短く直線的に立ち上が

っている。口縁端部が肥厚している。また、

内面には粘土紐の接合痕跡が認められる。

463は土師器高坏である。脚部の破片で、外

方に「ハ」の字状に広がっており、脚裾部

がわずかに湾曲している。内面には粘土紐

接合痕跡が明瞭に認められる。464は須恵器

坏身である。扁平な器形で、立ち上がり部

は短く、わずかに内傾している。465は須恵

器高坏である。坏部と脚部の接合部付近の

破片であるが、坏部、脚部ともに比較的大

きく外方に向かって緩やかに開く形態であ

ると判断できる。466は須恵器甕である。胴

部上半が故意に打ち欠かれ、深鉢として使

用されていたことがわかる。口縁部は波状で、打ち欠き部分の整形は粗雑である。外面にはタ

タキと工具ナデが施されている。内面には同心円当具痕が認められる。467、468は須恵器甕で

ある。どちらも胴部の破片で、外面にはタタキ目、内面には同心円当具痕跡が認められる。

469は敲石である。砂岩製でほぼ全面が使用されている。特に側面の使用は顕著で敲打部分が

大きく窪んでいる。本遺構から出土した遺物は、小型長胴甕の形態から7世紀代、古墳時代終

末期のものと思われるが判然としない。

土坑43（第98図） 調査区北側で検出した。一部をピットに切られている。平面形態は、北

方向に頂点がある隅丸の二等辺三角形状である。底面は比較的平坦で側壁の立ち上がりは、南

北で異なっており、北側は底面から緩やかな角度で徐々に立ち上がっていく。これに対して南

側は立ち上がり角度が急で、垂直に近い角度で立ち上がっている。土坑埋土には、炭化物が多

く含まれている層があった。

遺物は多く出土している。470は土師器の坏である。非常に小型の坏で、丸底気味で厚みの

ある底部から器壁が薄くなりながら外方に向かって口縁部へといたる器形である。471、472は

土師器甕である。471は脚台状の底部形態で、脚端部が押し潰れたような状態で内側に突出し

ている。外面には目の粗いタタキ調整が施されている。472は尖底気味の丸底で底部の器壁が

厚い。外面には目の粗いタタキ調整が施され、底部付近には指オサエ痕跡が認められる。本遺

構から出土した遺物は、古墳時代前期から中期にかけてのうちに位置付けられる。
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第4項　溝状遺構

1区においては、全部で21条の溝状遺構が検出された。すべてが古墳時代に属する溝状遺構

である。溝状遺構は調査区南西側に特に集中して検出されているが、いくつかの溝は、それを

境にして南北で異なった性格の遺構が分布するという状況から、集落内の区画を目的として掘

削されたと考えられる。

溝状遺構1 溝状遺構3先端付近から南北方向に伸びている。幅は0.6ｍ、深さ0.25mで断面形状

は浅いＵ字状の溝状遺構である。

遺物はほとんど出土しなかった。473は土師器甕で底部付近の破片である。厚みのある底部

で、底部と胴部の境界は屈曲がない。外面に目の粗いタタキ調整が施されている。562は石包

丁未製品である。遺物量が少なく、時期的位置付けについては判然としない。

溝状遺構2 溝状遺構1に接続し、東西方向へ伸びている。幅は0.4～0.8ｍ、深さ0.18mで、断面

形態は浅いＵ字状の溝状遺構である。

遺物は小片のため図示していないが、古墳時代後期から終末期のものと思われる土師器片が

出土している。

溝状遺構3 東西方向に伸びる溝状遺構である。延長が3区まで及んでいる。幅0.8～1.7ｍ、深

さ45～50cmで断面形態は場所によって異なっており、基本的にＵ字形であるが、東端付近で

は台形状で、最も幅が広い付近ではゆるい角度で上方へ広がる形態である。

本遺構からは極めて多くの遺物が出土した。溝状遺構の東部では、遺物が南側斜面に流れ込

んだような状況で遺物が検出された（図版34）。遺物が含まれていた土層には焼土や多くの炭

化物も含まれていたことから、溝状遺構3の南側にある焼成土坑の廃土や焼成失敗品などが投

棄された状況が推定できる。この他に、土師器甕と須恵器坏それぞれ1個体が溝底面に置かれ

ていたような状態で検出された。何らかの祭祀行為に関わるものの可能性が考えられる。474
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第95図　1区土坑41実測図（Ｓ=1/30）、出土遺物実測図（Ｓ=1/3）
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第96図　1区土坑42実測図（Ｓ=1/30）、出土遺物実測図①（Ｓ=1/3）
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第97図　1区土坑42出土遺物実測図②（Ｓ=1/3・1/2）



～478は土師器坏である。474は平底で小型の坏である。475～477は丸底の坏で、475はいびつ

な口縁部形態で端部はわずかに外方に屈曲している。476、477はやや深めの器形である。478

は胴部と口縁部境界の屈曲が強く、口縁部は短く内傾している。479～482は土師器鉢である。

479は平底で底部と胴部の境界は明確に角を持ち、胴部は外方に向かって直線的に立ち上がっ

ている。口縁端部はわずかに外反している。480は平底で浅めの器形である。481はやや深めの

器形である。底部底面には木葉圧痕が認められる。482は小型で丸底の器形である。483～487

は土師器高坏である。483は丸みの強いワイングラス状の器形である。485、486、487は脚部の

破片で、485の裾は外方に向かって緩やかに広がる形態である。内面には粘土紐接合痕跡が認

められる。486は短脚で、途中に屈曲部をもちながら広がる形態である、内面には粘土紐接合

痕跡が認められる。487は非常に細長い形態である。488から502は土師器甕である。488、489

は小型の球形胴甕で内面に粘土紐接合痕跡が認められる。488は締りのある頸部から口縁部が

外反して立ち上がり端部付近がわずかに屈曲している。489の口縁部はゆるい「く」の字状に

なっている。490は小型甕の口縁部である。内面に粘土紐接合痕跡が認められる。491、492、

494、495は小型長胴甕である。491は胴部中位がやや膨らむ器形で、口縁部は積上げた粘土紐

で形成されおり、逆L字状に屈曲している。内面に粘土紐接合痕跡が認められる。492は胴部中

位が膨らみ、頸部が締まる形態である。平底で、内面には粘土紐接合痕跡が認められる。494、

495は底部から胴部の破片で、いずれも平底で胴部中位付近に最大径をもつ器形である。496～
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第98図　1区土坑43実測図（Ｓ=1/30）、出土遺物実測図（Ｓ=1/3）



502は底部の破片である。496は丸底気味の平底で、胴部は緩やかに内湾している。497はわず

かに上げ底状になっており、胴部は直線的に広がっている。498も497と同様の器形であるが、

底部と胴部の境界付近に弱い屈曲が認められる。499～501は平底で底部と胴部の境界に屈曲部

をもつものである。499は底部底面に葉脈を凹線で表現した木葉圧痕状の造作が認められ、注

目できる。500には木葉圧痕が認められる。502は丸底の底部である。503～507は土製支脚であ

る。いずれも手捏ねによって製作されている。505、507は小口面に粘土を押し込んでできたよ

うなくぼみが作られている。506は径が大きく扁平な形態である。508～511、516は須恵器坏蓋

である。口径が13～14㎝程度で、いずれも天井部と体部の境界が不明瞭で丸みを帯びた形態で

ある。ヘラケズリの範囲も狭く、粗雑な印象である。器高は508、511はやや高く、508、509は

低い。516は天井部と体部境界の屈曲がやや強く、口縁端部内面に段を持ちやや古相を呈する。

512～515は須恵器坏身である。口径は11～12㎝で、ヘラケズリの範囲は狭く粗雑な印象である。

立ち上がり部は短く内傾しており、513は口縁端部内面に小さな段が認められる。515の立ち上

がりは特に短い形態である。517は須恵器甕である。胴部の破片で、外面にタタキ目、内面に

同心円当具痕が認められる。本遺構から出土した遺物は、おおむね、6世紀末から7世紀前半、

古墳時代後期末から終末期前半に位置付けられる。

溝状遺構4 溝状遺構3に接続し、東西方向に伸びている。幅は0.7ｍ、深さ0.25ｍで、断面形態

がＵ字状の溝状遺構である。

遺物も若干出土している。518は土師器甕の底部である。底部は径が大きく、胴部との境界

は屈曲している。519、520は須恵器坏蓋である。天井部と体部の境界はわずかに屈曲している

ものの沈線などは見られない。ヘラケズリは天井部の半分程度の範囲に施されている。520は

口径が大きく、口縁端部にわずかな段が形成されている。521は須恵器坏身である。扁平な器

形で、立ち上がりはきわめて短く内傾している。ヘラケズリの範囲も狭く粗雑である。522は

須恵器模倣坏の身である。受け部はわずかに突出しており、短い立ち上がり部は内傾して立ち

上がっている。563は砥石で、全面に使用痕跡が認められる。564は敲石で、敲打痕跡が顕著に

認められる。565、566は台石である。565は全面が使用により平滑になっている。566は上下面、

側面に使用面があり、上面には鉄分が付着している。本遺構から出土した遺物は、おおむね6

世紀末、古墳時代後期末に位置付けられるが、一部7世紀代まで下るものが認められる。

溝状遺構5 溝状遺構4、土坑29に切られ、土坑33を切っており、東西方向に伸びている。幅

0.7ｍ、深さ0.3ｍで、断面形態がＵ字状の溝状遺構である。

523は土師器の坏である。小型で、底部は丸底気味の平底である。体部はわずかに外湾しな

がら外方に向かって立ち上がっている。524、525は須恵器坏身である。口径は約12㎝で、立ち

上がり部はわずかに肥厚して内傾している。ヘラケズリは胴部中位付近まで施されている。

526は須恵器甕である。口縁部の破片で、口縁端部はつまみあげられている。外面に文様は描

かれていない。本遺構から出土した遺物は、6世紀後半から末、古墳時代後期末に位置付けら

れる。
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溝状遺構6 溝状遺構3に接続しており、南北方向に伸びている。幅0.25ｍ、深さ0.1ｍで、断面

形態が浅い皿状の溝状遺構である。

本遺構からは遺物は出土していない。

溝状遺構7 南北方向に伸びている。溝状遺構8を切っている。溝状遺構11との切り合い関係は

判然としなかった。幅0.7ｍ、深さ0.2ｍで、断面形態はＵ字形の溝状遺構である。

527は須恵器坏蓋である。天井部と体部の境界はわずかに屈曲しているが、沈線などは見ら

れない。ヘラケズリは天井部付近のみに施されており、粗雑な印象である。6世紀後半、古墳

時代後期後半に位置付けられる。

溝状遺構8 溝状遺構7、11に切られている。溝状遺構3に接続し、南北方向に伸びている。幅
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第99図　1区溝状遺構配置図（Ｓ=1/400）



0.58ｍ、深さ0.33ｍの溝状遺構である。断面形態はU字形だが、一部に段が付く部分が存在して

いた。

530は土師器甕である。長胴甕の口縁部から胴部にかけての破片で、口縁部は逆L字状に屈曲

している。528は須恵器坏蓋である。全体に丸みを帯びた形態で、天井部と体部の境界は曖昧

である。529は須恵器坏身である。528同様、丸みのある器形で、短い立ち上がり部は直立気味

に立ち上がっている。ヘラケズリは胴の上部付近まで及んでいる。本遺構から出土した遺物は、
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第100図　1区溝状遺構土層断面図①（Ｓ=1/20）
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第101図　1区溝状遺構土層断面図②（Ｓ=1/20）



6世紀末、古墳時代後期末に位置付けられる。

溝状遺構9 東西方向に伸びる溝状遺構で、本調査区では一部のみ確認された。幅0.4m、深さ

0.2mで、断面形態は浅いＵ字状である。

遺物は小片のため図示していないが、古墳時代後期から終末期のものと思われる土師器片が

出土している。

溝状遺構10 土坑27に接続しており、東西方向に伸びている。幅0.45ｍ、深さ0.17ｍで、断面

形態が浅いＵ字状の溝状遺構である。

遺物は小片のため図示していないが、古墳時代後期から終末期のものと思われる土師器片が

出土している。

溝状遺構11 溝状遺構8、13、14、16を切って東西方向に伸びている。幅0.3～0.5ｍ、深さ0.2

～0.3ｍで、断面形態はＵ字、Ｖ字に近い形態の溝状遺構である。

532は土師器甕である。丸底で底部は器壁が厚いが、胴部への立ち上がり部分は器壁が薄く

なっている。533は須恵器坏蓋である。体部片で、外方に大きく開く形態である。534は須恵器

坏身である。口径が10㎝程度で、立ち上がり部は短く内傾している。535は須恵器壷である。

丸みの強い胴部にわずかに外方へ向かい立ち上がる口縁部が続く形態である。本遺構から出土

した遺物は、6世紀末、古墳時代後期末に位置付けられる。

溝状遺構12 溝状遺構11、土坑28に接続しているが、切り合い関係は判然としない。幅0.65ｍ、

深さ0.17ｍで、断面形態は浅い皿状の溝状遺構である。

本遺構からは遺物は出土していない。

溝状遺構13 溝状遺構11に切られている。東西方向に伸びる溝状遺構である。幅は0.55ｍ、深

さは0.16ｍで、断面形態は底面に平坦部があり逆台形状である。

536は土師器壷である。小型で口縁部がすぼまる形態である。537は土師器甕の底部片で、脚

台状を呈する。538、539は土師器鉢である。いずれも底部は平底で、わずかに上げ底状である。

538は底部底面に木葉圧痕が認められる。540、541は須恵器坏蓋である。どちらも天井部と体

部の境界は曖昧で丸みを帯びている。541は天井部に円形のつまみがある。542は須恵器坏身で

ある。立ち上がり部は短く内傾している。567は敲石で、敲打痕が顕著に認められる。本遺構

から出土した遺物は6世紀末、古墳時代後期末に位置付けられる。

溝状遺構14 溝状遺構11に切られ、溝状遺構16、土坑28を切っている。東西方向に伸びてい

る。幅0.66～0.87ｍ、深さ 0.2ｍで、断面形態は浅い皿状の溝状遺構である。

543、544は須恵器甕である。胴部片で、いずれも外面にはタタキ目、内面には同心円当具痕

跡が認められる。時期的位置付けについては判然としない。
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第102図　1区溝状遺構出土遺物実測図①（Ｓ=1/3）
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第103図　1区溝状遺構出土遺物実測図②（Ｓ=1/3）
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第104図　1区溝状遺構出土遺物実測図③（Ｓ=1/3）
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第105図　1区溝状遺構出土遺物実測図④（Ｓ=1/3）
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第106図　1区溝状遺構出土遺物実測図⑤（Ｓ=1/3・1/2）
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第107図　1区溝状遺構出土遺物実測図⑥（Ｓ=2/3、1/4）



溝状遺構15 溝状遺構10、13と接続している。切り合い関係も判然とせず、溝状遺構10、13

を超えて延長しないことから、両溝状遺構の接続用のものと思われる。幅が0.38ｍ、深さが

0.06ｍで断面形態が浅い皿状の溝状遺構である。

本遺構からは遺物は出土していない。

溝状遺構16 溝状遺構11、14に切られている。西から南に向かって湾曲しており、土坑44、

45、46に接続しているが切り合い関係は判然としない。幅0.4～0.8ｍ、深さ0.2ｍで断面形態が

浅い皿状の溝状遺構である。

本遺構からは遺物は出土していない。

溝状遺構17 土坑35を切っており、東西方向に伸びている。幅が0.62ｍ、深さが0.2mで、断面

形態が逆台形状の溝状遺構である。

545は土師器甕である。平底で、底部と体部の境界にわずかな屈曲がある。568、569は敲石

である。568には顕著な敲打痕がある。これら遺物の時期的位置付けについては判然としない。

溝状遺構18 調査区中央付近で検出した。耕作などの影響で一部のみ確認することができた。

東西方向に伸びている。幅が0.5m、深さが0.17ｍで、断面形態がＵ字状の溝状遺構である。

本遺構からは遺物は出土していない。

溝状遺構20 調査区北東端で検出した。竪穴住居17を切っており、東西方向に伸びている。

幅が0.8～0.9ｍ、深さが0.06～0.15ｍで、断面形態が浅い皿状の溝状遺構である。

546は須恵器坏身である。立ち上がり部は短く内傾する。547は須恵器甕の胴部である。548

は土製支脚である。遺物は小片のみであるが、6世紀末、古墳時代後期末に位置付けられる。

溝状遺構21 竪穴住居10を切っていた。竪穴住居掘削時にその存在に気付かなかったため、

住居にかかる部分の形態は判然としない。南北方向に伸びる溝状遺構である。確認部分での幅

は0.8ｍ、深さが0.3ｍで、断面形態がＵ字状を呈していた。

遺物は多く出土している。549は土師器高坏である。坏部と脚部境界部分の破片である。550

～552は土師器甕である。550、551は小型長胴甕の口縁部片でゆるい逆L字状に屈曲する口縁部

形態である。552は底部片で、平底気味の丸底である。553は土師器鉢である。中型の深い器形

で、胴部中位の最大径部分から口縁部に向かって大きく内湾する形態である。底部底面には木

葉圧痕が認められる。554は土師器甑である。蒸気孔はつつぬけタイプで、蒸気孔端部はわずか

に屈曲している。555は土製支脚である。556は須恵器坏蓋である。丸みを帯びた形態だが、天

井部と体部の境界に浅い沈線が認められる。557～559は須恵器坏身である。557、558は扁平な

器形で立ち上がり部は細身で内傾している。559は短く内傾する立ち上がり部形態である。560

は須恵器甕である。器壁が厚く、口縁端部は丸くおさめられている。561は鉄釘である。小型で

頭部は屈曲している。本遺構から出土した遺物は、6世紀末、古墳時代後期末に位置付けられる。
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第3節　中世の遺構と遺物
第1項　掘立柱建物

3棟の掘立柱建物が確認された。いずれも調査区北西側に分布している。出土遺物から時期

を明確にできないものばかりであるが、遺構埋土の特徴や主軸方向から中世に位置付けられる

遺構と判断された。建物はいずれも側柱の建物である。

掘立柱建物3（第108図） 調査区北西隅付近で検出した。10基の柱掘方からなる桁行3間、梁

行2間の側柱建物である。平面形態は桁行4.9ｍ、梁行4.6ｍでおおむね方形であるが、北辺より

南辺が長いため、台形状を呈する。長軸方向はN6°－Eである。身舎面積は22.54㎡である。柱

掘方の間隔は、1.2～2.6ｍと一定しておらず、概して梁行側の柱掘方間隔が広い傾向にある。

柱掘方の形態は円形で、直径は0.3～0.5ｍほどである。柱掘方の底面レベルは一定しておらず、

断面形態も底面は平坦に近いもの、Ｕ字形になるものなど多様である。
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第108図　1区掘立柱建物3実測図（Ｓ=1/60）



掘立柱建物5（第109図） 調査区中央付近で検出した。11基の柱掘方からなる桁行3間、梁行

3間の側柱建物である。ただし、建物南側辺は本来あるべき場所1箇所に柱掘方が存在していな

かったため、この辺は梁行が2間になっている。柱筋は一部にゆがみが認められ、桁行側の柱

列は対辺で均整が取れていない。平面形態は、桁行5.1ｍ、梁行4.5ｍで長方形プランである。

長軸方向は掘立柱建物3とほぼ同じでN7°－Eである。身舎面積は22.95㎡である。柱掘方の間隔

は、1.1～2.2ｍと幅があるが、おおむね1.5ｍ前後である。柱掘方の形態は円形で、直径は0.4～

1.0ｍである。柱掘方の底面レベルは一定しておらず、断面形態も底面が平坦に近いもの、Ｕ

字形になるもの、Ｖ字形になるものなど多様である。

掘立柱建物6（第110図） 調査区北西側で検出した。13基の柱掘方からなる桁行4間、梁行3

間の側柱建物である。ただし、建物東側辺は梁行が2間になっている。また、建物北辺には庇
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第109図　1区掘立柱建物5実測図（Ｓ=1/60）
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が取り付けられている庇付建物である。柱筋は一部にゆがみがあるが、おおむね通っている。

平面形態は桁行7.2ｍ、梁行5.0ｍの長方形プランである。長軸方向は他の2棟とほぼ揃っており、

Ｎ8°－Ｅである。身舎面積は34.79㎡である。柱掘方の形態は円形で、直径は0.4～0.9ｍである。

柱掘方の底面レベルは一定しておらず、断面形態も二段掘りになるもの、底面が平坦なもの、

Ｕ字形になるもの、Ｖ字形に近い形状のものなど多様である。

第110図　1区掘立柱建物6実測図（Ｓ=1/60）



第2項　土坑墓

土坑墓1（第111図） 調査区北西側で検出した。掘立柱建物6を切っている。平面形態が隅丸

長方形の土坑である。断面形態は浅い皿状で、平坦な底面から、側壁が緩やかに立ち上がる形

態である。規模は長さ1.27ｍ、幅0.6ｍ、検出面からの深さが0.15ｍであった。土層の堆積は一

時に埋め戻したような状況で、木棺の存在を思わせるような堆積状況ではなかった。このこと

から、この土坑墓は遺体を直葬していたものと推測される。土坑北側には、土師皿が6個体、

短刀が1振検出された。土師皿は被葬者の頭部と思われる箇所を取り囲むような状態で検出さ

れ、被葬者の左体側側に4個体、右体側側に2個体配置されていた。左体側側の4個体のうち、2

個体は底部を上に向けた状態であった。短刀は被葬者の頭部上位付近に置かれたような状態で、

切先を西側に向けていた。この出土状況から、これら遺物は副葬遺物であると判断できる。

－ 118 －

第111図　1区土坑墓1実測図（Ｓ=1/20）、出土遺物実測図（Ｓ=1/3・Ｓ=1/2）



570～575は土師器皿である。口径10㎝未満の

小型の皿で、器高も低く非常に浅い形態である。

いずれも底面はヘラ切り底であり、粗雑な印象

を受ける。572、573はわずかに上げ底状になっ

ている。576は短刀である。切先の一部を欠損し

ているがふくら形であることがわかる。関は両

関で、背側の落ち込みのほうが若干大きい。茎

は幅を減じながら、斜め上方へ向かって伸びて

いる形態で、茎尻は丸くおさまる形態である。

復元全長は20.4㎝、刃部長が12.4㎝、茎長が8.0㎝、

刃部幅は最大で2.2㎝、茎幅は茎元で1.3㎝である。

また、刀身には木質が一部付着している。鞘の

可能性もあるが、木目が刀身に直交するような

状況であり判然としない。関付近にはかすかに

装具の痕跡が認められるが、遺存状態が悪く判

然としない。本遺構は出土遺物から、中世に位

置付けられる。

第4節　その他の遺構と遺物
第1項　土坑

土坑38（第112図） 調査区北東側で検出した。

竪穴住居8を切っている状況や、埋土の様子から

中世に位置付けられる可能性もあるが、時期を

明確に判断できなかった。不整円形の土坑で、

断面形態は浅い皿状である。現存で最大長が2.1

ｍ、最大幅が1.5ｍである。遺物もほとんど出土

せず、時期不明である。

土坑39（第113図） 調査区中央付近で検出し

た。隅丸長方形で、断面は底部が平坦で側壁が

角度を持って立ち上がるＵ字形である。規模は、

長さ1.2ｍ、幅が推定で0.8ｍ、深さが0.25ｍであ

る。長軸はおおむね南北方向である。遺物が出

土しておらず、時期的位置付けは判然としない。

第2項　ピット出土遺物

577は土師器甕で底面にヘラ記号が認められる。

第Ⅱ章　1区の調査
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第113図　1区土坑39実測図（Ｓ=1/30）

第112図　1区土坑38実測図（Ｓ=1/30）



578、579は須恵器坏蓋で、天井部と体部の境界は明瞭でない。580は須恵器高坏で短い脚部をも

つ。581は土師器甕の平底底部である。582は敲石で上下面に敲打痕、側面に磨面が認められる。

第3項　遺構外出土遺物

遺構外からも多くの遺物が出土した。583は土師器坏である。底部に静止ヘラケズリが施さ

れている。584は土師器高坏の脚部で丸みのある形態である。585、588は土師器鉢である。588

は大型で丸底気味の底部形態である。胴部上位に孔列が確認できる。586、587、590、591は土

師器甕である。586は大型で丸底である。590は胴部中位に段が付けられる形態である。592は

土師 である。薄手で、内面は黒色化している。596～599は須恵器坏身である。596、597はか

えりの付くもので、596は天井部につまみが取り付けられている。598、599は天井部と体部の

境界が曖昧で丸みのある形態である。600は須恵器高坏の脚端部、601は須恵器壷底部である。

602は須恵器甕の胴部片、603は須恵器提瓶、605は須恵器甕の口縁部、604は古代瓦片である。

石器、石製品も出土しており、石包丁（606）、打製石斧（607）、紡錘車（609）、砥石・敲石

（610、611）、滑石製石鍋（612）がある。鉄製品には、鉄釘（613、614）と棒状鉄製品（615）

がある。

－ 120 －

第114図　ピット出土遺物実測図（Ｓ=1/3・1/2）
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第115図　1区遺構外出土遺物実測図①（Ｓ=1/3）
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第116図　1区遺構外出土遺物実測図②（Ｓ=1/3・2/3）
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第117図　1区遺構外出土遺物実測図③（Ｓ=1/2・1/3・1/4）



第1表　竪穴住居一覧表
【1区】

掲載頁

p.13

p.14

第6図 竪穴住居1 3.7 （3.6） （13.3） N86°-W なし

第7図 竪穴住居2 （4.0） 2.9 （11.6） N78°-W なし SC32を切る

p.17 第10図 竪穴住居3 4.8 4.6 20.7 N30°-W 竃＋土埋 主柱穴4本

p.20 第12図 竪穴住居4 （4.1） 3.3 （13.5） N52°-W なし

p.21 第13図 竪穴住居8 3.4以上 2.3以上 7.8以上 ？ ？ 住居北側が調査区外

p.23 第14図 竪穴住居9 4.7 4.6 21.6 N02°-W なし 一部削平

p.26 第16図 竪穴住居10 8.0 7.5以上 60.0以上 N24°-W 地床炉 大型の住居

p.30 第19図 竪穴住居11 （4.1） 3.9 （16.0） N30°-W ？ 住居北側が調査区外

p.31 第20図 竪穴住居12 1.3以上 1.3以上 1.7以上 ？ ？ 一部のみの調査

p.31 第20図 竪穴住居13 3.7以上 2.1以上 7.2以上 ？ ？ 一部のみの調査

p.32 第21図 竪穴住居14 7.0 （6.7） （46.9） N08°-W ？ 住居北側の一部調査区外

p.32 第21図 竪穴住居15 3.0以上 1.5以上 ？ ？ ？ SA14に大部分を切られる

p.34 第23図 竪穴住居16 5.3 5.2 27.5 N14°-W 土埋 主柱穴4本

p.37 第26図 竪穴住居17 3.8 3.3以上 12.5以上 ？ ？ 住居東側撹乱、溝状遺構に切
られる

古墳

図番号 遺構番号
規模

主軸方向 火処 備考 時代
長辺（ｍ） 短辺（ｍ） 床面積（㎡）
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第2表　土器焼成坑一覧表
【1区】

掲載頁

p.48 第36図 土器焼成坑1 0.70 0.50 0.05 楕円形 ○ × ○ ○

p.48 第37図 土器焼成坑2 1.10 （1.10） 0.12 円形 × × × ○ 焼けはじけた土師
器片多数

p.49 第39図 土器焼成坑3 2.55 2.35 0.15 三角形 ○ ○ ○ × 床、壁の被熱強い

p.50 第40図 土器焼成坑4 1.95 1.40 0.10 楕円形 ○ ○ ○ × 床面は全体的に黒
化する

p.51 第41図 土器焼成坑5 0.80 0.60 0.10 楕円形 × × ○ ○

p.51 第42図 土器焼成坑6 1.15 0.95 0.10 円形 ○ ○ ○ ○ 多量の焼けはじけ
た土器片

p.52 第44図 土器焼成坑7 0.92 0.65 0.05 楕円形 × × ○ ○ 床面密着の炭化物

p.52 第45図 土器焼成坑8 0.85 0.75 0.02 円形 ○ ？ ○ ○ 床面付近のみ残存

p.52 第46図 土器焼成坑9 1.90 1.45 0.19 不整形 ○ ○ ○ × 使用面2面あり

p.54 第47図 土器焼成坑10 1.80 1.75 0.22 円形 ○ × ○ ○ 中央部に埋置したよ
うな土器出土状況

p.55 第48図 土器焼成坑11 1.50 1.30以上 0.11 不整形 × × ○ ○

p.55 第49図 土器焼成坑12 0.95 0.90 0.07 不整形 × × ○ ○

p.55 第50図 土器焼成坑13 0.70 0.50 0.06 不整形 × × × ○

p.55 第51図 土器焼成坑14 0.62 （0.61） 0.08 円形 ○ × ○ ○

p.57 第53図 土器焼成坑15 0.85 0.65 0.07 不整形 ○ × × ×

p.57 第54図 土器焼成坑16 1.21 1.10 0.12 不整形 ○ ○ ○ × 底面に炭化物の層
有

p.57 第55図 土器焼成坑17 1.15 1.00 0.16 楕円形 × × ○ ○

p.58 第57図 土器焼成坑18 1.18 (1.16) 0.15 円形 ○ × ○ ×

p.58 第58図 土器焼成坑19 1.07 0.93 0.08 不整形 × × ○ ×

p.58 第59図 土器焼成坑20 0.95 0.52 0.12 楕円形 ○ × ○ ○

p.59 第60図 土器焼成坑32 1.60 1.00 0.01 不整形 ○ ？ × × 底面のみわずかに
残存

p.59 第61図 土器焼成坑34 （1.42） 1.32 0.14 円形 ○ × ○ ○

古墳

図番号 遺構番号
規模

形態
被熱

床 壁
炭化物 土師

器片 備考 時代
長辺（ｍ） 短辺（ｍ） 深さ（ｍ）
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第3表　掘立柱建物一覧表
【1区】

掲載頁

p.39 第27図 掘立柱建物1 2間×2間 5.2 3.1 16.12 N56°-W 総柱建物

p.46 第34図 掘立柱建物2 2間×2間 4.4 3.2 14.08 N52°-W 総柱建物

p.46 第35図 掘立柱建物4 1間×1間 2.2 1.9 4.18 N58°-W

p.115 第108図 掘立柱建物3 3間×2間 4.9 4.6 22.54 N06°-E

p.116 第109図 掘立柱建物5 3間×3間 5.1 4.5 22.95 N07°-E

p.117 第110図 掘立柱建物6 4間×3間 7.1 4.9 34.79 N08°-E 北辺に庇付

古墳

中世

図番号 遺構番号 身舎面積
（㎡） 主軸方向 備考 時代桁行間×梁行間 桁行間

（ｍ）
梁行間
（ｍ）

第4表　出土土器観察表①
【1区】

掲載頁
図番号

番
号

遺構等
種　別
器　種

法量㎝（ ）：復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上：㎝ 下：量）
備　考

実測
番号外面 内面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ口径 底径 器高 外面 内面

p.13
第6図

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

竪穴住
居1

須恵器
坏蓋

土師器
高坏

土師器
坏

土師器
坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
鉢

土師器
甑

土師器
甑

須恵器
横瓶

須恵器
壺？

須恵器
横瓶？
須恵器

甕
須恵器

甕
須恵器

甕
土師器

坏
土師器
高坏

土師器
鉢

土師器
甕

土師器
甕

土師器
壺

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

須恵器
坏蓋

須恵器
坏身

－

－

（13.6）

（13.8）

－

－

（24.0）

－

－

－

－

－

（23.2）

（18.8）

－

8.4

－

10.4

－

－

－

（21.8）

（19.4）

－

－

9.4

－

－

－

－

－

－

－

（14.2）

8.5

－

（15.2）

10.0

－

－

－

1.7

－

1.7

－

（4.0）

－

－

－

9.3

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

4.4

－

10.4

－

－

－

－

－

－

－

3.2

灰
N61

浅黄橙
7.5YR8/4
浅黄橙

7.5YR8/4
にぶい黄橙
10YR7/2
浅黄橙
7.5Y8/4
浅黄橙

7.5YR8/4
にぶい橙
5YR7/4
浅黄橙

10YR8/3
橙

5YR6/6
灰白
5Y8/2
灰白
N8/0
淡黄

2.5Y8/3
淡黄

2.5Y8/3
灰

7.5Y6/1
灰

N6/1
橙

2.5YR6/8
浅黄橙

7.5YR8/6
橙

5YR6/6
浅黄橙

10YR8/3
赤橙

10R6/6
橙

5YR6/6
橙

2.5YR6/8
橙

5YR6/6
明赤褐
5YR5/6

灰
N6/0
灰白
N7/0

灰
N51
灰白

10YR8/1
橙

5YR7/8
灰白

10YR8/2
灰白

10YR8/2
橙

5YR7/6
にぶい橙
5YR7/4
褐灰

10YR5/1
橙

5YR6/6
灰白
5Y7/1
灰白
N8/0
灰

2.5Y8/1
灰白

7.5Y8/1
灰オリーブ
5Y6/2
灰白
N7/1
橙

2.5YR6/8
浅黄橙

7.5YR8/6
橙

7.5YR7/6
灰白

10YR8/1
黄灰

2.5Y5/1
にぶい黄橙
10YR7/4

橙
5YR6/6

橙
5YR7/6

橙
7.5YR7/6

灰
N6/0
灰白
N7/0

堅緻

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

不良

不良

不良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

回転ナデ 回転ナデ

ナデ、工具ナ
デ

ナデ、指オサ
エ

ナデ？ ナデ？

静止ヘラケズリ、
ミガキ、ナデ 工具ナデ

ナデ ナデ

ナデ ナデ

指オサエ、ヨ
コナデ ヨコナデ

指オサエ、ナ
デ、ミガキ

指オサエ、ナ
デ、ミガキ

タテナデ、ヨ
コナデ ナデ

回転ナデ ？

回転ナデ？ 回転ナデ

？ 指オサエ

？ ？

回転ナデ 回転ナデ、タタ
キ、工具ナデ

タタキ、工具
ナデ

指オサエ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ

？ ？

指オサエ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ

タタキ、ナデ 工具ナデ

タタキ タタキ

ナデ ヨコナデ

指オサエ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ

ナデ？ ナデ

工具ナデ 指オサエ、ナ
デ

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

－

4
多
4
多
3
多
6
多
2
少
4
多
4
多
3
多
－

－

－

－

－

－

2.5
多
2.5
僅
3
多
4
多
3
多
5
僅
6
多
3
多
7
多
－

－

1
少
2
少
－

－

－

1
少
－

微
少
－

微
僅
2
多
微
僅
3
多
1
多
2
少
－

微
少
4
少
2
少
3
少
－

－

－

－

2
少
1
少

－

－

微
僅
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

2
多
1
少
－

－

－

－

－

－

－

－

－

微
僅
－

113

1

2

5

7

6

3

4

111

117

116

118

114

115

119

12

19

9

17

16

11

8

18

13

120

15

p.14
第7図

p.15
第8図

p.18
第11図

※胎土　A：宮崎小石　B：長石・石英　C：輝石・角閃石　D：雲母　E：黒染

竪穴住
居2

竪穴住
居2

竪穴住
居3

内外面風化

口縁内面に別個体破片熔着

内外面風化

底面もタタキ

カマド出土

外面風化

底面に木葉圧痕有
土器埋設炉
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第5表　出土土器観察表②
【1区】

掲載頁
図番号

番
号

遺構等
種　別
器　種

法量㎝（ ）：復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上：㎝ 下：量）
備　考

実測
番号外面 内面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ口径 底径 器高 外面 内面

p.20
第12図

p.21
第13図

p.23
第14図

p.24
第15図

p.27
第17図

29

30

31

32

33

34

35

36

37

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

63

64

65

66

竪穴住
居4

竪穴住
居8

竪穴住
居9

竪穴住
居9

竪穴住
居10

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
坏

土師器
坏

土師器
坏

須恵器
坏身

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
壷

土師器
坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

（16.0）

12.2

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

（6.5）

6.1

（6.0）

－

（17.2）

－

－

－

－

－

－

－

－

－

（10.8）

（16.4）

－

－

－

－

（3.9）

3.4

3.0

3.7

（4.8）

2.4

－

－

－

2.1

（3.1）

5.9

－

－

（2.8）

－

－

－

－

2.5

4.0

2.8

3.1

（2.9）

4.2

－

－

－

（5.0）

－

（12.0）

（10.0）

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

2.6

5.7

3.7

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

（3.1）

－

－

－

にぶい橙
7.5YR7/4

橙
5YR6/8

橙
2.5YR7/8

橙
5YR7/6
浅黄橙

10YR8/4
橙

7.5YR7/6
淡橙

5YR8/4
灰白

10YR8/1
灰白

7.5YR8/2
淡黄

2.5Y8/3
にぶい橙
7.5YR7/4
にぶい橙
7.5YR7/4
浅黄橙

7.5YR8/6
にぶい橙
7.5YR7/4
浅黄橙

7.5YR8/4
橙

7.5YR7/6
浅黄橙

7.5YR8/6
黄橙

10YR8/6
浅黄橙

10YR8/4
灰白
N8/0
橙

7.5YR7/6
にぶい黄褐
10YR7/4

黄橙
7.5YR7/8

黄橙
7.5YR8/8

黄
10YR8/6

灰白
10YR8/1
にぶい橙
2.5YR6/4
浅黄橙

10YR8/4
橙

5YR6/8
橙

7.5YR6/8
橙

7.5YR7/6
橙

5YR6/6
浅黄橙

10YR8/4
橙

5YR6/6

浅黄橙
10YR8/3
灰オリーブ
5Y5/2
橙

7.5YR6/6
橙

7.5YR6/6
灰白

10YR8/1
灰白

10YR8/1
褐灰

10YR4/1
灰白

10YR8/2
灰黄

2.5Y7/2
浅黄橙

10YR8/3
灰白

7.5YR8/2
浅黄橙

7.5YR8/3
浅黄橙

7.5YR8/3
黄灰

2.5Y6/1
灰白

7.5YR8/2
にぶい黄橙
10YR7/4
浅黄橙

7.5YR8/3
浅黄橙

10YR8/4
にぶい黄橙
10YR7/3

灰白
N8/0
灰

5Y5/1
橙

7.5YR7/6
浅黄橙

7.5YR3/8
浅黄橙

7.5YR8/4
浅黄

10YR8/3
灰白

2.5Y8/1
黒褐

10YR3/1
淡黄

2.5Y8/4
明黄褐

10YR7/6
暗灰黄

2.5YR5/2
浅黄橙

7.5YR8/6
橙

5YR6/6
橙

5YR5/5
淡橙

5YR8/4

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

堅緻

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

タタキ、ナデ ヨコナデ

ナデ 工具ナデ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ ナデ？

ナデ 指オサエ、ナ
デ

工具ナデ 指オサエ、ナ
デ

ナデ ナデ

工具ナデ、ナ
デ ナデ

指オサエ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ

ナデ 指オサエ、ナ
デ

ナデ ナデ

ナデ 工具ナデ

指オサエ 指オサエ

？ 指オサエ

工具ナデ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ

ナデ 指オサエ、ナ
デ

ナデ 指オサエ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ

指オサエ 指オサエ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ ヨコナデ

回転ナデ 回転ナデ

ナデ ナデ

タタキ 指オサエ、ナ
デ、工具ナデ

ナデ 工具ナデ

ナデ ナデ

ナデ 工具ナデ、ナ
デ

タタキ 指オサエ、ナ
デ

2
多
4
多
5
多
4
多
4
多
5
多
2
多
2
少
4
多
2
多
2
多
－

3
多
4
多
1
多
3
多
3
多
4
多
3
多
－

5
多
3
多
5
多
2
少
4
多
3
多
4
多
3
多
3
多
4
多
4
多
2
僅
4
少
1
多

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

微
僅
0.5
微
－

－

－

1
僅
微
僅
微
僅
－

微
僅
－

微
僅
微
僅
微
僅
－

微
僅
－

－

1
少
微
僅
－

微
多
微
少
1
僅

－

－

－

－

－

－

－

－

ー

－

－

1
微
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

微
僅
－

2
僅
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

21

20

28

27

22

24

26

23

25

42

45

44

43

47

46

48

49

52

57

129

50

54

58

59

56

60

55

51

112

53

64

76

73

72

※胎土　A：宮崎小石　B：長石・石英　C：輝石・角閃石　D：雲母　E：黒染

内外面風化

内外面風化

タタキ 工具ナデ

タタキ、ヨコ
ナデ

工具ナデ、ヨ
コナデ

？ ハケ？

ナデ ナデ

ナデ ナデ

ナデ ナデ、ミガキ

ヨコナデ、ミ
ガキ 工具ナデ

工具ナデ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ
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第6表　出土土器観察表③
【1区】

掲載頁
図番号

番
号

遺構等
種　別
器　種

法量㎝（ ）：復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上：㎝ 下：量）
備　考

実測
番号外面 内面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ口径 底径 器高 外面 内面

p.27
第17図

p.28
第18図
p.30

第19図
p.31

第20図
p.33

第22図

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

90

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

竪穴住
居10

竪穴住
居10

竪穴住
居11

竪穴住
居14

竪穴住
居15

竪穴住
居14

竪穴住
居15

竪穴住
居14

竪穴住居
12・13

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甑

土製品
支脚

須恵器
坏蓋

須恵器
坏身

須恵器
坏蓋

須恵器
坏蓋

須恵器
坏身

須恵器
高坏

須恵器
壷

須恵器
甕

土師器
壷

土師器
壷？

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

須恵器
坏蓋

須恵器
坏身

（15.4）

（14.0）

－

（16.8）

－

－

－

－

－

－

－

－

－

10.5

13.1

（11.6）

－

－

－

－

（11.4）

－

－

－

－

－

（13.8）

13.0

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

6.7

（10.0）

（6.4）

4.8

（12.2）

（10.2）

（10.6）

5.0

（9.9）

3.8

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

（7.8）

－

－

4.2

（8.0）

（6.5）

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

3.4

（3.7）

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

橙
5YR7/8

橙
7.5YR7/6

橙
7.5YR7/6

橙
5YR6/8
褐灰

5YR1/5
にぶい橙
5YR7/4
浅黄橙

10YR8/4
灰白

10YR8/2
橙

5YR6/6
にぶい黄橙
10YR7/4

橙
7.5YR7/6
淡赤橙

2.5YR7/4
黄橙

10YR8/6
にぶい赤橙
10YR6/4

灰
N5/0
明緑灰

2.5GY7/1
灰

7.5Y6/1
灰白
N7/
暗灰
N3/0
灰

N4/0
灰白
5Y7/1
灰白
5Y7/2
橙

7.5YR7/6
にぶい黄橙
10YR7/2
浅黄橙

10YR8/4
橙

7.5YR7/6
橙

5YR6/6
淡赤橙

2.5YR7/4
橙

7.5YR6/6
灰白

2.5Y8/2
赤橙

10R6/8
浅黄橙

10YR8/4
褐灰

10YR5/1
灰

N6/0

橙
7.5YR7/6

黄灰
2.5Y5/1

灰
10YR8/1

橙
5YR6/8
淡橙

5YR8/4
暗灰
N3/0

にぶい橙
5YR7/4
浅黄橙

7.5YR8/3
褐灰

10YR4/1
褐灰

10YR4/1
黒

7.5YR2/1
黒褐

5YR3/1
黄橙

10YR8/6
赤黒

10YR2/1
灰

N5/0
灰

N6/0
灰

7.5Y7/1
灰白
N7/
灰白
N7/0
灰

N6/0
灰白
5Y7/1 
灰白
5Y7/1
浅黄橙

7.5YR8/4
浅黄橙

10YR8/4
褐灰

10YR4/1
にぶい橙
7.5YR7/4

黄橙
10YR8/6

灰黄
2.5Y6/2
浅黄橙

7.5YR8/6
浅黄橙

10YR8/3
褐灰

7.5YR4/1
灰白

10YR8/2
灰白
N8/0
灰

N6/0

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

？ ？

ナデ ナデ

指オサエ、ナ
デ ナデ

？ ？

指オサエ、ナ
デ 工具ナデ

工具ナデ、ナ
デ ナデ

ナデ ナデ

指オサエ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ

ナデ ナデ

工具ナデ 工具ナデ

工具ナデ、ナ
デ 工具ナデ

工具ナデ ナデ

？ ？

指オサエ、ナ
デ ー

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ

タタキ、工具
ナデ

ナデ ナデ

ヨコナデ ナデ

ナデ ナデ

指オサエ？、
ナデ？

指オサエ？、
ナデ？

3
多
5
多
3
少
5.5
多
5
多
3
多
4
多
5
多
5
多
5
多
3
多
4
多
2
多
5
多
－

－

－

－

－

－

－

－

3
多
5
多
－

2
多
5
多
6
多
4
多
3
多
3.5
多
2
多
－

－

－

2
僅
微
僅
－

－

微
僅
－

－

微
僅
微
僅
微
僅
－

微
僅
－

2
僅
2
少
微
少
1
少
1.5
少
2
少
2.5
少
1
僅
－

微
僅
微
少
微
僅
－

4
僅
微
僅
1
僅
微
僅
1
微
1
僅
2
少

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

微
僅
－

－

1
少
微
僅
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1
少
－

62

63

75

61

69

70

66

77

67

78

71

68

65

74

136

131

134

133

132

130

137

135

79

80

86

88

82

81

83

84

85

87

138

140

※胎土　A：宮崎小石　B：長石・石英　C：輝石・角閃石　D：雲母　E：黒染

底部に木葉圧痕有

底面に木葉痕有

天井部にヘラ記号有

外面に自然釉

器表面風化している

？ ？ 器表面の風化著しい

工具ナデ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ

タタキ？ ナデ 器表面の風化著しい

工具ナデ 工具ナデ 底面に鉄滓?付着

ナデ 工具ナデ

タタキ ナデ

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ

内外面風化
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第7表　出土土器観察表④
【1区】

掲載頁
図番号

番
号

遺構等
種　別
器　種

法量㎝（ ）：復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上：㎝ 下：量）
備　考

実測
番号外面 内面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ口径 底径 器高 外面 内面

p.33
第22図
p.35

第24図

p.36
第25図

103

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

129

130

131

137

138

139

140

141

142

143

竪穴住
居14

竪穴住
居16

竪穴住
居16

p.37
第26図

竪穴住
居17

p.48
第38図

土器焼
成坑2

須恵器
甕

土師器
模倣坏身
土師器

坏
土師器
模倣坏身
土師器

坏
土師器

坏
土師器

坏
土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
鉢

土師器
鉢

土師器
甕

弥生土器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甑

須恵器
坏蓋

須恵器
坏蓋

須恵器
甕

土製品
支脚

土製品
支脚

土師器
甕

土師器
甕

須恵器
甕

土師器
坏

土師器
坏

土師器
鉢

土師器
坏

土師器
鉢

土師器
皿

土師器
皿

－

（11.2）

（10.2）

－

（13.8）

（13.6）

11.0

11.2

－

－

14.1

9.8

（15.7）

－

（19.6）

（25.6）

（13.0）

－

－

（13.8）

（11.8）

（25.6）

－

12.3

（18.8）

（17.5）

－

10.0

（12.8）

13.6

16.8

（9.0）

（24.3）

（25.8）

－

－

－

－

－

－

4.5

5.9

（10.4）

12.2

7.0

3.6

－

－

－

－

6.0

（10.6）

（6.8）

－

－

－

4.1

6.1

－

－

－

4.2

（7.2）

9.2

－

7.8

（20.8）

－

－

－

（3.3）

－

（4.7）

－

3.6

5.1

－

－

11.5

13.9

－

－

－

－

25.8

－

－

－

－

－

3.8

5.8

－

－

－

3.2

4.5

4.9

4.2

6.2

（2.2）

－

灰
N6/0
浅黄橙

7.5YR8/4
橙

7.5YR7/6
浅黄橙

10YR8/4
橙

5YR6/6
灰白

10YR8/2
浅黄

7.5YR8/3
浅黄橙

10YR8/4
橙

5YR6/8
灰白

7.5YR8/2
浅黄橙

7.5YR8/3
淡橙

5YR8/4
橙

7.5YR7/6
にぶい褐
7.5YR5/4

橙
5YR6/8

橙
2.5YR6/6

浅黄
2.5Y7/3

橙
5YR7/6
浅黄橙

7.5YR8/4
灰

N6/0
灰

N6/0
灰

N5/0
灰白

10YR8/2
橙

2.5YR6/8
橙

5YR7/6
黄橙

7.5YR7/8
灰白
N7/0
淡橙

5YR8/3
橙

5YR7/6
橙

7.5YR7/6
浅黄橙

7.5YR8/3
灰黄褐

10YR5/2
橙

2.5YR7/6
橙

2.5YR6/6

灰白
5Y7/1
浅黄橙

7.5YR8/4
浅黄橙

10YR8/3
橙

5YR7/6
灰黄褐

10YR6/2
浅黄橙

10YR8/4
灰白

7.5YR8/2
灰白

2.5YR8/1
橙

5YR7/8
浅黄橙

7.5YR8/3
浅黄橙

7.5YR8/3
淡橙

5YR8/4
橙

7.5YR7/6
にぶい褐
7.5YR5/4

橙
5YR6/8
浅黄橙

7.5YR8/4
浅黄

2.5Y7/3
灰
N5/

浅黄橙
7.5YR8/4

灰白
N7/0
灰白
N7/0
灰

N6/0
－
－
－
－

灰黄
2.5Y7/2
黄灰

2.5YR5/1
灰

N6/0
橙

5YR7/6
淡橙

5YR8/3
淡橙

5YR8/4
灰白

7.5YR8/2
にぶい橙
7.5YR7/4

橙
2.5YR7/6

橙
2.5YR6/6

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

堅緻

堅緻

堅緻

良好

良好

良好

良好

堅緻

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

回転ナデ 回転ナデ

ナデ ナデ

手持ちヘラケ
ズリ、ナデ ナデ

ナデ？ ナデ？

ナデ、ミガキ ミガキ

ナデ ナデ

？ ミガキ

工具ナデ、ナ
デ ナデ？

指オサエ 指オサエ

ヨコナデ、ナ
デ ヨコナデ

工具ナデ 指オサエ、ナ
デ

工具ナデ ナデ

ヨコナデ ヨコナデ

？ ？

指オサエ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ ナデ

工具ナデ、ナ
デ

指オサエ、工
具ナデ、ナデ

指オサエ ナデ

指オサエ、工
具ナデ

指オサエ、ナ
デ

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ

指オサエ、ナ
デ －

指オサエ、ナ
デ －

指オサエ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ

ナデ ナデ

－

－

2
多
3
少
－

4
多
2
多
2
多
2.5
少
2
少
8
多
5
多
7
多
4.5
多
6
多
2
少
5
多
4
多
3
多
－

－

－

3
多
5
多
5
多
6
多
－

2
少
1
多
3
多
2
多
1
少
2
多
2
少

1
僅
微
僅
微
僅
微
少
微
僅
微
僅
－

－

微
僅
－

－

微
僅
－

微
多
－

－

－

－

微
少
4
少
4
少
1
少
－

微
僅
－

－

1
少
－

－

微
少
－

－

－

1
僅

－

－

－

－

微
僅
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1
少
－

－

－

微
僅
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1
僅
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

櫛目文 139

95

92

100

108

99

104

105

106

94

89

90

91

96

93

103

102

97

107

142

141

143

101

98

109

110

144

159

148

151

154

150

158

598

※胎土　A：宮崎小石　B：長石・石英　C：輝石・角閃石　D：雲母　E：黒染

器表面は風化している

器表面は風化している

器表面風化している

器外面の風化著しい

器外面の風化著しい

底面に木葉痕有

タタキ、工具
ナデ

工具ナデ ミガキ？ 底面にヘラ記号有

ヨコナデ、工
具ナデ 工具ナデ 底面にヘラ記号有

ナデ 指オサエ、ナ
デ 底面木葉痕

ナデ？ ナデ 外面風化著しい

指オサエ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ

ナデ ？ 風化著しい

ミガキ？ ミガキ？ 粘土継目で剥離

器表面は風化している
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第8表　出土土器観察表⑤
【1区】

掲載頁
図番号

番
号

遺構等
種　別
器　種

法量㎝（ ）：復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上：㎝ 下：量）
備　考

実測
番号外面 内面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ口径 底径 器高 外面 内面

p.48
第38図

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

土器焼
成坑2

p.51
第43図

土器焼
成坑5

p.49
第39図

土器焼
成坑3

p.52
第46図

土器焼
成坑9

p.54
第47図

土器焼
成坑10

土器焼
成坑14

土器焼
成坑6

p.55
第52図

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
甕

土師器
甕

須恵器
甕

土師器
坏

土師器
甕

土師器
坏

土師器
坏

土師器
皿

土師器
坏

土師器
甕

土師器
甕

土師器
鉢

土師器
甑

土師器
坏

土師器
坏

土師器
坏

土師器
鉢

土師器
甕

土師器
甕

土製品
支脚

土師器
坏

土製品
支脚

土製品
支脚

土師器
坏

土師器

土師器
高坏

土師器
甕

土師器
甕

土師器
坏

土師器
坏

土師器
高坏

（17.8）

－

（11.8）

－

（18.5）

－

（18.0）

（18.6）

（11.6）

（15.8）

（24.8）

－

－

－

14.0

－

（7.6）

（16.8）

（15.3）

（16.0）

－

－

－

（11.8）

7.3

－

10.2

10.4

－

（12.2）

（15.2）

（16.6）

（14.5）

（15.6）

11.9

（11.6）

－

（5.8）

－

－

－

－

－

－

（21.6）

（5.6）

（9.4）

－

－

（10.1）

（3.2）

－

－

－

（9.3）

－

4.2

－

5.8

5.2

3.3

－

（13.4）

－

－

－

－

－

12.5

－

－

－

－

－

－

－

－

－

（2.8）

－

－

－

－

－

（3.1）

－

－

－

－

－

－

－

5.0

5.3

3.6

－

－

－

－

－

－

－

浅黄橙
10YR8/4

灰白
10YR8/3

灰白
2.5Y8/2
浅黄橙

7.5YR8/4
橙

5YR7/6
灰白

10YR8/2
にぶい橙
7.5YR7/3
浅黄橙

10YR8/4
浅黄

2.5Y7/3
灰白

10YR8/2
橙

2.5YR7/6
浅黄橙

10YR8/4
浅黄橙

10YR8/4
浅黄橙

7.5YR8/3
灰白

2.5Y8/2
浅黄橙

7.5YR8/4
浅黄橙

7.5YR8/4
橙

7.5YR7/6
浅黄橙

10YR8/3
浅黄橙

10YR8/3
橙

5YR6/8
橙

5YR6/6
灰白

10YR8/2
浅黄橙

10YR8/3
浅黄橙

7.5YR8/4
浅黄橙

7.5YR8/6
淡橙

5YR8/4
浅黄橙

7.5YR8/4
橙

2.5YR7/6
灰白

10YR8/2
浅黄橙

7.5YR8/4
浅黄橙

10YR8/3
橙

2.5YR6/8
淡黄

2.5YR8/3

灰白
2.5Y8/2
灰白

10YR8/1
灰白

2.5Y8/2
浅黄橙

7.5YR8/4
橙

5YR7/6
灰白

2.5Y8/2
にぶい橙
7.5YR7/4
浅黄橙

10YR8/4
灰白

2.5Y8/1
灰白

2.5Y8/2
橙

2.5YR7/6
浅黄橙

10YR8/3
褐

10YR5/1
浅黄橙

7.5YR8/4
淡黄

2.5Y8/3
浅黄橙

7.5YR8/3
橙

5YR7/6
にぶい黄橙
10YR7/2

橙
5YR6/8
灰白

10YR8/1
淡橙

5YR8/4
灰白

2.5Y8/2
－
－

灰白
7.5YR8/2

－
－
－
－

淡橙
5YR8/4
浅黄橙

7.5YR8/3
橙

2.5YR7/8
灰白

10YR8/2
灰白
5Y8/1
明黄褐

10YR7/6
灰白

2.5YR8/2
にぶい黄橙
10YR7/4

良好

良好

不良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

ヨコナデ、工
具ナデ

ヨコナデ、工
具ナデ

工具ナデ 工具ナデ、ヨ
コナデ

？ ？

指オサエ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ

ナデ、工具ナ
デ 工具ナデ

タタキ

工具ナデ、ナ
デ ナデ

指オサエ、工
具ナデ ナデ？

ナデ ナデ

ナデ ナ デ 、 ミ ガ
キ？

ヨコナデ、ミ
ガキ ミガキ

ミガキ ナデ

指オサエ、ナ
デ ナデ

－ －

指オサエ、ヨ
コナデ

工具ナデ、ナ
デ

工具ナデ 指オサエ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ

ナデ ナデ

工具ナデ、ナ
デ ナデ

指オサエ、工
具ナデ ヨコナデ

指オサエ、工
具ナデ

工具ナデ、ナ
デ

－ －

指オサエ、ナ
デ －

工具ナデ、ナ
デ ナデ

指オサエ、ナ
デ －

指オサエ、ナ
デ －

5
少
3
少
－

2
多
4
多
－

3
多
6
多
4
少
2.5
少
6
多
2
多
4
多
2.5
多
6
多
3
多
4
多
2
多
2
少
4
多
2
多
4
多
4
多
3
多
3
多
2
少
2
多
3
少
4
多
4
多
5
多
1
少
2
少
2
多

－

－

1
僅
－

－

2
少
微
僅
－

微
僅
－

微
僅
微
僅
－

－

－

－

－

微
僅
微
僅
－

－

微
僅
－

微
僅
－

－

ー

微
僅
微
僅
ー

微
僅
ー

微
少
微
僅

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

ー

－

－

ー

－

ー

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

微
倭
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

ー

－

－

ー

－

ー

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

ー

－

－

ー

－

ー

－

－

焼成中に継目で剥離した
固体

156

153

146

152

145

162

161

160

168

167

163

171

170

172

166

169

183

184

185

182

179

181

186

187

188

189

191

192

190

193

194

198

196

195

※胎土　A：宮崎小石　B：長石・石英　C：輝石・角閃石　D：雲母　E：黒染

器表面風化著しい

内外面風化

内外面風化

底面にヘラ記号有

甕底部が焼けはじけた破片
木葉痕

sc20出土と接合

甕底部が焼けはじけた破片
木葉痕

被熱痕跡

剥離面も焼けている
SE2出土と接合

ナデ 静止ヘラケズ
リ、ナデ 内外面風化

ナデ ナデ 胴部中位下、焼成中剥離
痕跡有

ナデ ナデ、工具ナ
デ

工具ナデ、ナ
デ

ヨコナデ、ナ
デ

指オサエ、工
具ナデ

指オサエ、工
具ナデ

静止ヘラケズ
リ、ヨコナデ ヨコナデ

指オサエ、ヨ
コナデ ヨコナデ 底部、焼成途中の剥離？

ナデ ナデ

底面木葉痕
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第9表　出土土器観察表⑥
【1区】

掲載頁
図番号

番
号

遺構等
種　別
器　種

法量㎝（ ）：復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上：㎝ 下：量）
備　考

実測
番号外面 内面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ口径 底径 器高 外面 内面

p.55
第52図

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

203

204

205

206

207

208

209

210

211

212

土器焼
成坑14

p.57
第56図

土器焼
成坑17

p.58
第59図

土器焼
成坑20

p.62
第63図

土坑26

土器焼
成坑13

土坑27

p.63
第64図

土師器
高坏

土師器
甕

土師器
鉢

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

須恵器
坏蓋

須恵器
横瓶

土製品
粘土塊
土製品
粘土塊
土製品
粘土塊
土師器
横瓶

土師器
高坏

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

須恵器
坏蓋

須恵器
坏蓋

須恵器
坏蓋

須恵器
坏身

須恵器
坏身

須恵器
高坏

須恵器
横瓶

土師器
坏

須恵器
甕

土師器
模倣坏蓋
土師器
模倣坏蓋
土師器
模倣坏蓋
土師器

坏
土師器

坏
土師器

坏
土師器

坏
土師器

坏
土師器

坏

（19.0）

－

（13.7）

－

－

－

（11.4）

－

－

－

（16.0）

－

－

－

12.6

11.7

（12.6）

（10.4）

（11.5）

－

－

－

（18.3）

－

（15.4）

－

（9.4）

－

（10.6）

（14.3）

（17.8）

－

5.3

（6.0）

（5.8）

（11.6）

9.4

－

－

－

－

－

－

（8.5）

－

－

－

－

（3.4）

5.0

－

－

－

－

－

－

－

（5.4）

－

ー

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

4.0

－

（4.0）

5.0

－

－

－

－

－

－

－

1.9

－

ー

－

－

橙
5YR7/6
褐灰

10YR5/1
浅黄橙

10YR8/3
浅黄橙

10YR8/3
浅黄橙

7.5YR8/4
橙

5YR6/6
灰

N6/0
灰白
N7/0

にぶい黄橙
10YR7/4

黄橙
10YR8/6
浅黄橙

7.5YR8/4
にぶい橙
5YR7/3
灰白

10YR8/2
にぶい橙
7.5YR7/4
にぶい黄橙
10YR7/2
浅黄橙

7.5YR8/3
灰

N7/0
灰

N6/0
灰白
N8/0
灰白
N7/0
灰白
N7/0
灰白
N7/0
灰白

10Y8/1
灰黄褐

10YR6/2
灰

N6/0
灰白

10YR8/2
灰白

7.5YR8/2
浅黄橙

10YR8/3
浅赤橙

2.5YR7/3
にぶい橙
5YR7/4
にぶい橙
5YR7/4
黄橙

10YR8/6
橙

5YR6/8
橙

2.5YR7/6

灰白
7.5YR8/2
にぶい黄橙
10YR7/2

灰白
2.5Y8/2
暗灰
N3/0
黒

7.5YR2/1
褐灰

7.5YR4/1
灰白
N7/0
灰白
N7/0
－
－
－
－
－
－

灰黄褐
10YR6/2
にぶい黄橙
10YR7/2
浅黄橙

7.5YR8/4
にぶい黄橙
10YR7/2

灰
N4/
灰

N6/0
灰

N6/0
灰白
N8/0
灰白
N7/0
灰白
N7/0
灰

N6/0
灰白

10Y8/1
褐灰

10YR5/1
灰

N6/0
灰白

10YR8/1
橙

5YR7/6
褐灰

10YR6/1
にぶい赤橙
10R6/4
浅黄橙

7.5YR8/6
にぶい橙
5YR7/4
黄橙

10YR8/6
橙

5YR6/8
淡橙

5YR8/4

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

工具ナデ、ナ
デ ナデ

工具ナデ 工具ナデ

ヨコナデ、ナ
デ ナデ

？ ？

指オサエ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ、タ
タキ 回転ナデ

指オサエ －

指オサエ －

指オサエ －

ナデ 指オサエ、ナ
デ

ナデ 指オサエ、ナ
デ

工具ナデ 工具ナデ

工具ナデ 工具ナデ

指オサエ、ナ
デ ナデ

回転ヘラケズ
リ

回転ヘラケズ
リ

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、仕
上げナデ

工具ナデ 工具ナデ

ヨコナデ、ナ
デ ナデ

タタキ、工具
ナデ

ナデ ナデ

2
多
9
多
4
多
－

5
多
4
多
－

3
僅
1
少
1
少
1
少
2
多
2
多
2
少
4
少
3
多
－

－

－

－

－

2
多
－

2.5
少
－

3
多
1
多
4
多
3
多
1
多
3
少
2
多
－

2
多

－

－

－

－

－

－

2
少
－

－

－

－

－

－

－

－

－

3
多
微
多
2
僅
微
僅
微
僅
2
多
1
少
－

－

微
多
微
少
2
僅
－

－

微
僅
－

微
僅
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

微
僅
微
僅
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

微
微
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

2
少
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

SE1と接合

197

370

202

200

199

201

203

251

175

174

176

230

228

226

227

225

235

236

232

234

233

248

231

229

237

272

276

270

269

277

280

241

275

279

※胎土　A：宮崎小石　B：長石・石英　C：輝石・角閃石　D：雲母　E：黒染

底面木葉痕有

SC21と接合

SC21と接合

底部木葉圧痕有

SC27、28と接合

口縁部刻目状圧痕有
SC27と接合
天井部ヘラ記号有
SE8と接合

SE8と接合

SC27、28と接合

SC36と接合

ナデ ナデ

ナデ ナデ 内外面風化

ナデ ナデ 内外面風化

ナデ ナデ

ヨコナデ、ナ
デ ナデ、ミガキ 外面風化

ヨコナデ ヨコナデ 内外面風化

？ ？ 内外面風化

ヨコナデ、ミ
ガキ？

ヨコナデ、ミ
ガキ？ 内外面風化

内外面著しく風化
SC23と接合

4.1
（長）

5.1
（長）

8.3
（長）

2.3
（幅）

4.1
（幅）

6.3
（幅）

2.6
（厚）

2.6
（厚）

3.5
（厚）
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第10表　出土土器観察表⑦
【1区】

掲載頁
図番号

番
号

遺構等
種　別
器　種

法量㎝（ ）：復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上：㎝ 下：量）
備　考

実測
番号外面 内面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ口径 底径 器高 外面 内面

p.63
第64図

213

214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

224

225

226

227

228

229

230

231

232

233

234

235

236

237

238

239

240

241

242

243

244

245

246

土坑27

p.64
第65図

土坑27

p.65
第66図

土坑27

土師器
鉢

土師器
鉢

土師器
鉢

土師器
鉢

土師器
横瓶

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
横瓶？
須恵器
坏蓋

須恵器
坏身

須恵器
高坏

須恵器
壷

須恵器
壷

須恵器
甕

9.4

（10.0）

－

－

（5.1）

（18.8）

（15.8）

21.2

－

－

－

－

－

－

－

（15.6）

（15.2）

（14.6）

17.8

－

－

－

－

－

－

－

－

－

（13.0）

11.2

－

－

－

－

－

（1.6）

－

2.5

6.3

－

－

（14.0）

（10.1）

－

（14.0）

－

－

－

－

－

－

－

－

－

7.7

5.0

5.9

（8.4）

9.9

7.7

（8.6）

－

－

（4.1）

（12.6）

－

（6.8）

－

－

（10.5）

－

－

11.7

－

－

14.7

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

3.4

－

－

－

－

橙
5YR7/6

橙
7.5YR7/6

黄橙
10YR8/6

灰白
10YR8/2

灰白
2.5YR8/2

淡黄
2.5Y8/3
浅黄橙

10YR8/4
浅黄橙

10YR8/4
橙

5YR6/6
浅黄橙

10YR8/3
にぶい橙
7.5YR7/3
浅黄橙

10YR8/3
浅黄橙

10YR8/3
黄橙

7.5YR8/8
浅黄橙

10YR8/3
灰白

10YR8/2
浅橙

5YR8/4
浅黄橙

10YR8/4
にぶい黄橙
10YR7/2

橙
5YR7/6

橙
5YR7/8

にぶい黄褐
10YR5/4

灰白
10YR8/2

灰白
7.5YR8/2
浅黄橙

7.5YR8/3
橙

7.5YR7/6
浅黄橙

10YR8/3
灰白

2.5Y8/1
灰

N6/0
灰白

7.5Y7/1
灰

N7/0
灰白
N7/0
灰白
5Y7/1
灰白

2.5Y8/2

黄橙
7.5YR7/8

浅黄
2.5YR8/4
浅黄橙

10YR8/3
灰白

10YR8/1
浅黄

2.5YR7/4
灰白

2.5Y8/2
浅黄橙

10YR8/3
浅黄橙

7.5YR8/4
橙

5YR6/6
浅黄橙

7.5YR8/4
灰白

10YR8/1
オリ－ブ黒
5Y3/1
灰白

2.5Y8/2
橙

5YR7/8
橙

5YR6/6
灰白

10YR8/1
浅黄橙

7.5YR8/3
にぶい橙
5YR7/4
灰黄褐

10YR6/2
橙

5YR7/6
浅黄橙

7.5YR8/3
灰白
5Y7/1
浅黄橙

10YR8/3
黒褐色

10YR3/2
浅黄橙

7.5YR8/4
浅黄橙

7.5YR8/4
浅黄橙

10YR8/3
灰白

2.5Y8/2
灰

N6/0
灰白
N7/0
灰

N7/0
灰白
N8/0
灰白

2.5Y8/1
灰白

2.5Y7/1

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

堅緻

堅緻

堅緻

堅緻

良好

良好

？ ？

静止ヘラケズ
リ、ナデ？

指オサエ、ナ
デ

ナデ ナデ

静止ヘラケズ
リ、工具ナデ ナデ

指オサエ、ヨ
コナデ

指オサエ、ヨコ
ナデ、工具ナデ

？ ？

ナデ ナデ

ナデ ナデ

ミガキ、ナデ ミガキ、ナデ、
指オサエ

指オサエ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ

ナデ ナデ

工具ナデ、ナ
デ

指オサエ、工
具ナデ、ナデ

工具ナデ、ナ
デ

工具ナデ、ナ
デ

ナデ 指オサエ、ナ
デ

工具ナデ 工具ナデ、ヨ
コナデ

ヨコナデ、ナ
デ ナデ

工具ナデ？ ？

ナデ？ ナデ？

工具ナデ、ヨ
コナデ

ヨコナデ、ナ
デ

ヨコナデ ヨコナデ

指オサエ、ナ
デ ナデ

ナデ ナデ

ナデ ナデ

工具ナデ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ

指オサエ、工
具ナデ、ナデ

指オサエ、工
具ナデ、ナデ

？ ？

5
多
2
多
3
微
3
少
3
多
3
多
2
多
7
多
－

2
多
3
多
2
多
3
少
ー

2
少
5
多
6
多
8
多
5
多
3
少
2
多
4
多
4
多
6.5
多
4
多
6
多
3
少
－

－

－

－

－

－

－

－

2
僅
－

－

1.5
僅
1
僅
ー

微
僅
微
少
－

－

微
少
微
少
ー

1
僅
－

－

－

－

－

ー

1
僅
－

微
僅
微
僅
－

微
少
2
少
2
僅
4
少
2
少
－

－

微
多

－

1
僅
－

－

－

1
僅
ー

－

－

－

－

－

－

微
僅
微
僅
－

－

－

1
僅
－

ー

－

－

微
僅
－

－

微
僅
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

ー

微
僅
－

－

－

－

－

ー

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

微
僅
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

ー

－

－

－

－

－

－

ー

－

－

－

－

－

－

ー

－

－

－

－

－

－

－

－

2
少
－

－

－

－

内外面風化

内外面風化

278

254

262

245

265

274

282

252

253

267

242

281

271

260

261

256

255

239

268

264

259

263

266

238

283

273

240

257

247

249

246

250

243

244

※胎土　A：宮崎小石　B：長石・石英　C：輝石・角閃石　D：雲母　E：黒染

211と同一固体？

内外面風化

器表面の風化著しい

器表面風化

器表面風化著しい

底面に木葉痕

工具ナデ 指オサエ、ナ
デ 底面に木葉痕

？ ？

回転ナデ 回転ナデ

回転ヘラケズ
リ、回転ナデ 回転ナデ 外面に自然釉

SE11と接合

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ 胴部中位に穿孔有
SE8と接合

回転ナデ 回転ナデ、指
オサエ

タタキ 同心円当具痕

210と同一固体？
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第11表　出土土器観察表⑧
【1区】

掲載頁
図番号

番
号

遺構等
種　別
器　種

法量㎝（ ）：復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上：㎝ 下：量）
備　考

実測
番号外面 内面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ口径 底径 器高 外面 内面

p.68
第68図

249

250

251

252

253

254

255

256

257

258

259

260

261

262

263

264

265

266

267

268

269

270

271

272

273

274

275

276

277

278

279

280

281

282

土坑28

p.69
第69図

土坑28

p.70
第70図

土坑28

土師器
坏

土師器
坏

土師器
坏

土師器
坏

土師器
坏

土師器
坏

土師器
坏

土師器
坏

土師器
坏

土師器
鉢

土師器
鉢

土師器
鉢

土師器
坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
壷

土師器
横瓶

土師器
鉢

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

（10.0）

11.2

11.2

（11.8）

12.2

（14.1）

（11.8）

（15.0）

15.2

10.7

（11.0）

（12.0）

（18.8）

（19.0）

－

－

－

－

－

－

－

（11.9）

（42.8）

（16.4）

（12.8）

（13.3）

16.8

（14.6）

（14.0）

－

（14.0）

15.7

（14.4）

（14.2）

－

3.6

2.5

3.8

3.0

（5.4）

－

－

4.5

6.7

5.5

－

－

－

－

－

（11.8）

10.8

（10.0）

（10.1）

－

（3.0）

（26.0）

－

－

－

－

－

－

－

（7.0）

4.7

－

－

－

3.0

3.5

3.2

3.7

（3.1）

－

－

6.2

5.4

5.9

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

（22.6）

11.4

－

－

－

－

－

－

－

－

31.2

－

－

黄橙
10YR8/6
浅黄橙

7.5YR8/6
橙

5YR7/8
浅黄橙

7.5YR8/4
浅黄橙

10YR8/3
黄橙

10YR8/6
灰白

10YR8/1
橙

5YR7/6
橙

5YR7/8
にぶい橙
2.5YR6/4

灰白
10YR8/2

橙
2.5YR6/6

褐灰

浅黄橙
10YR8/3
浅黄橙

7.5YR8/4
にぶい橙
7.5YR7/4

橙
7.5YR7/6
浅黄橙

10YR8/4
橙

2.5YR7/8
橙

7.5YR7/6
浅黄橙

7.5YR8/4
橙

7.5YR6/8
橙

2.5YR7/8
橙

5YR6/6
明赤褐
5YR5/8

灰
N5/0
暗灰黄
2.5Y5/2
淡黄

2.5Y8/3
淡赤橙

2.5YR7/4
浅黄橙

7.5YR8/6
にぶい黄橙
10YR7/3

橙
5YR7/8

橙
2.5YR6/6
浅黄橙

10YR8/4

浅黄橙
10YR8/3

橙
2.5YR7/8

橙
5YR7/8
浅黄橙

7.5YR8/6
浅黄橙

10YR8/3
浅黄橙

10YR8/3
灰白

7.5YR7/1
灰白

10YR8/2
橙

5YR7/8
褐灰

10YR5/1
浅黄橙

10YR8/3
浅黄橙

10YR8/4
淡赤橙

浅黄橙
10YR8/3
浅黄橙

7.5YR8/4
黒

2.5Y8/2
浅黄橙

10YR8/3
浅黄橙

10YR8/4
橙

7.5YR6/8
暗灰黄
2.5Y5/2
灰白

7.5YR8/2
浅黄橙

7.5YR8/4
橙

2.5YR6/8
浅黄橙

7.5YR8/4
橙

5YR6/6
暗灰
N3/0
黄橙

10YR8/6
灰

5Y4/1
褐灰

10YR5/1
にぶい橙
7.5YR6/4

灰白
10YR8/1

橙
5YR7/8
浅黄橙

7.5YR8/6
浅黄橙

10YR8/3

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

ナデ ナデ

ナデ ナデ

？ 指オサエ、ナ
デ

ナデ ナデ

ナデ ナデ

ナデ ナデ

工具ナデ 工具ナデ

ナデ ナデ

ナデ ナデ

指オサエ、工
具ナデ、ナデ

指オサエ、工
具ナデ、ナデ

ナデ？ ナデ？

ナデ、ヨコナ
デ

ナデ、ヨコナ
デ

ミガキ ナデ

ヨコナデ ヨコナデ

ヨコナデ、ナ
デ ？

ナデ ナデ

工具ナデ、ヨ
コナデ

工具ナデ、ヨ
コナデ

指オサエ、ナ
デ ナデ

ナデ？ 指オサエ、ナ
デ？

ナデ ナデ

指オサエ、ナ
デ？ ナデ

工具ナデ、ナ
デ ナデ

ナデ、工具ナ
デ

ナデ、工具ナ
デ

？ ？

？ ？

ナデ ナデ

3
多
2
多
2
多
2
多
2
多
3
多
3
多
3
多
3
多
5
多
3
多
1
多
2
少
ー

2
少
3
多
1
少
3
多
1
多
8.5
多
2
少
7
多
5
多
4
多
4
多
4
多
4
多
3
多
8
多
4
多
5
多
7
多
3
多
5
多

－

－

－

－

－

－

－

－

微
少
－

－

－

微
多
微
少
－

－

微
多
－

微
多
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1
僅
－

－

－

－

微
少
微
少
微
僅
－

微
少
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

微
僅
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

風化している

器表面風化している

278

254

262

245

265

274

282

252

253

267

242

281

271

260

261

256

255

239

268

264

259

263

266

238

283

273

240

257

247

249

246

250

243

244

※胎土　A：宮崎小石　B：長石・石英　C：輝石・角閃石　D：雲母　E：黒染

外面の風化著しい

器表面風化している

器表面風化著しい

器表面風化している

内外面風化

内外面風化著しい

内外面風化著しい

内外面風化著しい

最後に粘土で閉じた部分
剥離

内外面風化著しい

内外面風化著しい

ナデ ナデ 内外面風化

ナデ ナデ、ヨコナ
デ 内外面風化

ヨコナデ、ナ
デ

ヨコナデ、ナ
デ

ナデ 指オサエ、ナ
デ 内外面風化

指オサエ、ナ
デ、工具ナデ

指オサエ、ナ
デ、工具ナデ

ヨコナデ ヨコナデ 底面に木葉圧痕有

ナデ ナデ

ナデ、工具ナ
デ

ナデ、工具ナ
デ

器表面風化している
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第12表　出土土器観察表⑨
【1区】

掲載頁
図番号

番
号

遺構等
種　別
器　種

法量㎝（ ）：復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上：㎝ 下：量）
備　考

実測
番号外面 内面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ口径 底径 器高 外面 内面

p.70
第70図

283

284

285

286

287

288

289

290

291

292

293

294

295

296

297

298

299

300

301

302

303

304

305

306

307

308

309

310

311

312

313

316

317

318

土坑28

p.71
第71図

土坑28

p.73
第73図

土坑28

p.76
第75図

土坑
35・36

p.72
第72図

土坑28

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甑

土師器
甑

土師器
甑

土製品
支脚

須恵器
坏蓋

須恵器
坏蓋

須恵器
坏蓋

須恵器
坏蓋

須恵器
坏身

須恵器
坏

須恵器
壷

須恵器
壷

土師器
瓶？

須恵器
甕

須恵器
甕

須恵器
甕

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
甕

（14.8）

（15.0）

（13.9）

（23.1）

（23.0）

（22.4）

（21.4）

－

－

25.8

－

－

－

－

－

－

－

－

10.7

（11.8）

（14.0）

（13.4）

－

（11.0）

（12.2）

－

－

（7.8）

－

－

－

－

－

（17.4）

－

－

－

－

－

－

－

－

9.8

11.1

4.8

8.9

11.4

（12.5）

（12.4）

（11.0）

（8.4）

（7.6）

5.9

－

－

－

－

－

－

－

（6.1）

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

19.1

－

－

－

－

－

－

－

－

6.0

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

にぶい橙
7.5YR7/4

褐灰
10YR5/1
灰黄褐

10YR6/2
橙

5YR6/8
にぶい黄橙
10YR7/3
浅黄橙

10YR8/4
にぶい黄橙
10YR7/3
浅黄橙

10YR8/4
橙

5YR7/8
橙

5YR7/8
青灰
5B6/1
橙

5YR7/8
橙

5YR7/6
橙

2.5YR6/8
橙

7.5YR7/6
橙

5YR7/6
橙

5YR7/8
浅黄橙

10YR8/4
浅黄橙

7.5YR8/4
灰

N4/0
緑灰
5G6/1
青灰
5B5/1
青灰

10BG6/1
灰白
N7/0
灰白

2.5Y8/1
灰

N6/0
灰白
N7/0
灰白

7.5Y7/1
明オリ－ブ灰

2.5GY
灰白

2.5Y8/1
灰白
N8/
灰白

2.5Y8/2
浅黄橙

7.5YR8/3
浅黄橙

10YR8/4

にぶい橙
7.5YR7/3

黄灰
2.5Y4/1

灰
N4/0
浅黄

2.5Y7/4
黒褐色

10YR3/1
浅黄橙

10YR8/3
灰白

2.5Y7/1
灰白

10YR8/2
明黄褐

10YR6/6
橙

5YR7/8
青灰
5B6/1
橙

5YR7/8
褐灰

10YR5/1
明赤褐

2.5YR5/8
灰

5Y4/1
橙

5YR7/6
橙

7.5YR7/6
浅黄橙

10YR8/4
－

灰白
N8/0
緑灰
5G6/1
青灰
5B5/1
灰白

10Y7/1
紫灰
5P6/1
灰白
5Y7/1
灰白
N7/0
灰白
N6/0
灰白
5Y7/2
灰白
N7/1
灰白
N8/0
灰白
N8/
灰
N4/

浅黄橙
7.5YR8/3
浅黄橙

10YR8/4

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

ナデ ナデ

ヨコナデ、工
具ナデ

ヨコナデ、工
具ナデ

？ ナデ

指オサエ、ナ
デ ナデ

工具ナデ、ヨ
コナデ

工具ナデ、ヨ
コナデ

ヨコナデ、工
具ナデ

ヨコナデ、工
具ナデ

ヨコナデ、工
具ナデ

ヨコナデ、工
具ナデ

？ ？

ナデ ナデ

指オサエ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ

ナデ ナデ

ナデ ナデ？

指オサエ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ

ナデ ナデ

ナデ ナデ

ナデ？ ナデ？

工具ナデ 工具ナデ

ナデ 工具ナデ

指オサエ、ナ
デ －

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、仕
上げナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、仕
上げナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 仕上げナデ

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、仕
上げナデ

カキメ 回転ナデ

5
多
5
多
6
多
4
多
4
多
3
多
5
多
4
多
3
多
9
多
4
多
8
多
6
多
2
多
6
多
2
多
3
多
2
多
4
多
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

3
僅
1
多
3
多

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

4
多
－

2
少
1
僅
1
僅
微
僅
1
少
微
少
1
僅
微
僅
1
僅
2
少
－

微
多
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

微
僅
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1
僅
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1
少
－

－

1
僅
－

1
多
－

2
僅
－

1
僅
－

－

－

－

－

309

335

305

336

346

347

349

304

351

552

284

291

293

371

292

286

290

350

344

365

366

369

364

368

367

359

362

363

360

358

554

441

444

443

※胎土　A：宮崎小石　B：長石・石英　C：輝石・角閃石　D：雲母　E：黒染

外面風化

内外面風化

内外面風化
底面に木葉圧痕有

底面に木葉圧痕有

内外面風化

内外面風化

被熱部分有

天井部ツマミ有

回転ナデ 回転ナデ 数箇所に繊維圧痕有

回転ナデ 回転ナデ

タタキ、カキ
メ 同心円当具痕

タタキ？ 同心円当具痕 内外面風化

タタキ、工具
ナデ 回転ナデ 外面に別固体の一部が付着

SC4・23・26、SE4が接合

ナデ 指オサエ、ナ
デ

工具ナデ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ

ナデ、ヨコナ
デ ナデ

内外面風化
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第13表　出土土器観察表⑩
【1区】

掲載頁
図番号

番
号

遺構等
種　別
器　種

法量㎝（ ）：復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上：㎝ 下：量）
備　考

実測
番号外面 内面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ口径 底径 器高 外面 内面

p.76
第75図

319

320

321

323

324

325

326

327

328

329

330

331

332

333

334

335

336

337

338

339

340

341

342

343

344

345

346

347

348

349

350

351

352

土坑
35・36

p.79
第77図

土坑29

p.80
第78図

土坑29

土師器
甕

須恵器
瓶？

須恵器
坏身

土師器
模倣坏蓋
土師器
模倣坏蓋
土師器
模倣坏蓋
土師器
模倣坏蓋
土師器

坏
土師器
坏蓋

土師器
坏

土師器
坏

土師器
坏

土師器
坏

土師器
坏

土師器
坏

土師器
坏

土師器
坏

土師器
坏

土師器
坏

土師器
坏

土師器
鉢？

土師器
鉢

土師器
鉢

土師器
鉢

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

－

（6.0）

（10.0）

（13.6）

（14.0）

（14.1）

12.4

（9.8）

－

－

（12.7）

（12.4）

（13.0）

（14.0）

（14.0）

（19.2）

13.8

16.2

（16.8）

（12.5）

（18.0）

（22.5）

（25.6）

（21.5）

（16.7）

－

－

（15.0）

（15.2）

（14.6）

（16.0）

（16.0）

（21.0）

（10.0）

－

－

－

－

－

5.5

（4.4）

－

－

（7.2）

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

13.2

（10.0）

7.6

－

－

－

－

－

－

－

－

（3.3）

－

－

3.5

4.0

3.0

－

－

3.2

－

－

－

－

－

4.9

5.3

－

－

－

－

－

－

15.2

－

－

－

－

－

－

－

－

橙
5YR7/8

灰
N6/
灰
N6/
橙

5YR7/8
赤

10R4/8
浅黄橙

7.5YR8/4
橙

5YR6/8
橙

5YR6/8
橙

2.5YR7/8
浅黄橙

10YR8/3
橙

2.5YR7/8
浅黄橙

7.5YR8/4
黄橙

10YR8/6
にぶい黄橙
10YR7/4
浅黄橙

10YR8/3
橙

5YR7/6
橙

5YR7/6
橙

5YR7/8
浅黄橙

10YR8/4
灰白
5Y8/2
橙

5YR7/6
浅黄橙

10YR8/4
浅黄橙

7.5YR8/4
橙

5YR7/6
浅黄橙

10YR8/3
淡橙

5YR8/4
灰白

5YR8/2
橙

7.5YR7/6
橙

2.5YR7/6
橙

5YR7/8
橙

2.5YR6/8
橙

5YR7/8
橙

5YR7/8

褐灰
10YR6/1

灰白
N7/
灰
N6/
褐灰

10YR5/1
明赤褐

2.5YR5/8
浅黄橙

7.5YR8/4
橙

5YR6/8
橙

2.5YR7/8
橙

5YR7/8
浅黄橙

7.5YR8/4
橙

2.5YR6/8
橙

5YR7/6
淡黄

2.5Y8/3
明黄褐

10YR7/6
浅黄橙

10YR8/3
橙

2.5YR6/8
橙

7.5YR7/6
橙

5YR7/8
浅黄橙

10YR8/4
灰白
5Y8/1
灰白

10Y7/1
浅黄橙

7.5YR8/4
浅黄橙

7.5YR8/6
橙

5YR6/6
浅黄橙

10YR8/4
にぶい橙
5YR7/4
にぶい橙
5YR7/4
にぶい橙
7.5YR7/4
浅黄橙

7.5YR8/4
橙

5YR7/8
橙

5YR7/8
橙

7.5YR7/6
浅黄橙

7.5YR8/6

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

指オサエ、ナ
デ 工具ナデ

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

工具ナデ、ヨ
コナデ ヨコナデ

ヨコナデ？ ヨコナデ？

ナデ、ヨコナ
デ ヨコナデ

ナデ？ ヨコナデ

ナデ？ ナデ？

？ ？

ヨコナデ、ナ
デ ナデ

ナデ ナデ

ヨコナデ、ナ
デ

ヨコナデ、ナ
デ

ヨコナデ ヨコナデ

手持ちヘラ削
り、ナデ ナデ

ヨコナデ、ナ
デ ナデ

ナデ ナデ

ヨコナデ、ナ
デ

ヨコナデ、ナ
デ

ナデ ナデ

ナデ ナデ

ナデ、ヨコナ
デ

ナデ、ヨコナ
デ

ナデ ナデ、工具ナ
デ

ナデ ナデ

ナデ ナデ

ナデ ナデ

ヨコナデ、ナ
デ

指オサエ、ヨ
コナデ、ナデ

ナデ、ヨコナ
デ

ナデ、ヨコナ
デ

2
多
－

－

4
多
－

3
少
－

2
少
－

3
多
2
少
3
多
2
僅
2
少
1
少
2
多
7
僅
－

2
僅
5
多
4
多
4
多
3
多
4
多
3
少
－

3
多
5
多
－

5
多
5
多
6
多
6
多

－

微
少
微
多
－

2
僅
－

2
少
－

微
僅
－

－

－

1
僅
－

－

－

微
僅
微
少
2
僅
－

－

－

－

微
僅
－

微
多
－

－

微
僅
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

微
僅
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

微
僅
微
少
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

微
少
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1
少
－

－

－

－

442

453

454

327

404

406

411

325

332

333

324

409

407

405

328

410

320

376

408

326

394

403

397

319

375

322

334

387

315

393

389

390

391

※胎土　A：宮崎小石　B：長石・石英　C：輝石・角閃石　D：雲母　E：黒染

内外面風化

内外面風化

内外面風化

内外面風化

内外面風化

内外面風化

口縁部に焼成前についた
凹み有

内外面赤彩

内外面風化

内外面風化

内外面風化

内外面風化

底面木葉圧痕有

内外面風化

片口土器

内外面風化

外面、脚内面に赤彩わず
かに残る

ナデ 指オサエ、ナ
デ

ナデ ナデ

指オサエ、ナ
デ ナデ

ナデ？、工具
ナデ？ ナデ？ 内外面風化

ナデ？ ナデ？ 内外面風化

ナデ？ ナデ？ 内外面風化

ナデ、ヨコナ
デ

ナデ、工具ナ
デ 内外面風化
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第14表　出土土器観察表⑪
【1区】

掲載頁
図番号

番
号

遺構等
種　別
器　種

法量㎝（ ）：復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上：㎝ 下：量）
備　考

実測
番号外面 内面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ口径 底径 器高 外面 内面

p.80
第78図

353

354

355

356

357

358

359

360

361

362

363

364

365

366

367

368

369

370

371

372

373

374

375

376

377

378

379

380

381

382

383

384

385

386

土坑29

p.81
第79図

土坑29

p.82
第80図

土坑29

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
壷

土師器
壷

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甑

土師器
甑

土師器
甑

土師器
甑

土師器
甑

土製品
支脚

土製品
支脚

土製品
支脚

須恵器
坏蓋

須恵器
坏蓋

須恵器
坏蓋

須恵器
坏蓋

須恵器
坏身

（20.2）

（24.2）

（20.0）

（24.0）

（29.8）

（24.0）

（19.0）

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

（14.6）

14.2

（14.2）

（14.2）

（11.8）

－

－

－

－

－

－

－

－

－

5.3

5.6

6.7

5.4

6.7

8.5

11.0

11.3

8.6

（4.4）

7.4

6.6

（7.4）

8.5

8.4

8.6

8.8

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

4.5

3.9

4.3

－

－

橙
5YR7/6

橙
5YR7/8

橙
5YR7/6

橙
5YR7/8

橙
2.5YR6/8

淡黄
2.5Y8/3

橙
5YR7/6

橙
7.5YR7/6

橙
7.5YR7/6

橙
5YR7/6

橙
5YR7/6

橙
2.5YR7/8

橙
5YR7/6

橙
7.5YR6/6

橙
5YR7/8
浅黄橙

7.5YR8/4
浅黄橙

10YR8/3
橙

2.5YR7/8
灰白

2.5Y8/1
橙

5YR7/6
浅黄橙

10YR8/4
橙

5YR7/6
黄橙

7.5YR8/8
橙

2.5YR7/8
灰褐

7.5YR6/2
浅黄橙

7.5YR8/4
橙

5YR7/6
灰白

2.5Y8/2
灰白

2.5Y8/2
青灰

5PB6/1
灰

N6/0
緑灰

10G6/1
明青灰
5PB7/1

明オリ－ブ灰
2.5GY7/1

橙
5YR7/6

橙
5YR7/8
浅黄

2.5Y7/3
浅黄橙

7.5YR8/6
橙

2.5YR7/8
淡黄

2.5Y8/3
浅黄橙

10YR8/4
灰黄

2.5Y7/2
褐灰

7.5YR6/1
黄灰

2.5Y5/1
褐灰

7.5YR5/1
橙

2.5YR7/6
橙

5YR6/8
黄灰

2.5Y6/1
橙

5YR7/6
褐灰

10YR5/1
浅黄橙

10YR8/3
黄灰

2.5Y6/1
灰白

2.5Y8/2
灰

10Y4/1
灰白

10YR8/2
浅黄橙

10YR8/3
浅黄橙

10YR8/4
橙

5YR7/8
橙

5YR7/6
浅黄橙

7.5YR8/4
－

－

－

灰白
N8/0
灰白
N7/0
明青灰
5BG7/1
明紫灰
5P7/1
灰白
N7/0

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

堅緻

堅緻

堅緻

堅緻

堅緻

工具ナデ、ナ
デ

工具ナデ、ナ
デ

ナデ ナデ

工具ナデ、ヨ
コナデ 工具ナデ

ナデ？ ナデ？

ナデ？ ナデ

工具ナデ、ナ
デ

工具ナデ、ナ
デ

工具ナデ、ナ
デ

工具ナデ、ナ
デ

ナデ ナデ

－ ナデ

ナデ ナデ

指オサエ、工
具ナデ、ナデ ナデ

指オサエ、ナ
デ ナデ

指オサエ、工
具ナデ、ナデ ナデ

指オサエ、ナ
デ、工具ナデ

指オサエ、ナ
デ

工具ナデ、ナ
デ

指オサエ、工
具ナデ、ナデ

指オサエ、ナ
デ 工具ナデ

工具ナデ、ナ
デ

工具ナデ、ナ
デ

指オサエ、工
具ナデ、ナデ ナデ

工具ナデ？ 工具ナデ、ナ
デ

工具ナデ、ナ
デ

指オサエ、工
具ナデ、ナデ

工具ナデ 指オサエ、工
具ナデ

ナデ ナデ、工具ナ
デ

指オサエ、ナ
デ

ナデ、工具ナ
デ？

工具ナデ、ナ
デ

指オサエ、工
具ナデ、ナデ

工具ナデ、ナ
デ

ナデ、ヨコナ
デ

工具ナデ、ナ
デ

工具ナデ、ナ
デ

6
多
4
多
6
多
5
多
3
少
3
多

5
多
2
多
5
多
5
多
3
多
3
多
6
多
5
多
5
多
3
少
3
多
7
多
6
多
5
多
3
多
4
多
5
多
5
多
5
多
4
多
3
多
4
多
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

5
少
2
多
2
多
1
少
1
少

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

2
多
2
多
3
少
1
少
1
多

内外面風化

384

386

392

388

414

382

401-2

314

321

317

396

318

316

400

398

412

401

395

413

399

402

377

379

378

380

381

331

329

330

418

420

421

417

423

※胎土　A：宮崎小石　B：長石・石英　C：輝石・角閃石　D：雲母　E：黒染

内外面風化

内外面風化

貼付突帯のある頸部片

外面に煤付着

底面に圧痕有

底面に木葉圧痕有

底面に木葉圧痕有

内外面風化

指オサエ、ナ
デ － 被熱箇所有

ナデ －

指オサエ、ナ
デ － 被熱箇所有

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、仕
上げナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、仕
上げナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、仕
上げナデ 口縁部外面に刻目状圧痕

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ

内外面風化

9.3
（長）

6.1
（幅）

4.9
（厚）

5.9
（幅）

5.7
（厚）

4.0
（幅）

3.8
（厚）
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第15表　出土土器観察表⑫
【1区】

掲載頁
図番号

番
号

遺構等
種　別
器　種

法量㎝（ ）：復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上：㎝ 下：量）
備　考

実測
番号外面 内面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ口径 底径 器高 外面 内面

p.82
第80図

387

388

389

390

391

392

393

394

395

396

402

403

404

405

406

407

408

409

410

411

412

416

417

418

419

420

421

422

423

424

426

427

428

429

土坑29

p.83
第81図

土坑29

p.85
第82図

土坑44

p.86
第83図

土坑45

p.88
第85図

土坑46

p.90
第86図

土坑21

須恵器
坏身

須恵器
坏身

須恵器
坏身

須恵器
坏蓋

須恵器
高坏

須恵器
高坏

須恵器
甕

須恵器
甕

須恵器
甕

須恵器
甕

土師器
模倣坏蓋
土師器

甕
須恵器
坏身

須恵器
甕

土師器
皿

土師器
甕

土師器
高坏

土師器
甕

土師器
高坏

土師器
甕

須恵器
坏身

須恵器
坏蓋

須恵器
坏身

土師器
高坏

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土製品
不明

土師器
甕

須恵器
甕

土師器
坏

土師器
坏

土師器
坏

土師器
坏

（11.6）

（12.8）

（13.4）

－

（12.2）

－

－

－

－

－

（15.0）

（10.7）

－

－

（22.6）

－

－

－

（17.0）

－

（11.8）

（14.0）

11.7

（15.0）

（17.0）

（22.6）

－

－

－

－

（12.0）

（12.3）

（13.3）

（16.4）

－

－

－

－

（10.4）

（10.6）

－

－

－

－

－

－

－

－

－

（11.0）

10.7

（7.2）

11.8

（13.4）

－

－

－

－

－

－

5.9

（11.0）

－

－

－

－

－

－

（3.8）

－

－

7.3

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

（13.5）

－

－

－

4.0

－

－

－

－

－

－

－

－

4.8

－

緑灰
5G6/1
青灰
5B6/1
灰白

7.5Y7/1
灰

N5/0
灰白
N7/0
灰白
N7/

暗紫灰
5P4/1

明オリ－ブ灰
2.5GY7/1

灰黄
2.5Y7/2
灰白
N7/
灰白

2.5Y7/1
淡橙

5YR8/4
明オリ－ブ灰
2.5GY7/1

灰白
5Y7/1
橙

7.5Y7/6
淡橙

5YR8/4
淡黄

2.5Y8/3
橙

7.5YR7/6
橙

5YR6/8
浅黄橙

7.5YR8/6
灰

N6/0
灰白
N7/0
灰白

7.5Y7/1
浅黄橙

7.5YR8/4
浅黄橙

10YR8/3
浅黄橙

7.5YR8/4
にぶい黄橙
10YR7/3
浅黄橙

7.5YR8/3
橙

2.5YR6/6
淡黄

2.5Y8/3
橙

5YR6/8
橙

5YR7/6
橙

2.5YR6/6
橙

2.5YR6/8

灰白
N7/0
青灰

5PB6/1
灰白
N7/0
灰

N6/0
灰

N6/0
灰
N6/

明オリ－ブ灰
2.5GY7/1

灰白
N7/0
灰白

2.5Y8/1
灰白

2.5GY8/1
淡黄

2.5Y8/3
にぶい橙
7.5YR7/4

灰
N6/0
灰
N6/

浅黄橙
7.5YR8/4

黒
7.5Y2/1
灰白

2.5Y8/1
灰

7.5Y4/1
橙

5YR6/8
浅黄橙

7.5YR8/4
灰

N6/0
灰白
N7/0
灰白

7.5Y7/1
橙

5YR7/6
灰白

10YR8/2
浅黄橙

10YR8/4
褐灰

10YR4/1
－

赤灰
2.5YR4/1

灰白
7.5Y8/1

橙
5YR7/6
浅橙

5YR8/4
橙

2.5YR7/6
浅黄橙

7.5YR8/6

堅緻

堅緻

堅緻

良好

堅緻

堅緻

堅緻

堅緻

不良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

不良

良好

良好

良好

良好

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、仕
上げナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ

タタキ、工具
ナデ 同心円当具痕

タタキ、工具
ナデ 同心円当具痕

タタキ、カキ
メ 同心円当具痕

タタキ、カキ
メ 同心円当具痕

ナデ ナデ

？ ？

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ

ヨコナデ ヨコナデ

ナデ ナデ

ヨコナデ、ミ
ガキ

ナデ、ヨコナ
デ、ミガキ

ナデ 指オサエ、ナ
デ

ヨコナデ、工
具ナデ ヨコナデ

指オサエ、工
具ナデ ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

ナデ？ ナデ？

ヨコナデ、ナ
デ

ヨコナデ、ナ
デ

ナデ 指オサエ、ナ
デ

－

3
少
－

－

－

－

－

－

3
少
－

1
少
4
多
－

－

1
少
3
多
－

5
多
－

5
多
－

－

－

－

5.5
多
3.5
多
7
多
4
多
4
多
－

2
少
1
少
3
少
1
少

1
少
1
多
1
少
1
微
2
多
3
多
2
多
2
少
1
少
3
少
微
少
－

1
多
微
少
－

2
少
1
微
－

2
僅
－

微
少
3
少
5
少
1
少
－

－

－

－

－

3
僅
微
僅
－

微
少
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1
微
－

1
僅
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1
僅
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1
少
－

2
多
－

－

2
少
－

－

－

－

－

－

－

1
僅
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

424

419

422

416

415

425

427

429

426

428

33

10

122

125

29

31

30

32

34

35

123

124

128

36

38

37

39

41

40

126

211

205

209

206

※胎土　A：宮崎小石　B：長石・石英　C：輝石・角閃石　D：雲母　E：黒染

三方透かし

三方透かし
SE3と接合

外面に自然釉
SE3と接合

櫛描波状文

内外面風化

底面に木葉圧痕

内外面風化

底面に木葉圧痕

内外面風化

指オサエ、ナ
デ、工具ナデ

指オサエ、ナ
デ 底面に木葉圧痕

指オサエ、ナ
デ － 不明棒状製品

指オサエ、ナ
デ ナデ 外面風化

タタキ 同心円当具痕

ミガキ？ ミガキ 外面風化

ナデ、回転ナ
デ 回転ナデ

ナデ、工具ナ
デ ナデ 底面にヘラ記号有

ナデ ナデ 赤彩？

5.5
（長）

1.1
（幅）

1.2
（厚）
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第16表　出土土器観察表⑬
【1区】

掲載頁
図番号

番
号

遺構等
種　別
器　種

法量㎝（ ）：復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上：㎝ 下：量）
備　考

実測
番号外面 内面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ口径 底径 器高 外面 内面

p.90
第86図

430

431

432

433

434

435

436

437

438

439

440

441

442

443

444

445

446

447

448

450

451

452

453

454

455

456

457

458

459

460

461

462

463

464

土坑21

p.93
第89図

土坑23

p.94
第90図

土坑23

p.96
第92図

土坑30

p.98
第94図

土坑33

p.99
第95図

土坑41

p.100
第96図

土坑42

土師器
鉢

土師器
甕

土師器
甑

土師器
坏

土師器
模倣坏蓋
土師器

甕
土師器

甕
土師器

甕
土師器

甕
土師器

甕
土師器

甕
土師器

甕
土師器

坏
土師器
高坏？
土師器

甕
土師器
模倣坏蓋
須恵器
坏身

須恵器
坏身

須恵器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

須恵器
坏蓋

須恵器
坏身

須恵器
壷

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
高坏

須恵器
坏身

（11.7）

－

－

－

（11.8）

（12.4）

（13.0）

－

（31.6）

－

－

－

（12.2）

－

－

（14.9）

（12.8）

（11.4）

－

（19.6）

（15.8）

－

－

（13.8）

（14.0）

－

（12.2）

（15.0）

（27.0）

－

－

－

－

（12.0）

5.7

－

－

0.8

－

－

－

－

－

－

（8.2）

8.5

－

（10.2）

（13.6）

－

－

－

－

－

－

（6.6）

（9.6）

－

－

－

－

－

－

（14.4）

9.6

11.6

14.0

－

5.2

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

3.6

－

－

－

－

－

－

－

－

－

灰白
2.5Y8/2
浅黄橙

7.5YR8/4
浅黄橙

7.5YR8/4
淡橙

5YR8/4
灰白
N7/0
浅黄橙

7.5YR8/6
黄橙

7.5YR8/8
橙

5YR7/6
橙

5YR7/6
灰白

7.5YR8/2
浅黄橙

7.5YR8/6
橙

5YR7/6
浅黄橙

10YR8/4
橙

7.5YR7/6
橙

5YR7/6
橙

7.5YR7/6
灰

N6/0
オリ－ブ灰
2.5GY6/1

灰白
N7/

浅黄橙
10YR8/4

淡橙
5YR8/4

橙
7.5YR7/6

橙
2.5YR7/6

青灰
5B6/1
灰

N6/0
灰白
N7/
橙

5YR7/8
淡橙

5YR8/4
橙

7.5YR7/6
黄橙

7.5YR7/8
淡黄
5Y8/3
橙

2.5YR7/8
橙

2.5YR7/8
灰

N6/0

橙
5YR7/6

橙
5YR6/8
灰白

7.5YR8/1
灰白

10YR8/1
灰白
N7/0
橙

7.5YR7/6
橙

5YR7/8
浅黄橙

7.5YR8/3
橙

5YR7/6
灰白

10YR8/2
灰

5Y4/1
灰白

7.5YR8/2
にぶい橙
7.5YR7/4
浅黄橙

10YR8/3
暗灰
N3/0
橙

5YR7/8
青灰

5BG6/1
明青灰
5PB7/1
灰白

2.5GY8/1
灰白

10YR8/2
にぶい黄橙
10YR6/3

灰
N6/0
浅黄橙

7.5YR8/6
灰白
N7/
灰

N6/0
灰白

2.5GY8/1
橙

5YR7/8
淡橙

5YR8/4
灰白

2.5Y8/2
灰

N5/0
灰白
5Y8/2

にぶい黄橙
7.5YR7/3

橙
2.5YR7/8

灰白
N7/0

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

指オサエ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ

ナデ ナデ

ナデ ナデ

指オサエ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ

回転ナデ 回転ナデ

指オサエ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ

ナデ ナデ

工具ナデ 工具ナデ

工具ナデ 工具ナデ

ナデ ナデ

ナデ ナデ

指オサエ、工
具ナデ 工具ナデ

ヨコナデ、ナ
デ

ヨコナデ、ナ
デ

ヨコナデ ヨコナデ

指オサエ、工
具ナデ ナデ

ナデ ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

タタキ 同心円当具痕

ナデ、工具ナ
デ ナデ

ヨコナデ、ナ
デ

ヨコナデ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ 工具ナデ

ナデ 工具ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、仕
上げナデ

回転ナデ 回転ナデ

10
多
3
少
4
多
5
多
－

3
多
3
多
7
多
7
多
8
多
4
多
2
多
1
多
1
少
2
多
－

－

－

－

5
多
5
多
5
多
4
多
－

－

－

6
多
5
多
4
多
5
多
3
多
3
多
2
僅
－

微
少
微
僅
－

－

2
少
微
僅
－

3
微
－

－

1
微
－

－

微
僅
－

1
少
微
多
微
少
微
僅
－

－

－

－

1
多
2
多
微
僅
－

－

－

－

－

－

微
多
微
少

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1
微
－

－

微
僅
－

微
僅
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

微
僅
－

－

－

－

－

－

1
微
－

微
僅
－

微
僅
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1
少
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1
多
3
多
－

－

－

－

微
僅
－

微
僅
－

－

－

－

－

－

－

1
少

210

207

204

216

213

221

215

212

219

224

222

223

435

433

436

434

431

432

430

439

440

438

437

451

452

455

450

593

449

448

446

447

445

456

※胎土　A：宮崎小石　B：長石・石英　C：輝石・角閃石　D：雲母　E：黒染

側面にヘラ記号有

内外面風化

外面下位に粘土を貼り付
けたような痕跡
内外面風化
底面に木葉圧痕有

底面に木葉圧痕有

底面に木葉圧痕有

内外面風化

ナデ、ヨコナ
デ ナデ

ヨコナデ、ナ
デ ナデ 内外面風化

ナデ、工具ナ
デ ナデ

ナデ、ヨコナ
デ ナデ 底面に木葉圧痕有

指オサエ、ナ
デ ナデ 底面に木葉圧痕有

指オサエ、ナ
デ ナデ 底面に木葉圧痕有

ナデ 指オサエ、ヨ
コナデ

回転ナデ 回転ナデ
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第17表　出土土器観察表⑭
【1区】

掲載頁
図番号

番
号

遺構等
種　別
器　種

法量㎝（ ）：復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上：㎝ 下：量）
備　考

実測
番号外面 内面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ口径 底径 器高 外面 内面

p.100
第96図

465

466

467

468

470

471

472

473

474

475

476

477

478

479

480

481

482

483

484

485

486

487

488

489

490

491

492

493

494

495

496

497

498

499

土坑42

p.101
第97図

土坑42

p.102
第98図

土坑43

p.108
第102図

溝状遺
構1

p.109
第103図

溝状遺
構3

溝状遺
構3

須恵器
高坏

須恵器
壷

須恵器
甕

須恵器
甕

土師器
坏

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
坏

土師器
坏

土師器
坏

土師器
坏

土師器
坏

土師器
鉢

土師器
鉢

土師器
鉢

土師器
鉢

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

－

－

－

－

（4.0）

－

－

－

（10.6）

12.1

（13.1）

（14.4）

（14.0）

（17.6）

（17.8）

（18.6）

－

9.2

－

－

－

－

（15.8）

（20.0）

（19.2）

（18.0）

－

（26.0）

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

2.7

（5.6）

1.0

4.4

（6.0）

1.5

3.7

－

－

（10.4）

（9.0）

7.1

2.7

－

－

（14.0）

10.0

－

－

－

－

－

（8.0）

－

6.0

6.0

4.2

6.4

（7.0）

（10.4）

－

－

－

－

2.6

－

－

－

2.8

4.0

5.4

－

－

7.1

4.9

8.0

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

灰
N6/0
灰白

5GY8/1
灰白

2.5GY8/1
灰白
5Y8/1

にぶい黄橙
10YR7/4

橙
7.5YR7/6
浅黄橙

7.5YR8/4
橙

7.5YR7/6
浅黄橙

7.5YR8/4
黒

2.5Y2/1
灰白

10YR8/1
にぶい橙
5YR7/6
浅黄橙

10YR8/4
橙

2.5YR7/8
橙

5YR7/8
黒

2.5Y2/1
浅黄橙

10YR8/4
橙

7.5YR7/6
橙

2.5YR7/8
灰白

2.5Y8/2
浅黄橙

7.5YR8/6
浅黄橙

10YR8/3
橙

5YR7/6
橙

2.5YR7/8
橙

2.5YR6/8
浅黄橙

7.5YR8/4
にぶい黄橙
10YR7/2

橙
5YR6/8
淡橙

5YR8/4
にぶい黄橙
10YR7/2

橙
2.5YR7/8

橙
5YR7/6
黄橙

7.5YR8/8
橙

5YR7/8

灰白
N8/0
灰白

2.5GY8/1
灰白
N7/0
淡黄

2.5Y8/3
褐灰

10YR6/1
にぶい黄橙
10YR7/2
浅黄橙

10YR8/4
浅黄橙

7.5YR8/4
浅黄橙

7.5YR8/4
橙

7.5YR7/6
灰白

10YR8/1
浅黄橙

7.5YR8/6
浅黄橙

10YR8/4
橙

2.5YR7/8
橙

7.5YR7/6
黒

2.5Y2/1
灰白

10YR8/2
橙

5YR6/8
褐灰

5YR5/1
淡黄

2.5Y8/3
浅黄橙

10YR8/4
灰白

10YR8/2
褐灰

10YR5/1
橙

7.5YR7/6
橙

2.5YR6/8
浅黄橙

10YR8/3
灰白

10YR8/2
橙

5YR6/8
橙

5YR7/6
にぶい黄橙
10YR7/4

黄灰
2.5Y5/1
浅黄橙

7.5YR8/3
浅黄橙

7.5YR8/6
灰

5Y4/1

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

回転ナデ 回転ナデ

タタキ、工具
ナデ

同 心 円 当 具
痕、ヨコナデ

タタキ 同心円当具痕

タタキ 同心円当具痕

ナデ ナデ

タタキ、ナデ ナデ

タタキ ナデ

ナデ？ ？

指オサエ、ナ
デ ナデ

静止ヘラケズ
リ、ヨコナデ ミガキ

静止ヘラケズ
リ、ヨコナデ ナデ

静止ヘラケズ
リ、ヨコナデ ナデ

ナデ、ヨコナ
デ ナデ

指オサエ、ナ
デ ナデ

ナデ？ ナデ？

静止ヘラケズ
リ、ヨコナデ ナデ

指オサエ、工
具ナデ ナデ

ナデ ナデ

工具ナデ、ナ
デ ナデ

ナデ 指オサエ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ ナデ

ナデ ナデ

工具ナデ、ヨ
コナデ

工具ナデ、ヨ
コナデ

工具ナデ？、
ナデ？

工具ナデ？、
ナデ？

ヨコナデ、ナ
デ ナデ

ヨコナデ、工
具ナデ、ナデ

工具ナデ、ヨ
コナデ

－

2
少
－

2
僅
2
多
5
多
5
多
5
多
2
多
2
多
2
多
3
多
1
多
4
多
3
多
2
多
3
多
4
多
3
多
1
少
3
多
－

5
少
5
多
3
多
4
多
5
多
4
多
6
多
5
多
5
多
3
多
4
多
5
多

微
僅
微
少
微
少
1
少
－

4
多
4
多
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1
少
－

微
僅
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

微
少
－

微
少
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1
少
1
少
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

胴部中位から打ち欠かれ
る

457

460

458

459

372

374

373

465

484

485

502

472

500

499

504

462

481

503

467

492

479

483

469

470

550

463

468

506

461

464

473

482

480

498

※胎土　A：宮崎小石　B：長石・石英　C：輝石・角閃石　D：雲母　E：黒染

底部黒変

内外面風化

底部に木葉圧痕有

底部にヘラ記号有

内外面風化

内外面風化

底部に木葉圧痕有

内外面風化

内外面風化

内外面風化

内外面風化

内外面風化

内外面風化

ヨコナデ、ナ
デ

工具ナデ、ナ
デ

？ ？ 内外面風化

工具ナデ、ナ
デ 工具ナデ 底面に木葉圧痕有

指オサエ、工
具ナデ、ナデ 工具ナデ

ナデ ナデ 内外面風化

工具ナデ 工具ナデ 内外面風化

ナデ？ ナデ？ 内外面風化

指オサエ、ナ
デ ナデ 底面に木葉圧痕有

内外面風化
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第18表　出土土器観察表⑮
【1区】

掲載頁
図番号

番
号

遺構等
種　別
器　種

法量㎝（ ）：復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上：㎝ 下：量）
備　考

実測
番号外面 内面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ口径 底径 器高 外面 内面

p.109
第103図

500

501

502

503

504

505

506

507

508

509

510

511

512

513

514

515

516

517

518

519

520

521

522

523

524

525

526

527

528

529

530

531

532

533

溝状遺
構3

p.110
第104図

p.111
第105図

溝状遺
構3

溝状遺
構4

溝状遺
構5

溝状遺
構7

溝状遺
構8

溝状遺
構11

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土製品
支脚

土製品
支脚

土製品
支脚

土製品
支脚

土製品
支脚

須恵器
坏蓋

須恵器
坏蓋

須恵器
坏蓋

須恵器
坏蓋

須恵器
坏身

須恵器
坏身

須恵器
坏身

須恵器
坏身

須恵器
坏蓋

須恵器
甕

土師器
甕

須恵器
坏蓋

須恵器
坏蓋

須恵器
坏身

土師器
模倣坏身
土師器

坏
須恵器
坏身

須恵器
坏身

須恵器
甕

須恵器
坏蓋

須恵器
坏蓋

須恵器
坏身

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

須恵器
坏蓋

－

－

－

－

－

14.2

14.0

14.2

13.9

12.5

10.4

（11.4）

－

－

－

－

（12.6）

（15.0）

（10.2）

－

10.5

（13.0）

－

－

（13.2）

（12.2）

（11.6）

－

－

－

－

9.6

（8.2）

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

（13.4）

－

－

－

－

4.1

－

－

－

－

－

－

－

（18.2）

4.0

－

－

－

－

4.3

4.0

3.5

4.3

4.0

4.1

－

－

－

－

－

－

－

（2.5）

－

5.0

3.7

－

－

－

－

3.4

－

－

－

－

橙
5YR7/6
淡赤橙

2.5YR7/4
褐灰

10YR4/1
灰白

2.5Y8/2
にぶい黄橙
10YR7/3

灰白
10YR8/2

灰白
2.5Y8/2

にぶい黄橙
10YR7/4

灰白
N7/0
灰

N6/0
オリーブ灰
5GY5/1

暗オリーブ灰
2.5GY3/1
明青灰
5PB7/1
灰白
N7/0
明青灰
5PB7/1

灰
N6/0
灰白

2.5Y7/1
灰白
N7/0
橙

5YR6/8
灰白
5Y7/1
灰白
5Y7/1

にぶい橙
7.5YR6/4

橙
7.5YR7/6

灰白
5Y8/2
灰

N5/0
灰白

2.5GY8/1
青灰

5PB6/1
灰白
N7/0
灰

N6/0
灰

N5/0
浅黄橙

7.5YR8/6
橙

7.5YR7/6
橙

2.5YR7/6
灰

N6/0

褐灰
10YR5/1
浅黄橙

10YR8/4
にぶい橙
7.5YR7/4

－

－

－

－

－

灰白
N7/0
灰白
N7/0
灰白
N7/0
灰白
N8/0
明青灰
5PB7/1
灰白
N7/0
明青灰
5PB7/1

灰
N6/0
灰白
N8/0
灰白
N7/0

オリ－ブ黒
10YR3/1

灰白
5Y7/1
灰白
5Y7/1

にぶい橙
7.5YR6/4

浅黄
10YR8/3
にぶい黄橙
10YR7/4

灰白
N7/0
灰白

2.5GY8/1
灰

N6/0
灰白
N7/0
灰

N5/0
灰

N6/0
灰白
N5/0
灰

5Y5/1
黄灰

2.5Y4/1
灰白
N7/0

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

ナデ 工具ナデ

指オサエ、ナ
デ ナデ

ナデ？ ナデ？

指オサエ、ナ
デ －

指オサエ、ナ
デ －

指オサエ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ －

指オサエ、ナ
デ －

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、仕
上げナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、仕
上げナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、仕
上げナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、仕
上げナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、仕
上げナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ

タタキ、カキ
メ 同心円当具痕

工具ナデ、ナ
デ 工具ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ？、回
転ヘラケズリ？ 回転ナデ？

ナデ ナデ

指オサエ、ナ
デ、ヨコナデ

ナデ、ヨコナ
デ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、仕
上げナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、仕
上げナデ

6
多
5
多
5
多
4
多
7
多
4
多
5
多
5
多
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

3
多
－

－

－

2
多
5
多
－

－

－

－

－

－

4
多
2
多
3
多
－

－

－

－

－

－

－

－

－

2
多
2
多
3
多
3
少
2
多
7
少
3
僅
微
僅
－

1
僅
－

1
多
微
僅
微
僅
－

－

2
多
微
僅
4
多
3
僅
2
少
1
少
－

－

－

2
多

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

3
多
1
少
1
少
3
少
－

2
多
－

1
僅
微
僅
1
僅
－

微
僅
微
少
1
多
－

－

2
多
微
多
－

1
多
－

微
少
－

－

－

1
多

底面に木葉圧痕有

底面に木葉圧痕有

471

505

466

495

493

494

496

497

490

489

488

509

508

486

507

121

487

491

520

513

514

515

519

516

510

512

511

522

521

523

533

532

534

527

※胎土　A：宮崎小石　B：長石・石英　C：輝石・角閃石　D：雲母　E：黒染

内外面風化

全体的に被熱

被熱している

底面に黒斑、上面は被熱
で赤化

全体的にまばらに赤化

天井部にヘラ記号

底部にヘラ記号

外面灰かぶり

内外面風化

内外面風化

内外面風化

回転ナデ 回転ナデ 工具による斜線文、凹線
文

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

ヨコナデ、工
具ナデ？

ヨコナデ、工
具ナデ

ナデ ナデ

指オサエ、ナ
デ 工具ナデ

回転ナデ 回転ナデ

被熱による赤化11.0
（長）

6.0
（幅）

5.4
（厚）

5.7
（幅）

4.9
（厚）

5.1
（幅）

4.9
（厚）

5.3
（長）

7.4
（幅）

7.3
（厚）

9.6
（長）

4.9
（幅）

4.1
（厚）
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第19表　出土土器観察表⑯
【1区】

掲載頁
図番号

番
号

遺構等
種　別
器　種

法量㎝（ ）：復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上：㎝ 下：量）
備　考

実測
番号外面 内面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ口径 底径 器高 外面 内面

p.111
第105図

p.112
第106図

534

535

536

537

538

539

540

541

542

543

544

545

546

547

548

549

550

551

552

553

554

555

556

557

558

559

560

570

571

572

573

574

575

577

溝状遺
構11

溝状遺
構21

p.118
第111図

土坑墓
1

p.120
第114図

ピット

溝状遺
構13

溝状遺
構14

溝状遺
構17

溝状遺
構20

須恵器
坏身

須恵器
壺

土師器
壺

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

須恵器
坏蓋

須恵器
坏蓋

須恵器
坏身

須恵器
甕

須恵器
甕

須恵器
坏身

須恵器
坏身

須恵器
甕

土製品
支脚

土師器
高坏

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甑

土製品
支脚

須恵器
坏蓋

須恵器
坏身

須恵器
坏身

須恵器
坏身

須恵器
甕

土師器
皿

土師器
皿

土師器
皿

土師器
皿

土師器
皿

土師器
皿

土師器
甕

（10.8）

－

（3.3）

－

－

15.9

13.0

（14.5）

（11.2）

－

－

－

－

－

－

－

－

（16.6）

－

（23.8）

－

－

（13.4）

（15.4）

（14.2）

（12.2）

－

9.8

8.9

9.1

9.8

8.7

8.7

－

－

－

3.7

5.2

11.1

7.6

－

－

－

－

－

6.6

－

－

－

－

－

7.6

7.7

（9.2）

－

－

－

－

－

7.8

7.4

7.1

7.2

6.6

7.4

－

－

－

5.5

－

－

12.6

4.2

4.8

4.6

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

17.6

－

－

4.9

－

－

－

1.2

1.3

1.4

1.5

1.4

1.1

－

灰
N6/0
灰白
N8/0
橙

5YR7/6
橙

2.5YR6/8
明赤褐

2.5YR5/8
浅橙

5YR8/4
青灰

5PB6/1
灰

N6/0
灰

N7/0
灰

N6/0
灰

N4/0
灰白
N7/0
灰白
N7/0
灰

N6/0
淡黄

2.5Y8/3
橙

2.5YR6/6
浅黄橙

7.5YR8/3
浅黄橙

10YR8/3
灰

N4/0
橙

5YR7/6
橙

5YR7/6
橙

7.5YR7/6
灰白
N7/0
青灰

5PB6/1
灰

N6/0
紫灰

5RP5/1
灰白
5Y8/1
橙

5YR6/8
灰

5Y6/1
橙

5YR7/8
橙

5YR7/8
橙

5YR6/6
浅黄橙

7.5YR8/3
灰

N6/0

灰
N6/0
灰白
N7/0
橙

5YR7/8
暗緑灰

7.5GY4/1
橙

5YR7/8
浅橙

5YR8/3
青灰

5PB5/1
灰白
N7/0
灰

N7/0 
灰白
N7/0 
灰白
N8/0
灰

N6/0
灰白
N7/0 
灰

N6/0
－

浅橙
5YR8/4
暗灰
N3/0

灰オリ－ブ
5Y6/2
暗灰
N3/0
灰白

10YR8/2
浅黄橙

7.5YR8/6
－

灰白
N7/0
灰

N6/0
灰

N6/0
灰

N6/0
灰白
5Y8/1
灰白

2.5Y8/2
灰

5Y6/1
橙

5YR7/8
淡黄

2.5Y8/3
灰白

7.5YR8/2
浅黄橙

7.5YR8/3
灰白
N8/0

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

不良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

ナデ、カキメ ナデ、指オサ
エ

ナデ ヨコナデ、ナ
デ

ナデ ナデ

指オサエ、工
具ナデ 工具ナデ

ナデ ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、仕
上げナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、仕
上げナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、仕
上げナデ

タタキ 同心円当具痕

タタキ、カキ
メ 同心円当具痕

回転ナデ 回転ナデ、ヨ
コナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

タタキ 当具痕跡

指オサエ、ナ
デ －

ナデ ナデ

指オサエ、ナ
デ、工具ナデ

ナデ、工具ナ
デ

ナデ ナデ、工具ナ
デ

ナデ 指オサエ、ナ
デ

ナデ、工具ナ
デ ナデ

ナデ ナデ

指オサエ、ナ
デ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、仕
上げナデ

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

－

－

4
多
3
多
4
多
3
多
－

－

－

－

－

－

－

－

2
少
2
僅
5
多
6
多
4
多
3
多
6
多
7
多
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1
多
微
少
－

－

－

－

2
少
6
少
2
多
1
僅
微
僅
2
僅
1
多
1
僅
1
少
1
僅
－

－

－

－

－

－

2
僅
4
多
1
少
1
多
－

－

－

－

－

－

－

1
僅

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1
僅
微
僅
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1
少
2
少
－

－

－

－

－

1
僅
2
少
－

1
多
1
少
1
少
1
少
－

－

－

－

－

－

－

－

1
僅
－

－

－

2
少
－

－

－

－

－

－

微
少

541

525

478

476

501

477

528

475

474

530

531

524

542

543

540

537

538

535

549

548

539

536

545

546

547

529

544

559

560

558

557

556

555

578

※胎土　A：宮崎小石　B：長石・石英　C：輝石・角閃石　D：雲母　E：黒染

底部に木葉圧痕有

内外面風化

上端付近は被熱

底面にヘラ記号有

ナデ？ ナデ？ 内外面風化

回転ナデ 回転ナデ 底部ヘラ切り

回転ナデ 回転ナデ 底部ヘラ切り

回転ナデ 回転ナデ 底部ヘラ切り

回転ナデ 回転ナデ 底部ヘラ切り

回転ナデ 回転ナデ 底部ヘラ切り

回転ナデ 回転ナデ 底部ヘラ切り

ナデ ナデ 底面にヘラ記号有

内外面風化

5.6
（幅）

4.4
（幅）

4.1
（厚）
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第20表　出土土器観察表⑰
【1区】

掲載頁
図番号

番
号

遺構等
種　別
器　種

法量㎝（ ）：復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上：㎝ 下：量）
備　考

実測
番号外面 内面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ口径 底径 器高 外面 内面

p.120
第114図

578

579

580

581

583

584

585

586

587

588

589

590

591

592

593

594

595

596

597

598

599

600

601

602

603

604

605

ピット

p.121
第115図

遺構外

p.122
第116図

遺構外

須恵器
坏蓋

須恵器
坏蓋

須恵器
高坏

土師器
甕

土師器
坏

土師器
高坏

土師器
鉢

土師器
甕

土師器
甕

土師器
鉢

土製品
支脚

土師器
甕

土師器
甕

土師器

土師器
甕

土師器
皿？

土師器
皿

須恵器
坏蓋

須恵器
坏蓋

須恵器
坏蓋

須恵器
坏蓋

須恵器
高坏

須恵器
壺

須恵器
甕

須恵器
提瓶

須恵器
甕
瓦

平瓦

（12.9）

（15.7）

－

－

（19.7）

－

（16.2）

（29.6）

－

（40.4）

－

－

－

10.9

－

－

－

7.5

（12.2）

（12.6）

（13.5）

－

－

－

－

（35.6）

－

－

－

8.8

11.1

－

－

（7.5）

－

－

14.0

－

9.0

4.0

（6.4）

（5.0）

（8.2）

－

－

－

－

（15.8）

（12.0）

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

9.2

－

－

15.1

－

－

3.4

－

－

－

2.1

（2.5）

－

－

－

－

－

－

－

－

灰白
N7/0
灰白
N7/0
灰

N6/0
橙

5YR7/6
浅黄橙

10YR8/3
浅黄橙

10YR8/4
橙

2.5YR7/8
浅黄橙

7.5YR8/4
橙

2.5YR6/8
浅黄

2.5Y8/3
灰白

2.5Y8/2
暗オリ－ブ
7.5Y4/3
浅黄橙

7.5YR8/4
灰

N5/0
浅黄橙

10YR8/4
浅黄橙

7.5YR8/4
浅黄橙

10YR8/3
青灰

5PB6/1
明オリーブ灰
2.5GY7/1

灰
N6/0
灰白
N7/0
灰

N5/0
オリーブ灰
2.5GY6/1

灰
N5/0
灰

N7/0
灰白
N7/0
灰白

5YR8/1

灰白
N7/0
灰白
N7/0
灰

N6/0
灰白

2.5Y8/2
黄橙

7.5YR7/8
浅黄橙

10YR8/4
橙

2.5YR6/8
橙

5YR7/6
橙

2.5YR7/8
浅黄

2.5Y8/3
－

浅黄
2.5Y8/3
褐灰

7.5YR6/1
灰

N6/0
灰白

2.5Y8/2
浅黄橙

7.5YR8/4
にぶい橙
7.5YR7/4
明オリーブ灰

N7/1
灰白
N7/0
灰

N6/0
灰白
N7/0
灰白
N7/0

明オリーブ灰
2.5GY7/1

灰
N6/0
灰

N7/0
灰白
N8/0
灰白

5YR7/1

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ、工具ナデ 工具ナデ

ナデ ナデ

ナデ ナデ

ナデ ナデ

ヨコナデ ヨコナデ、工
具ナデ

ナデ ナデ

？ ？

指オサエ、ナ
デ －

ナデ、ハケ ナデ

ナデ ナデ

回転ナデ 回転ナデ

ナデ？ ナデ？

ナデ？ ナデ？

ナデ ナデ？

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、仕
上げナデ

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、仕
上げナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、仕
上げナデ

回転ナデ 回転ナデ

ヘラ切り、回
転ナデ ヨコナデ

タタキ 同心円当具痕

回転ナデ、カ
キメ 回転ナデ

タタキ、ナデ、
回転ナデ

回転ナデ、同
心円当具痕

－

－

－

6
多
－

－

1
少
3
多
2
多
5
多
7
多
3
多
6
多
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1
僅
2
少

1
僅
1
少
微
少
－

微
僅
微
少
－

－

－

2
少
－

微
多
－

1
僅
－

－

－

1
僅
2
多
3
多
微
少
－

微
僅
－

2
少
－

微
少

－

－

－

－

微
僅
微
少
－

－

－

－

－

微
少
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1
多
微
少
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1
僅
1
多
1
少
1
多
－

微
僅
－

1
少
2
多
－

579

577

574

561

591

588

596

580

597

594

589

592

595

563

581

582

583

571

569

566

567

568

565

575

570

576

564

※胎土　A：宮崎小石　B：長石・石英　C：輝石・角閃石　D：雲母　E：黒染

内面赤彩

底部に木葉圧痕有

側面に横位の孔列有

全体的に被熱。破断面も
被熱している

内外面風化

黒色土器
内外面風化

内外面風化

底面ヘラ切り？
内外面風化
底面ヘラ切り？
内外面風化

天井部ヘラ記号有

底面に植物質圧痕有

焼成時の焼けひずみ大き
い

布痕、工具ナ
デ 工具ナデ 凹面に模骨痕跡有

底部に木葉圧痕有

5.7
（幅）

5.1
（厚）
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第21表　出土石器観察表
【1区】

掲載
頁

図
番号

掲載
番号
16
17
38
39
61
62
89
91
104
128
189
247
248
314
315
397
398
399
400
401
413
414
415
425
449
469
562
563
564
565
566
567
568
569
582
606
607
608
609
610
611
612

砥石
砥石

石包丁
敲石
台石
台石
敲石
敲石
勾玉
敲石
敲石
敲石
磨石
台石
砥石
敲石
敲石
敲石
砥石
敲石
台石
敲石

石包丁未製品？
砥石
台石
敲石

石包丁
砥石
敲石
台石
台石
敲石
敲石
敲石
敲石

石包丁
打製石斧

不明石製品
紡錘車
砥石
台石
石鍋

砂岩
砂岩
頁岩
砂岩
砂岩
砂岩
砂岩
砂岩

蛇紋岩
砂岩
砂岩
砂岩
砂岩
砂岩
砂岩
砂岩
砂岩
砂岩
砂岩
砂岩
砂岩
砂岩
頁岩
砂岩
砂岩
砂岩
頁岩
砂岩
砂岩

尾鈴山酸性岩
砂岩
砂岩
砂岩
砂岩
砂岩
頁岩
砂岩
頁岩

凝灰岩
砂岩
砂岩
滑石

13.1
12.1
5.0

16.1
44.5
38.2
11.0
11.8
1.8

10.6
10.6
13.9
10.5
24.1
4.1

12.8
13.3
13.3
11.8
13.3
18.2
18.7
5.6
3.6

19.7
14.2
5.4
4.1

18.2
25.8
20.5
20.0
14.0
10.3
12.2
4.5

14.9
13.1
5.5

13.9
26.4
－

9.9
10.0
8.0

10.2
21.8
19.1
7.6
9.7
1.2
9.8
6.2
5.4

11.5
18.2
3.7
9.6
5.4
6.6
3.1
6.5

19.7
8.3
7.0
3.5

14.2
5.8
8.4
2.6

37.4
15.6
12.3
8.0

11.9
8.6

11.2
6.5
7.1
4.3
5.5
9.3

15.2
－

5.9
5.4
1.0
5.0

11.9
10.3
4.5
4.6
0.5
3.4
3.7
4.3
5.4
3.9
2.6
6.9
3.8
4.5
2.5
5.7
5.2
4.8
1.6
2.3
6.8
4.5
0.9
2.6
3.9
3.6
7.7
5.0
7.6
6.5
6.1
0.7
1.9
1.6
2.0

10.5
6.4
－

1180.0
880.0
62.8

1240.0
16500.0
11500.0

660.0
720.0

1.3
440.0
400.0
460.0
100.0

2440.0
40.0

940.0
360.0
480.0
120.0
680.0

2820.0
1300.0

60.0
20.0

3580.0
580.0
51.0
39.8

880.0
2760.0
2420.0
920.0

1700.0
720.0

1340.0
25.0

200.0
120.0
80.0

1540.0
3440.0

－

竪穴住居2

竪穴住居4

竪穴住居9

竪穴住居10
竪穴住居11

竪穴住居14・15
竪穴住居16
焼成土坑20

土坑27

土坑28

土坑29

土坑44

土坑45

土坑45

土坑46
土坑30
土坑42

溝状遺構1

溝状遺構4

溝状遺構13

溝状遺構17

ピット

遺構外

p.16

p.20

p.24

p.28
p.30
p.33
p.36
p.58
p.65

p.73

p.83

p.85

p.86
p.87

p.88
p.96
p.101
p.113

p.120
p.122

p.123

第9図

第12図

第15図

第18図
第19図
第22図
第25図
第59図
第66図

第73図

第81図

第82図

第83図
第84図

第85図
第92図
第97図
第107図

第114図
第116図

第117図

遺構等 器種 石材 長さ
（cm）

幅
（cm）

厚さ
（cm）

重量
（ｇ） 備考

磨面3面
磨面に線状痕

鉄分？付着
上面と側面に磨面
上面と側面に磨面
磨面も有
全体的に敲打痕
片面穿孔

全体的に平滑

全体が使用面

上面のみ変色、鉄分？
被熱痕跡有

被熱変色、敲打痕、磨面

被熱、磨面有
側面は砥石として利用
敲打痕、磨面有
全体的に被熱
下面、側面に磨面

磨面、線状痕

全面磨面、線状痕、敲打痕
敲打痕

612
609
602
599
653
652
651
646
604
649
608
606
607
630
628
635
634
633
605
600
611
610
601
654
627
640
655
614

622
619
617
620
720
618
37
643
642
638
639
641
603

実測
No.

（ ）の値は残存値を示す

第22表　出土鉄器観察表
【1区】

掲載
頁

図
番号

掲載
番号
322
561
576
613
614
615

袋状鉄斧
釘

短刀
釘
釘

棒状鉄製品

9.3
2.6

20.8
2.3
4.3
6.1

4.2
0.8
2.3
0.8
1.5
1.2

2.6
0.5
0.5
0.4
0.5
0.5

140.0
1.8

42.1
0.4
4.9
5.1

土坑36
溝状遺構21
土坑墓1

遺構外

p.76
p.112
p.118
p.123

第75図
第106図
第111図
第117図

遺構等 器種 長さ
（cm）

幅
（cm）

厚さ
（cm）

重量
（ｇ） 備考

全体に銹膨れ

有機質付着

657
659
661
660
662
658

実測
No.

（ ）の値は残存値を示す
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土器焼成坑調査状況（西から）

写　真　図　版
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宮ヶ迫遺跡1区垂直写真

図版1
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1区竪穴住居全景（西から）

1区竪穴住居2遺物出土状況（南から）

図版2
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①1区竪穴住居3全景（南東から）

②1区竪穴住居3カマド崩落土除去状況（東から）

③1区竪穴住居3土器埋設炉半裁状況（南から）

図版3

①

②

③
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1区竪穴住居4遺物出土状況（北から）

1区竪穴住居8完掘状況（北から）

図版4
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1区竪穴住居9遺物出土状況（南東から）

1区竪穴住居10遺物出土状況（南東から）

図版5
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1区竪穴住居11（南東から）

1区竪穴住居12・13土層
（南から）

1区竪穴住居12・13
（南西から）

図版6
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1区竪穴住居遺物出土状況14・15（南から）

1区竪穴住居16完掘状況（北西から）

図版7
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①1区竪穴住居16土器埋設炉（東から）

②同埋設土器内部の状況（西から）

1区竪穴住居17完掘状況（南東から）

図版8
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図版9

①1区竪穴住居2出土遺物

②1区竪穴住居2出土遺物

③1区竪穴住居3出土遺物

④1区竪穴住居4出土遺物
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図版10
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①1区竪穴住居8出土遺物

②1区竪穴住居9出土遺物

③1区竪穴住居10出土遺物

④1区竪穴住居10出土遺物

40

42

43

4546

48

51

52

53

55

59

87

8163

66

65

77
78

79

80



－ 154 －

1区竪穴住居14・15出土遺物

1区竪穴住居16出土遺物

図版11
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1区掘立柱建物1（北から）

①1区掘立柱建物1柱掘方6断面
②同柱固め土の状況
③同柱据付粘土の状況

図版12

①

③

②
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図版13

①1区掘立柱建物1柱掘方2

柱固め粘土の状況

②同柱据付粘土と柱の状況

③1区掘立柱建物2（南東から）

①

②

③
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図版14

1区土器焼成坑調査状況（西から）

①1区土器焼成坑1遺物出土状況（西から）、②1区土器焼成坑2遺物出土状況（東から）
③1区土器焼成坑3遺物出土状況（北から）、④1区土器焼成坑4遺物出土状況（南から）

①

③

②

③
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①1区土器焼成坑5遺物出土状
況（北から）
②1区土器焼成坑6遺物出土状
況（北から）
③1区土器焼成坑8遺物出土状
況（北から）

図版15

①

②

③
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①1区土器焼成坑9床面の状況
（南東から）
②1区土器焼成坑10遺物出土状
況（北から）
③同詳細（北西から）

図版16

①

②
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図版17

1区土器焼成坑16底面の状況（西から）

①1区土器焼成坑12完掘状況（北から）、②1区土器焼成坑13調査状況（東から）
③1区土器焼成坑14遺物出土状況（北から）、④1区土器焼成坑15遺物出土状況（西から）

①

③

②

③
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図版18

①1区土器焼成坑16遺物出土状況（北から）
②同奥壁側の被熱が強い部分（南から）
③1区土器焼成坑17遺物出土状況（北から）
④同完掘状況（北から）
⑤1区土器焼成坑18底面の被熱状況（南から）
⑥1区土器焼成坑19完掘状況（西から）
⑦1区土器焼成坑20遺物出土状況（北から）

① ②

③ ④

⑤ ⑥

⑦
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図版19

①1区土器焼成坑2出土遺物、②1区土器焼成坑6出土遺物
③1区土器焼成坑10出土遺物、④1区土器焼成坑13出土遺物
⑤1区土器焼成坑14出土遺物
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①1区土器焼成坑16出土遺物
②1区土器焼成坑17出土遺物
③1区土器焼成坑20出土遺物

図版20
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①1区土坑21遺物出土状況（北
東から）
②1区土坑23遺物出土状況（北
東から）
③同詳細（南西から）

図版21

①

②

③
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①1区土坑27完掘状況
（南から）
②1区土坑27遺物出土状況
（東から）
③1区土抗28完掘状況
（北西から）
④1区土抗28遺物出土状況
（北東から）

図版22
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1区土抗29遺物出土状況（北から）

①1区土抗29遺物出土状況（東から）
②1区土抗29完掘状況（南から）

図版23

①

②
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図版24

①1区土坑30遺物出土状況
（西から）
②1区土坑31完掘状況
（南東から）
③1区土抗33遺物出土状況
（北西から）

①

②

③
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1区土抗37完掘状況（北から）

図版25

①1区土坑35・36遺物出土状況（北西から）、②1区土坑35土層堆積状況（南西から）
③1区土坑36遺物出土状況（西から）

②

①

③
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①1区土坑39完掘状況
（北東から）
②1区土坑43遺物出土状況
（北から）
③同土層堆積状況
（南西から）

図版26
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1区土抗44遺物出土状況（東から）

1区土抗45遺物出土状況（北西から）

図版27
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1区土抗46遺物出土状況（北西から）

1区土抗46遺物出土状況詳細（東から）

図版28
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1区土抗21出土遺物

1区土抗23出土遺物
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図版30

①1区土抗26出土遺物
②～⑦1区土抗27出土遺物

①

④

⑤

⑥

⑦

②

③

196

197

198

199

200

220

221

227

204

208

211

212

213

216

217

245

241

243

244

214

234

231

272

295
238 237

247

248



－ 174 －

1区土抗28出土遺物
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1区土抗29出土遺物

図版32
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図版33

①1区土抗36出土遺物
②1区土抗42出土遺物
③1区土抗43出土遺物
④1区土抗44出土遺物
⑤1区土抗45出土遺物

① ②

③

⑤

④

321
466

463

471 472

421

423

422

412

410

415

414



第Ⅱ章　1区の調査

－ 177 －

図版34

①～④1区溝状遺構3遺物出土状況
①：南東から、②：北東から
③：北東から、④：東から

1区溝状遺構13遺物出
土状況（南から）

① ④

③

②
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1区溝状遺構3出土遺物

図版35
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1区溝状遺構出土遺物①

1区溝状遺構出土遺物②

図版36

557

542

559

534

515 535

524

536

523

541
526

520

528

553

539

550



－ 180 －

図版37

①1区土抗墓遺物出土状況
（東から）
②同（北から）
③同詳細（南西から）
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①
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図版38

①1区土抗墓1出土状況
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図版39

①1区掘立柱建物1出土木柱
②1区出土鉄製品①
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第Ⅲ章　2区の調査成果

第1節　調査成果の概要
調査対象地は、調査以前は南から北へと緩やかに下る斜面地の斜面上方側を削平することに

よって東西方向に長い平坦面を造成し、水田が形成されていた。2区はこのうち二段分が調査

対象地であったが、上記の理由から各段の南側に位置する場所は北側より遺構の削平が激しく、

浅い遺構は消失している状況であった。とりわけ調査区の南西側は削平度合いが激しい上に、

大規模な撹乱が入っており、ほとんどの遺構が消失していた。調査区は東西に長い長方形であ

り、北側の段が50ｍ×12.5ｍ、南側の段が52.5ｍ×12ｍで、調査区面積は約1250㎡である。

遺構検出面は黄褐色の粘質土層であるが、調査区の一部では黄褐色土層の下層に位置する黒

褐色土が同一レベルで検出され、そこが遺構検出面となっていた。このことから旧地形は起伏

があったと想定される。また調査区の東西中央付近で地形の傾斜に沿うように砂礫層が帯状に

延びる状況が確認された。砂礫層の横断面は浅いＵ字形であり、砂礫層の位置に遺構があった

場合は、砂礫層を掘り込む形で遺構が構築されているため、黄褐色土層が形成された後に形成

された小流路跡と想定される。

2区では調査の結果、検出された遺構は、古墳時代の竪穴住居7軒、掘立柱建物2棟、土坑10

基、溝4条、中世の掘立柱建物1棟、土坑墓1基、土坑1基、溝1条、多数のピットである。ピッ

トは古墳時代と中世のものが検出されたが、中世のピットは直径が小さく、埋土も色調が黒色

に近いものであり、比較的判別は容易であった。検出された遺構の中で特筆すべきものは古墳

時代の大型掘立柱建物で、建て替えにより2棟がほぼ同じ場所に建てられている。また溝2、溝

3からは多量の土器が出土しており、その中でも肩部にカギ状の把手をもつ須恵器壺は注目さ

れる。その他の時期の遺物としては、弥生時代のものと思われる磨製石鏃や土器が、少数では

あるが表土や古墳時代の遺構に混入して出土している。

第2節　古墳時代の遺構と遺物
第1項　竪穴住居

竪穴住居は調査区内で7軒検出された。調査区端部で検出されたものが多く、全体を調査で

きたのは竪穴住居5のみである。いずれも上部が削平を受けている。調査区の各段共に北寄り

で検出されているのは、前述した水田面を形成する際の削平が影響し、南側に分布していた竪

穴住居が完全に失われているためである可能性が高い。火処は竪穴住居3と竪穴住居7で作り付

けカマドが検出されたが、その他の住居では全体が調査できなかったという要因もあり確認さ

れていない。検出された住居を時期別に見ると古墳時代中期中葉から後葉が2軒、古墳時代後

期後葉から終末期が4軒、古墳時代中期中葉から後葉段階の可能性が高いが、詳細な時期が不

明なもの1軒となる。他の遺構を鑑みても、集落の中心は古墳時代後期後葉から古墳時代終末

期にあったと考えられるが、他の区よりも中期段階の竪穴住居の比率が高い。
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第118図　宮ヶ迫遺跡2区遺構配置図（Ｓ=1/250）
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第119図　2区竪穴住居1実測図（Ｓ=1/60）及び出土遺物実測図（Ｓ=1/3）



－ 186 －

第120図　2区竪穴住居1出土遺物実測図①（Ｓ=1/3）



竪穴住居1（第119～121

図） 調査区の北東隅で

検出された。北側は調査

区外へ延び、東側は撹乱

によって削平されている

が、残存している部分か

ら平面形は方形と想定さ

れる。検出面の直上層は

耕作土であり、上部は削

平を受けているため残存

深は約0.3ｍである。掘立柱建物1、掘立柱建物3に切られ、土坑11を切っている。住居中央付

近から南西側では炭化物と共に多量の土師器片が集中して出土している。炭化材も検出された

が、完形になる土器は少数であり、焼失住居ではなく、住居を放棄した後に火を放ったものと

想定される。調査区内で検出された範囲において火処は確認されていない。貼床が確認できな

かったため、掘削面をそのまま床にしたと考えられる。床面は非常に硬質であったが、当遺跡

の地山土自体が硬質であることに起因するものである。床面を精査したが住居に伴う明確な柱

穴は検出できなかった。

遺物は床面直上から土師器を中心として多数出土している。616は土師器高坏である。基部

付近の外面は幅4mm程度のミガキ調整を施している。617は土師器の鉢底部と思われる。円盤

状の底部から体部が大きく開く形状である。618、619はつつぬけタイプの土師器甑である。

618は孔の端部が丸みを帯びるのに対し、619は直線的な形状を呈す。両者とも残存部位では桟

渡し用の小円孔は確認できない。620～622は土師器壺である。口縁部が直口に近いもの（621、

622）と外反するもの（620）が存在する。621は粘土接合痕が目立つ。623～625は土師器甕で

ある。623は頸部の屈曲が弱い。625は脚付甕で口縁下部に突帯が巡る。突帯を貼り付けた際の

指頭圧痕が明瞭に残り、ハケメも粗く、粗雑な作りである。成川式と思われる。626、627は須

恵器坏蓋、628、629は須恵器坏である。630は須恵器甕である。631はホルンフェルス製の石包

丁である。両端に抉りをもつタイプであるが一方は欠損している。本住居は626～629の須恵器

坏から古墳時代後期末～終末期初頭段階に位置付けられる。

竪穴住居2（第122図） 調査区の北端やや東寄りで検出された。住居の大部分は調査区外に

広がっているが平面形は隅丸方形の竪穴住居と思われる。検出面の直上層は耕作土であり、上

部は削平を受けているため残存深は約0.4ｍである。また上層の一部を溝状の撹乱に切られて

いる。埋土内に礫を含有する層があったが、これは本住居周辺の地山が前述した小流路に伴う

礫層であったためである。床面を精査すると、床面の一部が浅く窪み、炭化物を含む土が堆積

している箇所が調査区壁際で検出された。調査区内では被熱痕跡が確認されていないが、調査

区外に窪みが広がっているため火処の可能性もある。床面は非常に硬質であったが、地山土自

体が硬質であることに起因するものであり、貼床は施されていない。
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第121図　2区竪穴住居1出土遺物実測図②（Ｓ=2/3）



遺物は床面直上層である7、8層を中心に出土している。632は土師器小型丸底壺である。頸

部の屈曲は弱く、口縁部は僅かに内湾するものの直線的に立ち上がる。633、634は土師器高坏

である。634は坏部の中位やや下で屈曲し明確な稜をもつ。基部では脚部との接合のための粘

土突起が下方に長く伸びる。635、636は土師器甕である。頸部の屈曲は弱く、口縁部は直線的

ではあるが僅かに内湾する。外面には細かなタタキ調整が施されている。調整や胎土から同一

個体とみられる。本住居は出土した小型丸底壺や634の高坏から古墳時代中期中葉～後葉段階

に位置付けられる。

竪穴住居3（第123～125図） 調査区の北端、竪穴住居2の西側で検出された。住居の約半分

が調査区外に広がっているが、平面方形の竪穴住居と思われる。検出面の直上層は耕作土であ

り、上部は削平されているとみられ、残存深は約0.25ｍである。住居南東壁にはカマドが作り

付けられている。カマドは火床面が住居壁内側に位置するタイプである。カマド本体は黄白色

の粘質土で構築されており、袖部の火床面側は強い被熱により赤化している。カマドの袖は

0.27ｍと短く、煙道も明確ではない。遺存状況が悪かったため図化していないが土製支脚がカ
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第122図　2区竪穴住居2実測図（Ｓ=1/60）及び出土遺物実測図（Ｓ=1/3）
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第123図　2区竪穴建住居3実測図（Ｓ=1/60）及びカマド実測図（Ｓ=1/20）及び出土遺物実測図（Ｓ=1/3）



マド内に設置された状況で出土している。カマドの構築方法は、住居床面全体に施された1次

貼床を楕円形に掘り込み、そこにカマドの基底部となる黒褐色土を置き、その上にカマド本体

と火床面を構築している。火床面のレベルとカマド基底部の黒色土設置後に施される2次貼床

の面のレベルはほぼフラットになっており、この面が生活面と考えられる。

遺物は床面からやや浮いた位置で出土した。637、638は土師器坏である。637は器壁が厚手

で底部付近で強く屈曲し、体部から口縁部に向かって内湾する器形である。僅かではあるが粘

土接合痕が確認できる。638は底部から口縁部に向かって緩やかに内湾する器形である。639は

土師器高坏、640は土師器鉢である。639は坏部の開きが大きく横方向に広がる器形である。

640は細かな波状口縁を呈し、粘土接合痕が確認できる。641はつつぬけタイプの土師器甑底部

で桟渡し用の小円孔が穿たれている。642、643は土師器甕である。643は幅広の平底と長胴が

特徴で、他の甕よりも器壁がやや薄手である。642は底部を欠いているが器形、胎土共に643と

類似しているため、同様の幅広の平底になると思われる。644～646は須恵器坏である。646は

底部にヘラ記号が施されている。647は須恵器で器形は不明である。完全に剥離しているが脚

が付いていた痕跡が確認される。648は須恵器甕である。649は頁岩製と思われる磨製石斧であ

る。本住居は須恵器坏や土師器坏の形態から古墳時代終末期中葉段階に位置付けられる。
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第124図　2区竪穴住居3出土遺物実測図①（Ｓ=1/3）



竪穴住居4（第126図） 調査区の北側、竪穴

住居3の西側で検出された。平面形は隅丸方形

である。他の住居と同様に検出面の直上層は

耕作土であり、上部は削平を受けている。残

存深は約0.25ｍを測る。1辺が約3ｍと他の住居

と比較すると小振りであるが、他の住居と埋

土が類似する点と東側以外の壁の立ち上がり

が明瞭である点から住居と認定した。住居の

中央付近が僅かであるが溝状に落ち込む。

遺物は床面からやや浮いた位置で出土して

いる。650は脚部を欠損しているがワイングラ

ス形の高坏である。口径と比較して坏部の深

さが深い。651、652は須恵器坏である。651は口縁部に僅かな屈曲をもつ。本住居は出土した

須恵器坏から古墳時代後期後葉から終末期初頭段階に位置付けられる。

竪穴住居5（第127、128図） 調査区の北寄り、竪穴住居4の南側に近接する位置で検出され

た。平面形は長方形で、東壁、北壁と比較すると、西壁、南壁は緩やかに立ち上がる。検出面

の直上層は耕作土であり、上部が削平されているため残存深は約0.4ｍである。床面は中央に

向かって緩やかに窪んでいる。床面は一部地山礫層が露出しているが貼床は施されていない。

また住居全面を調査し、精査をおこなったものの明確な柱穴はやや偏った位置で2ヶ所検出さ

れたのみである。

遺物は床面付近でまとまって出土している。653、654は土師器高坏である。脚は裾に向かっ

て緩やかに開くが、底部から1/3程度上方の位置で直線的に強く屈曲し底部に向かって大きく

開く。655は土師器鉢、656は土師器甕である。いずれも平底を呈す。656は外面にタタキ調整

が施されており、僅かではあるが上げ底を呈す。657は須恵器坏、658は須恵器 である。657

は復元口径が10cmと矮小化している。658は体部に板状の工具で刺突し施文している。659は

小穿孔の施された土製品であるが用途は不明である。660はホルンフェルス製と思われる石包

丁である。欠損後に再研磨されている。661は砂岩製の敲石である。一部に鉄分が付着してい

る。662も砂岩製の敲石である。繰り返しの敲打により一部が凹み、そこを中心に鉄分が付着

している。663、664は台石である。663は住居中央付近で出土した。664は長さが46cmと非常

に大型である。住居の北東隅で磨面を上にして、設置されたような状況で出土した。磨面には

線状の擦痕が多数残されている。出土時の下面にも磨痕、擦痕が残されているが、面の半分近

くを欠損しているため、元々はこの面を利用していたが、破損したため裏返して再利用してい

た可能性がある。本住居の時期であるが、床面直上から出土している長脚の土師器高坏、外面

にタタキ調整する土師器甕から古墳時代中期中葉から後葉段階に位置付けられる。この場合、

657の須恵器坏や658の の帰属が問題となるが、本遺跡では遺構同士の埋土が非常に類似して

いることが多く、古墳時代終末期のピット等からの混入と思われる。

第Ⅲ章　2区の調査成果
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第125図　2区竪穴住居3出土遺物実測図②（Ｓ=2/3）



竪穴住居6（第129図） 調査区の中央やや南寄りで検出された。平面方形の竪穴住居とみら

れる。上部の削平が激しく残存深は0.2ｍに満たない。埋土は地山黄褐色土に非常に類似して

いた。床面には貼床が施されていたが、住居掘り方を掘削する際に発生した地山土をそのまま

利用したと考えられ、色調が僅かにくすむ程度であった。

遺物は埋土中から土師器小片と貼床と考えられる3層から665が出土した。665は外面にハケ

メ調整を施し、口縁端部に凹線を施している。弥生後期後葉に位置付けられるが、貼床内から

の出土であり、本住居の時期を示す遺物ではない。本住居の時期は埋土内から出土している宮

崎小石を多数含む土師器の時期と考えられる。ただし図化不可能な細片ばかりであり、詳細な

時期は不明とせざるを得ないが、住居の軸が竪穴住居5の軸とおおむね整合するため、古墳時

代中期中葉から後葉段階に位置付けられる可能性が高い。

竪穴住居7（第130図） 調査区の南東隅で検出された。調査区のすぐ東側は、調査区がある

段より一段下がっていることから、調査区外の部分は削平を受けているものと思われる。現況

では調査区の東側は小さな谷地形となっているが、その肩端部に住居が存在することから、住

居が営まれた当時は現在よりもさらに谷が狭く、生活空間としての平坦面が広がっていたと想

定される。検出面の直上層は耕作土であるため上部は大きく削平されており、残存深は約0.2

ｍである。床面には貼床が施されている。住居の西壁にカマドを作り付けている。カマド本体

は黄白色の粘質土で構築されており、袖部の火床面側は強い被熱により赤化している。カマド

は火床面が住居壁内側に存在し、削平のため残存状況はよくないが、長さ約0.4ｍの短い煙道

が付く。火床面と煙道部は大きな段差はない。カマドと貼床の関係であるが、本住居はカマド
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第126図　2区竪穴住居4実測図（Ｓ=1/60）及び出土遺物実測図（Ｓ=1/3）
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第127図　2区竪穴住居5実測図（Ｓ=1/60）及び出土遺物実測図（土器Ｓ=1/3・660Ｓ=2/3・661Ｓ=1/2）
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第128図　2区竪穴住居5出土遺物実測図（662、663Ｓ=1/2・664Ｓ=1/4）



の基底構築土を設置後に貼床を施しており、竪穴住居3とは構築方法が異なる。

遺物はカマド内からまとまって出土している。666はカマド右袖に接する形で出土した土師

器坏である。ミガキ調整を施しているが、器形は歪んでおり、丁寧なつくりとは言い難い。ほ

ぼ完形であり、住居を廃棄する際に、カマドを破壊するなど何らかの祭祀をおこなったものと

考えられる。667はカマド内から出土した土師器甕である。破片が火床面に散らばるような状

況で出土した。668は土製支脚である。カマド内の中央より僅かに北によった位置に設置され

たままの状態で出土した。上部は削平により欠損している。本住居は666の土師器坏から古墳

時代終末期中葉から後葉段階に属する可能性が高い。

第Ⅲ章　2区の調査成果
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第129図　2区竪穴住居6実測図（Ｓ=1/60）及び出土遺物実測図（Ｓ=1/3）
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第130図　2区竪穴住居7実測図（平面Ｓ=1/60・カマド平断面Ｓ=1/20）及び出土遺物実測図（Ｓ=1/3）



第Ⅲ章　2区の調査成果

－ 197 ～ 198 －

第131図　2区掘立柱建物1実測図（Ｓ=1/60）



第2項　掘立柱建物

古墳時代の掘立柱建物は2棟検出されている。桁行は掘立柱建物1が11.8ｍ、掘立柱建物3が8

ｍと規模が大きい。また周辺に同時期の掘立柱建物はなく独立した位置に存在する。古墳時代

のピットが多数検出された割に確認された掘立柱建物が少数であるのは、調査区各段の南側が

削平されていることも関係していると思われ、本来は3区のように多数の掘立柱建物が存在し

た可能性が高い。

掘立柱建物1（第131、132図） 調査区の北東側で検出された5間×3間のほぼ東西方向に軸

を採る掘立柱建物である。竪穴住居1を切り、掘立柱建物3に切られる。東辺の中央柱穴は掘立

柱建物3に切られているものの、掘方の状況から布掘りであったと想定される。柱穴の平面形

は円形基調のものと隅丸方形のものが見られるが、隅丸方形のものが多数を占める。柱穴の規

格は、径もしくは長軸が0.9ｍから1.3ｍとばらつきが大きいが、柱痕が確認されたものは柱痕

の径が0.3ｍ前後と比較的揃っている。掘方の大きさからすると柱は比較的小さいことが特徴

と言える。また平面規模と比較すると、その深さも0.6ｍ前後と浅い傾向にあるが、これは他

の遺構と同様に、上部が削平されている影響もある。桁方向の柱間隔は2.5～2.1ｍ、梁方向の

柱間隔は1.9～1.3ｍである。

遺物は細片が中心であるが柱穴としては出土量が多い。669、670は土師器高坏である。669は

基部がそれほど締まらない器形、670は基部で強く屈曲する器形である。671は土師器壺底部であ

る。672～676は土師器甕である。674は内外面共にユビオサエが明瞭に残されている。また底部

中央付近を非常に薄く仕上げている。その逆に675、676は非常に厚手の底部を呈す。677は須恵

器坏身である。678は須恵器甕である。掘立柱建物1の時期であるが、古墳時代後期後葉から終末

第Ⅲ章　2区の調査成果
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第132図　2区掘立柱建物1出土遺物実測図（Ｓ=1/3）



期初頭と思われる竪穴住居1に後出することは、切り合い関係から間違いない。また柱穴から出

土した土師器甕は、胴部に張りが残り、完全に直線的になっていないことから古墳時代終末期中

葉段階に位置付けられる。これらのことから掘立柱建物1は古墳時代終末期中葉段階、もしくは

そこからやや後出する時期に属すると想定される。周囲の掘立柱建物から独立した位置にあるこ

とや、柱穴の規模から通常の建物ではなく居館的な性格をもつ建物の可能性が指摘できる。

掘立柱建物3（第133、134図） 調査区の北東側で検出された3間×2間の掘立柱建物である。

竪穴住居1、掘立柱建物1を切り、土坑3、土坑6に切られる。掘立柱建物1と同様に、柱穴の平

面形は円形基調のものと隅丸方形のものが存在するが、掘立柱建物3では円形のものが多数を

占める。掘立柱建物3は掘立柱建物1を切っていることから、柱穴の平面形が隅丸方形から円形

へと推移する傾向が想定できる。建物規模はやや縮小するが大型の柱穴やほぼ東西に軸を採る

点は継承している。柱穴の規模は長軸、もしくは径が1.0ｍ～1.3ｍとばらつきが多い。総じて

円形基調のものより隅丸方形のものが、規模が大きい傾向にある。深さは削平を受けて浅くな

っているものを除けば0.7ｍ前後となり、掘立柱建物1よりもやや深い。

遺物はやはり細片が多いが一定量出土している。679は土師器坏である。内外面共に風化が著

しく調整は不明であるが薄手に仕上げてある。680は土師器高坏である。全形は明らかではない

が、ボウル状の坏部からワイングラス形の器形と思われる。681は土師器鉢であろうか。高台が

付くが大型で胎土も粗く、盤や坏の可能性は低い。682は土師器甕である。683は脚台付甕である。

684は平底の甕底部である。685、686は須恵器坏である。687は砂岩製の磨製石斧である。刃部と

半身を欠いている。掘立柱建物3は切り合いから掘立柱建物1よりも後出することは明らかであ

るが、遺物からその時期を示すようなものは出土していない。その位置や柱穴の形状から掘立

柱建物1に後続もしくは近接する時期に建てられたと想定される。詳細な時期を絞り込むことは

困難であるが、掘立柱建物1に後続する古墳時代終末期後葉段階に置くことが妥当であろう。

第3項　土坑

2区の当該期では10基の土坑が検出されている。上部を大きく削平されているものが多く、

深さが0.2ｍ内外の浅目のものが主体となる。

土坑3（第135図） 調査区の北東側に位置する平面円形の土坑である。直径0.9ｍ、深さは

0.12ｍを測り、埋土内に炭化物、焼土を含むが、床面や壁面から被熱痕跡は検出されていない

ため、土器焼成坑ではないと判断した。床面は平坦に近く、壁はやや急角度で立ち上がる。掘

立柱建物3を切っている。

遺物は土師器片が出土しているが細片が多く、図化に耐え得るものではなかった。時期は出

土した土師器片の胎土が宮崎小石を多量に含む荒いものであるため古墳時代後期以降に位置付

けられ、掘立柱建物3を切っている事から、古墳時代終末期後葉段階と思われる。

土坑4（第135図） 調査区の北西側、竪穴建物5に近接する位置で検出した。平面隅丸方形で
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第133図　2区掘立柱建物3実測図（Ｓ=1/60）



長軸0.76ｍ、深さは0.36ｍを測る。断面は中央部が一段深くなる。堆積は単純なレンズ状の堆

積であり、自然堆積と考えられる。

遺物は土師器片が出土しているが、細片であり図化していない。胎土が比較的細かく、外面

をハケメ調整する個体も混在している。時期は胎土に宮崎小石を多量に含む土師器が出土して

いることから古墳時代後期以降と想定される。

土坑5（第135図） 調査区の北西側、土坑4に近接する位置で検出された。平面形は隅丸長方

形で長軸1.58ｍ、短軸1.12ｍ、深さ0.2ｍを測る。床面はほぼ平坦で壁面はやや急角度で立ち上

がる。埋土は単層で少量の炭化物を含む。

遺物は土師器片が出土しているが細片のため図化していない。時期は胎土に宮崎小石を多量

に含む土師器が出土していることから古墳時代後期以降と想定される。

土坑6（第135図） 調査区の東側、掘立柱建物3を切り、土坑3に切られている。平面形はや

や歪な隅丸長方形で長軸1.16ｍ、短軸0.58ｍ、深さ0.1ｍを測る。床面はやや起伏があり、壁面

は垂直に近い角度で立ち上がる。埋土は単層で炭化物、焼土を含むが、土坑3と同様に床面、

壁面共に被熱痕跡はなく、土器焼成坑ではないと判断した。

遺物は土師器片が出土しているが、細片のため図化していない。時期は掘立柱建物3に後出

する事から、古墳時代終末期後葉段階と想定される。

土坑7（第135図） 調査区の中央やや南寄り、竪穴住居6に近接する位置で検出された。平面

形は方形基調であるが東辺が歪に歪んでいる。東西方向が1.2ｍ、南北方向が1.24ｍ、深さ0.14

ｍを測る。床面は起伏があり、壁面の立ち上がり方も位置により緩急異なる。
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第134図　2区掘立柱建物3出土遺物実測図（土器Ｓ=1/3・石器Ｓ=2/3）
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第135図　2区土坑3・4・5・6・7実測図（Ｓ=1/30）及び出土遺物実測図（Ｓ=1/3）



遺物は1層を中心に出土した。688、689は土師器壺である。688は口縁部が緩やかに外反する。

表面の風化が著しく調整は不明である。689は丸底の壺で外面にハケメ調整を施している。土

坑7の時期は688の壺から古墳時代後期後葉に位置付けられる。

土坑8（第136図） 土坑7の西側に隣接する位置で検出された平面不正形の土坑である。長軸

2.6ｍ、短軸1.74ｍ、深さ0.12ｍを測る。床面は不安定で、土層の堆積もレンズ状ではなく2層が

入り乱れるような状況である。1層は炭化物と焼土粒を含むが、床面、壁面共に被熱痕跡はな

く、土器焼成坑ではないと判断した。

遺物は土師器片が出土しているが、図化に耐え得るものではなかった。時期は胎土に宮崎小

石を多量に含む土師器が出土していることから古墳時代後期以降と想定される。

土坑9（第136図） 調査区の中央南寄りで検出された。激しく削平を受けており、床面の一

部が検出されたことと遺物が散乱する状況から土坑と判断されるような状態であった。残存し

ている部分の床面形状は浅いボウル状である。

遺物は床面直上からやや浮いた位置で多量の土師器甕片が出土しているが。口縁部、底部を

欠く上に風化が著しく、図化することができなかった。胎土に宮崎小石を含み、作りもやや粗

雑な点から古墳時代後期以降の所産と思われる。

土坑10（第136図） 調査区の中央やや南寄り、竪穴住居6の南東側で検出された。平面形は

円形で径0.58ｍを測る。断面はボウル状で深さは0.24ｍを測る。

遺物は土師器甕が土坑内で潰れたような状況で出土した。690は土師器鉢である。胴部から

口縁部まで緩やかに内湾する形状で、頸部と呼べる屈曲は存在しない。内面には粘土紐接合痕

が明瞭に残る。691、692は同一個体と思われる土師器甕で、外面にはタタキ調整が施されてい

る。頸部は「く」字状に屈曲し、底部はやや丸底を呈す。口縁部が直線的に立ち上がる点や、

やや丸底化している底部から、古墳時代中期中葉から後葉段階に位置付けられる。

土坑11（第137図） 調査区の北東、掘立柱建物1の柱穴下から検出された。一部をさらに別

のピットに切られているため、残存していたのは僅かな部分である。残存部の平面形は楕円形

で長軸0.56ｍ、残存深は0.16ｍを測る。

土坑が残されていた部分は僅かであったが、土坑のほぼ中央から折り重なるように遺物が出土

している。693は多孔タイプの甑である。径約5cmの円孔の周囲に、径6mm程度の小円孔を2列配

置している。小円孔の穿孔位置は、底部、底部から胴部への屈曲部、胴部と不規則であり、粗雑

な印象を受ける。表面の風化が激しいため明瞭ではないが、穿孔方向は内面から外面とみられる。

多孔タイプの甑は、宮崎県内では上薗遺跡Ｅ地区2号住居から出土しているが、円孔の周囲に楕

円孔4孔を配置するものであり、693とは形状が大きく異なる。693は機能上必要のない充実した

底部をもつ点で通常の甑とは異なり、甕を基本として製作し、その製作工程の途中で甑に改変し

た可能性もある。694は成川式の土師器甕である。頸部の屈曲は緩く、そこに粗雑な刻目を施す
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第136図　2区土坑8・9・10実測図（Ｓ=1/30）及び出土遺物実測図（Ｓ=1/3）
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第138図　2区土坑12出土遺物実測図（Ｓ=1/3）

第137図　2区土坑11実測図（Ｓ=1/30）及び出土遺物実測図（Ｓ=1/3）
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第139図　2区溝状遺構配置図（Ｓ=1/250）
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第140図　2区溝1・2・3断面図（Ｓ=1/20）及び溝2出土遺物実測図（Ｓ=1/3）



突帯が貼り付けられている。695は須恵器壺の胴部である。頸部で剥離しているため、口縁部形

状は不明である。胴部の中位に最大径があり、底部付近は回転ヘラケズリが施されている。本土

坑の時期であるが、指標となり得る須恵器壺は口縁部を欠くため位置付けが難しい。九州島出土

の多孔タイプの甑はほとんどが5世紀代に位置付けられるという指摘と、成川式の流入も6世紀代

には見られなくなるとの指摘から古墳時代中期後葉段階に位置付けたい。

土坑12（第138図） 調査区の北西側、溝2、溝3を切る形で検出されたが、埋土が溝と非常

に類似していたため、断面検出に止まっている。

遺物は土層観察用のアゼから出土したもののみ図化している。696、697は土師器高坏である。

696は坏部中位付近で一度内湾し、口縁部に向かって緩やかに外反する。698は土製支脚である。

横断面形状が上部は円形、下部は隅丸方形と形状が変化する。溝2、溝3を切ることから古墳時

代終末期中葉から後葉段階と想定される。

第4項　溝状遺構

当該期に属する溝状遺構は5条検出されている。調査区を横断、縦断するような状況で検出

された溝は無く、いずれも調査区内に一方の収束点が存在するか、削平によりその状況が明ら

かではないものである。溝4、溝5は直角に近い角度で屈曲することから、何らかの区画溝の可

能性も想定される。

溝1（第139、140図） 調査区の北東部で検出された直線的な溝である。掘立柱建物1とほぼ

平行するが、建物内部に入り込んでいるため関係性はないと想定される。長さは9.2ｍ、断面

は逆台形状を呈し、深さは0.15ｍと非常に浅い。これは他の遺構同様、上部が削平を受けてい

るためと思われる。

遺物は土師器片・須恵器片が出土しているが、細片のため図化していない。宮崎小石を多量

に含む胎土からみると古墳時代後期以降に位置付けられる。

溝2（第139、140図） 調査区の北西側で検出された。調査区内を13ｍほど東に進んだ地点

で溝は収束する。溝3を切っている。西側では断面が逆台形を呈しているが、東に進むにつれ

幅が広くなり、浅いＵ字状の形状となる。深さは0.4ｍ前後である。埋土は肩崩れによる地山

土が主体となる層など、自然堆積層が最下層に位置し、それより上層は多量の遺物や炭化物、

焼土粒を含む人為堆積層と思われる。全面を検出していないため、溝としての機能は明らかで

はないが、最終的には土器や有機質（炭化物）の廃棄場所として利用されたと想定される。

遺物は人為堆積と思われる層から多量に出土している。699～704は土師器高坏である。699、

700は共に脚部にユビオサエが残るが、699は坏部口径13.4cmと小型で、中位から口縁部に向か

って外反する。一方で700は口径が19.8cmと大型で、坏部は口縁部に向かって緩やかに内湾す

る。701は脚部内面に放射状の工具痕が施されている。702は坏部外面に粘土接合痕が残されて

いるが、器壁は薄手に仕上げられている。704はハの字状を呈する脚部である。705～710は土
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第141図　2区溝2出土遺物実測図①（Ｓ=1/3）



師器鉢である。705は手捏ねの小型鉢である。内面に明瞭にユビオサエが残る。706は器高が口

径の半分程度であり、口縁部が外反する。707は器高が口径の1/3程度で体部から口縁部に向か

って緩やかに内湾する。708は器高が口径の半分程度であり、内面にユビオサエ、粘土接合痕

が残り、やや粗雑な作りである。709は底部を欠損するものの、器高に対して口径が非常に大

きく、皿に近い形状を呈す。710は注口が付く口縁部片である。注口は指により摘まみ出され

ている。711、712は土師器甑である。711は桟渡し用の小円孔が穿たれている。712は把手であ

る。環状の把手であるが上部の接合は甘い。713は土師器壺である。頸部から上と底部を欠損

しているが、最大径は胴部中位付近に存在する。714～725は土師器甕である。714は頸部から

口縁部にかけて緩く外反する。内面に粘土接合痕が残る。715は口径が器高を上回る鉢に近い

形態である。底部は逆台形状に張り出すように作られている。716～719はいわゆる長胴甕であ

る。716は短い口縁部が孤を描くように外反する。717～719は716と比較すると屈曲が弱く緩や

かに外反する。胴部がおおむね残存している717、718を見ると、胴部の中位か中位よりやや上

方に最大径が存在する。720も底部を欠損しているものの口径が器高を上回る形態と思われる。

721は胴部中位に最大径をもち、そこから頸部に向かい内湾する。底部は台形状に張り出す充

実したものである。722、723は直線的な器形で頸部の屈曲も弱い。724は底部片である。724は
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第142図　2区溝2出土遺物実測図②（Ｓ=1/3）



－ 212 －

第143図　2区溝2出土遺物実測図③（Ｓ=1/3）
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第144図　2区溝2出土遺物実測図④（Ｓ=1/3）



厚みのある充実した底部で、胴部は大きく開かない器形である。725は脚付甕の底部片である。

脚部内面に粘土接合痕が残されている。726～728は須恵器坏である。いずれも外面は底部付近

を回転ヘラケズリ、その他を回転ナデ調整している。729、730は須恵器甕である。いずれも口

縁部外面を肥厚させ玉縁状を呈す。731、732は須恵器壺である。731は肩部にカギ状の把手が

付く。732も同一個体の可能性がある。類似する資料は管見では山口県敷山3号窯に存在する。

カギ状の把手は退化傾向にあり、屈曲は弱く突起に近い形状となっている。内面の当て具痕は

同心円文で、中央部は刳り貫いていない。また当て具の径が7cm前後と大きく、痕跡同士があ

まり重ならないほど広いピッチで押し当てている点も特徴である。733～735は土製支脚である。

733は土製支脚では珍しくヘラ状工具により面取りが成されている。734は底部側面付近にヘラ

状工具で刻目が施されている。735ほぼ完形でユビオサエが明瞭に残されている。736は砂岩製

の台石である。中央付近に敲打痕が残されている。溝2の時期であるが、726～728の須恵器坏

は古墳時代時代終末期前葉段階に位置付けられる。ただし731の肩部にカギ状把手をもつ壺は、

特異な形態であるものの、把手部分の形状は7世紀前葉に位置付けられている敷山3号窯よりも

退化傾向にあるため、古墳時代終末期中葉段階まで下る可能性が高い。よって溝2の掘削時期

は明らかではないが、埋没時期は古墳時代終末期中葉段階と想定される。

溝3（第139、140、146図） 溝3は溝2とほぼ平行するような形で検出され、一部を切られ

ている。断面形は浅いＵ字状で、深さは0.3ｍ前後である。埋土は肩崩れによる地山土が主体

となる層など、自然堆積層が最下層に位置し、それより上層は多量の遺物や炭化物を含む人為

堆積層と思われる。

溝2程ではないが、多量の遺物が出土している。737～741は土師器高坏である。737は基部の

搾り込みが弱く幅広である。738は高坏口縁部から基部破片である。口縁部付近で一度屈曲し小
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第145図　2区溝2出土遺物実測図⑤（Ｓ=1/3）
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第146図　2区溝3出土遺物実測図①（Ｓ=1/3）



さく外反する。風化によってミガキ調整は基部外面のみで確認できるが、本来は外面、坏部内

面もミガキ調整が施されていたと思われる。739は高坏脚部である。外面はミガキ調整、内面は

ナデ調整が施されている。740は坏部が大きく開く形状の個体である。一部しか残存していない

が坏部と比較して脚部の開きが小さい器形と思われる。741はハの字状の脚部で、脚端部を横方

向に拡張する。740は土師器鉢である。断面三角形状の口縁部を呈す。743は土師器甑の底部で

ある。つつぬけタイプで、破片資料のため桟渡しの小円孔の有無は不明である。744～755は土

師器甕である。744は口縁部から頸部片であるが、頸部の屈曲が強く、器壁もやや厚手である。

745は口縁部から肩部の破片である。口縁部が強く外反し、口縁部の中位付近が口縁端部よりも

高い位置にある。746も口縁部から肩部の破片である。口縁部は強く外反する。内面に粘土接合

痕が残されているが、器壁は薄く仕上げられている。747は口縁部から胴部片である。頸部の屈

曲は弱く、直線的な器形であり、断面三角形状の口縁端部を呈す。748は胴部の中位付近に最大

径をもつ長胴甕である。外面に板状工具ナデ痕が明瞭に残されている。749は長胴甕の底部と思

われる。750は口径が28.8cmと大型であるが、胴部下半の屈曲から短胴の器形と思われる。751

は胴部から底部片である。内外面共に板状工具によるナデ調整が施されている。753、754は底

－ 216 －

第148図　2区溝4・5断面図（Ｓ=1/20）及び出土遺物実測図（Ｓ=1/3）

第147図　2区溝3出土遺物実測図②（Ｓ=1/3）



部に木葉圧痕が残されている。753は円盤状の底部を呈する。755は底部端が横方向に張り出し、

やや上げ底を呈する。756は須恵器坏蓋である。757は土製支脚である。溝3の時期は756の須恵

器坏蓋や土師器高坏、甕など総体的にみて古墳時代後期後葉から終末期前葉に収まると想定さ

れる。これは溝3を切る溝2の時期に先行し、時期的な矛盾はない。

溝4（第139、148図） 調査区北端ほぼ中央で検出された溝である。竪穴住居3に切られる。

調査区の北側から延伸し、調査区内を南に3ｍ進んだところでほぼ直角に東側へ屈曲、2.5ｍ進

んだところで収束する。形状から区画溝の可能性が想定できるが、調査区内ではそれに見合う

建物等の遺構は検出できなかった。区画内の大部分が調査区外に位置すると考えられる。幅は

0.7ｍ前後、深さは0.15ｍと非常に浅い。これは他の遺構同様、上部が削平を受けているためと

思われる。

遺物は少量であるが土師器片が出土している。758は土師器高坏脚部である。脚端部が弱く

屈曲し外反する。溝4の時期は竪穴住居3に先行することは明らかであり、758の高坏を加味し

て考えると古墳時代終末期前葉段階と思われる。

溝5（第139、148図） 調査区の東端中央付近で検出された溝である。北側は耕作面を形成す

る際の削平によって消失しており、本来の形状は明らかではないが、残存部分からはほぼ直角に

屈曲する状況が確認できる。溝4と同様に区画溝の可能性が想定されるが、それに見合う建物等

の遺構は確認されなかった。本遺構の北側部分と同様に削平によって消失している可能性が高い。

遺物は土師器片が出土している。759は土師器甕胴部から底部片である。底部に木葉圧痕が

残されている。胴部は中位辺りから大きく開く器形となりそうである。底部に木葉圧痕が残る

ことから古墳時代後期以降に位置付けられるが、詳細な時期比定は困難である。

第5項　古墳時代ピット

調査区内では多数の古墳時代に位置付けられるピットを検出している。削平により対応する

柱を失い単独のピットとなっているが、本来は掘立柱建物を構成していたものも存在すると思

われる。760は土師器坏である。底部から口縁部へと緩やかに内湾する。外面はミガキ調整を施

しているが、風化のため残りが悪い。761は土師器甕である。762は須恵器坏蓋である。口縁部内

面に僅かに段を有する。古墳時代後期後葉段階に位置付けられる。763は須恵器甕口縁部である。
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第149図　2区古墳時代ピット出土遺物実測図（Ｓ=1/3）



第3節　中世の遺構と遺物
第1項　掘立柱建物

中世の掘立柱建物は1棟のみ検出された。ただし中世ピットは多数検出されているため、削

平以前は複数棟存在した可能性が高い。

掘立柱建物2（第150図） 調査区の北東部で検出された、3間×1間の掘立柱建物である。桁

行6.5ｍと規模は大きいものではないが、南北2面に庇をもつ二面庇の建物である。身舎柱と庇

柱は相対するため庇まで梁が通っていたと考えられる。身舎柱穴は平面円形を基本とし、径

0.3ｍ程度であるが、北側は東西方向に伸び、平面楕円形になっている。土層堆積をみると掘

方部分が西側に広がっていることから、柱抜き取り痕跡の可能性がある。柱穴の深さは平均約

0.5ｍである。一方、庇柱穴は径が小さく0.2ｍ程度のものが多い。深さも平均約0.25ｍであり身

舎柱穴に比べて浅い傾向にある。

遺物は土師器片が出土している。明らかな中世土師器小皿片も出土したが細片が多く図化し

得なかった。764は古墳時代の土師器甕底部である。外面にタタキを施す。掘立柱建物1を切る

ため混入したものと思われる。

第2項　土坑

中世の土坑は2基検出された。その内1基は土坑墓で、副葬品と思われる土師器皿、鉄刀が出

土した。

土坑1（第151図） 調査区の中央、やや北西寄りで検出された。平面形はやや歪な円形で径

1.6ｍ、深さは0.2ｍを測る。土坑北寄りで礫が集中する状況が確認された。礫は平面的な偏り

はあるものの、配置されたような出土状況ではない。

遺物は土師器片が少量出土しているが細片のため図化していない。土師器片は古墳時代のも

のが中心であるが、土師器小皿の破片も含まれており、中世の遺構と認定した。

土坑2（第152図） 調査区の北端ほぼ中央で検出された、平面隅丸方形の土坑である。長軸

1.54ｍ、短軸0.72ｍ、深さ0.3ｍを測る。土層は基本的にレンズ状の堆積であるが、遺物が集中

して出土している6層のみそれを分断するような堆積である。遺物の出土状況や、締まりが弱

く暗褐色を呈する埋土から、木箱のようなものに副葬品を納め埋葬した可能性がある。遺物が

出土した位置が土坑のやや北寄りに位置するため、被葬者は北頭位で埋葬され、胸の付近に箱

を置いたと想定される。ただし、土坑上端の長軸でも1.54ｍしかないため膝等を折り曲げない

と埋葬できない。埋土に炭化物や焼土粒が含まれるのは、竪穴住居3のカマドが近接する位置

に存在するためと考えられる。

遺物は前述のとおり6層から出土している。765～769は土師器皿である。いずれも口径が

10cm以下で、765～768は底部から短い口縁部を摘まみ出しただけの器形である。ただし口縁

部が外反するもの（765～767）、内湾するもの（768）とバリエーションがある。769は復元口

径13.9cmと大型で口縁部は直線的に立ち上がり、器壁も薄手に仕上げてある。770は鉄刀であ

る。刃部、茎部共に一部欠損している。刃部の一部に木質が付着している。

－ 218 －
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第150図　2区掘立柱建物2実測図（Ｓ=1/60）及び出土遺物実測図（Ｓ=1/3）



第3項　溝状遺構

溝6（第153図） 調査区の南東部で検

出された溝である。南東から北東方向

に伸びるが調査区内を10ｍほど進むと

だんだんと浅くなり収束する。断面は

逆台形で幅0.6ｍ、深さ0.15ｍと非常に浅

いが、南端付近は最も削平を受けてい

る場所であるため、本来の深さではな

い。

遺物は少量ではあるが土師器片、青

磁片が出土している。771、772は土師

器甕である。771は頸部の屈曲が弱く、

口縁部は僅かに外反する。772は体部外

面に細かなタタキ調整を施す。773は青

磁碗底部である。逆台形状の高台で、

器壁も厚手である。15世紀代のものと

思われる。
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第152図　2区土坑2実測図（Ｓ=1/30）及び出土遺物実測図（土器Ｓ=1/3・鉄器Ｓ=1/2）

第151図　2区土坑1実測図（Ｓ=1/30）
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第153図　2区溝6実測図（平面図Ｓ=1/250・断面図Ｓ=1/20・遺物Ｓ=1/3）



第4項　中世のピット

中世ピットの中には多量に遺物を出土するものがあり一部の図化をおこなった。774～776、

781～789、792、793は土師器皿である。いずれも口径は10cm未満である。777～779、790、

794、795は土師器坏である。780は青白磁の合子蓋である。791は青磁輪花皿である。

第4節　その他の遺構と遺物
遺構外から出土した遺物の中で主要なものを掲載した。796は須恵器坏、797は須恵器 、

798は須恵器高台付坏、799は須恵器甕である。800は頁岩製磨製石鏃、801はメノウ製火打石で

ある。
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第156図　2区中世ピット出土遺物実測図（Ｓ=1/3）

第154図　2区ピット31出土遺物実測図（Ｓ=1/3）

第155図　2区ピット39出土遺物実測図（Ｓ=1/3）
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第23表　2区竪穴住居一覧表

掲載頁

p.185

p.188

p.189

p.192

p.193

p.195

p.196

第119図

第122図

第123図

第126図

第127図

第129図

第130図

竪穴住居1

竪穴住居2

竪穴住居3

竪穴住居4

竪穴住居5

竪穴住居6

竪穴住居7

3.6以上

3.7以上

4.5以上

3.1

4.9

4.7

4.4以上

3.6以上

1.9以上

4.1以上

2.1以上

3.9

4.2以上

1.9以上

12.96以上

5.9以上

18.45以上

6.5以上

19.11

19.74以上

8.36以上

N－78°－E

N－9°－W

N－28°－W

N－33°－Ｅ

N－90°－W

N－88°－W

不明

カマド

カマド

多量の炭化物検出

古墳

図番号 遺構番号
規模

主軸方向 火処 備考 時代
長辺（ｍ） 短辺（ｍ） 床面積（㎡）

第24表　2区掘立柱建物一覧表

掲載頁

p.197.198

p.201

第131図

第133図

掘立柱建物1

掘立柱建物3

5間×3間

3間×2間

11.3

8

4.5

4.1

50.85

32.8

N－84°－E

N－83°－W
古墳

p.219 第150図 掘立柱建物2 3間×1間 6.5 3.9 25.35 N－65°－E 二面庇
庇を含めると梁行間5.9ｍ 中世

図番号 遺構番号
規模

桁行間×梁行間 主軸方向 備考 時代
桁行間（ｍ） 梁行間（㎡） 身舎面積（㎡）

第25表　出土土器観察表①
【2区】

掲載頁
図番号

番
号

遺構等
種　別
器　種

法量㎝（ ）：復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上：㎝ 下：量）
備　考

実測
番号外面 内面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ口径 底径 器高 外面 内面

p.185
第119図

616

617

618

619

620

621

622

623

竪穴住
居1

p.186
第120図 竪穴住

居1

土師器
高坏

土師器
鉢

土師器
甑

土師器
甑

土師器
壺

土師器
壺

土師器
壺

土師器
甕

－

－

－

（24.0）

（14.4）

（12.8）

（13.7）

（15.3）

－

（9.6）

（7.8）

（10.4）

－

－

－

－

－

－

－

20.6

－

－

－

－

淡橙
5YR8/4
浅橙

5YR8/4
黄橙

7.5YR8/8
橙

7.5YR6/8
橙

5YR6/6
橙

2.5YR7/6
黄橙

10YR7/8
にぶい橙
7.5YR7/4

灰白
10YR8/2
浅黄橙

10YR8/3
浅黄橙

7.5YR8/6
橙

7.5YR7/6
浅黄橙

10YR8/4
橙

2.5YR7/6
橙

7.5YR7/6
橙

7.5YR7/6

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

ミガキ ナデ、指オサ
エ

？ ？

ナデ ナデ、指オサ
エ

ヨコナデ、ナ
デ、工具ナデ

ヨコナデ、工
具ナデ

工具ナデ、ナ
デ

工具ナデ、ナ
デ

ヨコナデ、工具
ナデ、指オサエ

ヨコナデ、工具
ナデ、指オサエ

？ ？

ナデ 指オサエ後ナ
デ

3
多
5
多
7
多
5
多
7
多
7
多
5
多
7
多

微
僅

1
僅
微
僅

2
僅
1
少

内外面風化

16

15

8

5

4

1

12

6

※胎土　A：宮崎小石　B：長石・石英　C：輝石・角閃石　D：雲母　E：黒染

内外面風化

内外面風化

底部木葉圧痕有

第157図　2区遺構外出土遺物実測図（土器Ｓ=1/3・石器Ｓ=2/3）
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第26表　出土土器観察表②
【2区】

掲載頁
図番号

番
号

遺構等
種　別
器　種

法量㎝（ ）：復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上：㎝ 下：量）
備　考

実測
番号外面 内面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ口径 底径 器高 外面 内面

p.186
第120図 624

625

626

627

628

629

630

632

633

634

635

636

637

638

639

640

641

642

643

644

645

646

647

648

650

651

652

653

654

655

656

657

658

659

665

666

竪穴住
居1

p.188
第122図

竪穴住
居2

p.189
第123図

竪穴住
居3

p.190
第124図

竪穴住
居3

p.192
第126図

竪穴住
居4

p.193
第127図

竪穴住
居5

p.195
第129図
p.196

第130図

竪穴住
居6

竪穴住
居7

土師器
甕

土師器
甕

須恵器
坏蓋

須恵器
坏蓋

須恵器
坏身

須恵器
坏身

須恵器
甕

土師器
小型丸底壺
土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
甕

土師器
甕

土師器
坏

土師器
坏

土師器
高坏

土師器
鉢

土師器
甑

土師器
甕

土師器
甕

須恵器
坏身

須恵器
坏身

須恵器
坏身

須恵器

須恵器
甕

土師器
高坏

須恵器
坏身

須恵器
坏身

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
鉢

土師器
甕

須恵器
坏身

須恵器
はそう
土師器

土師器
甕

土師器
坏

－

（18.5）

15.3

（14.2）

－

（12.5）

－

（9.0）

－

（16.4）

－

－

（9.0）

15.2

－

（13.8）

－

（14.8）

（15.4）

－

（9.8）

－

－

－

（16.3）

（11.9）

（13.2）

－

－

－

－

（10.0）

－

－

24.0

12.0

10.6

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

（6.2）

4.0

－

－

－

－

7.5

（5.2）

（6.6）

－

－

10.0

－

－

（11.9）

－

3.1

4.3

（6.5）

－

－

－

2.0

－

－

4.5

3.9

－

3.8

－

（8.3）

－

－

－

－

（4.0）

4.2

－

－

－

－

25.35

－

3.0

－

－

－

－

－

－

－

－

－

3.4

－

－

－

4.3

橙
2.5YR7/6

橙
2.5YR7/8

灰白
2.5Y7/1
灰白

7.5Y7/1
灰

7.5Y5/1
灰

5Y6/1
灰
N4/
浅黄

2.5Y8/4
浅黄橙

7.5YR8/3
浅黄橙

7.5YR8/4
灰白

10YR8/2
灰白

10YR8/2
にぶい黄
2.5Y6/3
浅黄橙

7.5YR8/6
浅黄橙

7.5YR8/4
浅橙

5YR8/4
浅黄橙

10YR8/3
浅黄橙

7.5YR8/4
浅黄橙

10YR8/4
灰
N5/
灰
N6/
灰白
N7/
灰白

2.5Y8/2
灰白
N7/
橙

5YR7/6
灰白
N7/

明青灰
5PB7/1
灰白

10YR8/2
浅黄橙

10YR8/4
にぶい黄橙
10YR7/4
にぶい橙
5YR7/4
灰白
N7/
灰白
N8/
淡黄

5YR8/4
灰白

10YR8/2
黄橙

7.5YR7/6

橙
2.5YR7/8

橙
2.5YR7/8

灰白
2.5Y8/2
灰白

7.5Y7/1
灰

2.5GY5/1
灰

5Y6/1
灰
N7/
浅黄

2.5Y8/4
浅黄橙

7.5YR8/3
浅黄橙

7.5YR8/3
浅黄橙

10YR8/3
浅黄橙

10YR8/3
暗オリ－ブ褐
2.5Y3/3
浅黄橙

10YR8/3
浅黄橙

7.5YR8/4
浅橙

5YR8/3
にぶい黄橙
10YR7/3
浅黄橙

7.5YR8/4
灰白

10YR8/1
灰
N5/
灰
N6/
灰白
N8/
灰白
5Y8/1
明青灰
5PB7/1

橙
5YR7/6
灰白
N6/

明青灰
5PB7/1
灰白

10YR8/2
浅黄橙

10YR8/4
褐灰

10YR5/1
灰黄褐

10YR6/2
灰白
N7/
灰白
N8/

浅赤橙
2.5YR7/3
浅黄橙

10YR8/3
橙

5YR7/8

良好

良好

不良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

不良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

工具ナデ、ナ
デ ナデ 6

多
7
多

1
僅
4
多
3
多
3
少
3
多
1
少

3
少

6
多
5
多

3
少

1
少
1
少
3
多
4
多

2
多
3
多
2
少

2.5
少
2
少
2
少
3
少
2
少
微
僅
微
少
1
少
微
僅
微
僅
0.5
少
1
少
1
少
2
少
微
僅
微
僅

2
少
3
僅
2
僅
1
僅
3
僅
微
僅
1
僅
2
僅
微
多
1
少
微
少
2
少
1
少
微
僅

2
少
1
少

微
僅

微
僅

微
僅

微
僅

3
少

底部木葉圧痕有

工具ナデ、ナ
デ ナデ 貼付突帯

回転ヘラケズ
リ、回転ナデ

回転ナデ、ナ
デ 天井部外面に植物痕

回転ヘラケズ
リ、回転ナデ 回転ナデ

回転ヘラケズ
リ、回転ナデ 回転ナデ

回転ヘラケズ
リ、回転ナデ

回転ナデ、不
定方向のナデ

タタキ 当て具痕

？ ？ 内外面風化

工具ナデ、ナ
デ ナデ

ナデ ？ 内面風化

タタキ後ナデ ナデ

タタキ ナデ 635と同一個体

ヨコナデ ヨコナデ

工具ナデ、ナ
デ、指オサエ

ナデ、指オサ
エ

ナデ ？ 内面風化

ナデ 指オサエ後ナ
デ 波状口縁

ナデ ヨコナデ 桟渡し用小円孔有

工具ナデ、ヨ
コナデ ヨコナデ

ヨコナデ、ナ
デ

ヨコナデ、ナ
デ

回転ナデ 回転ナデ、不
定方向のナデ

回転ナデ 回転ナデ、不
定方向のナデ

回転ヘラケズ
リ 回転ナデ ヘラ記号有

回転ナデ、ナ
デ 回転ナデ 脚付

平行タタキ、
ナデ

当て具痕、ナ
デ

ナデ ナデ

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ

？ ？ 内外面風化

？ ？ 内外面風化

ナデ ナデ、指オサ
エ

タタキ後ナデ ナデ

回転ナデ 回転ナデ 底部回転ヘラ切後ナデ

回転ナデ、沈
線、刺突文 回転ナデ、

？ ？ 穿孔有、土製品、内外面
風化

ハケメ ナデ

ミガキ、ナデ ミガキ、ナデ

3

3

14

148

149

147

151

21

22

20

17

19

31

33

35

30

29

32

34

154

153

152

155

179

23

156

157

27

28

26

25

158

159

24

13

9

※胎土　A：宮崎小石　B：長石・石英　C：輝石・角閃石　D：雲母　E：黒染



第Ⅲ章　2区の調査成果

－ 225 －

第27表　出土土器観察表③
【2区】

掲載頁
図番号

番
号

遺構等
種　別
器　種

法量㎝（ ）：復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上：㎝ 下：量）
備　考

実測
番号外面 内面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ口径 底径 器高 外面 内面

p.196
第130図 667

668

669

670

671

672

673

674

675

676

677

678

679

680

681

682

683

684

685

686

688

689

690

691

692

693

694

695

696

697

698

699

700

701

702

703

竪穴住
居7

p.199
第132図

掘立柱
建物1

p.202
第134図

掘立柱
建物3

p.203
第135図 土坑7

p.205
第136図

土坑10

p.206
第137図

土坑11

p.206
第138図

土坑12

p.208
第140図

溝2

p.210
第141図 溝2

土師器
鉢

土師器
支脚

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
壺

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

須恵器
坏身

須恵器
甕

土師器
坏

土師器
高坏

土師器

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

須恵器
坏身

須恵器
坏身

土師器
壺

土師器
壺

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甑

土師器
甕

須恵器
長頸壺
土師器
高坏

土師器
鉢

土師器
支脚

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

－

（7.4）

－

－

－

（16.2）

－

－

－

－

－

（18.0）

（12.0）

－

－

（19.0）

－

－

（11.8）

－

（11.6）

－

（14.2）

（21.2）

－

－

－

－

－

（15.8）

10.2

（13.4）

（19.8）

－

（16.8）

－

（3.0）

6.2

－

－

（4.6）

－

－

（7.4）

（12.2）

（12.8）

－

－

－

－

（14.0）

－

（9.4）

（14.8）

－

－

－

－

－

－

5.2

（8.6）

－

－

（11.8）

－

4.3

（7.4）

12.1

－

－

－

－

6.0

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

（16.0）

－

－

－

－

－

－

－

4.0

9.65

9.8

－

－

－

浅赤橙
2.5YR7/4
浅黄橙

7.5YR8/3
橙

7.5YR7/6
にぶい橙
7.5YR7/3
にぶい黄橙
10YR7/4
浅黄橙

10YR8/3
灰白

2.5Y8/1
浅黄橙

7.5YR8/3
明赤褐

2.5YR5/8
浅黄橙

7.5YR8/4
灰
N6/
青灰

5PB6/1
橙

7.5YR7/6
浅黄橙

10YR8/4
浅黄橙

10YR8/4
にぶい橙
7.5YR7/4

橙
7.5YR6/8

橙
5YR7/6

灰
N6/
灰
N6/
浅黄

7.5YR8/6
浅黄橙

7.5YR8/3
にぶい黄橙
10YR5/3
明褐灰
5YR7/1
淡赤橙

2.5YR7/4
橙

7.5YR6/6
橙

5YR7/6
オリ－ブ灰
2.5GY6/1

橙
5YR7/6
淡黄

2.5Y8/3
灰白

2.5Y8/2
灰白

10YR8/2
黄橙

10YR8/6
浅黄橙

7.5YR8/4
にぶい橙
7.5YR7/4

灰白
7.5YR8/1

灰白
10YR8/2

橙
7.5YR7/6

褐灰
7.5YR4/1

褐灰
10YR5/1

灰白
7.5YR8/2
浅黄橙

10YR8/4
灰黄褐

10YR5/2
にぶい黄橙
10YR6/4
オリ－ブ黒
7.5Y3/1

灰
N6/
青灰

5PB6/1
橙

7.5YR7/6
浅黄橙

10YR8/3
灰
N4/

にぶい黄橙
10YR7/4

橙
7.5YR6/8
にぶい黄橙
10YR6/3

灰
N6/
灰
N6/
浅黄

7.5YR8/6
灰
N5/

にぶい黄橙
10YR7/3

灰
N4/

浅黄橙
10YR8/3

橙
7.5YR6/6

橙
7.5YR7/6
オリ－ブ灰
2.5GY6/1

橙
7.5YR7/6

灰白
2.5Y8/2

にぶい橙
5YR7/4

灰
N5/
灰褐

7.5YR6/2
浅黄橙

7.5YR8/4
灰
N4/

良好

良好

良好

不良

良好

不良

不良

良好

不良

良好

良好

良好

良好

良好

不良

良好

良好

良好

良好

良好

不良

良好

良好

不良

良好

不良

不良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

ナデ、工具痕、
指オサエ ナデ 7

多
5
僅
2
多
3
少
4
多
5
多
5
多
6
多
5
多
5
多

6
多
4
多
5
多
2
少
3
少

1
多
2
多
2
多
2
少
3
多
4
多
5
多

1
多
3
多
5
多
1
多
4
多

4
多
3
多

微
僅
微
少

微
僅

微
僅
微
僅
微
僅
微
少
微
少
2
僅
2
少
1
僅
微
少
微
少

1
少

2
僅
2
僅
微
僅
微
僅
微
僅
微
僅
微
少

1
少
微
僅

微
僅
微
少

微
多
微
僅
1
少

微
僅

1
僅

ナデ、指オサ
エ －

工具ナデ ナデ

工具ナデ、ナ
デ ナデ

指オサエ、ナ
デ

指オサエ、ナ
デ

ナデ ナデ 接合痕明瞭

ナデ ナデ

ナデ、指オサ
エ

ナデ、指オサ
エ

？ ？ 内外面風化

工具ナデ、指
オサエ ナデ

回転ヘラケズ
リ、回転ナデ

回転ナデ、不
定方向ナデ

回転ナデ 回転ナデ

？ ？ 内外面風化

工具ナデ 指オサエ、ナ
デ

ナデ ナデ

ナデ、指オサ
エ ナデ

？ ？ 内外面風化

？ ナデ 外面風化

回転ナデ 回転ナデ

回転ヘラケズ
リ、回転ナデ

回転ナデ、不
定方向のナデ

？ ？ 内外面風化

ハケメ ナデ

工具ナデ ナデ 接合痕明瞭

ナデ ナデ

タタキ後ナデ ナデ、指オサ
エ

指オサエ、ナ
デか

指オサエ、ナ
デか 多孔式甑、内外面風化

ナデ、指オサ
エ

ナデ、指オサ
エ 貼付突帯

回転ヘラケズ
リ、回転ナデ 回転ナデ

指オサエ後ナ
デ

指オサエ後ナ
デ

ヨコナデ、指
オサエ ヨコナデ

指オサエ後ナ
デ － 上部断面円形、下部断面

隅丸方形
工具ナデ、ナ
デ、指オサエ

ナデ、指オサ
エ

？ ？ 内外面風化

工具ナデ ナデ 脚基部に放射状の強い工
具痕

ヨコナデ ヨコナデ

ナデ 工具ナデ

10

11

42

43

39

37

36

38

40

41

171

174

45

49

48

46

50

47

173

172

51

52

60

127

59

63

62

150

64

65

66

86

99

96

77

97

※胎土　A：宮崎小石　B：長石・石英　C：輝石・角閃石　D：雲母　E：黒染
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第28表　出土土器観察表④
【2区】

掲載頁
図番号

番
号

遺構等
種　別
器　種

法量㎝（ ）：復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上：㎝ 下：量）
備　考

実測
番号外面 内面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ口径 底径 器高 外面 内面

p.210
第141図 704

705

706

707

708

709

710

711

712

713

714

715

716

717

718

719

720

721

722

723

724

725

726

727

728

729

730

731

732

733

734

735

737

738

739

740

溝2

p.211
第142図

溝2

p.212
第143図

溝2

p.213
第144図

溝2

p.214
第145図

溝2

p.215
第146図

溝2

土師器
高坏

土師器
鉢

土師器
鉢

土師器
鉢

土師器
鉢

土師器
鉢

土師器
鉢

土師器
甑

土師器
甑

土師器
壺

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

須恵器
坏身

須恵器
坏身

須恵器
坏身

須恵器
甕

須恵器
甕

須恵器
壺

須恵器
壺

土師器
支脚

土師器
支脚

土師器
支脚

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

－

8.0

16.9

（18.4）

（12.0）

（26.9）

－

－

－

－

（12.4）

（20.3）

（18.4）

16.3

16.1

（18.4）

（31.2）

－

（26.8）

（24.8）

－

－

（10.5）

（12.0）

（11.2）

（21.2）

（25.6）

（19.2）

（19.3）

（9.6）

（4.0）

15.5

（12.0）

（15.3）

－

－

12.7

4.8

5.0

（8.2）

5.1

－

－

（7.0）

－

－

－

－

－

－

5.5

－

－

（11.6）

－

－

9.7

（7.0）

－

－

－

－

－

－

－

4.7

4.65

6.45

（9.15）

－

（12.4）

－

－

5.85

8.0

6.1

（6.25）

－

－

－

－

－

－

13.2

－

－

29.45

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

4.7

4.5

6.25

7.7

－

－

－

橙
5YR7/8
浅黄橙

10YR8/4
橙

5YR7/6
浅黄橙

10YR8/3
灰白

2.5Y8/2
浅黄橙

7.5YR8/4
橙

2.5YR7/6
浅黄橙

7.5YR8/4
浅黄橙

7.5YR8/6
橙

2.5YR7/6
橙

5YR6/8
浅黄橙

10YR8/4
黄橙

7.5YR7/8
赤橙

10YR6/6
橙

7.5YR7/6
橙

5YR7/6
橙

7.5YR7/6
浅黄橙

7.5YR8/3
浅黄橙

7.5YR8/4
浅黄橙

7.5YR8/3
浅黄橙

7.5YR8/3
灰白

10YR8/2
灰白
N7/
灰黄

2.5Y6/3
灰白
N7/
灰白
N7/

明紫灰
5RP7/1
灰白
N7/

明オリ－ブ灰
2.5GY7/1
浅黄橙

7.5YR8/3
浅黄橙

7.5YR8/4
灰白

2.5Y8/2
浅黄橙

10YR8/3
橙

5YR7/6
浅黄橙

10YR8/3
浅黄橙

10YR8/3

橙
5YR7/8
灰白

10YR8/2
にぶい橙
7.5YR7/4

灰白
7.5YR8/2
浅黄橙

10YR8/3
浅黄橙

7.5YR8/4
橙

5YR7/8
灰白

2.5Y8/1
浅黄橙

7.5YR8/3
褐灰

10YR4/1
橙

5YR6/8
浅黄橙

10YR8/4
橙

7.5YR7/6
橙

5YR7/6
灰白

10YR8/2
橙

7.5YR7/6
橙

7.5YR7/6
灰白

10YR8/2
浅黄橙

7.5YR8/3
浅黄橙

7.5YR8/3
黒

7.5YR8/1.7
灰白

10YR8/1
灰白
N7/
灰白
N7/
灰白
N7/
灰白
N7/
褐灰

7.5YR6/1
灰白
N7/
灰白
N7/

浅黄橙
10YR8/3

橙
5YR7/4
浅黄橙

10YR8/3
淡黄

5YR8/3

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

不良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

ナデ ナデ 3
多
7
多
5
多
3
多
2
少
4
多
7
多
5
多
3
多
4
多
3
多
7
多
5
多
8
多
7
多
7
多
5
多
7
多
4
多
5
多
3
少
5
多

4
多
4
多
4
多

1
僅
2
少
2
多

1
少
微
多
微
僅

微
少

微
少
微
少
微
少

微
僅

微
僅

微
少

1
僅
2
僅
2
僅
2
少
3
多
3
少
3
少

微
僅
微
少

微
僅

1
僅

微
僅

1
僅

ナデ ナデ、指オサ
エ

ナデ ナデ、指オサ
エ

ナデ ナデ

工具ナデ 工具ナデ、縄状
の圧痕指オサエ

？ ？ 内外面風化

？ 工具ナデ、指
オサエ 外面風化

工具ナデ ナデ、指オサ
エ 桟渡し用少円孔有

ナデ 工具ナデ 把手

ヨコナデ ヨコナデ、指
オサエ

工具ナデ ナデ

工具ナデ、ナ
デ

ナデ、指オサ
エ

工具ナデ、ナ
デ ナデ

工具ナデ 工具ナデ、指
オサエ

工具ナデ、ナ
デ、指オサエ

ナデ、指オサ
エ

？ ？ 内外面風化

工具ナデ ヨコナデ、指
オサエ

工具ナデ、指
オサエ 工具ナデ

工具ナデ 工具ナデ、縄
状の圧痕

ナデか ナデ 外面風化

工具ナデ、指
オサエ 工具ナデ

工具ナデ ナデ

回転ヘラケズ
リ、回転ナデ 回転ナデ

回転ヘラケズ
リ、回転ナデ

回転ナデ、不
定方向ナデ

回転ヘラケズ
リ、回転ナデ

回転ナデ、不
定方向ナデ

回転ナデ 回転ナデ

タタキ、ナデ ナデ、当て具
痕

タタキ、ナデ ナデ、当て具
痕 肩部にカギ状の把手

タタキ、ナデ ナデ、当て具
痕

ヘラ状工具に
よる面取り －

工具ナデ、刻
み目 －

ヨコナデ、指
オサエ －

ナデ、指オサ
エ

ナデ、指オサ
エ

ミガキ ？ 内面風化

ミガキ

ナデ

ナデ

ナデ

98

92

94

91

93

82

83

100

102

79

90

74

89

75

108

104

81

76

78

80

95

85

162

160

161

163

165

166

164

101

87

88

106

112

114

111

※胎土　A：宮崎小石　B：長石・石英　C：輝石・角閃石　D：雲母　E：黒染
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第29表　出土土器観察表⑤
【2区】

掲載頁
図番号

番
号

遺構等
種　別
器　種

法量㎝（ ）：復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上：㎝ 下：量）
備　考

実測
番号外面 内面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ口径 底径 器高 外面 内面

p.215
第146図 741

742

743

744

745

746

747

748

749

750

751

752

753

754

755

756

757

758

759

760

761

762

763

764

765

766

767

768

769

771

772

773

774

775

776

777

溝3

p.216
第147図

溝3

p.216
第148図 溝4

溝5

p.217
第149図

ピット
52

p.219
第150図

掘立柱
建物2

p.220
第152図

土坑2

p.221
第153図

溝6

p.222
第154図

ピット
31

土師器
高坏

土師器
鉢

土師器
甑

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

須恵器
坏蓋

土師器
支脚

土師器
高坏

土師器
甕

土師器
坏

土師器
甕

須恵器
蓋

須恵器
甕

土師器
甕

土師器
皿

土師器
皿

土師器
皿

土師器
皿

土師器
皿

土師器
甕

土師器
甕

青磁
碗

土師器
皿

土師器
皿

土師器
皿

土師器
坏

－

（8.4）

－

（16.6）

（16.6）

（16.9）

（12.8）

（16.2）

－

（28.8）

－

－

－

－

（12.0）

（12.0）

11.55

－

－

（13.45）

（12.9）

（12.6）

（23.0）

－

8.9

9.3

9.6

9.55

（13.9）

（15.6）

－

－

（8.8）

（9.0）

（8.7）

（12.0）

13.25

5.7

（9.0）

－

－

－

－

－

1.5

－

（6.9）

6.2

4.9

7.3

－

－

5.95

（9.2）

5.8

2.75

－

－

－

（3.6）

1.6

6.9

6.6

5.8

9.0

－

－

（4.0）

（6.0）

（6.2）

（6.6）

－

－

3.7

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

3.6

4.35

－

－

4.6

－

－

－

－

2.1

2.0

1.7

1.6

2.7

－

－

－

1.8

1.5

1.6

－

橙
5YR7/6
灰白

10YR8/2
橙

5YR7/6
浅黄橙

7.5YR8/4
橙

2.5YR6/8
浅黄橙

7.5YR8/6
橙

7.5YR6/6
浅黄橙

10YR8/3
にぶい赤橙
10R6/3

橙
5YR7/6
淡赤橙

10YR6/6
灰白

7.5YR8/2
橙

5YR7/6
橙

2.5YR6/8
灰白

7.5YR8/2
灰白
N7/
淡橙

5YR8/4
にぶい黄橙
10YR7/3

橙
7.5YR7/6
浅黄橙

7.5YR8/3
黄橙

7.5YR8/8
灰白
N7/
灰
N6/

明黄褐
10YR7/6

褐灰
10YR5/1
浅黄橙

10YR8/4
にぶい黄橙
10YR7/3
浅黄橙

7.5YR8/3
浅黄橙

7.5YR8/6
橙

5YR7/6
にぶい橙
7.5YR7/3

灰白
7.5YR7/1
浅黄橙

10YR8/3
浅黄橙

7.5YR8/4
浅黄橙

10YR8/4
浅黄橙

10YR8/4

橙
5YR7/8
浅黄橙

10YR8/3
橙

5YR7/6
灰白

10YR8/2
橙

7.5YR7/6
浅黄橙

7.5YR8/3
にぶい橙
7.5YR7/4
浅黄橙

10YR8/3
にぶい橙
5YR7/4

橙
5YR7/6

にぶい黄橙
5YR7/6
灰白

7.5YR8/2
黄灰

2.5Y5/1
黄橙

7.5YR7/8
灰
N4/
灰
N6/

褐灰
10YR4/1
浅黄橙

7.5YR8/4
浅黄橙

7.5YR8/3
浅黄橙

7.5YR8/6
灰白
N7/
灰
N6/
褐灰

10YR6/1
褐灰

10YR6/1
灰白

2.5Y8/2
明黄褐

10YR6/6
灰白

7.5YR8/2
橙

7.5YR7/6
にぶい黄橙
10YR7/4
にぶい橙
7.5YR7/4

浅黄橙
10YR8/3
浅黄橙

7.5YR8/4
浅黄橙

10YR8/3
浅黄橙

10YR8/4

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

不良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

ナデ ナデ 3
多
5
多
4
多
5
多
6
多
6
多
4
多
5
多
5
多
4
多
8
多
4
多
6
多
4
多
5
多

4
多
2
多
5
多

7
多

2
多
2
僅

1
僅

3
多
3
多
4
多

微
僅

微
少

微
少
微
僅

微
少
微
僅
微
多
微
僅

微
僅

2
少

微
僅
微
少

2
僅
2
少
微
少

微
少
微
多

微
僅

微
少
微
少
微
僅
微
少

ナデ ナデ、指オサ
エ

ナデ ナデ

指オサエ後ナ
デ ナデ

？ 工具ナデ 外面風化

工具ナデ、指
オサエ

工具ナデ、指
オサエ

ナデ ナデ

工具ナデ 工具ナデ

ナデ 工具ナデ、指
オサエ

？ ？ 内外面風化

工具ナデ、指
オサエ 工具ナデ

ナデ ナデ

？ ナデ 底部木葉圧痕有、外面風
化

工具ナデ 工具ナデ 底部木葉圧痕有

ナデ ナデ、指オサ
エ

回転ヘラケズ
リ、回転ナデ

回転ナデ、不
定方向ナデ

指オサエ後ナ
デ －

指オサエ後ナ
デ

指オサエ後ナ
デ

工具ナデ 工具ナデ

ミガキ ナデ

ナデ ナデ

回転ヘラケズ
リ、回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ

タタキ、ナデ ナデ

回転ナデ 回転ナデ 底部回転ヘラ切後ナデ

回転ナデ 回転ナデ、指
オサエ 底部回転ヘラ切

回転ナデ 回転ナデ 底部回転ヘラ切後ナデ

回転ナデ ？ 底部回転ヘラ切、内面風
化

ミガキ ？ 底部回転ヘラ切、内面風
化

工具ナデ ナデ

タタキ ナデ

回転ヘラケズ
リ、回転ナデ －

回転ナデ 回転ナデ 底部回転糸切

回転ナデ 回転ナデ 底部回転ヘラ切

回転ナデ 回転ナデ 底部回転ヘラ切

回転ナデ 回転ナデ

113

107

121

72

110

109

71

103

118

120

105

115

119

117

116

168

70

73

84

128

125

169

170

44

54

57

56

55

53

67

68

69

129

131

130

134

※胎土　A：宮崎小石　B：長石・石英　C：輝石・角閃石　D：雲母　E：黒染

ピット
27

ピット
27

ピット
72
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第30表　出土土器観察表⑥
【2区】

掲載頁
図番号

番
号

遺構等
種　別
器　種

法量㎝（ ）：復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上：㎝ 下：量）
備　考

実測
番号外面 内面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ口径 底径 器高 外面 内面

p.222
第154図 778

779

780

781

782

783

784

785

786

787

788

789

790

791

792

793

794

795

796

797

798

799

ピット
31

p.222
第155図

ピット
39

p.222
第156図

ピット
33

ピット
B23

ピット
B

ピット
B12

p.196
第130図 撹乱

土師器
坏

土師器
坏

青白磁
合子蓋
土師器

皿
土師器

皿
土師器

皿
土師器

皿
土師器

皿
土師器

皿
土師器

皿
土師器

皿
土師器

皿
土師器

皿
青磁

輪花皿
土師器

皿
土師器

皿
土師器

坏
土師器

坏
須恵器
坏身

須恵器

須恵器
高台付

坏
須恵器

－

－

（6.4）

（6.9）

（9.0）

（8.1）

（9.5）

（8.8）

（8.9）

（8.5）

（9.0）

（9.9）

－

－

（9.0）

（9.0）

－

－

（11.6）

－

－

（26.4）

（6.4）

（9.8）

－

（5.1）

（6.7）

（5.4）

（6.8）

（6.0）

（6.2）

（6.1）

（5.4）

（6.4）

（6.7）

－

（7.0）

（7.0）

（8.0）

（5.3）

－

－

5.7

－

－

－

1.7

1.4

1.5

1.7

2.1

1.1

1.8

1.5

1.3

1.7

－

－

1.3

1.4

－

－

3.5

－

－

－

浅黄橙
10YR8/3
浅黄橙

10YR8/3
明オリ－ブ灰

橙
5YR7/8

にぶい黄橙
10YR7/4

褐灰
10YR5/1

灰
5Y4/1
浅黄橙

10YR8/3
浅黄橙

7.5YR8/4
橙

7.5YR7/6
浅黄橙

7.5YR8/4
橙

2.5YR7/6
灰白

2.5Y8/2
明オリ－ブ灰

灰白
10YR8/2
にぶい黄橙
10YR7/4
浅黄橙

10YR8/3
浅黄橙

10YR8/3
灰白
N7/
灰白
N8/

明青灰
5PB7/1

灰オリ－ブ
5Y6/2

浅黄橙
10YR8/3
浅黄橙

10YR8/4
明オリ－ブ灰

橙
5YR7/8

にぶい黄橙
10YR7/3

褐灰
10YR5/1

灰
5Y4/1
浅黄橙

10YR8/4
浅黄橙

7.5YR8/4
橙

5Yr7/6
浅黄橙

7.5YR8/4
橙

2.5Y7/6
灰

5Y6/1
明オリ－ブ灰

灰白
10YR8/2
浅黄橙

10YR8/3
浅黄橙

10YR8/3
浅黄橙

10YR8/3
明青灰
5PB7/1
灰白
N8/
灰白
N7/

灰オリ－ブ
5Y6/2

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

回転ナデ ？ 1
僅
1
僅

1
僅

1
僅

1
僅

1
僅

2
少
2
少
2
少
微
僅

微
少
微
少

微
少
微
僅
微
少
微
少
微
少
微
僅
微
少
微
僅
微
少
微
少

微
多

2
少
1
微
2
僅
2
少

微
僅

底部回転ヘラ切、内面風
化

回転ナデ 回転ナデ 底部回転ヘラ切

花文・菊花文 回転ナデ 型整形、胎土灰白

回転ナデ 回転ナデ 底部回転糸切

回転ナデ 回転ナデ 底部回転糸切

回転ナデ 回転ナデ 底部回転糸切後ナデ

回転ナデ 回転ナデ 底部回転ヘラ切

回転ナデ 回転ナデ 底部回転糸切

回転ナデ 回転ナデ 底部回転糸切

回転ナデ 回転ナデ 底部回転糸切

回転ナデ 回転ナデ 底部回転糸切後ナデ、板
目状圧痕

？ ？ 底部回転糸切、内外面風
化

回転ナデ 回転ナデ 底部回転糸切後ナデ

施釉 波状圏線、施
釉

回転ナデ 回転ナデ 底部回転糸切

回転ナデ 回転ナデ 底部回転ヘラ切

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ 底部回転糸切

回転ヘラケズ
リ、回転ナデ

回転ナデ、ナ
デ

ナデ、刺突文、
ケズリ ナデ

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ

132

133

135

139

136

142

137

143

138

141

145

140

144

168

126

124

122

123

175

176

177

178

※胎土　A：宮崎小石　B：長石・石英　C：輝石・角閃石　D：雲母　E：黒染

第31表　出土鉄器計測分類表
【1区】

掲載
頁

図
番号

掲載
番号
770 鉄刀 （17.7） 3.2 0.8 77.0土坑2228 152

遺構等 器種 長さ
（cm）

幅
（cm）

厚さ
（cm）

重量
（ｇ） 備考

194

実測
No.

（ ）の値は残存値を示す

第32表　出土石器計測分類表
【2区】

掲載
頁

図
番号

掲載
番号
631
649
660
661
662
663
664
687
736
800
801

石包丁
磨製石斧
石包丁
敲石
敲石
台石
台石

磨製石斧
台石

磨製石鏃
火打石

5.0
（5.9）
（4.3）
（6.15）
（11.8）
（16.8）

46.0
（8.4）
（13.1）

3.4
2.4

（6.9）
（4）

（4.15）
6.45

（7.55）
（11.6）

18.8
（4.1）
11.7
2.3
1.3

1.0
（2.6）
（1.0）

4.7
（3.15）
（8.1）
17.5

（1.9）
（3.8）

0.4
1.4

50
73
25
250
323
2440
17500
101
989
3
4

竪穴住居1
竪穴住居3
竪穴住居5
竪穴住居5
竪穴住居5
竪穴住居5
竪穴住居5

掘立柱建物3
溝2

包含層
撹乱

187
191

193

194

202
214

223

121
125

127

128

134
145

157

遺構等 器種

ホルンフェルス
頁岩？
頁岩
砂岩
砂岩
砂岩
砂岩
砂岩
砂岩
頁岩

メノウ

石材 長さ
（cm）

幅
（cm）

厚さ
（cm）

重量
（ｇ） 備考

一部ガジリ有

一部欠損後再研磨
鉄分付着
鉄分付着、熱により赤化
一部擦痕
擦痕有
基部破片

先端、基部一部欠損

192
191
189
186
187
188
193
190
180
182
184

実測
No.

（ ）の値は残存値を示す
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2区調査風景（西から）

写　真　図　版
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図版40

2区垂直写真
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図版41

①：竪穴住居1
遺物出土状況（西から）

②：竪穴住居1
完掘状況（西から）

③：竪穴住居2
土層堆積状況（南から）

①

②

③
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図版42

①

①：竪穴住居3遺物出土状況（北東から）
②：竪穴住居3カマド半裁状況（南西から） ③：竪穴住居3カマド遺物出土状況（北西から）
④：竪穴住居3カマド袖検出状況（北西から） ⑤：竪穴住居3カマド掘方完掘状況（北西から）

②

④

③

⑤
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図版43

①：竪穴住居4遺物出土状況（東から） ②：竪穴住居4完掘状況（南から）
③：竪穴住居5完掘状況（西から）
④：竪穴住居5遺物出土状況（南東から） ⑤：竪穴住居5遺物出土（北西から）

②①

③

⑤
④
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図版44

①：竪穴住居6完掘状況（東から）
②：竪穴住居7完掘状況（東から）
③：竪穴住居7カマド遺物出土状況（東から） ④：竪穴住居7カマド袖検出状況（東から）

①

②

③ ④
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図版45

①：竪穴住居1出土遺物
②：竪穴住居2出土遺物
③：竪穴住居3出土遺物

①

②

③

619

620 621

624

625

627628
629

626

631

634

635

636
632

633

640
637

642

643

649646647

640
644

638

645

648
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図版46

①：竪穴住居4出土遺物
②：竪穴住居5出土遺物
③：竪穴住居6・7出土遺物

①

②

③

650

651

652

656

657

658

653
660 662

665
666

668

667
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図版47

①：掘立柱建物1完掘状況（西から）
②：掘立柱建物1完掘状況（東から）
③：掘立柱建物1柱穴14検出状況（西から）
④：掘立柱建物1柱穴14半裁状況（西から）
⑤：掘立柱建物1柱穴14完掘状況（西から） ⑤

④

③

②

①
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図版48

①：掘立柱建物3完掘状況（東から）
②：掘立柱建物3柱穴9完掘状況（西から）
③：掘立柱建物3調査状況（西から）

②

③

①
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図版49

①：掘立柱建物1出土遺物

②：掘立柱建物3出土遺物

②

①

669
671 670 673

674

676

677

669
675 678

685

686

687

682

681

684

679

683

680
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①：土抗3完掘状況（北東から） ②：土抗4完掘状況（北西から） ③：土抗5完掘状況（北西から）
④：土抗6完掘状況（南から） ⑤：土抗7完掘状況（南東から） ⑥：土抗8完掘状況（南東から）
⑦：土抗10遺物出土状況（北から） ⑧：土抗10完掘状況（西から）

図版50

① ②

③ ④

⑤ ⑥

⑦ ⑧
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①：土抗11検出状況（北から） ②：土抗11遺物出土状況（北から）
③：土抗3～10出土遺物
④：土抗11・12出土遺物

図版51

①

③

④

②

690
688

689

691 692

694

693

695

696

697

698
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図版52

①：溝2・3遺物出土状況（西から）
②：溝2・3土層堆積状況（東から）
③：溝2・3完掘状況（西から）

②

③

①
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図版53

①：溝2出土土師器

②：溝2出土須恵器

②

①

735 706

708

721
718

715

699
700705712734

732

731

730

729

726

727728
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図版54

①：溝3出土遺物
②：溝4・5出土遺物
③：古墳時代ピット出土遺物
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図版55

①：掘立柱建物2柱穴半裁状況（南から）
②：土抗2土層堆積状況（西から）
③：土抗2遺物出土状況（南から）
④：土抗2遺物出土状況近接（南から）④

③

②

①
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図版56

①：土抗2出土遺物
②：溝6完掘状況（北西から）
③：中世遺構出土遺物
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図版57

①：ピット31遺物出土状況
（西から）
②：ピット31出土遺物
③：ピット39出土遺物
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図版58

①：中世ピット出土遺物
②：遺構外出土遺物
③：調査終了時状況（西から）
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第Ⅳ章　3区の調査成果

第1節　調査成果の概要
3区の調査範囲は南北方向に55ｍ×24ｍの方形プランの北側に23ｍ×13ｍの突出部を持つよ

うな形状を呈している。調査面積は約1620㎡で調査区内の標高は9～10ｍを測り、全体的に南か

ら北へ下る緩斜面となっている。北側の突出部分の南側については本調査以前の水田工事にお

ける削平のために地形的な段差ができていて、この段差付近では遺構があまり見られなかった。

調査区内は常に湧水する箇所があり、雨天時には調査区内に雨水が多量に溜まり、遺構の壁

面を崩落させる状況が続いたため、作業は難航した。

検出された主な遺構は古墳時代の竪穴住居5棟、掘立柱建物16棟、土器焼成坑15基、土坑11

基、溝状遺構15条と中世の掘立柱建物5棟、井戸1基、土坑1基である。古墳時代の遺構は調査

区全体に広がっているが、掘立柱建物と土器焼成坑が調査区の中央部付近に密集している点、

溝状遺構が北側と南側に多く見られる点、竪穴住居跡が北側を中心に見られる点、巨大な不整

形な土坑が南側に見られる点など遺構ごとにある程度分布が分かれている様子が窺える。また

中世の遺構のほとんどは調査区南側に集中していた。

なお、本調査区は主要地方道宮崎高鍋線（那珂工区）道路改良工事に伴って宮崎県埋蔵文化

財センターが調査を行った宮ヶ迫遺跡の調査区と隣接する場所であり、検出された遺構のいく

つかは両調査区にまたがっている状況であった。

第2節　古墳時代の遺構と遺物
第1項　竪穴住居

竪穴住居は5棟検出され、そのすべてが調査区の北側に分布している。平面形は方形プラン

の竪穴住居で、土器埋設炉を有す中型の竪穴住居と地床炉を有す小型のものに分類される。掘

立柱建物と切り合い関係にあるものが多く、おそらく全て掘立柱建物より古いと考えられる。

中型の竪穴住居は主柱穴が確認されたが、小型の住居については床面から数基の柱穴は確認さ

れたものの、どれが主柱穴に当たるものかははっきりとわからなかった。以下に個別の報告を

行うが、規模等については表33を参照のこと。なお、最も調査区の南側で検出された竪穴住居

（宮崎県報告SA88）については一部だけが本調査区にかかっている状況であった。すでに宮崎

県埋蔵文化財センターの報告書において記載されているため、ここでは割愛する。

竪穴住居36（第159・160図） 調査区の最も北側で検出され、東側と北側は調査区外に伸び

る。北側は特に削平が著しく、壁面の立ち上がりはなくなっており、柱穴等も検出されなかっ

たが、南側で主柱穴2基が検出されているため本来は4本柱の竪穴住居と考えられる。

床面の中央部分と考えられるところで土器埋設炉が検出され、その西側には土師器の小片が

密集して出土した。出土遺物は土師器の小片ばかりで、図化に耐えるものは土器埋設炉に使用

されていた土師器甕（802）だけである。
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竪穴住居51（第161図） 竪穴住居60の西側で検出された。全体を掘立柱建物74やその他の

柱穴に切られている。また中央部付近は試掘調査時に設定されたトレンチによって削平を受け

ている。床面にて10基の柱穴が検出されたが、4本柱の竪穴住居と考えられる。土層断面の観

察から約10cmの貼床が確認されている。床面の中央部よりやや東側で土器や焼土・炭化物が

分布する中、地床炉と土器埋設炉が検出された。

地床炉と土器埋設炉は切り合い関係にあり、土器埋設炉のほうが新しいことが確認されてい

る。しかし、地床炉ではなく土器埋設炉を横に移動させた痕跡という可能性も考えられる。土

器埋設炉にて検出された土師器は非常に残存状況が悪かったため、写真撮影後、出土状況図を

作製しながら遺物の取り上げをすることとした。甕（803）の底部付近までを出土状況図を作

成し、取り上げたところでその下にもうひとつ甕（804）が埋設されていたことに気がついた。

結局出土状況として二つの甕が入れ子状に重なった状態であった。下側の甕（804）も検出時

からひび割れが著しかったためはっきりとは断定できないが、口縁部に接合する破片がなく、

あらかじめ打ち欠いた状態で支脚のように使用したものだった可能性が考えられる。土器埋設

炉に使用された土師器甕は両者ともに丸底で内面に粘土紐の接合痕が不明瞭ながら確認される

ものである。出土遺物はそれらの他に須恵器の坏身の口縁部片（805）・提瓶の口縁部片

（806）・甕の胴部片（807）や土師器甕の破片（808～812）・鉄滓などが出土している。806の

頸部には円形の刺突文が確認される。

竪穴住居4（第163図） 竪穴住居36の西側で検出され、掘立柱建物8に切られる。床面からは

3基の柱穴が検出されたが、どれが主柱穴なのかははっきりしない。中央に地床炉が検出され

た。土層観察のトレンチによって約10cmの貼床が確認されている。南側の壁面付近に須恵器

甕の口縁部片（813）や土師器の坏（814・815）が出土している。813は外面に「ハ」の字に似

たヘラ記号がみられる。出土遺物は上記のほかに土師器高坏の脚部片（816）。甕の口縁部片

（817～819）・甑の底部片（821）の他に鉄鏃（822）・鉄滓なども出土している。821は桟渡し

の穴が確認される。

竪穴住居60（第164図） 溝状遺構と中世の土坑50に切られている。床面からは4基の柱穴が

検出されたがどれが主柱穴にあたるのかははっきりしない。中央に地床炉があり、部分的に壁

体溝が検出されている。出土遺物は須恵器短頸壺の口縁部片（823）と土師器甕の破片（825～

828）のほかに鉄鏃の破片（829）・鉄滓なども出土している。826は土師器の壺の頸部に付く

突帯で羽状の刻み目がみられる。828は小型丸底の甕の底部で、本遺構を切る中世の土坑50の

埋土中から出土した遺物であるが、土坑50の年代よりも明らかに古い遺物であることからもと

もとはこの住居跡の埋土に含まれていたものと考え、ここで報告を行った。

第2項　掘立柱建物

古墳時代の掘立柱建物は16棟検出され、前述のとおり調査区の中央部に集中している。いく

つも切り合い関係にあるようだが、掘立柱建物の性質上詳細な前後関係は不明なものが多い。
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第158図　宮ヶ迫遺跡3区全体遺構配置図（Ｓ=1/250）



布掘りで大型の掘立柱建物30と63は東西方

向に桁行を持つ。その他に2間×2間の総柱

建物は5棟、2間×3間の建物は4棟、3間×4

間の建物が5棟みられる。多くは調査中に確

認されているが、一部整理作業の中で柱の

並びを検討して掘立柱建物と認定したもの

もある。以下に個別の報告を行うが、規模

等については表34を参照のこと。

掘立柱建物30（第165・166図） 掘立柱

建物跡が密集する本調査区の中央部付近よ

りやや北側で掘立柱建物43の北側、41の東

側で検出され、掘立柱建物37・44～46・75

と切り合い関係にあった。掘立柱建物37と

75より古く、46より新しいことはわかって

いるが、そのほかの遺構との新旧関係は不

明である。桁行は6間、梁行は東側が2間、

西側が3間のもので、桁行の柱穴の2箇所で

は布掘りとなっていた。布掘り部分は長軸

が2.5～2.7ｍで検出面からの深さは0.5～0.9ｍ

を測る。布掘り以外の柱穴の平面形は不整
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第159図　竪穴住居36実測図（Ｓ=1/60）、土器埋設炉実測図（Ｓ=1/20）

第160図　竪穴住居36土器埋設炉
埋設土器実測図（Ｓ=1/3）
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第161図　3区竪穴住居51実測図（Ｓ=1/60）、土器埋設炉 実測図（Ｓ=1/20）
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第162図　3区竪穴住居51出土遺物実測図（Ｓ=1/3）
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第163図　3区竪穴住居4実測図（Ｓ=1/60）、遺物出土状況図（Ｓ=1/20）、出土遺物実測図（Ｓ=1/3・1/2）



円形や不整楕円形を呈しており、その長軸は0.4～1.0ｍで検出面からの深さは0.5～0.85ｍを測

る。素掘りと二段掘りのものが入り混じる。掘立柱建物の床面自体は大きく削平を受けている

ため、そのほかの柱穴についても布掘りであった可能性は考えられる。

床面の東側には土師器甕の底部片（830）が据えられた0.29m×0.22ｍの不整楕円形の掘り込

みが検出された。出土状況図を作製し、甕の底部片を取り上げたところその下から焼土が検出

されたため、本掘り込みは土器埋設炉と考えられる。その他に柱穴の埋土中からは須恵器短頸

壺の口縁部片（831）、土師器高坏の胴部片（832）、支脚の破片（833）・鉄滓などが出土して

いる。

掘立柱建物63（第167・168図） 竪穴住居60の北西部で検出された。桁行は調査区外まで伸

びるため不明だが、梁行は2間である。掘立柱建物30と同様に布掘りを採用している。全貌が

明らかになっていない建物であるが、布掘りを採用していることや梁行の長さがほぼ同規模で

あることなどの共通点から掘立柱建物30と同規模の建物である可能性が非常に高いことが推測

される。また、主軸方向が同じであることも注目される。布掘り部分は長軸が2.7ｍで検出面

からの深さは0.95～1.3ｍを測る。東側部分は不整形な状態だったので柱が抜き取られた状態を
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第164図　3区竪穴住居60実測図（Ｓ=1/60）、出土遺物実測図（Ｓ=1/3・1/2）
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第165図　3区掘立柱建物30実測図（Ｓ=1/60）



示しているかもしれない。布掘り以外の2基の柱穴の平面形は不整円形を呈しており、その直

径は0.7～0.75ｍで検出面からの深さは0.7～1.05ｍを測る。両者ともに二段掘りで木柱が残存し

ていた。東側の柱穴から出土した木柱（836）は残存する長さは105cmで直径20～23cmを測る。

残存状況が非常に良好なもので、これについては保存処理を施して保管・収蔵をしている。樹

種同定の結果はタブノキということである。下端部には鑿で加工した痕跡が明瞭に観察される。

柱穴の埋土中から土師器高坏の脚部片（834）と甕の底部片（835）が出土している。834は不

明瞭だが内外面に赤色顔料の塗布が確認される。

掘立柱建物41（第169図） 掘立柱建物30の南西部で検出された。掘立柱建物37・40、土器

焼成坑52と切り合い関係にある。掘立柱建物との新旧関係は不明だが、土器焼成坑52より新し

い。2間×2間の総柱建物であり、梁行については掘立柱建物30・63と同規模である。柱穴は平

面形が不整円形か不整楕円形を呈しており、その長軸は0.35～0.8ｍで検出面からの深さは0.5～

0.9ｍを測る。全て二段掘りであった。柱穴の埋土中からは土師器片などが出土したが、図化

に耐えうるものはなかった。

掘立柱建物42（第170図） 掘立柱建物43の南西部で検出された。掘立柱建物26、溝状遺構

72と切り合い関係にあったが、これらとの明確な新旧関係は不明である。2間×2間の総柱建物

である。柱穴の平面形は不整円形や不整楕円形を呈しているが、南東隅の柱穴だけが規模が大

きく不整形になっている。他の柱穴と形態が異なることから、柱の抜き取りが行われた箇所の

可能性が考えられる。その他の柱穴については長軸が0.35～0.4ｍで検出面からの深さは0.4～

0.65ｍを測る。北側の2基が素掘りで他は二段掘りであった。柱穴の埋土中からは土師器甕の

口縁部片（837）や底部片（838）などが出土している。
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第166図　3区掘立柱建物30土器埋設炉実測図（Ｓ=1/20）、出土遺物実測図（Ｓ=1/3）



－ 260 －

第167図　3区掘立柱建物63実測図（Ｓ=1/60）、土層断面図（Ｓ=1/20）、出土遺物実測図（Ｓ=1/3）



掘立柱建物43（第171図） 掘立柱建物が密集す

る本調査区の中央部付近で掘立柱建物30の南側、42

の北東部で検出された。掘立柱建物22や土器焼成坑

24・25・69と切り合い関係にあり、焼成土坑よりは

新しいことは確認できたが、掘立柱建物22との新旧

関係は不明である。2間×2間の総柱建物である。柱

穴の平面形は不整円形を呈しており、その直径は

0.55～0.7ｍで検出面からの深さは0.48～0.7ｍを測

る。北隅と南隅の柱穴だけ素掘りで他は二段掘りで

あった。柱穴の埋土中からは須恵器坏身の破片

（839）・土師器片・鉄滓などが出土している。

掘立柱建物44（第172図） 掘立柱建物が密集す

る本調査区の中央部付近で掘立柱建物43の北側、

37の東側で検出された。掘立柱建物30・45・46と

切り合い関係にあり、掘立柱建物45よりは新しいこ

とが確認されているが、その他との新旧関係は不

明である。2間×2間の総柱建物である。柱穴の平面

形は不整円形を呈しており、その直径は0.5ｍ前後

で検出面からの深さは0.25～0.58ｍを測る。全て二

段掘りであった。柱穴の埋土中からは土師器片な

どが出土したが、図化に耐えうるものはなかった。

掘立柱建物46（第173図） 掘立柱建物43の北東

部で検出された。掘立柱建物30・44・45、土器焼

成坑28・35と切り合い関係にあり、土器焼成坑よ

り新しく、掘立柱建物より古いことが確認されて

いる。2間×2間の総柱建物であるが、そのほかの

総柱建物に比べると桁行が梁行よりも2m以上も長

い点が特徴的である。柱穴の平面形は不整円形や

不整楕円形を呈しており、その長軸は0.7～1.2ｍで

検出面からの深さは0.47～0.92ｍを測る。西側と南

東隅の柱穴は3段掘りでその他は二段掘りであっ

た。平面形が不整楕円形の柱穴については柱の抜

き取りが行われた箇所の可能性が考えられる。柱

穴の埋土中からは土師器片などが出土したが、図

化に耐えうるものはなかった。
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第168図　3区掘立柱建物63出土柱実測図（Ｓ=1/5）



掘立柱建物（県報告SB5）付帯東側柵列（第174図） 本調査区の北西部で検出された。宮崎

県埋蔵文化財センターの調査区で検出された5号掘立柱建物（以下県SB5）に付帯する柵列の

一部として報告を行う。県SB5は桁行2間、梁行2間の総柱建物で、北側に付帯する柵列の報告

がおこなわれていた。本調査区で県SB5の東側の柵列が検出され、県SB5は北東部にＬ字状の

柵列が伴うことと考えられるが、桁行5間、梁行4間の掘立柱建物となる可能性も指摘しておく。
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柱穴の平面形は不整円形を呈しており、その直径は0.3～0.45ｍで検出面からの深さは0.1～0.38

ｍを測る。北側と西側の柱穴が二段掘りで他は素掘りであった。柱穴の埋土中からは土師器片

などが出土したが、図化に耐えうるものはなかった。

掘立柱建物8（第175図） 竪穴住居36の南西部で検出された。本調査区の最も北側で検出さ

れた4間×3間の建物である。竪穴住居4、溝状遺構5・6と切り合い関係にあり、そのいずれよ

りも新しい。掘立柱建物30・63よりも梁行はやや長い。柱穴の平面形は不整円形を呈しており、

その直径は0.5ｍ前後で検出面からの深さは0.2～0.55ｍを測る。素掘りのものと二段掘りのもの
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とが入り混じっている。柱穴の埋土中から土師器坏の口縁部片（840）や壺の底部片（841）・

鉄滓などが出土している。

掘立柱建物40（第176図） 掘立柱建物37と42の間で検出され、掘立柱建物26・41と切り合

い関係にあったが柱穴同士の切り合いはみられなかったため、新旧関係は不明である。4間×3

間の建物である。柱穴の平面形は不整円形を呈しており、その直径は0.4ｍ前後で検出面から

の深さは0.25～0.4ｍを測る。素掘りのものと二段掘りのものとが入り混じっている。柱穴の埋

土中からは土師器片などが出土したが、図化に耐えうるものはなかった。

掘立柱建物26（第177図） 溝状遺構71の北側で検出され、掘立柱建物40・42と切り合い関

係にあったが、柱穴同士の切り合いはみられなかったため、新旧関係は不明である。4間×3間
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の建物である。柱穴の平面形は不整円形や不整楕円形を呈しており、その直軸は0.25～0.5ｍ前

後で検出面からの深さは0.25～0.55ｍを測る。全て二段掘りであった。柱穴の埋土中からは土

師器片などが出土したが、図化に耐えうるものはなかった。

掘立柱建物54（第178図） 掘立柱建物22の東側で検出され、桁行は調査区外まで伸びるた

め不明だが、梁行は3間である。柱穴の平面形は不整円形を呈しており、全て素掘りである。

その直径は0.4ｍ前後で検出面からの深さは0.2～0.3ｍを測る。柱穴の埋土中からは土師器片な

どが出土したが、図化に耐えうるものはなかった。

掘立柱建物22（第179図） 掘立柱建物54の西側で検出され、溝状遺構31・32、掘立柱建物

43、焼成土坑24・69切り合い関係にあり、焼成土坑より新しいことは確認されているが、掘立

柱建物43に切られていた。また溝状遺構との新旧関係は不明である。柱穴は2間×2間で検出さ

れているが、溝状遺構等との切り合い関係で柱穴が検出されなかった可能性があり、本来の桁
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行は3間だった可能性が考えられる。柱穴の平面形は不整円形や不整楕円形を呈しており、そ

の直軸は0.45～0.8ｍ前後で検出面からの深さは0.4～0.55ｍを測る。全て二段掘りであった。柱

穴の埋土中より須恵器の小型の坏蓋（842）・高坏の脚部片（843）・提瓶の胴部片（844）、土

師器片、鉄滓などが出土している。

掘立柱建物37（第180図） 土坑64の南東側で検出され、掘立柱建物30・41、焼成土坑52と

切り合い関係にある。掘立柱建物30より新しく、掘立柱建物41と焼成土坑との新旧関係は不明

である。3間×2間の建物である。柱穴の平面形は不整円形を呈しており、全て素掘りである。

その直径は0.25ｍ前後で検出面からの深さは0.2～0.4ｍを測る。柱穴の埋土中からは土師器片な

どが出土したが、図化に耐えうるものはなかった。

本遺構については第3節で後述するような遺構埋土の確認ができておらず、明確な時期を決

定づけられる資料がなかった。他の古墳時代の掘立柱建物と比べると柱穴の規模が小さいため、

中世の掘立柱建物に位置付けられる可能性も指摘しておく。

掘立柱建物45（第181図） 掘立柱建物が密集する本調査区の中央部付近で掘立柱建物43の
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北側、75の南側で検出された。掘立柱建物30・44・46と切り合い関係にあり、30の柱穴同士の

切り合いはみられなかったが、44・46に切られているため、この4棟の切り合い関係を総合的

に見ると最も古い建物ということがわかる。3間×2間の建物である。柱穴の平面形は不整円形

を呈しており、その直径は0.35ｍ前後で検出面からの深さは0.35～0.45ｍを測る。素掘りのもの

と二段掘りのものとが入り混じっている。柱穴の埋土中より須恵器坏身の口縁部片（845）な

どが出土している。

掘立柱建物74（第182図） 竪穴住居60の西側、掘立柱建物75の北側で検出された。竪穴住

居51を切っている。桁行3間、梁行は北側が2間、南側が1間の建物である。柱穴の平面形は不

整円形や不整楕円形を呈しており、その直軸は0.3～0.6ｍ前後で検出面からの深さは0.35～0.65

ｍを測る。東側の柱穴に二段掘りのものが3基あり、その他は素掘りであった。柱穴の埋土中

からは土師器片などが出土したが、図化に耐えうるものはなかった。

掘立柱建物75（第183図） 掘立柱建物74の南側、土器焼成坑59の西側で検出された。掘立
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柱建物30を切っている。3間×2間の建物で、中央に小規模な柱穴が2基検出されており、間仕

切り柱と考えられる。柱穴の平面形は不整円形や不整楕円形を呈しており、その直軸は0.35～

1.1ｍ前後で検出面からの深さは0.35～0.6ｍを測る。素掘りのものと二段掘りのものとが入り混

じっている。柱穴の埋土中からは土師器片などが出土したが、図化に耐えうるものはなかった。

第3項　土器焼成坑

土器焼成坑は土坑の床面に焼土や炭化物が大量に検出されるなど、土坑自体に被熱の痕跡が

みられるものを認定した。総数で15基検出されている。平面プランの形態は円形・楕円形・方

形のものがあり、土坑内部に遺物が多く認められるものやあまり確認されていないものなど

様々であるが、これらの土坑内から出土した遺物はすべて古墳時代に属するものであった。な

お、本調査区の土器焼成坑については平面形状が円形のものよりも方形・楕円形のものの方が

第Ⅳ章　3区の調査成果

－ 271 －

第179図　3区掘立柱建物22実測図（Ｓ=1/60）、出土遺物実測図（Ｓ=1/3）



検出面からの深さが深いものが多いという傾向がみられた。掘立柱建物と切り合い関係が多く

見られるように調査区の中央部付近に集中している。なお切り合いの新旧関係をみるとすべて

掘立柱建物に切られている。以下に個別の報告を行うが、規模等については表35を参照のこと。

土器焼成坑25（第184図） 本調査区の中では最も規模の大きい土器焼成坑で、土器焼成坑

35の西側、土器焼成坑34の東側で検出された。一部を掘立柱建物43に切られている。平面形は

不整円形のプランで、埋土中には炭化物・焼土を多く含み、土師器片も出土している。しかし

図化した土師器高坏の破片（846）や壺の底部片（847）以外は図化に耐えうるものはなかった。

また床面のほぼ全面に被熱痕跡が認められた。床面の炭化物については西側にやや偏る傾向が

みられた。

土器焼成坑27（第185図） 土器焼成坑28・35の東側で検出された。本調査区で最も東側で

検出された土器焼成坑である。平面形は不整円形プランで、床面中央部には大量の炭化物が検

出された。なお、炭化物の上から土師器片が密集して出土しており、その多くは土師器甕の口

縁部片（848）であった。そのほかに土師器甕の底部片（849）が出土している。なお、床面の

－ 272 －

第180図　3区掘立柱建物37実測図（Ｓ=1/60）



西側には被熱痕跡も確認されている。

土器焼成坑34（第186図） 土器焼成坑25の西側で検出された。平面形は不整方形プランで、

やや南側が窄まる形状を呈している。床面中央部には炭化物が多量に検出された。埋土中から

土師器坏の口縁部片（850）と甕の口縁部片（851）などが出土している。

土器焼成坑35（第187図） 土器焼成坑28の北側で検出された。一部を掘立柱建物46に切ら

れている。2基の土器焼成坑が切り合っている状態であり、南側を35Ａ・北側を35Ｂとする。

両者の切り合いの新旧関係は不明である。35Ａは平面形が不整方形プランで土器焼成坑34のよ

うに南側がやや窄まる形状である。床面中央部に炭化物が集中しており、その北側に被熱痕跡

が認められた。35Ｂはおそらく平面形が不整円形プランと考えられるが、残存状況が悪く、西

側の形状がわからなくなっていた。床面には部分的に炭化物が集中する箇所がみられ、被熱痕

跡は東側にやや集中する。埋土中からは土師器壺の底部片（852）などが出土している。

土器焼成坑47（第188図） 土器焼成坑69の南西部で検出された。溝状遺構によって北側を
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削平されており、平面形ははっきりわからなくなっていた。床面の炭化物は南側に集中して検

出されたが、もともとは全面に広がっていたものと考えられる。埋土中からは土師器坏の口縁

部片（853）などが出土している。

土器焼成坑52（第189図） 土器焼成坑34の北西部で検出された。一部を掘立柱建物41に切

られている。平面形は不整円形プランで床面南側に炭化物が検出され、北側には被熱痕跡が認

められた。埋土中からは須恵器坏身の口縁部片（854）や土師器壺の底部片（855）などが出土

している。

土器焼成坑69（第190図） 土器焼成坑25の南側で土器焼成坑47の東側で検出された。東側

を土器焼成坑24に西側を掘立柱建物22と43に切られている。本遺構は土器焼成坑24の掘削作業

中に検出された遺構である。平面形は不整方形プランで床面には広い範囲で被熱痕跡が認めら

れた。埋土中からは土師器甕の底部片（856）などが出土している。

土器焼成坑66（第191図） 竪穴住居51の西側で検出された。南西側に撹乱を受けているが、

平面形は不整円形プランのものと考えられる。本調査区の土器焼成坑の中で最も多くの遺物が
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出土したが、土師器坏の口縁部片（857）、甕の口縁部片（858・859）、甑の底部片（860）以外

には図化に耐えうる資料はなかった。炭化物は床面全体に広がっており、被熱痕跡は南東側で

認められた。

土器焼成坑24（第192図） 土器焼成坑69の東側で検出され、土器焼成坑69を切って、掘立柱建

物22に切られる。平面形は不整楕円形プランで、床面の西側に炭化物の集中する箇所と被熱痕跡

が検出された。埋土中には炭化物が非常に多く含まれており、土師器片なども出土したが図化に

耐えうるものはなかった。

土器焼成坑28（第193図） 土器焼成坑35の南側で検出され、掘立柱建物46に切られる。平

面形は不整方形プランだが、ほかの方形プランのものと比べると窄まる部分がなく、規模もや

や大きめである。床面の南側に炭化物の集中する箇所が、北側には土器片が集中する箇所が認

められた。その他に埋土中からも土師器片が出土したものの、図化に耐えうるものはなかった。
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土器焼成坑61（第194図） 掘立柱建物21の南側で検出された。本調査区で最も南側に位置

する土器焼成坑である。南側が削平を受けているが、平面形は不整円形プランを呈すると考え

られる。床面の北側に炭化物の集中する箇所が認められた。埋土中から土師器片が少量出土し

たが図化に耐えうる資料はなかった。

土器焼成坑67（第195図） 土器焼成坑28の南側で検出された。平面形は不整円形プランを

呈する。床面の南側に被熱痕跡が確認された。遺構埋土中からは遺物は出土していない。
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土器焼成坑59（第196図） 竪穴住居60の南側で検出された。南側が撹乱を受けているが、

平面形は不整円形プランのものと考えられる。床面北側に炭化物の集中する箇所が認められ、

東側には土器片が集中していたが、図化に耐えうる資料はなかった。

土器焼成坑70（第197図） 宮崎県報告掘立柱建物5の付帯柵列の内側で検出された。本調査

区で最も規模が小さく、最も北側で検出された土器焼成坑である。平面形は不整円形プランを

呈する。床面中央付近に炭化物の集中する箇所が認められた。遺構埋土中から遺物は出土して

いない。

第4項　その他の土坑

土坑については性格が推定できるものとできないものがあった。土坑10・14・15・16・18・
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23は巨大で不整形な土坑である。小規模の溝状遺構を付設しており、いくつかはその溝状遺構

によって連結する状況も見られた。また床面には小規模な掘り込みが不規則に検出されている。

後述する土層観察などの特徴から粘土を貯蔵した遺構の可能性が考えられる。土坑7・49は大

量の土器片を含む巨大な土坑で、廃棄土坑と考えられるものである。土坑64・17・19について

はどのような性格を持つものかわからなかった。以下に個別の報告を行う。

土坑10（第198図） 溝状遺構11の南側で検出された。掘立柱建物57に切られている。平面

形は不整楕円形を呈しており、長軸は6.2ｍで短軸は2.55ｍ、検出面からの深さは0.25ｍを測る。

南東側と南西側には長さ0.35ｍ、幅0.24～0.28ｍの溝状遺構が付設していた。なお、北側の溝状

遺構は溝状遺構11を切っており、西側の溝状遺構は土坑14につながっている。床面には10数基

の小規模な堀込みが不規則にみられる。これらのいくつかは中世の掘立柱建物57の柱穴も含ま

れており、中世の遺構が混在している可能性も考えられる。また壁の立ち上がりは不整形で箇

所によって形状が一様ではない。遺構埋土には粘性の高いシルト質土が下層に堆積していた。

埋土中からは土師器片などが出土しているが、図化に耐えうるものはなかった。

土坑14（第199図） 調査区西側付近で溝状遺構11と切り合い関係にあり、その新旧関係は

土層観察から溝状遺構11よりも新しいことが確認されている。また南東部にある土坑10と小規

模な溝状遺構によってつながっている。平面形は不整楕円形を呈しており、長軸は5.1mで短軸

は3m、検出面からの深さは0.3mを測る。床面には小規模な掘り込みが数基確認されている。

これらの中には前述のとおり、中世の柱穴が混在している可能性がある。また壁の立ち上がり

は不整形で箇所によって形状が一様ではない。遺構埋土には粘性の高いシルト質土が下層に堆

積している。埋土中からは須恵器坏身の底部片（861）・土師器壺の胴部片（862）・甕（863）
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第191図　3区土器焼成坑66実測図（Ｓ=1/30）、出土遺物実測図（Ｓ=1/3）



などが出土している。

なお、本遺構から出土した須恵

器の破片が土坑23から出土した須

恵器の破片と接合関係にあったこ

とが確認されている。

土坑15・16（第200・201図）

調査区の最も南側で検出された遺

構である。北側が土坑15で南側が

16である。両者は長さ0.37ｍ、幅0.3

～0.5ｍの溝状遺構でつながってい

る。土坑15は北側が溝状遺構14と

切り合い関係にあったが、新旧関

係は明確に把握できなかった。平

面形は不整方形プランを呈してお

り、長軸は3.2ｍで短軸は2.75ｍ、検

出面からの深さは0.23ｍを測る。床

面には10数基の小規模な堀込みが

不規則にみられる。埋土中からは

土師器高坏（864）などが出土して

いる。土坑16の平面形は不整形な

柄鏡状を呈しており、南側は調査

区の外側に延びている。現状での

長軸は5.8ｍで短軸は2.9m以上、検

出面からの深さは0.27ｍを測る。床

面には不整形な大小の堀込みがみ

られた。埋土中からは土師器片な

どが出土しているが、図化に耐え

うるものはなかった。

土坑18・23（第202図） 土坑19

の北側で検出され、東側が溝状遺

構1、南側が溝状遺構11と切り合い

関係にあったが、これらの新旧関

係については明確に把握できなか

った。北東側が土坑18で南東側が

土坑23である。お互い切り合い関
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第193図　3区土器焼成坑28実測図（Ｓ=1/30）

第192図　3区土器焼成坑24実測図（Ｓ=1/30）



係にあるがこの新旧関係は明確に把握できなかった。土坑18の平面形は不整形なＬ字型を呈し

ている。長軸は7.7ｍで短軸は6.1ｍ、検出面からの深さは0.24ｍを測る。床面には不整形な大小

の掘り込みが10数基みられた。南西側には長軸4.6ｍ、短軸2.75ｍの巨大な掘り込みがあり、こ

の部分については別遺構の可能性がある。また幅0.2ｍの溝状遺構が付設していた。遺構埋土

は黄灰色粘土が上部にみられ、その下から検出された暗灰黄色粘土層を鍬のような工具ではつ

ったような痕跡が確認された。またその下層にも一部灰色粘土が堆積していた。埋土中からは

土師器甕の口縁部片（865）や底部片（866）、鉄滓などが出土している。土坑23の平面形は不

整惰円形を呈しており、長軸は2.5ｍで短軸は1.4ｍ、検出面からの深さは0.13ｍを測る。床面の

両端部には大小の堀り込みがみられ、その深さは0.07ｍを測る。埋土中からは須恵器坏蓋の口

縁部片（867）、土師器片、鉄滓などが出土している。なお、前述のとおり本遺構から出土した

須恵器の破片が土坑14から出土した須恵器の破片と接合している。

第Ⅳ章　3区の調査成果

－ 281 －

第194図　3区土器焼成坑59実測図（Ｓ=1/30）

第195図　3区土器焼成坑61実測図（Ｓ=1/30）

第196図　3区土器焼成坑67実測図（Ｓ=1/30）
第197図　3区土器焼成坑70実測図（Ｓ=1/30）



土坑7（第203～205図） 土坑49の南側で検出され、西側が溝状遺構12と切り合い関係にあ

り、遺構埋土の観察からは溝状遺構12を切っている様子が見られた。平面形は不整楕円形を呈

しており、長軸は4.5ｍで短軸は3.08ｍ、検出面からの深さは0.23ｍを測る。埋土中からは須恵

器坏蓋（868・869）・坏身（870～872）・甕（873）、土師器坏（874）・高坏（875～877）・

鉢（878）・甕（879～886）・甑（887）、支脚（888）、砥石（889）などが出土している。869

は内面に同心円の当て具痕が見られる。878・879・882～883は粘土紐の接合痕が見られる。

土坑49（第206～209図） 竪穴住居跡36の南側で検出され、北側を溝状遺構6・74などと切

り合い関係にあったが、これらとの新旧関係は明確に把握できなかった。平面形は不整半月状

を呈しており、東側が調査区の外に伸びている。現状での長軸は4.92ｍ以上で短軸は3.32ｍ、

検出面からの深さは0.14ｍを測る。埋土中からは須恵器坏蓋（890・891）・坏身（892・

893）・高坏（894・895）・甕の胴部片（896）、土師器坏（897・898）・高坏（901～904）・

鉢（905）・壺（906）・甕（907～924）・甑（925～927）、支脚（928・929）、敲石（930）、鉄

鏃片（931）、鉄滓などが出土している。これらの中には溝状遺構6・74の遺物も一部混入して

いる可能性がある。907～910は粘土紐の接合痕が見られる。
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第198図　3区土坑10実測図（Ｓ=1/30）
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第199図　3区土坑14実測図（Ｓ=1/60）、出土遺物実測図（Ｓ=1/3）



土坑64（第210図） 掘立柱建物跡37の北

東側で検出された。平面形は不整楕円形を

呈しており、長軸は4.08ｍで短軸は2.72ｍ、

検出面の深さは0.28ｍを測る。両端部にテラ

スがみられる。土坑7・49と規模や平面形態

が似ているため、廃棄土坑の性格が考えら

れるが、遺物量は両者に比べると少ない。

埋土中からは須恵器坏蓋の口縁部片（932）・

坏身の口縁部片（933）・甕の胴部片（932

～934）、土師器坏（935）・甕（936～938）、

鉄鏃（939）、鉄滓などが出土している。
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第200図　3区土坑15･16実測図（Ｓ=1/60）

第201図　3区土坑15 出土遺物実測図（Ｓ=1/3）
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第202図　3区土坑18･23実測図（Ｓ=1/30）、出土遺物実測図（Ｓ=1/3）
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第203図　3区土坑7実測図（Ｓ=1/30）
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第204図　3区土坑7出土遺物実測図①（Ｓ=1/3）



土坑17（第211図） 土坑11の東側で検出され、北側が溝状遺構1と切り合い関係にあったが、

この明確な新旧関係は把握できなかった。現状で平面形は不整楕円形を呈しており、長軸は

1.72ｍ以上で短軸は1.14ｍ、検出面からの深さは0.26ｍを測る。南側にはテラスがあり、床面部

分はさらに大きく一段下がる。南側ほど大きくないが、北側も一段下がって若干オーバーハン

グしており、土師器甕（940）がつぶれた状態で検出された。そのほかにも埋土中から土師器

片などが出土したが、図化に耐えうるものはなかった。

土坑19（第212図） 土坑18・23の北側で検出され、中世の井戸11に南東部分を切られてい

る。現状で平面形は不整楕円形に復元され、長軸は1.78ｍで短軸は1.16ｍ、検出面からの深さ

は0.23ｍを測る。床面には大小の掘り込みが3基みられる。遺構埋土には地山の土に似た黄褐

色土を多く含んでいた。埋土中からは須恵器坏身（941）や土師器片などが出土している。な

お、本遺構から出土した須恵器の破片が溝状遺構14から出土した須恵器の破片と接合関係にあ

ったことが確認されている。
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第205図　3区土坑7出土遺物実測図②（Ｓ=1/3・1/2）
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第206図　3区土坑49実測図（Ｓ=1/30）、出土遺物実測図①（Ｓ=1/3）
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第207図　3区土坑49出土遺物実測図②（Ｓ=1/3）
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第208図　3区土坑49出土遺物実測図③（Ｓ=1/3）



第5項　溝状遺構（第213図）

調査区の北西部以外の箇所で多くの溝状遺構が検出された全部で15条を数える。すべての溝状

遺構から遺物が出土したわけではなく、時期の特定できないものこれに含まれている。

溝状遺構のうち1・3・11・14については本調査区の東側に位置する1区や西側に位置する宮崎

県埋蔵文化財センターの調査区にも続いている。溝状遺構5・71・74については本調査区から派

生して宮崎県埋蔵文化財センターの調査区へ延びる溝状遺構である。溝状遺構の埋土中からは

多くの遺物が出土しており、特に溝状遺構3・5・6・11については遺物量が非常に多い。また床

面からやや浮いた状態で出土する遺物ばかりであった。溝状遺構がある程度埋まってしまった

状態で遺物が廃棄されたような状況が想定される。これらの用途については排水や区画などが

考えられる。以下に主要な溝状遺構について個別に報告を行う。またその中で宮崎県埋蔵文化

財センターの調査区の溝状遺構（以下県報告SEとする）との遺構番号の対応を示す。

溝状遺構1（第214・216図） 調査区の南側で検出され、北～南方向に伸びる溝状遺構で溝

状遺構14に切られている。幅0.7～0.4ｍで検出面からの深さは0.3ｍ前後を測る。断面形態は逆

台形状を呈している。埋土中からは土師器横瓶（950）、支脚（951）、須恵器片などが出土して

いる。なお、本遺構に伴うかは不明だが尾鈴山酸性岩製のスクレイパーが出土している。

溝状遺構14（第214・215図：県報告SE2） 本調査区においては東～西方向に伸びる溝状遺

構で県調査区部分に入ったところでカーブして方線を南～北方向に変えている。幅0.9～0.6ｍ

で、検出面からの深さは0.35ｍ前後を測るが、部分的に深くなる箇所もある。断面形態は逆台
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第209図　 3区土坑49出土遺物実測図④（Ｓ=1/3・1/2）
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第210図　3区土坑64実測図（Ｓ=1/30）、出土遺物実測図（Ｓ=1/3・1/2）
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第211図　3区土坑17実測図（Ｓ=1/30）、出土遺物実測図（Ｓ=1/3）

第212図　3区土坑19実測図（Ｓ=1/30）、出土遺物実測図（Ｓ=1/3）
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第213図　3区溝状遺構配置図（Ｓ=1/350）
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第215図　3区溝状遺構14出土遺物実測図（Ｓ=1/3・1/2）

第214図　3区溝状遺構1 14 土層断面図（Ｓ=1/20）



形～U字形を呈している。埋土中からは須恵器坏蓋（942）・坏身（943）、土師器高坏

（944）・甕の口縁部片（945・946）・壺（947・948）、敲石（949）、鉄滓などが出土している。

なお、前述のとおり、本遺構から出土した須恵器の破片が土坑19から出土した須恵器の破片と

接合している。

溝状遺構3（第217図：県報告SE2又はSE20） 調査区の中央部よりやや南側にある溝状遺

構71の南側で検出された東～西方向に伸びる溝状遺構で、県調査区部分で県報告SE2と合流す

第Ⅳ章　3区の調査成果
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第216図　3区溝状遺構1出土遺物実測図（Ｓ=1/3・2/3）
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第217図　3区溝状遺構3土層断面図（Ｓ=1/20）、出土遺物実測図（Ｓ=1/3）
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第218図　3区溝状遺構11土層断面図（Ｓ=1/20）、出土遺物実測図（Ｓ=1/3）



るのか県報告SE20へとつながる溝状遺構なのか、ちょうど合流部分に県報告土坑7があり、判

断を難しくしている。幅は1.4～0.9ｍで検出面からの深さは0.6ｍ前後を測る。東側から西側に

向けて床面がやや下がっていく傾向が見受けられた。テラスが部分的に設けられているため、

不整形であるが断面形態は逆台形～U字形を呈している。遺物が多く出土しており、須恵器の

坏蓋（953～956）・坏身（957～961）・高坏（962・963）、土師器甕（964・965）、鉄滓なども

出土している。本調査区の中でもっとも須恵器の坏身・坏蓋が多く出土した遺構である。953

は内面に同心円の当て具痕が見られる。960・961は外面にヘラ記号が見られる。964は粘土紐

の接合痕が明瞭である。

溝状遺構11（第218図：県報告SE9） 溝状遺構14の北側で検出された東～西方向に伸びる

溝状遺構である。幅は1.8～1.4ｍで検出面からの深さは0.6ｍ前後を測る。広い範囲でテラスが

設けられており、二段の逆台形～U字形を呈している。埋土中には多くの遺物が出土しており、

須恵器高坏（966）、土師器坏（967）・甕（968～976）などが出土している。969・970・972は

粘土紐の接合痕が見られる。

溝状遺構12（第219図） 調査区の中央付近から北～南方向に伸びる溝状遺構で、調査区の

北側付近で溝状遺構6に切られている。幅は0.6～0.4ｍで検出面からの深さは0.45ｍ前後を測る。

断面形態は逆台形～U字形を呈している。本遺構は方線を考えると溝状遺構1の延長上に当た

る可能性も考えられる。埋土中からは須恵器坏蓋（977）・坏身（978・979）、土師器片、鉄滓

などが出土している。977は天井部に扁平なつまみが確認される。

溝状遺構5（第220・221図：県報告SE25又はSE28） 溝状遺構74の南側で検出された東～

西方向に伸びる溝状遺構である。本調査区においては8.3ｍほどの長さであり、幅は0.8～0.6ｍ
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第219図　3区溝状遺構12土層断面図（Ｓ=1/20）、出土遺物実測図（Ｓ=1/3）
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第220図　3区溝状遺構5出土遺物実測図①（Ｓ=1/3）



で検出面からの深さは0.6ｍ前後を測る。断面形状は逆台形～U字形を呈している。埋土中には

多くの遺物が出土しており、須恵器坏蓋（980）・坏身（981・982）・甕（983）、土師器小型

丸底壺（984・985）・高坏（986～989）・浅鉢（990・991）・鉢（992）・甕（993～995）、敲

石兼砥石（996）、鉄滓などが出土している。992は口縁部の一部が注ぎ口のように屈曲してい

る。996は亜角礫を使用する平坦な部分には平滑面が、端部には敲打痕が見られる。

溝状遺構6（第222～223図） 溝状遺構5の北側で検出された。土坑49から東～西方向に伸び、

途中で南～北方向に方線を変える溝状遺構である。幅は0.9～0.6ｍで検出面からの深さは0.3ｍ

前後を測る。断面形状は逆台形～U字形を呈している。埋土中には多くの遺物が出土しており、

須恵器坏蓋（997～999）・坏身（1000）・甕の胴部片（1001）、土師器坏（1002）・高坏

（1003～1006）・甕（1007～1012）・壺（1013～1016）・甑（1017）、支脚（1018）、鉄滓など

が出土している。999は外面にヘラ記号が見られる。1004・1005には内外面に赤色顔料が塗布

されている。1008は粘土紐の接合痕が明瞭である。

溝状遺構48（第224図） 調査区の中央部よりやや北側で検出された。南～北方向に伸びる

溝状遺構で溝状遺構12と方線が似ているが、こちらはやや蛇行気味の平面形を呈している。幅

は0.4～0.3ｍで検出面からの深さは0.1ｍ前後を測る。断面形状は逆台形～Ｕ字形を呈している。
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第221図　3区溝状遺構5出土遺物実測図②（Ｓ=1/3・1/2）



埋土中からは須恵器長頸壺（1019）・器種不明品（1020）、土師器甕（1021）などが出土して

いる。1020は口縁部片で風化が著しく残存状況も悪い。器種・時期もはっきりしていない。外

面には2条の波状の沈線が見られ、その上に円形の粘土を貼り付けて、さらに無数の刺突文を

施している。

溝状遺構74（第225図：県報告SE5） 調査区の最も北側で検出された南～北方向に伸びて

途中で東～西方向に方線を変える溝状遺構で、溝状遺構6に切られていた。県報告SE5と方線

が同じため、同一遺構とも考えられるが合流地点は確認できていない。幅は0.8～0.6ｍで検出

面からの深さは0.25ｍ前後を測る。断面形状は逆台形～Ｕ字形を呈している。埋土中からは須

恵器坏蓋（1022）・ （1023・1024）・甕（1025）、土師器片、鉄滓などが出土している。

1024・1025は外面にヘラ記号が見られる。
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第222図　3区溝状遺構6出土遺物実測図①（Ｓ=1/3）
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第223図　3区溝状遺構6出土遺物実測図②（Ｓ=1/3）
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第225図　3区溝状遺構74出土遺物実測図（Ｓ=1/3）

第224図　3区溝状遺構48出土遺物実測図（Ｓ=1/3）



第3節 中世の遺構と遺物
第1項　掘立柱建物

中世の掘立柱建物跡は5棟検出されている。中世の常滑焼の鉢形土器が出土した掘立柱建物56

以外は時期の断定できる遺物が出土しなかったが、ここで報告する掘立柱建物跡の遺構埋土は全

て同じだったため同時期の遺構と判断した。全体的な特徴としては柱穴の規模が古墳時代のもの

より小規模なものが多い。以下に個別の報告を行うが、規模等については表34を参照のこと。

掘立柱建物57（第226図） 4間×2間の建物である。桁行についてはまだ伸びる可能性も考

えられる。西側は総柱になっていた。

掘立柱建物56（第227図） 掘立柱建物21の南側で検出され、掘立柱建物55と切り合い関係

にあるが新旧関係は不明である。2間×2間の総柱の建物である。柱穴の埋土中からは前述のと

おり常滑焼の鉢形土器（1026・1027）が出土している。

掘立柱建物21（第228図） 掘立柱建物55の北側で検出された。桁行3間、梁行は東側2間、

西側1間の建物である。柱穴の平面形が不整形なので、柱を抜き取られた可能性が考えられる。

掘立柱建物68（第229図） 掘立柱建物21の南西部で検出され、1間×1間の建物である。

掘立柱建物55（第230図） 2間×1間の建物である。
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第226図　3区掘立柱建物57実測図（Ｓ=1/60）
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第227図　3区掘立柱建物56実測図（Ｓ=1/60）、出土遺物実測図（Ｓ=1/3）
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第229図　3区掘立柱建物69実測図（Ｓ=1/60）

第228図　3区掘立柱建物21実測図（Ｓ=1/60）
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第232図　3区土坑50実測図（Ｓ=1/30）、出土遺物実測図（Ｓ=1/3）

第231図　3区井戸11実測図（Ｓ=1/30）

第230図　3区掘立柱建物55実測図（Ｓ=1/60）



第2項　井戸状遺構（第231図）

溝状遺構1や土坑19を切っている。平面形は不整円形プランを呈しており、長軸は1.86ｍで

短軸は1.78ｍ、検出面からの深さは0.68ｍを測る。豊富な水量をほこる井戸状遺構である。

第3項　土坑（第232図）

竪穴住居跡60を切っている。平面形は不整円形を呈し、長軸は0.66ｍで短軸は0.56ｍ、検出面

からの深さは0.1ｍを測る。床面から底部に糸切りの痕跡のある土師器坏2点が出土している。

第4節　その他の遺構と遺物
第1項　不明遺構（第233図）

不整形な楕円形プランを呈しており、長軸は0.2ｍで短軸は0.12ｍ、検出面からの深さは0.04

ｍで床面から壁面はやや赤化していた。本遺構の周辺には被熱のためか赤化箇所がブロック状

に分布する。遺構埋土から鉄滓が1点出土してい

る。鍛冶遺構の可能性が考えられる。

第2項　弥生時代の遺物（第234図）

確実に古墳時代以前の遺物として認識される

資料をここで報告する。弥生土器に関しては遺

構検出層の中から出土する様子が見られた。

1030・1031は弥生土器の甕の口縁部片である。

一条の突帯を巡らせ、胎土にキンウンモが含ま

れる。1032・1033は方形抉入の石包丁である。
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第233図　3区不明遺構58実測図（Ｓ=1/30）

第234図　3区出土弥生時代遺物実測図（Ｓ=1/3・2/3）
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第33表　竪穴住居一覧表
【3区】

掲載頁

p.253
p.254
p.256
p.257

第159図
第161図
第163図
第164図

竪穴住居36
竪穴住居51
竪穴住居4
竪穴住居60

4.1以上
4.95
3.15
3.6

2.7以上
4.8
3.1
3.3

11.07以上
23.76
9.77
11.88

Ｎ－88°－Ｗ
Ｎ－63°－Ｗ
Ｎ－87°－Ｅ
Ｎ－21°－Ｗ

土器埋設炉
土器埋設炉

炉
炉

北半部消失
掘立柱建物74に切られる
掘立柱建物8に切られる
土坑50に切られる

古墳

図番号 遺構番号
規模

主軸方向 火処 備考 時代
長辺（ｍ） 短辺（ｍ） 床面積（㎡）

第35表　土器焼成坑一覧表
【3区】

掲載頁

p.276
p.276
p.277
p.277
p.277
p.277
p.278
p.278
p.279
p.280
p.280
p.281
p.281
p.281
p.281

第184図
第185図
第186図
第187図
第187図
第188図
第189図
第190図
第191図
第192図
第193図
第194図
第195図
第196図
第197図

土器焼成坑25 
土器焼成坑27
土器焼成坑34

土器焼成坑35Ａ
土器焼成坑35Ｂ
土器焼成坑47 
土器焼成坑52
土器焼成坑69
土器焼成坑66
土器焼成坑24
土器焼成坑28
土器焼成坑61
土器焼成坑67
土器焼成坑59
土器焼成坑70

2.06
0.88
1.09
0.92
1.30
1.34
1.51
1.32
1.89
1.14
1.96
1.19
0.90
1.66
0.87

1.96
0.80
0.90
0.81
0.98
0.88
1.23
1.26
1.56
0.79
1.31
0.89
0.82
1.46
0.82

0.22
0.06
0.20
0.16
0.06
0.08
0.06
0.26
0.10
0.15
0.09
0.03
0.16
0.06
0.04

円形
円形
方形
方形
方形

楕円形
円形
方形
円形

楕円形
方形
円形
円形
円形
円形

○
○
×
○
○
×
○
○
○
○
×
×
○
×
×

○
○
×
×
×
×
○
○
○
○
×
×
○
×
×

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

掘立柱建物跡43に切られる

土器焼成坑35Ａと切り合い
土器焼成坑35Ｂと切り合い
溝状遺構72に切られる

土器焼成坑24に切られる
南西部を消失

南半部を消失

古墳

図番号 遺構番号
規模

形態
被熱

炭化物 土師器片
床 壁

備考 時代
長辺（ｍ） 短辺（ｍ） 深さ（ｍ）

第34表　掘立柱建物一覧表
【3区】

掲載頁

p.258
p.260
p.262
p.263
p.264
p.265
p.266
p.268
p.269
p.270
p.270
p.271
p.272
p.273
p.274
p.275
p.306
p.307
p.308
p.308
p.309

第165図
第167図
第169図
第170図
第171図
第172図
第173図
第175図
第176図
第177図
第178図
第179図
第180図
第181図
第182図
第183図
第226図
第227図
第228図
第229図
第230図

掘立柱建物30 
掘立柱建物63
掘立柱建物41
掘立柱建物42
掘立柱建物43
掘立柱建物44
掘立柱建物46
掘立柱建物8
掘立柱建物40
掘立柱建物26
掘立柱建物54
掘立柱建物22
掘立柱建物37
掘立柱建物45
掘立柱建物74
掘立柱建物75
掘立柱建物57
掘立柱建物56
掘立柱建物21
掘立柱建物68
掘立柱建物55

6間×2間
2間以上×2間

2間×2間
2間×2間
2間×2間
2間×2間
2間×2間
4間×3間
4間×3間
4間×3間

3間以上×3間
2間×2間
3間×2間
3間×2間
3間×2間
3間×2間
4間×2間
2間×2間
3間×2間
1間×1間
2間×1間

9.8
2.9以上

4.8
4.5
4.2
3.8
5.9
6.9
6.6
5.1

4.1以上
6
6.2
4.4
5
4.8
6
3.6
5.1
2.8
3.7

4.4
4.2
4.3
3.2
3
3.1
3.5
4.6
4.1
3.7
3.3
3
4.2
3.4
3.4
3.3
2.7
3
3
2
2.1

43.12
12.18以上

20.64
14.4
12.6
11.78
20.65
31.74
27.06
18.87

13.58以上
18

26.04
14.96
17

15.84
16.2
10.8
15.3
5.6
7.77

Ｎ－58°－Ｗ
Ｎ－56°－Ｗ
Ｎ－84°－Ｗ
Ｎ－20°－Ｅ
Ｎ－25°－Ｅ
Ｎ－3°－Ｅ
Ｎ－20°－Ｅ
Ｎ－74°－Ｗ
Ｎ－82°－Ｅ
Ｎ－85°－Ｗ
Ｎ－78°－Ｅ
Ｎ－15°－Ｅ
Ｎ－84°－Ｅ
Ｎ－7°－Ｅ
Ｎ－34°－Ｗ
Ｎ－79°－Ｗ
Ｎ－63°－Ｗ
Ｎ－26°－Ｅ
Ｎ－77°－Ｗ
Ｎ－48°－Ｗ
Ｎ－36°－Ｗ

炉跡有・部分布堀
部分布堀・木柱残存
総柱
総柱
総柱
総柱
総柱

桁行5間の可能性有

古墳

中世

図番号 遺構番号 桁行間×梁行間 主軸方向 備考 時代桁行間
（ｍ）

梁行間
（㎡）

身舎面積
（㎡）
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第36表　出土土器観察表①
【3区】

掲載頁
図番号

番
号

遺構等
種　別
器　種

法量㎝（ ）：復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上：㎜ 下：量）
備　考

実測
番号外面 内面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ口径 底径 器高 外面 内面

p.253
第160図

802

803

804

805

806

807

808

809

810

811

812

813

814

815

816

817

818

819

820

821

823

824

825

826

827

828

830

831

832

833

834

835

837

838

竪穴住
居36

p.255
第162図

竪穴住
居51

p.256
第163図

竪穴住
居4

p.257
第164図

竪穴住
居60

p.259
第166図

掘立柱
建物30

p.260
第167図 掘立柱

建物63

p.263
第170図 掘立柱

建物42

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

須恵器
坏身

須恵器
提瓶

須恵器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

須恵器
甕

土師器
坏

土師器
坏

土師器
高坏

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甑

須恵器
短頸壺
土師器

甕
土師器

甕
土師器

壺
土師器

甕
土師器

壺
土師器

甕
須恵器
短頸壺
土師器
高坏

土製品
支脚

土師器
高坏

土師器
甕

土師器
高坏

土師器
甕

（20.4）

－

－

－

（7.4）

－

（15.0）

－

－

－

－

（24.0）

（10.4）

10.5

－

－

－

（17.6）

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

10.1

4.3

5.7

－

－

－

－

12.3

（8.7）

9.2

5.1

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

3.8

5.5

－

－

（17.6）

（10.2）

－

（8.0）

13.0

－

－

－

－

－

（13.0）

（8.3）

（3.6）

（3.9）

－

－

3.3

4.5

－

－

－

－

（5.4）

（9.6）

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

にぶい黄橙
10YR7/2
にぶい橙
7.5YR7/4

褐灰
10YR5/1

灰
N6/
灰赤

10R5/2
灰

7.5Y5/1
橙

5YR7/6
浅黄橙

7.5YR8/6
灰白

2.5YR8/1
浅黄橙

7.5YR8/4
浅黄橙

10YR8/3
灰白

2.5YR8/2
黄灰

2.5YR6/1
浅黄橙

10YR8/3
橙

5YR7/6
にぶい黄橙
10YR7/4

黄橙
10YR8/6
にぶい黄橙
10YR7/2
にぶい黄橙
10YR6/4

橙
5YR7/8 
灰白
N7/0
橙

5YR6/6
橙

5YR7/8
灰白

10YR8/2
橙

5YR7/8
橙

2.5YR7/6
淡赤橙

2.5YR7/4
灰
N6/
灰白

10YR8/2
明赤褐
5YR6/5
浅黄橙

10YR8/3
黄橙

7.5YR7/8
橙

5YR7/8
橙

2.5YR7/6

褐灰
10YR4/1
明褐灰

7.5YR7/1
浅黄橙

7.5YR8/4
灰
N6/ 
灰
N5/
灰白
N7/

浅黄橙
10YR8/4

褐灰
10YR5/1

灰白
2.5YR7/1
浅黄橙

7.5YR8/3
灰

7.5Y5/1
灰白

5YR8/1
浅黄橙

10YR8/4
浅黄橙

10YR8/3
橙

5YR7/6
浅黄橙

10YR8/3
にぶい橙
7.5YR7/4

灰白
10YR7/1

灰
N4/
灰白

2.5YR8/1 
灰白
N7/0
橙

5YR7/6
浅黄橙

10YR8/4
灰黄

2.5YR6/2
灰

7.5YR4/1
褐灰

10YR6/1
灰白

10YR8/2
灰
N6/

にぶい黄橙
10YR7/2

－
－

浅黄橙
10YR8/3

灰
N5/
橙

5YR7/6
橙

7.5YR7/6

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

不良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

ナデ、工具ナ
デ

ヨコナデ、ナ
デ

ナデ ナデ

ナデ ナデ

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ

カキメ 同心円当て具

ナデ ナデ

ナデ ナデ

ナデ ナデ

？ ？

タタキか ナデ

ヨコナデ、カ
キメ ヨコナデ

丁寧なナデ、静止
ヘラケズリ後ナデ 丁寧なナデ

ナデ、静止ヘ
ラケズリ ナデ

ナデか 指オサエ、ナ
デか

ヨコナデ、ナ
デ ナデ

ヨコナデ、ナ
デ ナデ

ヨコナデ、工
具ナデ

ナデ、工具ナ
デ

工具ナデか ナデか

ハケメ後ナデ ナデ

回転ナデ 回転ナデ

ヨコナデ ヨコナデ

ナデか ナデか

ナデか ナデか

指オサエ ナデか

ナデか、指オ
サエ ナデか

5
多
4
多
5
多

6
多
4
多
6
多
5
多
4
多

4
多
2
多
5
多
3
多
5
少
2
少
4
多

3
少
3
多
2
多
5
多
4
多
5
多

3
多

1
少
2
少
4
多
2
少

1
僅
2
少
微
僅

1
僅
微
僅

微
僅
1
少
1
少
2
少

1
僅

3
多

2
多

1
少

1
僅

土器埋設炉埋設土器、底
部木葉圧痕有

土器埋設炉埋設土器（上）

12

16

17

62

63

61

27

23

26

24

25

9

210

7

211

209

208

207

212

8

64

216

215

213

214

152

29

70

30

220

223

224

222

221

※胎土　A：宮崎小石　B：長石・石英　C：輝石・角閃石　D：雲母　E：黒染

土器埋設炉埋設土器（下）

円形浮文有

底部木葉圧痕有

底部木葉圧痕有

底部木葉圧痕有、内外面
風化

外面ヘラ記号有

内外面風化

接合痕明瞭

内外面風化

桟渡しの小孔有

内外面風化

羽状の刻目有、内外面風
化
底部木葉圧痕有、内外面
風化

内外面風化

ナデ ナデ 土器埋設炉埋設土器、底
部木葉圧痕有

回転ナデ 回転ナデ

？ ナデ 内面風化

指オサエ －

ナデ、ヨコナ
デ

ナデ、ヨコナ
デ 内外面赤彩

ナデ ナデ 底部木葉圧痕有

ナデ ナデ

ナデ 工具ナデ 底部木葉圧痕有

（6.0）
（厚）

（4.6）
（幅）

（4.7）
（長）
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第37表　出土土器観察表②
【3区】

掲載頁
図番号

番
号

遺構等
種　別
器　種

法量㎝（ ）：復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上：㎜ 下：量）
備　考

実測
番号外面 内面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ口径 底径 器高 外面 内面

p.264
第171図

839

840

841

842

843

844

845

846

847

848

849

850

851

852

853

854

855

856

857

858

859

860

861

862

863

864

865

866

867

868

869

870

871

872

掘立柱
建物43

p.268
第175図 掘立柱

建物8

p.271
第179図

掘立柱
建物22

p.273
第181図

掘立柱
建物45

p.276
第184図 土器焼

成坑25

p.276
第185図 土器焼

成坑27

p.277
第186図 土器焼

成坑34

p.277
第187図

土器焼
成坑35

p.277
第188図

土器焼
成坑47

p.278
第189図 土器焼

成坑52

p.278
第190図

土器焼
成坑69

p.279
第191図

土器焼
成坑66

p.283
第199図

土坑14

p.284
第201図

土坑15

p.285
第202図

土坑18

p.287
第204図

土坑7

須恵器
坏身

土師器
坏

土師器
壺

須恵器
坏蓋

須恵器
高坏

須恵器
甕

須恵器
坏身

土師器
高坏

土師器
壺

土師器
甕

土師器
甕

土師器
坏

土師器
壺

土師器
壺

土師器
坏

須恵器
坏身

土師器
壺

土師器
甕

土師器
坏

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甑

須恵器
坏身

土師器
壺

土師器
甕

土師器
高坏

土師器
甕

土師器
甕

須恵器
坏蓋

須恵器
坏蓋

須恵器
坏蓋

須恵器
坏身

須恵器
坏身

須恵器
坏身

（13.2）

－

－

（9.4）

－

－

－

－

－

（16.2）

－

－

（13.2）

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

（16.8）

（20.6）

（16.2）

－

－

－

（13.0）

（12.0）

（13.3）

（12.4）

－

－

4.8

－

－

－

－

－

－

－

（4.4）

－

－

（3.2）

－

－

（7.4）

（12.2）

－

－

－

－

（8.8）

－

（6.4）

（13.3）

－

（8.8）

－

－

－

－

－

－

－

－

－

（1.3）

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

（22.0）

（17.6）

－

－

－

－

4.1

－

－

3.5

オリーブ灰
2.5GY6/1

橙
5YR7/8
浅黄橙

10YR8/3
青灰

5PB6/1
オリーブ灰
2.5GY5/1

灰
N6/
灰

5Y4/1
橙

2.5YR7/6
灰白

5GY8/1
灰白

7.5YR8/2
橙

5YR7/8
橙

2.5YR6/8
灰
N5/
橙

5YR6/8
黄橙

10YR8/8
灰
N6/

浅黄橙
10YR8/4

灰白
7.5YR8/1
浅黄橙

7.5YR8/4
褐灰

10YR5/1
にぶい橙
5YR7/4
浅黄橙

10YR8/3
灰白

7.5Y8/1
浅黄橙

7.5YR8/6
灰白

10YR8/2
浅黄橙

10YR8/3
灰白

7.5YR8/2
灰白

2.5Y8/1
灰
N6/
灰
N6/
灰
N7/
灰
N4/
灰
N6/
灰白
7/0

灰
N6/
黄橙

7.5YR7/8
灰
N4/
青灰

5PB6/1
オリーブ灰
5GY5/1
灰白
N7/
灰白
5Y8/1
橙

7.5YR7/6
灰白

10YR8/2
灰白

10YR8/2
灰白

10YR8/2
灰
N4/
灰
N5/
橙

5YR6/8
黄橙

10YR8/8
灰
N6/
灰白
N7/

オリーブ黒
5Y3/1
灰白

2.5Y8/2
灰白

2.5Y8/2
灰白

2.5Y8/2
灰白

7.5YR8/2
灰白

7.5Y8/1
浅黄橙

7.5YR8/3
灰白

10YR8/2
淡橙

5YR8/3
にぶい褐
7.5YR6/3
浅黄橙

7.5YR8/3
灰
N6/
灰
N6/
灰
N7/
灰
N6/
灰
N7/
灰白
7/0

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

不良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

ナデか ナデか

ナデ ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ

タタキ後ハケ
メ 同心円当て具

回転ナデ 回転ナデ

ナデ、指オサ
エ後ナデ

丁寧なナデ、指
オサエ後ナデ

ナデ ナデ

ナデか ナデか

指オサエ後ナ
デか ナデか

ナデか ナデか

ナデ、ヨコナ
デ、工具ナデ ナデ

ナデか ナデか

ナデか ナデか

回転ナデ 回転ナデ

ナデ、指オサ
エ後ナデか

ナデ、指オサ
エか

ナデ、指オサ
エ後ナデ

工具ナデ、ナ
デ

ナデ ナデ

ヨコナデ、ナ
デ ヨコナデ

ヨコナデ、ヨ
コナデ後ナデ ナデ

工具ナデ後ナ
デ、ナデ ナデ

？ ？

ナデか ナデか

ナデ ナデ

？ ？

1
少
1
少

1
少
2
多
2
多
2
多
1
僅
3
多
1
少

3
多
2
少
2
多
2
少
2
少
5
少

3
多
6
多
5
多
6
多
5
多

1
僅
1
僅
2
少
1
僅

1
僅
1
僅

1
少

2
少
2
少

1
少
微
僅
2
少
1
少
1
僅

微
僅
微
僅
3
少

微
僅

2
少
微
僅
2
僅
1
僅
1
僅
1
少

微
僅

2
僅

1
僅
1
僅
1
少

1
少

1
少

微
少
1
多

微
多

内外面風化

71

218

217

66

68

67

72

164

165

162

163

166

161

167

169

48

171

173

154

156

153

155

46

146

145

28

148

149

47

43

42

39

40

41

※胎土　A：宮崎小石　B：長石・石英　C：輝石・角閃石　D：雲母　E：黒染

底部木葉圧痕有

断面赤化（二次的な焼成
か）

内外面風化

内外面風化

内外面風化

内外面風化

内外面風化

底部木葉圧痕有

内外面風化

内外面風化

底部木葉圧痕有

内外面風化

ヨコナデ、工
具ナデ ナデ

ナデか ナデか 底部木葉圧痕有、外面風
化

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ 内面に同心円当て具痕有

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ
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第38表　出土土器観察表③
【3区】

掲載頁
図番号

番
号

遺構等
種　別
器　種

法量㎝（ ）：復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上：㎜ 下：量）
備　考

実測
番号外面 内面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ口径 底径 器高 外面 内面

p.278
第204図

873

874

875

876

877

878

879

880

881

882

883

884

885

886

887

888

890

891

892

893

894

895

896

897

898

899

900

901

902

903

904

905

906

907

土坑7

p.279
第205図

土坑7

p.289
第206図

土坑49

p.290
第207図

土坑49 

須恵器
甕

土師器
高坏

土師器
坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
鉢

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甑

土製品
支脚

須恵器
坏蓋

須恵器
坏蓋

須恵器
坏身

須恵器
坏身

須恵器
高坏

須恵器
高坏

須恵器
甕

土師器
浅鉢

土師器
鉢

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
深鉢

土師器
壺

土師器
甕

－

－

－

－

－

（20.5）

－

－

（17.0）

（17.6）

－

－

－

－

－

11.8 

（13.2）

（11.0）

－

（13.3）

－

－

（17.6）

（17.6）

（13.6）

（14.0）

－

－

－

－

（10.6）

（14.0）

－

－

－

－

9.4

8.0

7.4

－

－

－

－

（7.0）

（3.3）

5.8

10.1

（8.4）

－

－

－

－

6.7

（14.6）

－

（5.4）

－

－

－

－

－

（12.2）

（10.9）

－

－

－

－

－

－

－

－

（10.9）

－

－

－

－

－

－

－

－

－

4.2

3.6

3.5

（3.4）

6.0

－

－

（6.3）

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

灰
N5/1
浅黄橙

7.5YR8/4
黄橙

10YR8/8
橙

5YR7/6
橙

5YR7/6
灰白

10Y8/2
にぶい橙
5YR7/4
にぶい橙
7.5YR7/4
浅黄橙

10YR8/4
褐灰

7.5YR5/1
橙

7.5YR7/6
明黄褐

10YR7/6
浅黄橙

10YR8/4
浅黄橙

10YR8/4
にぶい橙
7.5YR7/4
浅黄橙

10YR8/4
灰
N5/
灰
N6/
灰

10Y5/1
灰
N7/
灰
N6/
灰
N5/
灰白
N7/
黄橙

7.5YR7/8
橙

5YR7/6
淡赤橙

2.5YR7/4
橙

2.5YR6/8
橙

5YR7/8
灰白

10Y8/1
橙

7.5YR7/6
淡橙

5YR8/3
橙

7.5YR7/6
黄橙

10YR8/6
にぶい橙
7.5YR7/4

灰
N6/1
浅黄橙

7.5YR8/4
明黄褐

10YR7/6
橙

5YR7/6
橙

5YR7/6
褐灰

10YR4/1
褐灰

5YR6/1
灰白

7.5YR8/2
灰白

10Y8/2
明褐灰

7.5YR7/1
浅黄橙

7.5YR8/4
灰
N4/

浅黄橙
10YR8/4

灰白
10Y8/2
浅黄橙

7.5YR8/3
－
－
灰
N6/
灰
N7/
灰
N5/
灰
N7/
灰
N6/
灰
N5/
灰
N6/
橙

5YR6/8
灰

7.5Y6/1
暗灰黄

2.5YR5/2
浅黄橙

10YR8/4
灰
N6/
灰白

10Y8/1
橙

7.5YR7/6
灰白

5YR8/1
灰
N4/

浅黄橙
10YR8/3
浅黄橙

10YR8/3

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

タタキ後カキ
メ 同心円当て具

丁寧なナデ 丁寧なナデ

？ ？

ナデか ナデか

指オサエ後ナ
デ、ナデ

工具ナデ、指
オサエ後ナデ

ヨコナデ、ナ
デ ナデ

ナデ ナデ

工具ナデ後ナ
デ

工具ナデ後ナ
デ

ナデ ナデ

ナデか ナデか

ナデ ナデ

ナデか 指オサエ後ナ
デか

ナデか ナデか

ナデ、指オサ
エ後ナデ ナデ

ナデ ナデ

ナデ、指オサ
エ －

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ後ナ
デ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ後ナ
デ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ

ハケメ後タタ
キ 同心円当具

ナデ、指オサ
エか ナデか

ナデ 指オサエの後
ナデ

ナデ ナデか

7
多
2
多
5
多
4
多
5
多
5
少
2
多
4
多
5
多
5
多
2
多
7
多
7
多

1
僅
1
少
2
多
2
多
2
少
2
少
1
少
2
多

3
多
3
多
5
多

微
少

2
多
2
多
2
少

微
僅

3
少

3
少
2
少

微
僅

4
多
1
少
9
僅
3
僅
3
多
3
僅

1
少
2
少
2
少

2
多

1
少
1
少

微
僅

微
多

1
僅

2
少

内外面赤彩

44

142

131

134

135

13

130

132

140

136

144

138

141

137

143

139

33

34

31

32

35

36

37

189

193

178

192

190

191

185

187

179

184

177

※胎土　A：宮崎小石　B：長石・石英　C：輝石・角閃石　D：雲母　E：黒染

内外面風化

底部木葉圧痕有

内外面風化

接合痕明瞭

内外面風化

内外面風化

底部木葉圧痕有

透かし孔有

内外面風化

外面風化

丁寧なナデ ナデ

指オサエ後ナ
デか

指オサエ後ナ
デか 内外面風化

ナデか 指オサエ後ナ
デか 内外面風化

ナデか 指オサエ後ナ
デか 内外面風化

ナデ ナデ 二次的な焼成有

ナデか ナデか 内外面風化

ナデか ナデか 内外面風化

ナデ、ヨコナ
デ ナデか 接合痕明瞭、内面風化

内外面風化

（7.8）
（長）

（5.1）
（幅）

（5.3）
（厚）
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第39表　出土土器観察表④
【3区】

掲載頁
図番号

番
号

遺構等
種　別
器　種

法量㎝（ ）：復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上：㎜ 下：量）
備　考

実測
番号外面 内面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ口径 底径 器高 外面 内面

p.290
第207図

908

909

910

911

912

913

914

915

916

917

918

919

920

921

922

923

924

925

926

927

928

929

932

933

934

935

936

937

938

940

941

942

943

944

土坑49

p.291
第208図

土坑49

p.292
第209図

土坑49

p.293
第210図

土坑64 

p.294
第211図
p.294

第212図
p.296

第215図

土坑17

土坑19

溝状遺
構14

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甑

土師器
甑

土師器
甑

土製品
支脚

土製品
支脚

須恵器
坏蓋

須恵器
坏身

須恵器
甕

土師器
皿

土師器
甕

土師器
壺

土師器
壺

土師器
甕

須恵器
坏身

須恵器
坏蓋

須恵器
坏身

土師器
高坏

（18.6）

（15.7）

（18.6）

（18.2）

（14.4）

－

（23.7）

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

（10.7）

－

－

－

（18.6）

（12.6）

（13.8）

（12.0）

－

－

－

－

－

－

－

－

－

（7.7）

6.8

5.0

（9.2）

11.4

（11.2）

12.1

（12.6）

（9.8）

（8.0）

（6.2）

（8.0）

－

－

－

（6.0）

－

－

（11.4）

7.9

（6.2）

－

（5.4）

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1.7

－

－

－

28.5

3.9

（3.3）

（3.8）

－

浅黄橙
10YR8/3
浅黄橙

7.5YR8/4
橙

2.5YR6/8
にぶい橙
7.5YR7/4

橙
7.5YR7/8

橙
7.5YR7/6

橙
5YR7/6

橙
7.5YR7/6
浅黄橙

7.5YR8/6
褐灰

10YR5/1
にぶい褐
7.5YR6/3

橙
2.5YR6/8
浅黄橙

7.5YR8/6
橙

5YR7/8
橙

5YR7/8
浅黄橙

7.5YR8/6
橙

7.5YR7/6
橙

7.5YR7/6
橙

7.5YR7/6
にぶい橙
10YR7/3
浅赤褐

2.5YR7/4
橙

7.5YR7/6
オリーブ黒
10YR3/1

灰
N6/
灰白
N7/

浅黄橙
7.5YR8/6

橙
5YR7/8

橙
7.5YR7/6
浅黄橙

7.5YR8/6
褐灰

10YR6/1
灰
N7/
灰
N5/

明オリーブ灰
2.5GY7/1

橙
2.5YR6/6

灰白
10Y8/1
灰白

10Y8/1
浅黄橙

10YR8/4
浅黄橙

10YR8/3
浅黄橙

10YR8/4
橙

7.5YR7/6
灰

7.5Y5/1
浅黄
5Y7/3
灰白
N5/
灰白

10YR8/1
褐灰

7.5YR6/1
オリーブ灰
10YR6/2

灰
N4/
黄橙

7.5YR8/8
灰

5Y5/1
灰
N4/

浅黄橙
10YR8/3

灰白
10YR8/2

灰
N4/

にぶい橙
10YR7/3

－
－
－
－
灰
N6/
灰
N6/
灰

5Y5/1
黄橙

7.5YR8/8
橙

5YR7/6
灰

5Y6/1
灰
N5/

灰黄褐
10YR6/2

灰
N6/
灰
N6/
灰白
N7/
淡橙

5YR8/4

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

不良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

工具ナデ ナデ

ナデ ナデ

？ ナデか

ヨコナデ、ナ
デ ナデ

ヨコナデ、ナ
デ ナデ

？ ？

ナデか ナデか

？ ？

ナデ ナデ

工具ナデ ナデ

工具ナデ ナデ

ナデか ナデか

ナデ、指オサ
エ後ナデ

指オサエ後ナ
デ

指オサエ後ナ
デ、ヨコナデ

横ナデ、指オ
サエ後ナデ

ナデか ナデか

ナデか ナデ、指オサ
エ後ナデか

ナデか ナデ、指オサ
エ

ナデか ナデか

ナデ、指オサ
エか

ナデ、指オサ
エか

指オサエ後ナ
デ

指オサエ後ナ
デ、ヨコナデ

ナデ、指オサ
エ －

ナデ、指オサ
エ －

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ

タタキ後ナデ 同心円当て具

？ ？

6
少
6
多
5
多
5
多
6
多
2
多
1
多
3
多
2
多
5
多
5
多
1
多
2
多
3
多
2
少
2
多
2
多
2
多
1
多
2
多
3
多
2
多

微
少
1
少
2
多
5
多
5
多

3
少

2
少

1
少
2
僅
1
少

微
少
1
少
1
少
1
僅
1
僅
2
少
1
少

2
少

2
少
1
少
2
僅
微
僅
微
僅

2
少

3
少
1
僅
微
僅

1
僅

1
僅

1
僅
微
僅

接合痕明瞭

180

205

183

181

194

198

182

200

195

206

203

201

174

204

202

175

176

186

199

188

197

196

50

49

51

160

157

159

158

147

38

85

82

129

※胎土　A：宮崎小石　B：長石・石英　C：輝石・角閃石　D：雲母　E：黒染

内外面風化

内外面風化

内外面風化

内外面風化

底部木葉圧痕有、内外面
風化

底部木葉圧痕有

底部木葉圧痕有

底部木葉圧痕有、内外面
風化

内外面風化

外面風化

内外面風化

内外面風化

内外面風化

？ ？ 内外面風化

ナデか ナデか 内外面風化

ナデか ナデか 内外面風化

工具ナデ後ナ
デ

ナデ、指オサ
エ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

ナデか ナデ、指オサ
エ 内外面赤彩

（9.6）
（長）

（4.6）
（幅）

（5.0）
（厚）

（12.0）
（長）

（5.1）
（幅）

（5.3）
（厚）
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第40表　出土土器観察表⑤
【3区】

掲載頁
図番号

番
号

遺構等
種　別
器　種

法量㎝（ ）：復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上：㎜ 下：量）
備　考

実測
番号外面 内面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ口径 底径 器高 外面 内面

p.296
第215図

945

946

947

948

950

951

953

954

955

956

957

958

959

960

961

962

963

964

965

966

967

968

969

970

971

972

973

974

975

976

977

978

979

980

溝状遺
構14

p.297
第216図 溝状遺

構1

p.298
第217図

溝状遺
構3

p.299
第218図

溝状遺
構11

p.300
第219図

溝状遺
構12

p.301
第220図

溝状遺
構5

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
壺

土師器
横瓶

土製品
支脚

須恵器
坏蓋

須恵器
坏蓋

須恵器
坏蓋

須恵器
坏蓋

須恵器
坏身

須恵器
坏身

須恵器
坏身

須恵器
坏身

須恵器
坏身

須恵器
高坏

須恵器
高坏

土師器
壺

土師器
壺

須恵器
高坏

土師器
坏

土師器
壺

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

須恵器
坏蓋

須恵器
坏身

須恵器
坏身

須恵器
坏蓋

－

－

－

－

6.4

13.6

13.0

14.2

14.6

（13.4）

（14.2）

14.2

（13.6）

（13.5）

（13.0）

－

（10.6）

－

－

（12.6）

－

（12.6）

（13.7）

－

－

－

－

－

－

－

（14.6）

（12.0）

（24.0）

－

（11.8）

（7.8）

10.0

－

－

－

－

－

－

－

－

－

（10.2）

（8.4）

7.0

－

9.0

－

－

－

－

（7.0）

－

（6.8）

（5.6）

（10.0）

（13.9）

－

－

－

－

－

－

－

－

11.5

4.0

4.3

4.5

4.1

3.2

（3.4）

3.7

3.9

（3.8）

（8.5）

－

25.7

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

（3.7）

－

－

橙
5YR7/8

橙
5YR7/6

橙
5YR7/6

灰
N4/

浅黄橙
10YR8/3
浅黄橙

7.5YR8/6
灰白

7.5Y7/1
灰白
N7/
灰
N6/
青灰

5PB6/1
灰白
N7/
灰
N6/
灰
N6/
灰
N6/
灰
N6/
灰

7.5Y6/1
灰
N4/
灰白

7.5YR8/2
にぶい橙
7.5YR7/4

灰
N5/

浅黄橙
7.5YR8/6
にぶい黄橙
10YR6/3

灰白
2.5Y8/2
浅黄橙

7.5YR8/6
橙

7.5YR7/6
浅黄橙

7.5YR8/4
灰白

7.5Y8/1
にぶい橙
5YR7/4

橙
7.5YR7/6

黄橙
7.5YR7/8

灰
7.5Y6/1

灰
N5/
灰
N6/
灰
N7/

灰
7.5Y5/1

灰
N4/

明黄褐
10YR7/6
浅黄橙

10YR8/3
浅黄橙

7.5YR8/4
－
－

灰白
N7/
灰白
N6/
灰
N7/
灰
N6/
灰
N6/
灰
N6/
灰
N6/
灰
N6/
灰
N6/
灰

7.5Y6/1
緑灰

7.5GY5/1
灰白

10YR7/1
灰白

7.5YR8/1
灰
N6/

浅黄橙
7.5YR8/6
浅黄橙

10YR8/4
灰白

2.5Y8/1
灰白

2.5Y8/2
暗灰
N3/
灰白

7.5Y8/2
灰白

7.5Y8/2
灰白

2.5Y8/2
黒

7.5YR1.7/1
浅黄橙

7.5YR8/4
灰白
N7/
灰
N6/
灰
N6/
灰
N7/

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

不良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

ナデか ナデか

？ ナデ、指オサ
エ後ナデ

工具ナデ 工具ナデ

工具ナデ、ナ
デか

ナデ、指オサ
エ後ナデか

指オサエ、ナ
デ

ナデ、指オサ
エ

指オサエ、ナ
デ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ 回転ナデ

ナデ ナデ

工具ナデの後
ナデ

ナデ、指オサ
エ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

ナデか ナデか

指押さえ後ナ
デ ？

ナデ ナデ

ヨコナデ、ナ
デ ナデか

指オサエ後ナ
デ

指オサエ後ナ
デ

工具ナデ、ナ
デ

ナデ、指オサ
エ

2
多
2
多
2
多
2
多
5
少
6
多

7
多
5
多

1
多
2
多
5
多
3
多
3
多
7
多
5
少
5
多
1
少
3
多

1
少
1
少
3
少

1
僅
2
多
3
多
2
僅
4
少
1
僅
2
僅
3
僅
5
多
微
多
1
多

微
僅
1
多

2
少

微
僅
微
僅
1
僅
1
僅

1
僅
5
少
1
僅
微
僅

2
多
微
多

1
僅

2
少
1
僅

1
僅

底部木葉圧痕有、外面風
化

128

126

125

127

15

89

1

6

86

5

84

2

4

81

3

83

87

22

90

88

98

99

97

96

100

109

94

93

95

101

57

58

59

73

※胎土　A：宮崎小石　B：長石・石英　C：輝石・角閃石　D：雲母　E：黒染

内面同心円当て具痕有

外面ヘラ記号有

外面ヘラ記号有

脚部透かし孔有

内外面風化

内外面風化

内面風化

底部木葉圧痕有

接合痕明瞭

工具ナデの後
ナデ ナデ

ナデ、指オサ
エ

指オサエ後ナ
デ

指オサエ後ナ
デ

指オサエ後ナ
デ 底部木葉圧痕有

ナデ、指オサ
エ後ナデ

指オサエ後ナ
デ 底部木葉圧痕有

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

内外面風化

（10.2）
（長）

（8.2）
（幅）

（3.5）
（厚）
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第41表　出土土器観察表⑥
【3区】

掲載頁
図番号

番
号

遺構等
種　別
器　種

法量㎝（ ）：復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上：㎜ 下：量）
備　考

実測
番号外面 内面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ口径 底径 器高 外面 内面

p.301
第220図

981

982

983

984

985

986

987

988

989

990

991

992

993

994

995

997

998

999

1000

1001

1002

1003

1004

1005

1006

1007

1008

1009

1010

1011

1012

1013

1014

1015

溝状遺
構5

p.302
第221図

溝状遺
構5

p.303
第222図

溝状遺
構6

p.304
第223図

溝状遺
構6

須恵器
坏身

須恵器
坏身

須恵器
甕

土師器
小型壺
土師器
小型壺
土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
鉢

土師器
鉢

土師器
鉢

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

須恵器
坏蓋

須恵器
坏蓋

須恵器
坏蓋

須恵器
坏身

須恵器
甕

土師器
坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
高坏

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
甕

土師器
壺

土師器
壺

土師器
壺

－

（13.1）

－

6.6

（6.5）

18.5

（14.2）

－

－

14.4

（15.3）

（26.0）

－

（17.0）

－

－

－

14.2

－

－

（13.9）

（15.4）

（16.0）

－

15.2

（14.6）

(13.2 )

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

（10.0）

（10.5）

5.9

（7.0）

9.3

－

－

4.6

－

－

－

－

－

6.8

－

－

10.8

－

－

23.2

6.2

8.8

（10.4）

6.2

5.9

5.4

5.0

－

－

－

6.8

7.0

－

－

－

－

7.0

（6.6）

16.3

－

－

－

－

－

4.0

－

－

5.8

－

－

－

－

－

4.7

－

－

－

－

－

－

－

灰
N6/
青灰

5PB6/1
灰

7.5Y6/1
橙

7.5YR7/6
橙

7.5YR7/6
浅黄橙

10YR8/3
橙

7.5YR8/3
橙

5YR7/8
淡橙

2.5YR8/3
橙

7.5YR7/6
にぶい橙
10YR7/3

灰白
2.5YR8/2

橙
5YR7/8
にぶい橙
10YR7/3
浅黄橙

7.5YR8/4
灰
N6/
灰
N6/
灰
N6/
灰
N6/
灰
N6/
橙

5YR6/8
橙

5YR7/6
浅黄橙

10YR8/3
橙

5YR7/6
橙

7.5YR7/6
橙

2.5YR6/8
淡黄

2.5Y8/3
橙

7.5YR7/6
灰白

10YR8/2
橙

5YR7/6
黄橙

10YR8/6
橙

7.5YR7/6
にぶい赤橙
10R6/3
淡黄

2.5Y8/4

灰
N6/
青灰

5PB6/1
灰白
N7/
橙

7.5YR7/6
橙

7.5YR7/6
橙

7.5YR7/6
淡橙

5YR8/4
橙

5YR7/8
浅黄橙

10YR8/4
橙

7.5YR7/6
褐灰

10YR4/1
灰白

10YR8/2
橙

5YR7/8
灰白

5YR7/1
褐灰

7.5YR5/1
灰

5Y6/1
灰白
N7/
灰
N6/
灰
N6/
灰白
N7/
黄橙

7.5YR7/8
浅黄橙

7.5YR8/6
浅黄橙

10YR8/3
浅黄橙

7.5YR8/4
橙

5YR7/6
黄橙

7.5YR7/8
黄灰

2.5Y6/1
浅黄橙

7.5YR8/6
橙

5YR7/6
橙

5YR7/8
淡黄

2.5Y8/3
灰白

10YR8/2
浅黄橙

7.5YR8/4
黄灰

2.5Y6/1

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

タタキ 同心円当て具

？ ナデ、指オサ
エ

？ ナデ

ヨコナデ、ナ
デ

ヨコナデ、ナ
デ

ヨコナデ、工
具ナデ

ヨコナデ、ナ
デ

？ ？

ナデ、指オサ
エ後ナデ

ナデ、指オサ
エ

ヨコナデ、ナ
デか

ヨコナデ、ナ
デか

工具ナデ、ナ
デ

工具ナデ、ナ
デ

ヨコナデ、ナ
デ

ヨコナデ、ナ
デ

ナデか ナデか

ヨコナデ、ナ
デ

ヨコナデ、ナ
デ

ナデ、指オサ
エ後ナデ

ナデ、指オサ
エ後ナデ

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

タタキ後ナデ 同心円当て具

ナデか ナデか

ヨコナデ、丁寧なナ
デ、指オサエ後ナデ 丁寧なナデ

丁寧なナデ 丁寧なナデ

ナデ、ヨコナ
デ

丁寧なナデ、指
オサエ後ナデ

ナデ、指オサ
エ後ナデ

ナデ、指オサ
エ後ナデ

ナデか ナデか

4
多
4
多
2
多
4
少
3
多
2
少
4
少
5
多
5
多
2
多
5
多
4
多

4
多
6
僅
1
少
1
少
4
少
4
多
8
多
7
少
2
多
3
多
4
多
3
多
5
多
4
多

3
少
1
少
2
少

2
少

1
少

1
少
1
少
2
少
1
少
1
少

微
少

3
少
3
少

1
少

1
僅

微
僅
1
少

74

75

76

11

19

102

20

107

106

14

108

21

104

105

103

54

55

10

53

56

116

122

123

115

124

121

110

91

114

118

117

113

112

119

※胎土　A：宮崎小石　B：長石・石英　C：輝石・角閃石　D：雲母　E：黒染

外面風化、底部木葉圧痕

内外面風化

内外面風化

底部木葉圧痕有

外面ヘラ記号有

内外面風化

内外面赤彩

内面赤彩

内外面風化

工具ナデ、ナ
デ

ナデ、指オサ
エ 接合痕明瞭

工具ナデ、指
オサエ後ナデ

工具ナデ、ナ
デ

ナデ 指オサエ 底部木葉圧痕有

ナデ、指オサ
エ後ナデか

ナデ、指オサ
エ後ナデか

内外面風化、底部木葉圧
痕

工具ナデ 指オサエ後ナ
デ 底部木葉圧痕有

ナデか ナデか 内外面風化

ナデか ナデ、指オサ
エか 内外面風化

ナデか ナデか 内外面風化

外面風化
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第42表　出土土器観察表⑦
【3区】

掲載頁
図番号

番
号

遺構等
種　別
器　種

法量㎝（ ）：復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上：㎜ 下：量）
備　考

実測
番号外面 内面 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ口径 底径 器高 外面 内面

p.304
第223図

1017

1018

1019

1019

1020

1021

1022

1023

1024

1025

1026

1027

1028

1029

1030

1031

溝状遺
構6

p.305
第224図

溝状遺
構48

p.306
第225図

溝状遺
構74

p.307
第227図 掘立柱

建物56

p.309
第232図

土坑50

p.310
第234図

遺構検
出層

遺構検
出層

土師器
壺

土師器
甑

土製品
支脚

須恵器
長頸壺
須恵器
不明

土師器
甕

須恵器
坏蓋

須恵器

須恵器

須恵器
甕

陶器
鉢

陶器
甕

土師器
坏

土師器
坏

弥生土器
甕

弥生土器
甕

－

－

－

（27.8）

－

（12.6）

－

（13.2）

（28.0）

（43.4）

－

（13.4）

（12.7）

6.0

8.3

8.5

－

－

－

－

－

－

－

－

（7.4）

7.8

－

－

－

－

－

（3.7）

－

15.6

－

－

18.4

4.0

3.8

黄橙
7.5YR8/6

黄橙
7.5YR7/8

橙
7.5YR7/6

灰
N4/
灰白

7.5YR7/1
橙

2.5YR7/8
灰
N6/
灰
N4/
灰
N8/
灰

7.5YR6/1
灰赤

2.5YR6/2
灰褐

5YR5/2
浅黄橙

10YR8/3
浅黄橙

7.5YR8/6
赤褐

5YR4/8
赤褐

5YR4/8

黄灰
2.5Y5/1
灰白

7.5YR8/2
－
－

灰白
N7/
灰白

7.5YR7/1
黄橙

7.5YR8/8
灰
N7/
灰
N6/
灰
N8/
灰

7.5YR6/1
灰赤

2.5YR4/2
灰
N6/

にぶい黄橙
10YR7/2

灰白
5Y7/1
明赤褐
5YR5/8

にぶい黄橙
10YR6/4

良好

良好

良好

良好

不良

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

良好

ナデか ナデか

ナデ 工具ナデ後ナ
デ

ナデか －

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

ナデか ナデか

ナデ、指オサ
エ

工具ナデ、指
オサエ後ナデ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ、回転ヘ
ラケズリ後ナデ 回転ナデ

回転ナデ、タ
タキ

回転ナデ、同
心円当て具

回転ナデ、工
具ナデ 回転ナデ

工具ナデ ヨコナデ、指
オサエ後ナデ

回転ナデ、回
転糸キリ 回転ナデ

回転ナデ、回
転糸キリ 回転ナデ

4
多
4
多
6
多

6
多

微
少
微
少

1
少
5
多
微
少
1
少
2
少
微
少
微
少
3
僅
3
少
1
少
1
少

1
多
1
多

1
少
1
少

2
少

1
多
微
少
1
僅

内外面風化 111

92

120

79

78

170

77

80

18

60

226

225

150

151

227

228

※胎土　A：宮崎小石　B：長石・石英　C：輝石・角閃石　D：雲母　E：黒染

内外面風化

内外面風化、外面円形貼
付文・波状沈線文有

外面沈線文有

外面斜線文・列点文有、
底部ヘラ記号有

外面ヘラ記号有

山ノ口式

山ノ口式

11.2
（長）

6.0
（幅）

5.8
（厚）

第43表　出土石器計測分類表
【3区】

掲載
頁

図
番号

掲載
番号
889
930
949
952
996
1033
1034

砥石
敲石
敲石

スクレイパー
敲石

石包丁
石包丁

（9.4）
9.2
15.2
15.1

（10.8）
（2.5）

3.9

（5.5）
4.2
4.3
9.8

（8.8）
（2.9）

6.3

（3.0）
3.6
3.5
2.9

（5.1）
（0.6）

0.7

127
219
328
581
746
6.8
28.3

土坑7
土坑49

溝状遺構14
溝状遺構1
溝状遺構5
土坑68
土坑18

p.288
p.292
p.296
p.297
p.302
p.310
p.310

第205図
第209図
第215図
第216図
第221図
第234図
第234図

遺構等 器種

凝灰岩
砂岩
砂岩

尾鈴山酸性岩
砂岩
頁岩
頁岩

石材 長さ
（cm）

幅
（cm）

厚さ
（cm）

重量
（ｇ） 備考

砥石兼用

133
230
234
232
233
231
229

実測
No.

（ ）の値は残存値を示す

第31表　出土鉄器計測分類表
【1区】

掲載
頁

図
番号

掲載
番号
822
828
931
939

鉄鏃
鉄鏃
鉄鏃
鉄鏃

（8.40）
（7.45）
（3.80）
（9.70）

2.80
0.90

（1.00）
（2.30）

0.80
（0.70）
（1.00）
（1.10）

13.3
6.3
5.4
9.2

竪穴住居4
竪穴住居60

土坑49
土坑64

p.256
p.257
p.292
p.293

第163図
第164図
第209図
第210図

遺構等 器種 長さ
（cm）

幅
（cm）

厚さ
（cm）

重量
（ｇ） 備考

基部欠損
先端部欠損
両端部欠損
基部欠損

237
236
235
238

実測
No.

（ ）の値は残存値を示す
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写　真　図　版
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図版59

①　宮ヶ迫遺跡
3区空中写真
（真上から）①
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図版60

①　竪穴住居36（北西から）

②　竪穴住居36土器埋設炉

③　竪穴住居51（北東から）

①

②

③
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図版61

①　竪穴住居51土器埋設炉
上甕検出状況

②　竪穴住居51土器埋設炉
完掘状況

③　竪穴住居4（北から）

④　竪穴住居60（北から）

① ②

③

④
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図版62

①　竪穴住居36出土遺物　②　竪穴住居51出土遺物
③　竪穴住居51土器埋設炉埋設土器
（左：上甕、右：下甕）

④　竪穴住居4出土遺物　⑤　竪穴住居60出土遺物

①

②

③

⑤④

802

808

812

811

809

803
804

813

814

815

824

823

826

825 827

828
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図版63

①　掘立柱建物30（西から）
②　掘立柱建物30炉跡

③　掘立柱建物30（東から）

④　掘立柱建物63木柱
検出状況

①

②

③

④
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図版64

①　掘立柱建物8（南から）

②　掘立柱建物30土器埋設炉埋設土器
③　掘立柱建物63出土木柱
④　宮ヶ迫遺跡3区掘立柱建物跡出土遺物

①

②

③

④

831

835

837

839

838 841

840 845

842
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図版65

①　土器焼成坑25（南から） ②　土器焼成坑34（南から）

③　土器焼成坑52（南から） ④　土器焼成坑66（西から）

⑤　宮ヶ迫遺跡跡3区土器焼成坑出土遺物

847 849

848 855

854

856
852

851

850

859

858 860 857
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図版66

①　土抗10（南から）

②　土坑15・16（北西から）

③　土抗18・23（西から）

①

②

③
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図版67

①　土抗7（南東から）
②　土抗7遺物出土状況

（東から）

③　土抗17（南西から）
④　土抗17遺物出土状況

①

②

③

④
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図版68

①　土抗14出土遺物
②　土抗15出土遺物
③～⑤　土抗7出土遺物
⑥　土抗49出土遺物

① ②

③

⑤④

⑥

863（左：底部、右：口縁部） 864

884
885 886

869

878

876

872
882

894

892

890
893

891
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図版69

①～④　土抗49出土遺物
⑤　土抗64出土遺物

①

②

③

⑤

④

909
917 918

906

928

929

899

898

905

907
900

911
908

926

927

932 933

934

936

935 938
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図版70

①　土抗17出土遺物
②　土抗19出土遺物
③　④　溝状遺構14出土遺物
⑤　溝状遺構1出土遺物

⑤

① ③

②

④

940

941

948949

942 943

944
946

949

950

951

952
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図版71

①　②　溝状遺構3出土遺物
③　溝丈遺構11出土遺物
④　溝状遺構12出土遺物
⑤　溝状遺構5出土遺物

⑤

④

③

②

①

956
953 954

961 959

972

974

966

968

996

994

981
991

992

964

977

978
979
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図版72

①　②　溝状遺構5出土遺物
③～⑤　溝状6出土遺物
⑥　⑦　溝状遺構48出土遺物

①

③

④ ⑥

⑦⑤

②
984 985

990

988

986

989

999

1006

1005

1018

1002

1008

1015 1019

1020

1017

1009

1013

10141016
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図版73

①　溝状遺構74出土遺物
②　土抗50出土遺物
③　宮ヶ迫遺跡3出土鉄製品
④　掘立柱建物56出土遺物
⑤　⑥　宮ヶ迫遺跡3区出土

弥生時代遺物①

⑥

③

②

⑤

④

1024

1022
1025

1029 1028

931

829822939

1026

1027
1030

10311033



第Ⅴ章　宮ヶ迫遺跡における自然科学分析
株式会社　古環境研究所

第Ⅰ節　宮ヶ迫遺跡における植物珪酸体（プラント・オパール）分析

1．はじめに
植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸（SiO2）が蓄積したもので、植物が枯れたあともガラス

質の微化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析

は、この微化石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめとする

イネ科栽培植物の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている（杉山，2000）。ま

た、イネの消長を検討することで埋蔵水田跡の検証や探査も可能である（藤原・杉山，1984）。

2．試料
分析試料は、3区SB63土層断面付近の地山2層目（黒色粘質土層）から採取された1点である。

3．分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、ガラスビーズ法（藤原，1976）を用いて、次の手順で行った。

1）試料を105℃で24時間乾燥（絶乾）

2）試料約1gに対し直径約40μmのガラスビーズを約0.02g添加（0.1mgの精度で秤量）

3）電気炉灰化法（550℃・6時間）による脱有機物処理

4）超音波水中照射（300W・42KHz・10分間）による分散

5）沈底法による20μm以下の微粒子除去

6）封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート作成

7）検鏡・計数

同定は、400倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対

象として行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパ

ラート1枚分の精査に相当する。試料1gあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体

とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料1g中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重（1.0と仮定）と各植物の換算係数

（機動細胞珪酸体1個あたりの植物体乾重）をかけて、単位面積で層厚1cmあたりの植物体生産

量を算出した。これにより、各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえるこ

とができる（杉山，2000）。タケ亜科については、植物体生産量の推定値から各分類群の比率

を求めた。
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4．分析結果
（1）分類群

検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行い、

その結果を表2および図2に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

ヨシ属、ウシクサ族Ａ（チガヤ属など）

〔イネ科－タケ亜科〕

メダケ節型（メダケ属メダケ節・リュウキュウチク節、ヤダケ属）、ネザサ節型（おもにメ

ダケ属ネザサ節）、ミヤコザサ節型（ササ属ミヤコザサ節など）、未分類等

〔イネ科－その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来）、未分類等

〔樹木〕

ブナ科（シイ属）、マンサク科（イスノキ属）、アワブキ科、その他

（2）植物珪酸体の検出状況

3区SB63土層断面付近の地山2層目（黒色粘質土層）では、ヨシ属、ウシクサ族Ａ、メダケ

節型、ネザサ節型、ミヤコザサ節型などが検出されたが、いずれも比較的少量である。樹木で

はブナ科（シイ属）が比較的多く検出され、マンサク科（イスノキ属）、アワブキ科なども認

められた。なお、イネ、ムギ類、ヒエなどのイネ科栽培植物に由来する植物珪酸体は検出され

なかった。おもな分類群の推定生産量によると、ヨシ属が優勢となっている。

5．考察
地山2層目（黒色粘質土層）の堆積当時は、ヨシ属が生育するような湿潤な環境であったと

考えられ、周辺の比較的乾燥したところにはウシクサ族やメダケ属（メダケ節やネザサ節）な

どが生育していたと推定される。また、遺跡周辺にはシイ属やイスノキ属などの照葉樹林が分

布していたと考えられる。

文　献

杉山真二・藤原宏志（1986）機動細胞珪酸体の形態によるタケ亜科植物の同定－古環境推定の基礎資

料として－．考古学と自然科学，19，p.69-84．

杉山真二（1999）植物珪酸体分析からみた九州南部の照葉樹林発達史．第四紀研究，38(2)，p.109-123．

杉山真二（2000）植物珪酸体（プラント・オパール）．考古学と植物学．同成社，p.189-213．

藤原宏志（1976）プラント・オパール分析法の基礎的研究（1）－数種イネ科植物の珪酸体標本と定

量分析法－．考古学と自然科学，9，p.15-29．

藤原宏志・杉山真二（1984）プラント・オパール分析法の基礎的研究（5）－プラント・オパール分

析による水田址の探査－．考古学と自然科学，17，p.73-85．
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第2節　宮ヶ迫遺跡出土土器類の胎土分析（蛍光Ｘ線分析）

1．はじめに
物質にＸ線を照射すると、その物質を構成している元素に固有のエネルギー（蛍光Ｘ線）が

放出され、この蛍光Ｘ線を分光して波長と強度を測定することで、物質に含まれる元素の種類

と量を調べることができる。この方法を用いて、考古学分野では朱やベンガラなどの顔料分析、

リン-カルシウムの含量分析などが行われている。また、指標となる特定の元素の検出パター

ンの比較から、土器（須恵器など）の生産地推定や石器（黒曜石など）の産地推定も行われて

いる。

2．試料
分析試料は、宮ヶ迫遺跡から出土した土師器（№1～№10）、須恵器（№11～18）、および粘

土貯蔵坑？内粘土（№19、№20）の計20点である。試料の詳細を表3に示す。

3．分析方法
土器類については、ダイヤモンドカッターを用いて表面を研磨してコア部分を抽出し、超音

波水中照射による洗浄の後にセラミック乳鉢で粉末にして、ビードサンプラーでガラスビード

を作製した。測定は、波長分散型蛍光Ｘ線分析装置（フィリップス社製，PW2424型）を用い

て、検量線法による定量分析を行った。定量分析は、Na、Mg、Al、Si、P、K、Ca、Ti、Mn、

Fe、Rb、Srの12元素を対象とした。

4．分析結果
表4に各元素の定量分析結果を示した。定量分析結果は、慣例により代表的な酸化物名で表

記した。図3にK2O－Ca0分布図、図4にRb2O－SrO分布図、図5にCa0/K2O－SrO/Rb2O分布図

を示す。

5．考察
土器（胎土）に含まれる元素のうち、カリウム（K）、カルシウム（Ca）、ルビジウム（Rb）、

ストロンチウム（Sr）の4元素は、土器胎土の地域性を示す有効な因子とされており、K2O－

Ca0分布図やRb2O－SrO分布図を主な指標として土器の産地同定が行われている（三辻，1999

など）。ここでは両者の差異をさらに明確にするために、Ca0/K2O－SrO/Rb2O分布図を作成

して検討を行った。

Ca0/K2O－SrO/Rb2O分布図（図5）によると、宮ヶ迫遺跡の試料は大きくＡ、Ｂの2つのグ

ループに分けられる。Ａ領域はCa0/K2Oの値が0.18～0.27程度でSrO/Rb2の値が0.9～1.2程度で

あり、Ｂ領域はCa0/K2Oの値が0.07～0.13程度でSrO/Rb2の値が0.4～0.9程度である。なお、領

域を示す楕円は任意に描いたものであり、統計的な意味を示すものではない。
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Ａ領域には、粘土貯蔵坑？内粘土の№19と№20が含まれ、両者の元素組成は近似している。

この領域には土師器の№3、№5、№6、№7、№10、須恵器の№13と№18が含まれる。これらの

土器類は、粘土貯蔵坑？内粘土もしくはそれに近い給源の粘土がおもな素材となっている可能

性が考えられる。

Ｂ領域には、須恵器の№11、№12、№14、№15、№17が含まれる。これらの須恵器は、Ａ領

域の試料とは素材となった粘土の給源が異なっている可能性が考えられる。

土師器の№1、№2、№4、№9および須恵器の№16は中間的なところに位置しており、粘土貯

蔵坑？内粘土もしくはそれに近い給源の粘土が素材の一部となっている可能性も否定できな

い。

文　献

三辻利一（1993）蛍光Ｘ線分析法，第四紀試料分析法．日本第四紀学会編．東京大学出版会，p.218-

224.

三辻利一（1998）元素分析による古代土器の胎土研究．人類史研究第10号，p.11-39.

三辻利一（1999）元素分析による須恵器の産地推定．考古学と自然科学4．同成社，p.294-313．
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表2 宮ヶ迫遺跡胎土分析土器リスト
分析
№ 種別

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

土師器

器種

甕？

？

？

？

？

？

高杯？

？

模倣坏

？

甕

坏身

坏？

坏蓋

坏蓋

壷

甕

坏蓋

―

―

遺構名

SC6

SC6

SE3

SE3

SE3

SC29

SC29

SC29

SC29

SE13

SA10

SA10

SA10

SA10

SA10

表採

SC29

SC33

SC36

胎土

宮崎小石（粒径大）多く含む

宮崎小石（粒径大）多く含む

宮崎小石（粒径大）多く含む

宮崎小石少量含む

宮崎小石（粒径大）多く含む

宮崎小石（粒径大）多く含む

宮崎小石（粒径小）を含む

宮崎小石（粒径小）を含む

宮崎小石含まない、透明な粒（石英？）を含む

宮崎小石含まない、透明な粒（石英？）を含む

黒色の粒子を多く含む

黒色の粒子を多く含む

黒色の粒子含むが、小さく少量

黒色の粒子含むが、小さく少量

黒色の粒子含まない。白色の微粒子を多く含む

黒色の粒子含まない。白色の微粒子を多く含む

黒色粒子少量含む、白色粒子を含む

黒色粒子含まない、白色粒子含む

褐灰色粘土

褐灰色粘土

備考

土器焼成坑内剥離片

土器焼成坑内剥離片

溝状遺構内出土剥離片？

溝状遺構内出土剥離片

軟質（焼成不良）

断面サンドイッチ状

粘土貯蔵坑？内粘土（3・4層）

粘土貯蔵坑？内粘土（最下層）

須恵器

粘土

表3 宮ヶ迫遺跡における土器胎土の蛍光Ｘ線分析結果
分析
№ 種別 Na2O

（%）
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

土師器

1.27
1.27
1.40
1.58
1.27
1.52
1.22
1.48
1.46
1.39
0.62
1.27
1.50
0.68
1.44
1.41
0.51
1.59
1.68
1.59

MgO
（%）

0.58
0.82
1.13
0.57
0.83
1.22
1.21
0.80
1.27
0.77
0.72
0.62
1.47
0.55
0.67
0.91
0.66
0.70
1.14
1.18

Al2O3

（%）
19.5
20.1
19.1
17.8
19.6
16.7
18.2
18.8
19.5
25.2
21.8
20.8
17.4
21.4
22.7
15.4
20.8
22.2
14.5
16.5

SiO2

（%）
67.2
67.8
71.6
71.6
67.0
74.3
71.2
72.4
67.8
64.1
72.0
71.5
73.0
71.9
69.3
78.5
72.9
68.4
75.6
75.0

P2O5

（%）
0.498
0.448
0.201
0.777
1.043
0.335
0.555
1.069
0.453
0.502
0.046
0.077
0.104
0.036
0.040
0.050
0.152
0.041
0.244
0.053

K2O
（%）

2.12
2.23
1.98
2.22
2.26
2.59
2.35
2.17
2.88
2.48
2.02
2.22
2.53
1.55
2.33
2.03
2.46
2.34
2.27
2.28

CaO
（%）

0.30
0.35
0.39
0.35
0.43
0.46
0.51
0.43
0.37
0.64
0.15
0.24
0.49
0.17
0.29
0.35
0.19
0.45
0.57
0.53

TiO2

（%）
0.93
0.94
0.90
0.86
0.93
0.86
0.81
0.87
0.83
1.03
0.95
0.73
0.78
0.93
0.75
0.82
0.81
0.72
0.67
0.73

MnO
（%）
0.051
0.056
0.022
0.017
0.020
0.026
0.022
0.014
0.034
0.028
0.015
0.013
0.044
0.015
0.019
0.018
0.023
0.015
0.058
0.022

Fe2O3

（%）
7.31
8.40
4.04
5.19
7.87
4.38
6.69
3.41
7.65
5.49
4.77
5.71
5.57
6.10
5.35
3.69
4.11
5.77
4.12
2.76

Rb
（ppm）

112
118
88
98

108
108
106
98

141
101
115
101
113
85

109
96

154
111
105
113

Sr
（ppm）

90
93

106
101
107
111
111
99

116
105
58
86

120
54
86
80
68

105
119
114

須恵器

粘土
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図2 宮ヶ迫遺跡出土土器のK2O－CaO分布図

図3 宮ヶ迫遺跡出土土器のRb2O－SrO分布図
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図4 宮ヶ迫遺跡出土土器のCaO/K2O－SrO/Rb2O分布図



第3節　宮ヶ迫遺跡における樹種同定
株式会社　古環境研究所

1．はじめに
木材はセルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質の特徴から樹種の同

定が可能である。木材は花粉などの微化石と比較して移動性が小さいことから、比較的近隣の

森林植生の推定が可能であり、遺跡から出土したものについては木材の利用状況や流通を探る

手がかりとなる。

2．試料
試料は、宮ヶ迫遺跡から採取された計6点の木製品である。試料の詳細を表1に示す。

3．方法
カミソリを用いて新鮮な横断面（木口）、放射断面（柾目）、接線断面（板目）の三断面の切

片を作製し、生物顕微鏡によって40～1000倍で観察した。同定は、解剖学的形質および現生標

本を参考にして行った。

4．結果
宮ヶ迫遺跡の結果を表1に示し、主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定根拠となっ

た特徴を記す。

シイ属　Castanopsis ブナ科　　宮ヶ迫№5 写真1

横断面：年輪のはじめに中型から大型の道管がやや疎に数列配列する環孔材である。晩材部

で小道管が火炎状に配列する。放射断面：道管の穿孔は単穿孔で放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型のものが存在する。

以上の形質よりシイ属に同定される。シイ属は本州（福島県、新潟県佐渡以南）、四国、九

州に分布する。常緑高木で、高さ20ｍ、径1.5ｍに達する。材は耐朽、保存性やや低く、建築、

器具などに用いられる。シイ属にはスダジイとツブラジイがあり、集合放射組織の有無などで

同定できるが、本試料は小片で広範囲の観察が困難なためシイ属の同定にとどめた。

タブノキ　Machilus thunbergii Sieb.et Zucc. クスノキ科　　宮ヶ迫№1～4・6 写真2

横断面：やや小型から中型の道管が単独および2～数個放射方向に複合して散在する散孔材

である。道管の周囲を鞘状に軸方向柔細胞が取り囲んでいる。これらの柔細胞の中には、油を

含み大きく膨れ上がったものが存在する。放射断面：道管の穿孔は単穿孔または少数ではある

が、数の少ない階段穿孔が存在する。放射組織はほとんどが平伏細胞で上下の縁辺部のみ直立

細胞からなる。接線断面：放射組織は異性放射組織型で1～2細胞幅である。上下の縁辺部の直

－ 344 －



立細胞のなかには大きく膨れ上がったものがみられる。

以上の形質よりタブノキに同定される。タブノキは、本州（暖地）、四国、九州、沖縄に分

布する。常緑の高木で、高さ15ｍ、径1ｍに達する。材は耐朽性、保存性ともに中庸で、建築、

土木、器具、彫刻、薪炭などに用いられる。

5．所見
（1）宮ヶ迫遺跡

樹種同定の結果、タブノキ5点、シイ属1点が同定された。

種類別に見ると、木柱はタブノキ5点、シイ属1点であり、いずれも高木になる樹種である。

タブノキは強さ耐朽性ともに中庸の材であり、照葉樹林域の下部の海岸沿いに多く分布する。

シイ属はやや重硬で耐朽性、保存性は低い材である。

これらの樹木は、照葉樹林域に生育する樹種であり、タブノキやシイ属は沿岸地、平野部と

その周辺に多い要素である。

文　献
島地 謙・佐伯 浩・原田 浩・塩倉高義・石田茂雄・重松頼生・須藤彰司（1985）木材の構造．文永堂出版，

290p.
島地 謙・伊東隆夫（1988）日本の遺跡出土木製品総覧．雄山閣，296p.
山田昌久（1993）日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成－用材から見た人間・植物関係史．植生史研

究特別1号．植生史研究会，242p.
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表4 宮ヶ迫･古城第2遺跡における樹種同定結果
番号 種類 結果（学名／和名）

№1（1区総柱1－①） 木柱 Machilus thunbergii Sieb.et Zucc. タブノキ
№2（1区総柱1－②） 木柱 Machilus thunbergii Sieb.et Zucc. タブノキ
№3（1区総柱1－⑥） 木柱 Machilus thunbergii Sieb.et Zucc. タブノキ
№4（1区総柱1－⑧） 木柱 Machilus thunbergii Sieb.et Zucc. タブノキ
№5（1区総柱1－⑨） 木柱 Castanopsis シイ属
№6（3区木柱－①） 木柱 Machilus thunbergii Sieb.et Zucc. タブノキ
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第Ⅵ章　まとめ

第１節　土器焼成坑について
宮ヶ迫遺跡を特徴付ける遺構の一つに土器焼成坑がある。当遺跡では、古墳時代の土器焼成

坑が37基検出された。管見においては、宮崎平野部において当該時期の土器焼成坑は確認され

ていないことから、本遺跡で確認された土器焼成坑を検討することは、宮崎平野部の古墳時代

土師器生産の一端を知る上で重要となる。そこで本節では、宮ヶ迫遺跡における土師器焼成坑

について若干の検討をおこなっておきたい。

まず、今回の調査にあたって、どういった特徴をもった土坑を土器焼成坑と認定したのか、

その基準について確認しておく。第一に、遺構に直接的に残された痕跡として、床面、あるい

は側壁に被熱痕跡が認められること、第二に、土坑内から焼土や炭化物が一定程度認められる

こと、そして第三には、焼成時に焼けはじけた土師器の破片が出土していることを要件として

あげ、これらのうちいずれか一つを満たしていれば土器焼成坑として認定することとした。こ

の基準はこれまでに蓄積されている土器焼成坑の認定要件からすれば、幾分緩やかなものとな

っている。これは、調査、報告の段階においては、可能性のある遺構については積極的に土器

焼成坑と認定し、その当否も含めて広く検討の対象となることを期待してのことである。また、

土器焼成坑廃棄時の人為的な所作による改変のため、認定要件を満たさなくなってしまった遺

構が存在しているのではないかという想定も認定基準を緩やかにした理由の一つである。

以下、宮ヶ迫遺跡で確認された土器焼成坑の概要について触れていきたい。まず、遺構の時

期については、すべての土器焼成坑が古墳時代後期後半から終末期前半、6世紀後半から7世紀

前半の限られた時期に位置付けられる。

土器焼成坑の分布は、調査区内の限られた場所に集中する状況であった。今回の調査区内で

土器焼成坑が集中していたのは2ヵ所あり、一つが1区南側付近、いま一つが3区中央付近であ

った。この限られた地点への分布の集中は、集落内における土器焼成坑の配置が計画的におこ

なわれていたことを示すものと考えられる。また、1区の土器焼成坑集中部分と3区の集中部分

の関係性については判然としないが、3区集中部は土器焼成坑廃絶後に掘立柱建物が集中して

分布している。このことから、まず3区中央付近に配置されていた土器焼成坑が、集落内の遺

構配置の変更にともない1区南側付近に配置されるようになった可能性を考慮しておきたい。

ただし、両集中部間において出土遺物では時間差を見出しうるほどの差は認められない。

土器焼成坑の平面形態には、正円形、楕円形の円形基調のもの、隅丸長方形、玉蜀黍粒形の

方形基調のもの、二等辺三角形に近い形状の三角形基調ものもがある。そのほかに不整形な平

面形態のものも存在する。玉蜀黍粒形と三角形基調のものは、壁の立ち上り角度の相違から、

前壁と奥壁を区別することが容易であり、土器焼成坑としての整った形態を有している。

これら平面形態と土器焼成坑の床面、側壁にみられる被熱痕跡のあり方にはおおよその相関

関係を見出すことができる。円形基調、不整形の土器焼成坑では、床面、側壁の被熱範囲はま

ばらで一定しない傾向がある。また、被熱の度合いも弱いものが多い。方形基調のうち、隅丸
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長方形のものは、3区土器焼成坑28の1基のみであるが、被熱のあり方は円形基調のものと同様

である。玉蜀黍粒形のものは、土坑中央から奥壁側に被熱部が偏る傾向があり、被熱度合いも

強い。三角形基調のものは1区土器焼成坑3のみであるが、被熱部分が土坑内のほぼ全面に及ん

でおり、奥壁側の焼け方が最も強い状況であった。

焼成土坑の規模は、約1～1.5ｍ前後のものが最も多い。最も小型のものは、1区土器焼成坑14

で、直径が約0.6ｍ、平面形態が円形のものである。最も規模が大きいものは、1区土器焼成坑3

で長辺2.5ｍの平面三角形のものである。1区土器焼成坑3の他は、平面円形の3区土器焼成坑25

が2.0ｍを超えているほかは、土器焼成坑の平面形態による規模の差は認めることができない。

上記のような状況から、宮ヶ迫遺跡において確認された土器焼成坑には以下の特徴を上げる

ことができるだろう。まず第一に宮ヶ迫遺跡において土器焼成坑は6世紀後半から7世紀前半ま

での非常に限られた時期にのみ見られるということである。したがって、本遺跡においては、

ほぼ同時期に円形基調、方形基調、三角形基調、不整形の多様な形態の土器焼成坑が併存して

用いられていたことがわかる。また、土器焼成坑の平面形態は円形が主体的である。この同時

期に認められる土器焼成坑の形態差が、土器焼成坑としての機能差など、どのような意味を有

しているのかについては、それを検討しうるような判断材料が見出せず現段階では判然としな

い。しかし、床面や壁面に残された被熱痕跡のあり方や、形態の規格性について着目すれば、

円形、楕円形に代表される被熱範囲が一定せず、土器焼成坑としての前壁、後壁が不明確な簡

易で規格性をもたない一群と、二等辺三角形や玉蜀黍粒形のような、土器焼成坑としての前壁

や後壁が明確で、被熱箇所も共通性をもち、土器焼成坑として規格性をもって構築された一群

とに分けて認識することが可能である。

また、土器焼成坑の埋土の状況が一様ではない点にも注目できる。土器焼成坑の埋土に認め

られるいくつかの様相は、おそらく各焼成土坑の廃棄時のあり方を示しているのではないかと

考えられる。まず底面直上での焼土、炭化物の堆積が顕著なものがある。3区土器焼成坑69など

は床面から厚いところで3cmもの焼土層が確認されており、1区土器焼成坑7では床面に密着す

る炭化物、同土器焼成坑16では底面直上に炭化物層が堆積していた。これらはおそらく、土器

の焼成後に灰の掻き出しなどがおこなわれないままに埋没していったものと考えられる。これ

らとは逆に焼土、炭化物の堆積が顕著ではないものもある。１区土器焼成坑10は床面に被熱痕

跡が認められるが、床面付近への焼土、炭化物の堆積などが認められなかった。こうした埋土

の特徴をもつ土器焼成坑については、土器焼成後に床面に残された炭化物や灰などの掻き出し

がおこなわれたものと考えられる。これらの土器焼成坑には床面の被熱が顕著でないものも多

いが、焼成後の一連の所作により、わずかに床面が削られてしまったことに起因する可能性も

ある。そしてそのほかに、埋土中に大量の焼けはじけた土師器片が含まれているものがある。1

区土器焼成坑2や同土器焼成坑10なども比較的多量の土師器片が出土しているが、特に1区土器

焼成坑6は土器片で土器焼成坑が埋まっているような状況で、そのほとんどが焼けはじけた細か

な土師器片であった。こうした状況からは、これら土坑が土器焼成後に、他の土器焼成坑によ

る土器焼成で生じた焼成失敗品を廃棄するための土坑として用いられていたものと考えられる。

九州地域において土器焼成坑の研究は低調であるが、古墳時代の土器焼成坑がある程度まと
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まって確認されている地域に北九州地域がある。この地域の土器焼成坑を概観した佐藤浩司に

よれば、時期はほとんど6世紀から7世紀に限られること、平面形態は隅丸方形、方形主体で円

形が少数であること、規模は1.5ｍ前後のものが主体となること、群在することは稀で通常は1

～2基であることなどが特徴としてあげられている（佐藤　1995）。今回確認された土器焼成坑

と比較すれば、主体となる平面形態が異なる点、宮ヶ迫遺跡では非常に多くの数が確認された

点が異なっており、これらは地域的特徴を示すものの可能性がある。その中において、土器焼

成坑の存続時期が両地域で一致している点は非常に注目される。

宮ヶ迫遺跡周辺の丘陵部では、古代から近世にいたるまで窯業生産に関わる窯跡等の遺構が

集中する地域である。今回確認された土器焼成坑は、これらの前史として、当該地域の歴史を

語る上でも重要な位置を占めるものであろう。
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第2節　掘立柱建物について
ここでは宮ヶ迫遺跡で検出された古墳時代掘立柱建物について、遺構主軸を基にした変遷につ

いて検討したい。変遷は、本来であれば出土遺物から時期比定をおこない論ずるべきであるが、

掘立柱建物の場合、時期比定に耐えうる出土遺物が皆無である場合も少なくない。また柱穴掘方

から出土する遺物は、その柱穴掘削時より以前の時期の遺物を含む可能性があるという問題点も

ある。掘立柱建物出土遺物の僅少さは宮ヶ迫遺跡も例外ではなく、そのため隣接地を発掘調査し

た宮崎県埋蔵文化財センターでは、時間幅を有することを認めた上で、溝の時期を基準とし、主

軸を同じくする遺構群を同一「期」として捉え、掘立柱建物を含めた変遷を検討している。本節

でもそれに倣い、遺構主軸を基準に「期」を設定したい。ただし溝に関しては、県調査区内で検

出された溝と接続する同一の溝であっても、出土遺物の時期が異なるものがあり、その齟齬を解

消する検討にまで至ってはいない。そのため本節では掘立柱建物同士の切り合いから前後関係を

明らかにし、切り合った掘立柱建物各々と軸を同じくするものを抽出し、それらを同一期の掘立

柱建物と認定した。このことから、ここで設定する「期」は、あくまである段階に併存した遺構

群の抽出作業であり、時期を決定付けるものではない。時期比定に関しては、近接する同時期の

遺跡である古城第2遺跡の調査成果も踏まえた上で再度検討する必要がある。

Ａ期（県報告書Ⅰ期） 当該期は県調査区のみで7棟の掘立柱建物が確認されている。2棟の総

柱建物と5棟の掘立柱建物で構成されている。中心建物となる大型の掘立柱建物は確認されて

いない。

Ｂ期（県報告書Ⅱ期） 当該期は4棟（県調査区を含めると7棟）の掘立柱建物で構成されてい

る。Ｂ期はＣ期の3区掘立柱建物30のような明確な中心建物は確認されていないが、1・2区と3

区を隔てる道路下など、未掘部分に存在する可能性がある。また倉庫と考えられる総柱建物は

県調査区を含め4棟確認されているが、県調査区SB8のみ山裾に近いやや孤立した位置に立地

する。また同期の総柱建物は2間×2間であるのに対し、唯一3間×2間である。倉庫としての役

割が異なる可能性がある。

Ｃ期 現段階では当該期に属する掘立柱建物が8棟で最も多い。当該期の中心建物は3区掘立柱

建物30と考えられる。3区掘立柱建物30は6間×2間で9.8ｍ×4.4ｍの規模を測り、一部柱穴は布

掘りである。また建物内からは土器埋設炉が検出されており、掘立柱建物ではあるが火処を有

する。同様に中心建物となり得る可能性があるのが3区掘立柱建物63である。調査区端で検出

されたため、一部が検出されたのみであるが、南西側の柱穴は布掘りであり、柱穴の規模も径

1ｍ前後と大きく、大型の掘立柱建物となる可能性が高い。3区掘立柱建物30の北東側に近接す

る位置には、3区掘立柱建物74が主軸をほぼ直交させる形で検出されている。規模や位置から3

区掘立柱建物30に付随する建物と考えられる。このＣ期には倉庫とみられる総柱建物も4棟検

出されている。ただし1区掘立柱建物1と2は切り合い関係にあることから、本来Ｃ期は2時期に

細分できる。このため先述の中心建物も2棟併存ではなく、細かな時期を異にしている可能性

が高い。3区掘立柱建物43は、中心建物である3区掘立柱建物30に近接しすぎているため、同時

併存とは考え難く、3区掘立柱建物43は、3区掘立柱建物63に付随する倉庫と想定される。これ

に1区掘立柱建物1、2のいずれかが伴うと考えると、3区掘立柱建物63には少なくとも2棟の倉
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庫が付随すると想定される。同様に残りの総柱建物が3区掘立柱建物30に付随すると考えると、

やはり2棟となり、前述の付随建物である3区掘立柱建物74も含めて考えると、大型掘立柱建物

1棟に倉庫2棟、掘立柱建物1棟というセット関係がこの時期に規定されていた可能性がある。

Ｄ期（県報告書Ⅲ期） 当該期は4棟（県調査区を含めると5棟）の掘立柱建物が確認されてい

る。ただし、掘立柱建物の配置を詳細に見ると、3区掘立柱建物37と40は位置が近接しすぎて

いるため併存とは考え難く、Ｄ期も本来はＣ期と同様に2時期に細分できる。この期の中心建

物は2区掘立柱建物1である。2区掘立柱建物1は5間×3間で11.3ｍ×4.5ｍを測る。遺構面が削平

を受けているため、確実とは言えないが、周囲に同時期の掘立柱建物はなく、他の建物とは隔

絶した位置にある。この段階で中心建物の位置が東へと大きく移動したことも含め注目すべき

事象といえる。東へ移動したことの要因としては、宮ヶ迫遺跡の東に近接する古城第2遺跡と

の関連が想定される。古城第2遺跡は、現在整理途中であるが、宮ヶ迫遺跡と同様に古墳時代

後期から終末期の遺構が多数確認されている。しかしその中において、2区掘立柱建物1や3区

掘立柱建物30のような、柱穴の直径が1ｍ前後の大型柱穴をもつ掘立柱建物は確認されていな

い。そのため、2区掘立柱建物1の位置を、古城第２遺跡を含めた配置の中で鑑みると、より集

落の中心に近い位置に移動したと考えられる。調査以前、宮ヶ迫遺跡と古城第2遺跡の間には、

浅い小谷が形成され、水田が営まれていた。しかし、2区竪穴住居7の削平状況などをみると、

当時は現在よりも谷が狭かったと考えられ、集落を分断するようなものではなかった可能性が

高い。また、県調査区で確認されたSB5の付帯柵列は、SB5と軸を異にしていること、柵列と

建物が重なってしまうことから別の掘立柱建物であると考えられ、本節では独立した掘立柱建

物として捉え、主軸から当該期に位置付けた。

Ｅ期 Ｅ期は5棟（県調査区を含めると6棟）の掘立柱建物が検出されている。当該期は2区掘立

柱建物3が中心建物となる。2区掘立柱建物3は3間×2間であるが、8ｍ×4.1ｍの規模を測り、柱

穴の規模も径が1ｍを超えるものが中心である。その位置は2区掘立柱建物1とほぼ同じ位置で、

柱穴の切り合い関係から1→3の時期が明らかになっている。当該期のその他掘立柱建物は、通

常の掘立柱建物、倉庫と思われる総柱建物共に他の時期よりも規模が小さい。宮ヶ迫遺跡の古

墳時代集落としては最終段階に当たる時期と考えられることから、建物規模からも、集落の縮

小を表していると考えられる。掘立柱建物44、45の切り合いから当該期も2時期に細分される。

以上のように宮ヶ迫遺跡の古墳時代掘立柱建物の変遷を追ってきたが、大きく5つの期に分

けられることが明らかになった。Ａ期からＥ期へ掘立柱建物の変遷を見ていくと、建物の配置

が徐々に西から東へと移動していく傾向が見て取れる。この流れの中で、特に大きな画期はＣ

期とＤ期の間と考えられる。この間に中心建物は大きく東へ移動し、建物主軸も北西－南東を

基本としたものから、ほぼ東西方向へ建物主軸の向けるものへと変化する。この変化は前述の

とおり、古城第２遺跡との関係性の中で生じたものと考えられるが、古城第２遺跡が未整理の

現段階では断定することはできない。またこの時期の集落で、どの程度厳密に建物主軸を配し

ていたか、という点では、少なくとも宮崎平野部の他の集落との比較が必須ではあるが、本節

ではそこまで至ることができなかった。これら大きな課題を残しているが、古城第２遺跡を報

告する上で再度整理検討したい。
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第3節　古墳時代の竪穴住居について
1区から3区にかけて竪穴住居が25棟検出された。遺構の残存状況や調査区設定の関係から遺

構全体を調査できたものは少なく、詳細な検討ができる資料が乏しいものの、出土遺物等の検

討から内訳は古墳時代前期1棟、中期5棟、後期から終末期19棟となっている。それに宮崎県調

査部分において検出された後期から終末期の竪穴住居が3棟を加えると総数で28棟に及ぶ。集

落の復元については竪穴住居や掘立柱建物、溝状遺構などの配置等から復元を試みなければな

らないが、それについては別節で触れるため、ここでは竪穴住居自体のことについて述べるこ

ととする。

本遺跡では古墳時代を通して竪穴住居が存在しており、時代が下るごとにその数が増えてい

く状況が見受けられた。また後期から終末期の掘立柱建物も多く検出されており、竪穴住居と

切り合い関係が確認された2区・3区の調査成果では竪穴住居が全て掘立柱建物に切られてお

り、全体的に竪穴住居のほうが古いという新旧関係が確認されている。なお、3区では多くの

土器焼成坑も掘立柱建物に切られていたが、竪穴住居と土器焼成坑の新旧関係については明確

にはわからなかった。

前期の竪穴住居の特徴は長方形プランで火処を持たず、主柱穴は不明瞭なものでありその性

格としては作業場が想定されている。中期の竪穴住居は調査区の北側に集中する。遺構全体を

調査できた事例が少なく、火処・主柱穴については不明瞭なものが多いため、はっきりと規格

や性格を明らかにすることが難しい状況であるが、平面形については方形プランと長方形プラ

ンのものが見られる。長方形プランのものは前期の竪穴住居と同じように作業場が想定される。

これらの5棟の主軸方向を確認すると、1区竪穴住居8以外は概ね南北方向を向いている。

後期から終末期の住居跡は遺構自体の残存状況は悪かったものの、最も数が多く遺構全体を

調査することができたものがある。平面形についてはやはり長方形プランと方形プランのもの

があり、長方形プランのものは前期・中期のものと同じように火処がなく、主柱穴もはっきり

していないため、性格についてはやはり作業場が想定される。

方形プランのものはその規模により以下の3種類に分類できる。一辺が3～4m弱で床面積が

11～15㎡のもの（A類）、4～5m弱で床面積が16～30㎡のもの（B類）、7～8m弱で床面積が45

㎡（C類）を超えるものがある。A類の火処がないものは長方形プランのものと同じように作

業場としての性格が想定される。火処については地床炉だけが見られる。主柱穴はいずれも不

明瞭であった。B類については概ね火処がみられ、地床炉、土器埋設炉、竈、の3者があり、

複数の火処が設置されているものもあった。竈は終末期のものにだけ設置されている。主柱穴

はいずれも4本柱が想定される。C類に分類される１区竪穴住居14は残存状況が悪く火処は検

出されなかったが、1区竪穴住居10には複数の地床炉があった。主柱穴については両者とも4本

が想定されている。竪穴住居で複数の火処が確認されている例としては前述のとおり竈と土器

埋設炉、土器埋設炉と地床炉、複数の地床炉の3パターンが確認されているが、後二者につい

ては切り合い関係の可能性も考えられる。

宮崎県調査区分を含める後期から終末期の22棟の竪穴住居の主軸方向についてやや強引であ

るが検討してみると、概ね南北方向に設置されているもの（6棟）、西方向に15°前後振れるも
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の（3棟）、西方向に20°前後振れるもの（5棟）、西方向に30°前後振れるもの（5棟）、東方向

に15°前後振れるもの（3棟）と大きく5種類に分かれるようである。

第4節　中世の調査成果について
宮ヶ迫遺跡の主体となる時期は古墳時代であるが、中世の遺構・遺物も見つかっている。そ

の内訳は宮崎県調査区で掘立柱建物1棟、溝状遺構1条。宮崎市調査区では掘立柱建物9棟と土

坑墓2基、井戸状遺構1基、土坑１基が検出されている。

掘立柱建物については宮崎県調査区やそれと隣接する3区では規模の小さいものが多く、柱

穴の埋土から出土する遺物も少ない。それに対して1区・2区では規模の大きい建物が検出され

ており、柱穴の埋土より出土する遺物が多いものが見られる。特に1区掘立柱建物6は2間×4間

で北側に庇を持ち、桁行については6ｍを超えており、本遺跡の中世の掘立柱建物の中では最

大規模を誇る。また2区掘立柱建物2は１間×3間の建物で、桁行は1区掘立柱建物6とほぼ同規

模であり、梁行はそれよりもやや小さいが南北の2面に庇を持つ。このように比較的規模の大

きい掘立柱建物がある調査区の北東部分が本遺跡の中世における集落の中心地であったと考え

られる。

土坑墓はいずれも主軸を南北に設定されており、平面形は長方形プランで長軸が1.27ｍと

1.54mとやや小ぶりであるため、被葬者は膝等を折り曲げられて埋葬されている可能性が考え

られている。また出土遺物としては土師器皿と鉄刀がみられ、両者ともに北側に置かれて状態

で検出されていた。このように2基の土坑墓には共通性があり、被葬者は同じような性格の人

物と考えられる。

第５節　弥生時代の遺物の出土状況について
各区において弥生時代の遺物が出土している。この時期の遺物は遺構の検出作業中に地山

（遺構検出層）から出土したり、古墳時代や中世の遺構掘削時にその埋土中から出土したりす

るような状況であった。弥生土器については主に山之口式の甕形土器が出土している。石器は

穂摘み具である石包丁が8点（全て方形抉入タイプ）と特に多く出土しており、その他に土堀

具である打製石斧、磨製石鏃や磨製石斧片が出土している。

3区の遺構検出層下の黒色土をサンプルとしたプラントオパールの分析結果からはイネやム

ギ・ヒエなどのイネ科栽培植物に由来する植物珪酸体は検出されなかったが、ヨシ属が生育す

るような湿潤な環境であったと考えられる結果が得られている。この結果と弥生時代の遺物の

出土状況や水田耕作に関係する石包丁や打製石斧の存在を合わせて検討すると、宮ヶ迫遺跡の

周辺環境は湿地帯であり、今回の3区における1点のサンプルによる分析ではイネのプラントオ

パールが検出されなかったが、近隣には水田遺構が存在する可能性は考えられる。

弥生時代中期に当たる山之口式期の水田遺構が発見されたならば、県内でも古い時期の水田

遺跡となり、宮崎平野部における希少な弥生時代の水田遺構の検出事例ともなる。今後の本遺

跡周辺で行われる発掘調査においては、今回の調査で分析試料のサンプリングが十分に行われ

なかったことの反省を活かし、積極的にプラントオパールの分析を行うことにより、この仮説
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が検証されることを期待する。

第6節　古墳時代宮ヶ迫遺跡集落の変遷と性格
今回の調査において最も中心的な位置を占めていたのは、古墳時代前期から終末期にかけて

の集落跡の遺構、遺物であった。最後に宮ヶ迫遺跡で確認された古墳時代集落跡について、各

遺構の変遷やその性格について若干の検討をおこないまとめとしたい。

まず、古墳時代前期、中期に位置付けられる遺構、遺物はあまり多く確認されていない。前

期に位置付けられる遺構は1区竪穴住居4のみである。古墳時代中期になるとわずかに遺構の数

は増加し、1区北側及び2区にかけて竪穴住居、土坑などが散見されるようになる。前、中期を

通じて今回調査区の範囲では、集落の形成が低調であったことがわかる。

やや時期をあけて、古墳時代後期後半から終末期前半になると、多くの遺構が確認されるよ

うになり、宮ヶ迫遺跡集落の最盛期を迎える。これらの遺構は、おおむね須恵器陶邑編年の

TK43からTK217形式期に該当する遺構群である。しかし、遺物が少量で小片が多いことや、

一定の時期幅を持った遺物が出土する遺構があるなど、個々の遺構について明確に時期を決定

する事は難しい状況であった。そこで、当該時期の中での遺構の変遷を知るために、遺構の切

り合いと遺構の主軸方向を取り上げた。すなわち、まず同一の軸方向をとる遺構群を同時性が

強い一群としてグルーピングし、その各群の切り合い関係から遺構群の変遷を判断する方法を

採った。その結果、遺構の変遷について、Ⅰ段階からⅤ段階の5つの段階を設定した。なお、

この段階は切り合い関係にある遺構も軸方向が同じであれば、きわめて近しい時期の建て替え

として同段階に含めていることなど、厳密に同時性を示すものではない。各遺構がどの段階に

属するかについては第4図を参照いただきたい。また、平成24年度に宮崎県教育委員会から発

行された隣接地での調査報告で設定された遺構群の変遷との対応関係は、Ⅰ段階が県報告Ⅰ期

遺構群、Ⅱ段階が県報告Ⅱ期遺構群、Ⅳ段階が県報告Ⅲ期遺構群にそれぞれ対応している。

設定したⅠからⅤの各段階ごとに遺構の分布や数、規模などについて検討した結果、以下の

ようなことが確認された。まず、Ⅰ段階では遺構分布の中心が、3区および県調査区北寄りに

認められる。この段階に位置付けられる遺構は、竪穴住居、掘立柱建物ともに少なく、規模も

標準的なもので占められている。Ⅱ段階でも遺構分布の中心は、3区と県調査区側で、Ⅰ段階

より南側に遺構分布の中心が変化している。遺構の数も増加し、その分布域も調査区全体に広

がるようになる。建物の規模は前段階と代わらない状況である。3区中央付近に集中している

掘立柱建物はこの段階から見られるようになり、以後継続してこの周辺に建てられている。ま

た、3区中央にあった土器焼成坑は、ここに掘立柱建物が分布するようになるこの段階になっ

て1区南側へ移動したものと考えられる。粘土貯蔵坑と考えられる大型の土坑群は、継続して1、

3区の南側に分布している。Ⅲ段階になると、遺構分布の中心が1、2区へ移動する。この段階

に位置付けられる遺構が最も多く、竪穴住居5軒、掘立柱建物8棟である。各建物の分布のあり

方も変化しており、竪穴住居は1区中央西寄り付近に、掘立柱建物が3区中央付近にまとまるよ

うな分布状況が認められるようになる。建物の規模もこの段階には大型化しており、1辺が7ｍ

を超すような、1区竪穴住居10などの大型竪穴住居や、3区掘立柱建物30のような規模の大きい

掘立柱建物が出現する。Ⅳ段階では、遺構分布の中心は1、2区にある。掘立柱建物はⅢ段階同
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様に3区中央付近に位置しているものが多いが、竪穴住居は分布はさらに東側に移動し、中心

が1区中央東寄りにある。建物の規模もⅢ段階同様に大きいものがあり、1区竪穴住居14は1辺

約7ｍの規模である。また、2区北東寄りに方形で大型の柱掘方をもつ2区掘立柱建物1がある。

Ⅴ段階になると、遺構の数が少なくなる。遺構の分布状況もこれまでと異なり、調査区内にま

ばらに分布するようになる。建物の規模も縮小し、2区掘立柱建物3も柱掘方の規模は大きいも

のの、建物自体の規模は前段階より縮小している。

また、溝状遺構については、溝状遺構3、溝状遺構11、溝状遺構4・14はその長さや建物を囲

むように掘削されている状態から、集落を区画する目的を持つものと考えられる。これについ

ては切り合い関係から、溝状遺構4・14→溝状遺構11→溝状遺構3への変遷が確認でき、建物分

布の変遷と一致した状況である。各溝状遺構の時期は判断がしがたい面も多い。県報告による

と、溝状遺構14はⅡ段階に位置付けられている。したがって溝状遺構11、3はこれより新しい

段階のものであると言えるが、建物の分布状況から、溝状遺構11はⅢ段階に、溝状遺構3はⅣ

段階に位置付けられるものと見ておきたい。

以上のような、今回の調査で確認された遺構の状況から、宮ヶ迫遺跡の古墳時代後期末から

終末期前半にかけての集落は、大まかに、建物など遺構の分布が西から東へ向かって変遷する

こと、Ⅲ、Ⅳ段階が遺構の数、規模からみて最盛期であったことがうかがえる。Ⅴ期以降は、

小さな谷を挟んださらに東側の古城第2遺跡へと中心が移るようである。前中期については、

今回あまり遺構が確認されなかったが、県調査区の西側に広がっている可能性も考慮される。

今回調査を実施した、宮ヶ迫遺跡古墳時代集落は周辺に所在する同時期の集落と比較して、

突出した規模の集落とは言えない。しかしながら、2区掘立柱建物1などの大型の掘立柱建物や、

倉庫群を思わせる総柱建物が存在することに加え、土器焼成坑や鉄滓の出土、時期不明ながら

鍛冶関連の可能性のある遺構など各種生産に関わる遺構の存在は、本遺跡が地域でも拠点的な

性格を持っていたことをうかがわせる。河川河口域に近く、河川を望むような立地環境から、

交通や流通に関わるような諸活動が本集落成立の背景に存在していたのではないだろうか。あ

るいは、周辺、遠隔地からの分村、移住なども考慮に入れる必要があろう。これらについては、

今回検討が及ばなかったが、今後、本遺跡の遺構、遺物の更なる検討はもとより、周辺の集落

遺跡などを含めた上で改めて考えていく必要がある。
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